
羽根木古屋敷遺跡

行橋市文化財調査報告書　第 62 集

２０１８

行 橋 市 教 育 委 員 会

県営ほ場整備事業（今元地区）関係埋蔵文化財発掘報告



羽根木古屋敷全景（南西から）　　　　　　　　※後方は周防灘　　　

巻頭図版 1



序　

　本書は、平成 11 年度に県営ほ場整備事業 （今元地区） の工事に先立ち実施し

ました、 羽根木古屋敷遺跡の発掘調査の報告書です。

　 遺 跡 の 所 在 す る 羽 根 木 地 区 は 京 都 平 野 の ほ ぼ 中 央 に 位 置 し、 近 辺 に は、 室 町

時 代 に 活 動 し た 今 井 鋳 物 師 の 拠 点 と 考 え ら れ て い る 金 屋 遺 跡、 や は り 室 町 時 代

の 明 応 四 年 （1495） に 開 基 し た、 真 宗 大 谷 派 の 名 刹 で あ る 浄 喜 寺 な ど、 数 多 く

の 文 化 財 が 知 ら れ て い ま す。 今 回 の 調 査 で は 弥 生 時 代 か ら 鎌 倉 時 代 に い た る、

多 様 な 遺 構、 遺 物 を 確 認 し ま し た。 な か で も 平 安 時 代 末 か ら 鎌 倉 時 代 の 中 世 前

半 期 に お け る 遺 跡 の 内 容 は、 市 域 で も 屈 指 の も の で あ り、 こ の 成 果 は 当 地 周 辺

の 地 域 史 の 解 明 に 寄 与 す る 重 要 な 成 果 と 思 わ れ ま す。 本 書 が 学 術 研 究 は も と よ

り埋蔵文化財への理解と認識を深めるために、 広く活用されることを願います。

　 な お、 発 掘 調 査 お よ び 報 告 書 作 成 に 当 た っ て 御 協 力 い た だ い た、 福 岡 県 行 橋

農 林 事 務 所、 今 元 土 地 改 良 区、 福 岡 県 教 育 委 員 会、 地 元 の 方 々 を は じ め と す る

関係各位に深く感謝いたします。

　平成３０年３月３０日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　行橋市教育委員会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教育長　笹 山   忠 則



例    言
１．本書は、福岡県行橋市大字羽根木 1531 － 1 ほかに所在する、羽根木古屋敷遺跡の発掘調査報告書

　である。県営ほ場整備事業（今元地区）の工事に伴い、国、県の補助を受け、平成 11 年度に発掘

　調査を実施した。

２．発掘調査および報告書作成は、行橋市教育委員会が主体となって行った。調査組織は第１章に記す。

３．遺構の実測図作成は今村美香、木村玉美、佐藤愛子、島木邦子、田中すま子、津田容子、中島裕子、

　　古木初子が行った。

４．遺構写真は中原 博が撮影した。空中写真撮影は株式会社ダイワに委託した。

５．遺構図の整理は奥野康代、鎌田尚子、山口裕平が行った。

６．遺物の接合・復元は枝吉恵美、河田まき子、佐々木豊子、定野美津子、橋田孝子が行った。

７．金属製品の保存処理等は九州歴史資料館のご助力を得た。

８．遺物の実測は枝吉、奥野、鎌田、河田、佐々木、定野、松本まゆみ、山口が行った。また一部を株

　式会社アーキジオに委託した。

９．遺物観察表は松本が作成し、山口が監修した。

10．遺物写真は中原、山口が撮影した。

11．遺構・遺物図面の浄書は奥野、鎌田、松尾留衣が行った。

12．本書に使用した遺構の略号は SI（竪穴建物）、ST（墓）、SE（井戸）、SK（土坑）、SD（溝）、SP（柱

　　 穴）である。

13．陶磁器の分類については、以下の文献を参考にした。

　　太宰府市教育委員会 2000『大宰府条坊跡ⅩⅤ―陶磁器分類編―』（太宰府市の文化財第 49集）

14．本書に使用した方位は、磁北である。

15．本書で報告した遺物、図面、写真は行橋市教育委員会において保管している。

16．本書の執筆および編集は、奥野、松尾、松本の協力を得て山口が行った。
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第１章　調査の経緯と経過
第１節　調査の経緯と経過

　今回報告する羽根木古屋敷遺跡は、県営ほ場整備事業今元地区の工事に先立ち埋蔵文化財の有無を確認す
る試掘調査で発見された遺跡である。平成 10 年 11 月～ 12 月にかけ事業予定地（15ha）に試掘溝を設定し、
羽根木古屋敷遺跡、今井寺門遺跡、今井金屋遺跡の 3 遺跡を確認した。このことより事業主体である福岡
県行橋農林事務所及び今元土地改良区と協議を行い、後者の 2 遺跡は盛土保存されることとなったが、羽
根木古屋敷遺跡は工事で削平される 7,500㎡を対象に記録保存のための発掘調査を実施する運びとなった。
　発掘調査は平成 11 年 10 月より開始した。まず重機で表土を剥いで遺構を検出し、検出が終わった調査
区より順次発掘作業員を投入し、人力による掘り下げを行った。それと併行して調査区内に 10m のグリッ
ドを設定し、縮尺 100 分の 1 で平板測量図（遺構配置図）の作成を開始した。また縮尺 20 分の 1 で遺構
の実測も行っていった。遺構の写真撮影は 35㎜白黒フィルム、35㎜カラーリバーサルフィルムを使用し、
調査の進展に従い順次行った。また調査終盤にはラジコンヘリによる空中写真撮影を行った。工事スケジュ
ールの都合上、年度をまたいで発掘調査を継続することはできず、一部未掘の遺構があったことは遺憾では
あるが、3 月末に発掘調査を終了した。
　平成 12 年度より発掘調査担当者である中原博の下で遺物の洗浄、復元等の整理作業を継続して行ってき
た。しかしながら、出土品の量が膨大であることに加え、その後の開発事業に伴う発掘調査の増加により整
理作業に十分な人員や時間を確保できずにいた。平成 24・25 年度には厚生労働省の緊急雇用創出事業を活
用して、出土遺物の一部の実測作業を外部委託したが整理作業を完了するには至らなかった。そのような中、
平成 28 年 3 月に中原が早期退職したため、その後の作業を山口裕平が引き継ぎ、平成 28 年度から文化庁
の補助事業として本格的に整理作業を行い、平成 29 年度もそれを継続し、本書を刊行する運びとなった。
　

第２節　調査体制

　発掘調査（平成 11年度）
　総　括　　行橋市教育委員会　教育長　　　　　　　　　　　　　　　德永 文晤
　　　　　　　　　　　　　　　教育部長　　　　　　　　　　　　　　山内 公二
　調　査　　　　　　　　　　　教育部 生涯学習課長   　　　　　　　　永岡 正治
　　　　　　　　　　　　　　　教育部 生涯学習課 文化係長　　　　　　西江 文敏　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　教育部 生涯学習課 文化係　　  　　　　  小川 秀樹
　　　　　　　　　　　　　　　教育部 生涯学習課 文化係　　　　　　    伊藤 昌広
　　　　　　　　　　　　　　　教育部 生涯学習課 文化係　　　　　　　辛嶋 智恵子
　　　　　　　　　　　　　　　教育部 生涯学習課 文化係　　　　　　　中原 　博　  （調査担当） 　　
　庶　務　　　　　　　　　　　教育部 生涯学習課 文化係　　　　　　　森　 清孝
　発掘調査作業員
　　　　　　　赤波江 大輔　池田 保　一宮 千恵　今田 千寿江　今村 美香　榎 克二郎　大濱 エミ子
　　　　　　　大濱 公子　大浜 チズ子　岡野 徹也　尾崎 俊一　小野田 トミヱ　椛島 美佐江　川端 照子  
　　　　　　　川端 日出子　北本 悦子　木下 澄香　木下 節子　木下 孝子　木下 道子　木村 玉美　工藤 祥子
　　　　　　　古賀 丈晴　佐藤 愛子　島木 邦子　清水 ゆき子　白石 利治　白石 智子　末永 修崇　末松 由美
　　　　　　　賎川 徳三　田中 すま子　谷口 貞子　茶円 洋行　津田 容子　中島 裕子　中野 剛寿  中村 健吾  
　　　　　　　中村 タケ子  中山 重俊  野川 久夫  春本 哲郎　福島 勝　福島 美智子　福田 朝夫　福田 眞理子  
　　　　　　　藤田 由美子　古木 初子　本田 久代　松本 健治　宮田 ヲカ　村上 和義　村上 ひとみ
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第１図    羽根木古屋敷遺跡調査区域 （1/10,000）

　報告書作成（平成 28･29 年度）
　総　括　　行橋市教育委員会　教育長　　　　　　　　　　　　　　　笹山 忠則
　　　　　　　　　　　　　　　教育部長　　　　　　　　　　　　　　坪根 義光 （～平成28年７月31日）
　　　　　　　　　　　　　　　教育部長　　　　　　　　　　　　　　米谷 友宏 （平成 28 年 8 月 1 日～）
　調　査　　　　　　　　　　　教育部 文化課長   　　　　　　　　　　森　 雅代
　　　　　　　　　　　　　　　教育部 文化課 参事兼文化財保護係長      小川 秀樹
　　　　　　　　　　　　　　　教育部 文化課 文化財保護係　　　　　　山口 裕平     （報告書担当）
　　　　　　　　　　　　　　　教育部 文化課 文化財保護係　　　　　　天野 正太郎
　　　　　　　　　　　　　　　教育部 文化課 文化財保護係　　　　　　笠置 拓也　　　　
　庶　務　　　　　　　　　　　教育部 文化課 文化振興係長　　　     　吉兼 三佳
　　　　　　　　　　　　　　　教育部 文化課 文化振興係　　　　     　濵岡 絵美子（平成 29 年度）
　　　　　　　　　　　　　　　教育部 文化課 文化振興係　　　　     　入生 佳奈
　　　　　　　　　　　　　　　教育部 文化課 文化振興係　　　　     　虎谷　 彩
　整理作業員
　　　　　　　枝吉 恵美　奥野 康代　鎌田 尚子　河田まき子　定野美津子　松尾 留衣　松本まゆみ
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第２章　遺跡の位置と環境

第１節　地理的環境

　福岡県行
ゆくはし

橋市は県北東部に位置する（第２図）。この地域は明治23年（1890）の郡制公布で置かれた京
み や こ

都郡、

築
ちく

上
じょう

郡の頭文字を取り京
けいちく

築地方と呼ばれ、行橋市はその中心都市で人口 73,338 人（平成 30 年１月末日現

在）を擁す。市域は東に周防灘を望む京都平野の中央部を占める。この平野は律令制以降、上述の郡制公布

まで置かれた京都郡、仲
なか

津
つ

郡、築
つい

城
き

郡の３つの郡域にまたがるが、行橋市は市の北側が旧京都郡域、南側が

旧仲津郡域にあたる。山地は少なく、南西部に馬ヶ岳〔216m〕、御所ヶ岳〔ホトギ山：246.9m〕などが東

西に連なり、みやこ町豊
とよ

津
つ

・犀
さいがわ

川地域と市町境を画す。北九州市小倉南区と接する北西部は国指定特別天然

記念物の平尾台カルストの石灰岩台地が広がる。他に観音山〔202m〕、幸ノ山〔178m〕、 覗
のぞき

山〔121.7m〕

など少数の独立山塊がある。市内には霊峰・英
ひ こ

彦山
さん

を源とする今川、 祓
はらい

川をはじめ、小
お ば せ

波瀬川、長
な が お

峡川、

江尻川、音無川などの中小の河川が流れ、周
す

防
おう

灘に注ぐ。

　本書で報告する羽
は ね ぎ

根木古屋敷遺跡は行橋市大字羽根木・金
かな

屋
や

に所在する。祓川と江尻川に挟まれた標高約

５m の海岸平野で、羽根木古屋敷遺跡で集落が営まれ始めた古墳時代頃は、両河川や今川、長峡川が形成

する三角州上に立地していたと考えられる。上記の河川が周防灘に注ぐあたりで海岸線が大きく湾入して、

現在の市街地一帯に大きな入江が形成されていた。その後、河川が運ぶ堆積物と近世以降の干拓によって入

江の陸地化が進んでいった（第３図）。

第２節　歴史的環境

　京都平野における人類の足跡は、今から約３万年前の後期旧石器時代初頭にさかのぼる。市域では渡
と

築
つく

紫
し

遺跡Ｃ区で、該期の尖頭状石器、台形様石器、削器、剥片などが火山灰層からまとまって出土し、石器製作

を行っていた跡と考えられる。このほか稲
いなどうかみさこ

童上迫遺跡、稲
いなどう

童豊
ぶん

後
ご

塚
づか

遺跡、鬼
おに

熊
くま

遺跡、 入
にゅう

覚
がく

大
おおばる

原遺跡などで

旧石器が見つかっている。

　続く縄文時代は、全国的に温暖化の影響で海進が発達した。そのピークは中期の約 4800 年前頃で、現在

の延
のぶなが

永―津
つのくま

熊―大橋―今井―津
つ る

留を結ぶラインがその頃の汀線と考えられている。この汀線は弥生時代以降

若干海退するものの、江戸から昭和時代の干拓によって、蓑
みのしま

島と陸続きになるまで、京都平野は現在とは大

きく異なる内湾性の臨海平野を形成していた（第４図）。市域の縄文時代の様相は発掘事例が少なくあまり

明確ではないが、当時の今川河口部に近い宝山に貝塚が存在した。周防灘沿岸部で唯一確認されている縄文

貝塚で、北九州市立自然史・歴史博物館が所蔵する縄文土器から後期の貝塚であったことが分かる。遺構は

長
ちょう

者
じゃばる

原遺跡、長井丸尾遺跡で後期の住居跡が１軒ずつ確認されているにすぎないが、土器は草期の押型文

土器（竹
たけなみ

並遺跡、稲童上迫遺跡など）、前期の曽
そ

畑
ばた

式土器（竹
たけなみしも

並下ノ原
はる

遺跡）、轟
とどろき

Ｂ式土器（稲
いなどう

童野
の ね

稲迫
さこ

遺跡）、

後期の西平式系土器（下
しもさき

崎瀬
せ と

戸溝
みぞ

遺跡）、石器は早期のトロトロ石器（長井作り山遺跡）、後期の大型打製石

斧（鬼熊遺跡）など各期の遺物が徐々に知られるようになってきた。

　2600 年前頃を境に、生業の主体を狩猟採集とする縄文時代から稲作農耕とする弥生時代へと変化してい

く。弥生時代の遺跡は早期より見られ、夜
ゆ

臼
うす

式土器や続く前期初頭の板付Ⅰ式土器が出土する長井遺跡や辻
つじ

垣
がき

遺跡群がある。近年の東九州自動車道建設に伴う発掘調査で確認された矢
や

留
どみどう

堂ノ前
まえ

遺跡では前期の環濠集

落が見つかった。この地域において遺跡が爆発的に増加するのは弥生前期後半からで、下
しもひえ

稗田
だ

遺跡、前田山
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第２図　羽根木古屋敷遺跡の位置（1/2,000,000）

羽根木古屋敷遺跡

第３図　行橋市周辺の地形分類図（1/100,000）

遺跡、入覚大原遺跡など大規模な集落が形成される。なかでも下稗田遺跡では竪穴住居やそれに伴う多くの

貯蔵穴が発掘された。谷部の湿地帯では木製農具も見つかっており、石斧や石庖丁、石剣などの多くの石器

も発見された。貯蔵穴からは炭化したコメに加え、淡水産や海水産の貝殻、魚骨なども見つかっており、稲

作を行いながら、狩猟、採集、漁撈と多様な生活様式であったことが分かる。代わって後期の遺跡には下崎
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古代の海岸線

旧 石 器 時 代

縄 文 時 代

弥 生 時 代

古 墳

前 方 後 円 墳

古墳 ・横穴墓群

古墳時代集落

奈良 ・平安時代

古 代 寺 院 跡

鎌倉 ・室町時代

窯 跡

複 合 遺 跡 な ど

駅 路

駅 路 推 定 線

 １ ． 石  塚  山  古  墳

 ７ ． 福 丸 古 墳 群

1 3 ． 下 稗 田 遺 跡

1 9 ． 金  屋  遺  跡

2 5 ． 辻  垣  遺  跡

3 1 ． 矢留堂ノ前遺跡

3 7 ． 天生田大将陣横穴群

4 3 ． 豊 前 国 府 跡

 ２ ． 番  塚  古  墳

 ８ ． 椿  市  廃  寺

1 4 ． 庄 屋 塚 古 墳

20．羽根木古屋敷遺跡

2 6 ． 隼 人 塚 古 墳

3 2 ． 福原長者原遺跡

3 8 ． 甲  塚  方  墳

4 4 ． 豊 前 国 分 寺 跡

 ３．御 所 山 古 墳

 ９．ビワノクマ古墳

15．綾  塚  古  墳

21．崎  野  遺  跡

27．覗  山  城  跡

33．ヒ メ コ 塚 古 墳

39．彦 徳 甲 塚 古 墳

45．豊前国分尼寺跡

 ４．徳永夫婦塚古墳

10．延永ヤヨミ園遺跡

16．橘  塚  古  墳

22．長  井  遺  跡

28．稲 童 古 墳 群

34．竹  並  遺  跡

40．惣  社  古  墳

46．木  山  廃  寺

 ６．徳 永 丸 山 古 墳

12．前 田 山 遺 跡

18．箕 田 丸 山 古 墳

24．馬 場 代 古 墳 群

30．宝山桑ノ木遺跡

36．馬 ヶ 岳 城 跡

42．徳永川ノ上遺跡

48．船 迫 窯 跡 群

 ５．黒添メウト塚古墳

11．八   雷   古   墳

17．扇  八  幡  古  墳

23．代    遺    跡

29．渡 築 紫 古 墳 群

35．御所ヶ谷神籠石

41．居 屋 敷 窯 跡

47．上  坂  廃  寺

第４図　京都平野の主要遺跡分布図（1/80,000）
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ヒガンデ遺跡、代
だい

遺跡などが知られる。後期末から古墳時代への過渡期は、いわゆる『魏志倭人伝』に見ら

れる「邪馬台国」の時代であり、京都平野にも「国」があったと想定される。その国の中心集落（国
こくゆう

邑）の

第一候補が東九州自動車道建設に伴って調査された延
のぶなが

永ヤヨミ園
その

遺跡である。調査した範囲のみで 200 軒

程の竪穴住居があり、一定の区画を囲んだ居館の存在も想定されている。延永ヤヨミ園遺跡は内海に面して

おり、瀬戸内海を介して近畿や瀬戸内地方との交流拠点であったとも考えられる。

　京都平野における本格的な古墳時代は、3 世紀末～４世紀初頭頃に三角縁神獣鏡を副葬した石
いしづかやま

塚山古墳

（苅
かん

田
だ

町）の築造に始まる。その後、平野内の首長墓の系列は４世紀末頃のビワノクマ古墳、５世紀前半の

御
ご

所
しょやま

山古墳（苅田町）、5 世紀末の番
ばん

塚
づか

古墳（同）と続き、6 世紀には八
はち

雷
らい

古墳、 扇
おうぎ

八
はちまん

幡古墳（みやこ町）、

庄
しょう

屋
や

塚
づか

古墳（同）、箕
み だ

田丸
まるやま

山古墳が築かれる。これら最有力層の前方後円墳が築かれるのは、いずれも旧京

都郡域で、その多くは各時期において豊前地域で最大級の規模を有し、旧京都郡域を拠点とする首長層が傑

出した勢力を保持していたことを物語っている。一方平野の南東域を占める仲津郡域の前方後円墳出現は稲

童古墳群の盟主墳である５世紀中頃の石
いし

並
なみ

古墳を嚆矢とし、6 世紀後半の隼
は や と

人塚
づか

古墳をもって終息する。前

方後円墳の築造の終息にともない、地域の首長墓は旧京都郡においては、橘塚古墳（みやこ町）、綾塚古墳（同）、

旧仲津郡においては、彦
けん

徳
どく

甲
かぶと

塚
づか

古墳（同）、 甲
かぶと

塚
づか

方墳（同）といった巨大な横穴式石室を内部主体とする

大型の円墳や方墳に移行する。一方、６世紀頃より家父長制社会が成立し、造墓が支配者層に留まらず下層

へ浸透していき、群集墳や横穴墓の築造が盛んになった。全国的にみても京都平野は古墳の宝庫であり、平

尾台や観音山、覗山山麓、御所ヶ岳、馬ヶ岳の山裾など平野の縁辺部に濃密に分布する。特に竹並横穴墓群

は 1,000 基近い横穴墓が発掘調査され、未調査及び調査以前に破壊された横穴墓を加えると約 1,500 基の

一大墳墓域である。未調査ではあるが、馬ヶ岳東麓の大
だい

将
しょう

陣
じん

にも相当数の横穴墓があると想定されており、

今後の調査の進展が期待される。またこの頃、唐や新
し ら ぎ

羅との緊張関係の高まりに伴い、御所ヶ岳の北麓に全

長約３kmにわたって城壁をめぐらせた山城（御
ご

所
しょ

ヶ谷
たに

神
こう

籠
ご

石
いし

）が築かれた。

　８世紀中葉以降の豊前国府の遺構は、みやこ町の国
こくさく

作・惣
そうじゃ

社地区で確認されていた。近年、東九州自動車

道の発掘調査で、それに先行する８世紀前半の大規模な官衙跡である福
ふくばる

原 長
ちょう

者
じゃばる

原官
かん

衙
が

遺跡が確認され、初

期の豊前国府の可能性が指摘されている。条里地割に沿いながら部分的には丘陵を切り通し走る駅路の遺構

も発掘調査で確認されている。また仏教文化が地方にも根付き始めた頃でもあり、市内では福丸に 椿
つばき

市
いちはい

廃

寺
じ

が建立された。また『類
るい

聚
じゅう

三
さんだい

代 格
きゃく

』にみえる「草
くさ

野
の つ

津」も延永ヤヨミ園遺跡の発掘調査で「津」墨書土

器が出土し、その所在地がほぼ確定した。

　律令体制の弛緩にともない京都平野にも荘園が成立する。平安期成立の荘園としては宇佐神宮領の津
つの

熊
くま

庄

や弥勒寺領の蒭
くさ

野
の

庄、大野井庄など宇佐宮関係のものが多い。

　鎌倉時代には河川の堆積作用により、草野津に代わり祓川河口の今井津が交流拠点として栄えるようにな

り、今井津祇園社や浄喜寺など大きな寺社がたち、門前町として栄えた。

中世末期、この地域は大友、大内、毛利氏らの攻防の舞台となった。天正 15 年（1587）の豊臣秀吉に

よる九州平定後、黒田孝高が豊前六郡に入封した。慶長 5 年（1600）には黒田氏にかわり細川忠興が豊前

一国と豊後の一部を領有し、寛永 9 年（1632）には細川氏の肥後転封により、小笠原忠真が豊前小倉に入封、

以降京都平野は小倉藩の穀倉地の役割を担うこととなった。その中で、京都郡行事村と仲津郡大橋村は在郷

町として城下に次ぐ賑わいをみせた。幕末の長州戦争で、小倉城のある企救郡は長州の占領下におかれ、藩

庁は田川郡の香春を経て仲津郡の豊津に置かれることとなった。

本書で報告する羽根木古屋敷は、弥生時代から鎌倉時代にいたる複合遺跡である。



－ 7 －

第３章　調査の記録
　羽根木古屋敷遺跡は福岡県行橋市大字羽根木、同 金屋にまたがる遺跡である。本報告は県営ほ場整

備事業今元地区の工事によって削平された、大字羽根木 1531-1・1533-1・1535-1・1536-1・1536-

2・1537・1538・1541 番地、同 金屋 109 番地の発掘調査の記録である。調査面積は 7,500㎡である。

　調査の結果、弥生時代から鎌倉時代にわたる多くの遺構を検出した（第５図）。遺構には竪穴建物５軒を

はじめとして、大壁建物１軒、墓６基、井戸 23 基、土坑や溝、多数の柱穴があり、遺物には弥生土器、土

師器、須恵器、輸入陶磁器などの土器・陶磁器、土製品、石製品、金属製品など多岐にわたる。本章では紙

数の関係上、発掘調査で検出した遺構についての報告を主とする。出土遺物の詳細については章末の遺物観

察表をご参照いただきたい。

第１節　竪穴建物

SI001（第６・８・173 図、図版４・31・40）

　調査区北側中よりに位置する平面方形の竪穴建物である。遺構上面は削平を受け残りは悪い。中央部と東

側の一部を溝（SD604・609）に切られる。南北 6.5 ｍ、残存壁高は西側の残りの良い部分で約 15㎝である。

主柱穴は 4 本と考えられるが、あまり明確でない。また南東の柱は溝で失われている。竃は平面プランよ

り北側にあった可能性がある。遺物は土師器の甕、高坏、甕、甑、須恵器の壺、鉄鏃などが出土した。５世

紀代に位置付けられる。

SI002（第７・８図 、図版４）

 　調査区南側東よりに位置する。南北 4.5 ｍ、東西 4.3 ｍの方形プランの竪穴建物である。北東隅部を

SD625 に切られ、西側を SE321 に切られる。主柱穴は 4 本と考えられるが、南西側の柱は SE321 で失わ

れていた。北東側は直径約 35cm、深さ約 30cm、北西側は直径約 35㎝、深さ約 30cm、南東側は直径約

55㎝、深さ約 30㎝を測る。北壁と西壁の一部に沿って壁溝を検出した。遺物は土師器の高坏、甕、須恵器

の坏身などが出土した。中世の土師器の坏は後世の混入であろう。おおよそ５世紀代に位置付けられる。

 SI003（第９・10 図、図版４・31）

  調査区の南側東よりに位置する。4.7 ｍ× 3.7 ｍの長方形プランの竪穴建物である。SI002 に南接し、南

東隅は SI004 を切る。上面はかなり削平を受け、壁面の残存状況は良くない。壁高は約 20㎝である。西壁

中央部分に竃が設置される。主柱穴は４本検出した。北東側は約 50cm、深さ約 30cm、北西側は直径約 40㎝、

深さ約 20cm、南東側は直径約 30㎝、深さ約 30㎝を測る、南西側は直径約 35㎝、深さ約 25㎝を測る。柱

間は南北 2.5 ｍ、東西約 1.9 ｍを測る。竃内に高杯の脚部を転用した、支脚が設置されている。北壁から西

壁、南壁に沿って壁溝を検出した。遺物は土師器の高坏、甕、須恵器の坏身が出土した。おおよそ７世紀前

半頃に位置付けられる。

SI004（第 11・13 図）

  調査区の南側東よりに位置する。5.0 ｍ× 4.4 ｍの長方形プランの竪穴建物である。上面はかなり削平を

受けている。中世の土坑（SK528・529・530）により北側と東側と中央で切られ、SI003 に切られる。壁

面の残高は 10cm 程である。床面を精査したが主柱穴の配置は不明である。遺物は土師器の甕片、須恵器



－ 10 －

の坏蓋片が出土した。６世紀末から７世紀初頭頃に位置付けられる。

SI005（第 12・13 図、図版 31・39）

  調査区の南側東よりに位置する。遺構の北側が SD625・626 に切られている。南壁は長さ 5.3 ｍ。東西

3.2 ｍ以上の方形プランの竪穴建物である。上面はかなり削平を受け壁高は 10㎝程残存する。床面を精査

したが主柱穴の配置はわからなかった。遺物は土師器の鉢、高坏、甕、須恵器の甕片、鉄滓が出土した。５

世紀代に位置付けられる。

第２節　墓

ST201（第 14 図）

　調査区の北東側で検出した。SD605 に近接し、SD606 を切る。平面プランは、1.78 ｍ× 0.92 ｍの隅丸

0                                        2m
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A

A A’

B’ B

B’ B
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C

D
’

D

D
’

D 4.
5m

4.5m

4.5m
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s
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C’
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第６図    SI001 実測図  （1/80）
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長方形を呈する。深さは 16㎝程である。床面はほぼ平坦である。遺物は中世の土師器、瓦器、須恵器など

が出土しているが、図示可能なものはなかった。

ST202（第 14・15 図、図版５・31）

　調査区の北側中寄りで検出した。SK417 を切る。主軸方位を北東から南西にとる。隅丸長方形の形状か

ら墓と判断した。長軸 2.52 ｍ、短軸 1.2m、深さは 18cm を測る。床面はほぼ平坦である。中世の小皿、

瓦器埦、土師質土器などが出土した。

ST203（第 14・15 図、図版 ５・６・31）

　調査区の北側西寄りで検出した中世墓である。平面形は隅丸長方形で主軸を北東～南西方向に向け、長軸

1.5 ｍ、短軸 0.7m を測る。深さは 0.2 ｍほどである。床面はほぼ平坦である。周辺に掘られた部分があり、

長軸 3.35 ｍ、短軸 2.05m を測る。墓壙の内部、北東側より副葬品と思われる土師器碗、白磁碗、中央部か

ら小刀が出土した。
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第７図    SI002 実測図  （1/60）
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第８図    SI001･002 出土土器実測図  （1/3）
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ST204（第 14・15 図、図版６・７・31）

　調査区の中央西寄りで検出した中世墓である。SD614 に切られ遺構南側が失われている。SK456 が近接

する。平面形は南北に長い隅丸長方形であったと考えられ、主軸は北東～南西方向である、長軸は 0.78 ｍ

以上、短軸 0.9m を測る。深さは 10cm 程で浅い。床面はほぼ平坦である。頭位は北東と考えられる。遺物

は、北東部隅から土師器小皿が 2 枚置かれ、龍泉窯系青磁碗が出土した。また鉄釘と思われる鉄製品も出

土していることから木棺墓であったと考えることができる。

ST205（第 14・15 図、図版７・８・31）

　調査区の南側東寄りで検出した中世墓である。平面形は南北に長い隅丸長方形である。長軸 2.03 ｍ、短

軸 0.9m を測る。深さは 0.24 ｍ程である。床面はほぼ平坦である。頭位は北東と考えられ、そこからまと

まって土師器小皿が３点、白磁碗が２点、六花湖州鏡が１面出土した。また木質の遺存する鉄釘も出土して

いることから、木棺墓であったと想定できる。

ST206（第 14・15 図）
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　調査区の南側西寄りで検出した墓である。平面形は隅丸長方形である。長軸 2.5 ｍ、短軸 0.85m を測る。

深さは 0.31 ｍ程である。床面はほぼ平坦である。瓦器片と白磁片が出土した。

第３節　井戸

SE301（第 16・17・173 図、図版８・32・40）

　調査区の北東部で検出した。SE302 南側 1 ｍに近接する。平面形はやや歪な円形を呈し、長軸約 2.2 ｍ

短軸約 2.0 ｍを測る。二段掘りで、検出面からの深さ 1,55 ｍを測る。調査時には井筒などがなく素掘り状

だったが SE302 とプランが類似することから、井筒が抜き取られたことも考えられる。土師器の坏、埦、

瓦器の埦、小皿、土師質土器の鍋、羽釜、須恵質土器の鉢、白磁碗などが出土した。また防長系の緑釉陶器

の埦の破片も出土しているが、埋没時期は 12 ～ 13 世紀代と考えられる。

SE302（第 16・17 図、図版８・９）

　調査区の北東側で検出した。SD607 の南に近接し、SK201 の北側約１ｍ付近に位置する。また SK413・

414 が北接する SD607 内に近接する。平面形は円形で長径 2.25 ｍ、短径 2.0m を測る。遺構検出面から底

までの深さ 1.25m。掘方は概ね 2 段に段掘りされている。板材が残っており、方形の井筒があったことが

分かる。古墳時代の遺物に土師器の小型丸底壺、須恵器の高坏、中世の遺物に土師器小皿、瓦器埦、白磁碗

などが出土している。埋没時期は 12 ～ 13 世紀代と考えられる。

SE303（第 16・17 図）

　調査区の北東側で検出した。SD604・608 を切る。平面形は円形で、直径 1.14 ～ 1.25 ｍ、検出面から

の深さ 0.74 ｍを測る。井戸底部の状態から直径 45㎝程度の井筒があった可能性をもつ。遺物は瓦器埦、白

磁碗、龍泉窯系青磁碗が出土した。埋没時期は 13 世紀代である。

SE304 （第 16・17 図）
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　調査区の北側中寄りで検出した。SD607 と重複する。平面形は歪な円形を呈し、内部の東側がテラス状

になる。長軸約 1.24 ｍ、短軸約 1.2 ｍ、深さ 0.81 ｍを測る。瓦器埦片、須恵質土器の鉢の破片が出土した。

埋没時期は 12 ～ 13 世紀頃と考えられる。

SE305（第 16・17・167 図、図版９）

　調査区の北側中よりで検出した。SK417 を切る。平面形は円形で、長軸 2.12 ｍ、短軸 2.05 ｍを測る。

検出面からの深さ 1.36 ｍで、標高 3.7 ｍ付近から二段掘りとなる。古墳時代の土師器の高坏片、中世の土

師器埦、土師質土器の鍋、須恵質土器の鉢、白磁碗、泥岩および細粒砂岩製の砥石片などが出土した。12

世紀以降の埋没と考えられる。　

SE306（第 18・19・167 図、図版９）

　調査区の北側西寄りで検出した。SD610 に囲まれた中に位置する。平面は円形で長軸 2.85 ｍ、短軸 2.68 ｍ、

深さ 1.37 ｍを測る。標高 3.8 ～ 3.6 ｍ付近から二段堀りとなる。坑底は径約 70㎝を測る。土師器小皿、瓦器埦、

土師質土器の足鍋、白磁碗、皿、泥岩製の砥石片などが出土した。12 ～ 13 世紀頃の埋没と考えられる。

SE307（第 18・19 図、図版 10）

　調査区中央付近で検出した。SE308 が北西側に近接する。平面は楕円形で長軸 1.73 ｍ、短軸 1.2 ｍ、深

さ 0.52 ｍを測る。瓦器埦、須恵質土器の鉢、白磁碗、皿などの破片が出土した。埋没時期は 12 ～ 13 世紀
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頃と考えられる。

SE308（第 18・19 図、図版 10）

　調査区中央付近で検出した。検出時点では一基の楕円形の土坑と考えて掘り下げたが、完掘の結果２基の

土坑が切りあったものであることがわかった。SD610 を切る。SE307、SK435 が東側に近接する。平面は

長軸 3.2 ｍ、短軸 1.63 ｍ、南側は直径 2.1 ｍ、北側は直径 1.7 ｍの円形の土坑となる。深さは南側で 1.08 ｍ、

北側で 0.8 ｍを測る。土師器の小皿、坏、埦、瓦器埦、土師質土器の鍋、須恵質土器の甕、白磁碗、皿、龍

泉窯系青磁碗が出土した。また古墳時代の土師器壺も出土している。埋没時期は 12 ～ 13 世紀と考えられる。

SE309（第 19・20 図）

　調査区中央西寄りで検出した。SD604を切る。平面は楕円形で長軸2.2ｍ、短軸1.75ｍ、深さ0.66ｍを測る。

瓦器埦片、須恵質土器の鉢片、白磁碗片、龍泉窯系青磁碗片が出土した。埋没時期は 12 ～ 13 世紀と考え

られる。
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SE310（第 20・21・173 図、図版 10・32・40）

　調査区中央付近で検出した。SD610 の南 3 ｍ付近にある。平面形は隅丸方形で長辺 1.7 ｍ、短辺 1.55 ｍ、

深さ 1.06 ｍを測る。標高 3.7 ｍ付近から円形に堀りこまれている。底の平面形から、直径 50㎝前後の井

筒があった可能性をもつ。土師器小皿、坏、瓦器埦、土師質土器の鍋、白磁碗、棒状の鉄製品が出土した。

また馬具（轡の銜か？）と思われる鉄片も出土したが、古墳時代の遺物の可能性がある。埋没時期は 12 ～

13 世紀と考えられる。

SE311（第 20・21・167・173 図、図版 32・40）

　調査区中央付近で検出した。SK312 北西側に近接する。平面は円形で長軸 1.54 ｍ、短軸 1.15 ｍ、深さ

1.07 ｍを測る。土師器皿、坏、埦、瓦器埦、土師質土器、須恵質土器、白磁碗、皿、細粒砂岩の砥石片な

どが出土した。埋没時期は 12 ～ 13 世紀頃と考えられる。
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SE312（第 20・22 図　図版 32）

　調査区中央付近で検出した。SK311 に近接する。平面は楕円形で長軸 2.04 ｍ、短軸 1.58 ｍ、深さ 1.22

ｍを測る。標高 3.5 ｍ付近がテラス状になり２段掘りになる。土師器皿、埦、瓦器埦、皿、土師質土器の鍋、

羽釜、中国陶器の耳壺、白磁碗、皿などが出土した。また須恵器の器台片かと思われる破片も出土している。

12 ～ 13 世紀の埋没と思われる。

SE313（第 20・22・169 図、図版 11・32・40）
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　調査区中央の西寄りで検出した。平面は楕円形で長径 1.79 ｍ、短径 1.35 ｍ、深さ 1.13 ｍを測る。標高

3.7 ｍ付近がテラス状になり二段堀りとなっている。底部の平面形から、直径 50㎝前後の井筒があった可

能性をもつ。出土遺物に土師器小皿、坏、瓦器埦、土師質土器、白磁碗、皿、龍泉窯系青磁碗、滑石製石鍋

片などがある。埋没時期は 13 世紀後半～ 14 世紀前半頃と思われる。
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SE314（第 23 ～ 25・165・167・169 図、図版 32・40）

　調査区中央付近で検出した。SD610 の南側４ｍ付近にある。平面は不整な楕円形で長軸 4.1 ｍ、短軸

2.77 ｍ、深さ 0.87 ｍを測る。標高 4 ｍと 4.3 ｍ付近がテラス状になり二段堀りとなっている。底部平面

形から、2 つの土坑が切りあっていた可能性がある。出土遺物は土師器皿、坏、埦、瓦器埦、皿、土師質土

器、瓦質土器、国産陶器（常滑？）、白磁碗、皿、龍泉窯系青磁碗、皿、同安窯系青磁碗、皿、大型有溝土
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錘、勾玉片、滑石製石鍋片など多様である。勾玉は古墳時代の所産であろう。埋没時期は 13 世紀後半～

14 世紀前半頃と思われる。

SE315（第 23・25 図、図版 32）

　調査区中央付近で検出した。SD614 を切る。平面形は円形で長径 1.95 ｍ、短径 1.90 ｍ、深さ 0.87 ｍ

を測る。標高 4.17 ｍ付近がテラス状になり二段堀りとなっている。井戸の枠材片（現存せず）が底部に
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あった。出土遺物に土師器小皿、坏、瓦器埦、皿、土師質土器の鍋、須恵質土器の鉢、白磁碗などがある。

埋没時期は 12 ～ 13 世紀と考えられる。

SE316（第 23・27 図、図版 32）
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　調査区中央の西寄りで検出した。SD614 を切り、SK317 の東に接する。平面は楕円形で長軸 3.25 ｍ、

短軸 1.98 ｍ、深さ 0.59 ｍを測る。標高 3.8 ～ 4.0 ｍ付近がテラス状になり二段堀りとなっている。出土遺

物には土師器小皿、坏、埦、瓦器埦、土師質土器の鍋、同安窯系青磁碗などがある。埋没時期は 12 世紀後

半頃と考えられる。

SE317（第 26・27 図、図版 32）

　調査区中央の西寄りで検出した。SD614 を切り、SE316 に近接する。平面は隅丸方形で長径 2.1 ｍ、短

径 2.07 ｍ、深さ 0.79 ｍを測る。標高 3.7 ～ 3.9 ｍ付近がテラス状になり二段堀りとなっている。出土遺物

に土師器小皿、土師質土器の鍋、須恵質土器の鉢、白磁碗、龍泉窯系青磁碗などがある。埋没時期は 12 ～

13 世紀頃と考えられる。

SE318（第 26・27 図）

　調査区中央付近の西寄りで検出した。SE317 の南側約１ｍに近接して検出された。平面形は歪な方形で、

長軸 1.14 ｍ、短径 1.04 ｍ、深さ 0.59 ｍを測る。標高 4.19 ｍ付近などが一部テラス状になり二段堀りと

なっている。土師器皿、埦が検出された。埋没時期は 13 世紀頃か。
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第 29 図    SE323 出土土器実測図  （1/3）

SK319（第 26・27・165 図、図版 11・32）

　調査区中央付近で検出した。平面は歪な楕円形で長径 1.48 ｍ、短径 1.10 ｍ、深さ 1.08 ｍを測る。標底

には一辺 0.7m 程の方形の井戸枠（現存しない）が良好に残っていた。出土遺物に土師器小皿、坏、埦、瓦

器埦、皿、土師質土器の鍋、須恵質土器、陶器（十瓶山）、中国陶器、白磁碗、同安窯系青磁碗、土玉など

がある。埋没時期は 12 ～ 13 世紀頃と考えられる。

SE320（第 26・28・173 図、図版 40）

　調査区中央付近で検出した。SK463 を切る。平面は円形で長径 1.39 ｍ、短径 1.22 ｍ、深さ 1.12 ｍを測

る。標高 4.3 ｍ付近などが一部テラス状になり二段堀りとなっている。遺物は土師器小皿、瓦器埦、土師質

土器の鉢、鉄釘などが出土した。埋没時期は 12 世紀後半～ 13 世紀頃と考えられる。
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SE321（第 26・28・169 図、図版 32・39）

　調査区南側の西寄りに位置する。SI002 を切る。直径 2.2m 程の円形を呈し、深さは 0.54m を測る。遺

物は土師器小皿、坏、埦、土師質土器の鍋、白磁碗、鉄滓などが出土した。

SE322（第 26・28 図、図版 32）

　調査区南側の西寄りで検出した。SD623 を切る。直径 1.6m 程の円形を呈し、深さは 0.75m を測る。二

段掘りになる。出土遺物には土師器皿、埦、瓦器埦、皿、土師質土器の羽釜、瓦質土器の甕、須恵質土器の

鉢、白磁碗、青白磁合子の身などがある。埋没時期は 12 ～ 13 世紀頃と考えられる。

SE323（第 26・29・166・173 図、図版 11・12・40）

　調査区中央付近で検出した井戸である。平面は楕円形で長軸 1.7 ｍ、短軸 1.55 ｍ、深さ 1.05 ｍを測る。

標高 3.8 ｍ付近で二段堀りとなっている。土坑中央に一辺 0.8 ～ 0.9 ｍの井戸枠（現存しない）を組んでい

る。出土遺物は土師器小皿、坏、埦、瓦器埦、皿、土師質土器の足鍋、羽釜、瓦質土器の甕、須恵質土器の

鉢、甕、白磁碗、龍泉窯系青磁碗、同安窯系青磁碗、鞴羽口、景徳元宝（北宋・初鋳 1004 年）など多彩で

ある。12 ～ 13 世紀頃の埋没と考えられる。

（４）土坑

SK401（第 30・33 図、図版 33)

　調査区の北東部で検出した。SD607 の北側に近接する。平面形は歪な楕円形を呈し、長軸約 4.25 ｍ、短

軸約 2.7 ｍ、深さ 0.47 ｍを測る。南側がテラス状となり、深さは 0.2㎝を測る。出土遺物は瓦器埦、土師

質土器の脚部片、須恵質土器の鉢、白磁碗、皿、青白磁合子の身などがある。

SK402（第 30・33 図）

　調査区北側の東寄りで検出した。SD605 に接する。平面形は長楕円形で、長軸 2.12m、短軸 0.64m、深

さ 0.23m を測る。土師器小皿、土師質土器の脚部片、中国陶器の耳壺片、龍泉窯系青磁碗が出土した。
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SK403（第 30・33・169 図、図版 12・33）

　調査区の北東部で検出した。SD603 の南側に近接する。平面形は歪な円形を呈し、底部は二段掘りとなる。

長軸 1.23 ｍ、短軸 1.21 ｍ、深さ 0.2 ～ 0.54 ｍを測る。土師器小皿、瓦器埦、皿、土師質土器の鍋、滑石

製石鍋片が出土した。

SK404（第 30・33・165図）

　調査区の北東部で検出した。SD604 の北側にある。平面形は歪な楕円形を呈し、長軸 1.95 ｍ、短軸 0.96 ｍ、

深さ 0.41 ｍを測る。瓦器埦片、有孔土錘が出土した。
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SK405（第 30・33 図、図版 13）

　調査区の北東部で検出した。SD603 の北側に近接する。平面形は歪な楕円形を呈し、長軸 2.53 ｍ、短軸

1.20 ｍ、深さ 0.2 ｍを測る。土師器埦、土師質土器の鍋、白磁碗が出土した。

SK406（第 30・33 図、図版 13）

　調査区の北側中ほどで検出した。SD607 の北側に近接する。平面形は不整形を呈し、長軸 2.90 ｍ、短軸

2.14 ｍ、深さ 0.19 ｍを測る。底面でピットが数基検出された。出土遺物に土師器埦、瓦質土器鍋、白磁碗

が出土した。

SK407（第 31・33 図、図版 13・33）

　調査区の北側東寄りで検出した。SD607 の南に近接し、SK408 に切られ、SD608 を切る。平面形は楕円
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第 46 図    SK436 ～ 438・441 出土土器実測図  （1/3）

形を呈し、長軸 1.25 ｍ、短軸 1.08 ｍ、深さ 0.15 ｍを測る。遺物は土師器皿、坏が出土した。

SK408（第 31 図、図版 13）

　調査区の北側東寄りで検出した。SD607 の南に近接し、SK407、SD608 を切る。平面形は円形を呈し、

長軸 1.6 ｍ、短軸 1.55 ｍ、深さ 0.21 ｍを測る。出土遺物は無かった。
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SK409（第 31・33 図）

　調査区の北側の東寄りで検出した。SD609の南側に近接する。平面形はやや歪な楕円形を呈し、長軸1.6ｍ、

短軸 0.75 ｍ、深さ 0.32 ｍを測る。底面にはテラス状の高まりや小穴がある。遺物は白磁埦、皿が出土した。

SK410（第 31・33 図、図版 14・33）

　調査区中央の東寄りで検出した。小溝を切る。平面形は円形を呈し、長軸 0.86cm、短軸 0.68cm、深さ

0.17cm を測る。底面にはテラス状の高まりがある。出土遺物に土師器小皿、須恵質土器の甕（十瓶山）、

白磁合子の身がある。また土師器の移動式竃の庇部の小片が２片あり、５世紀頃の所産と考えられる。

SK411（第 31・33 図、図版 14）

　調査区の中央の東部で検出した。SK410 に近接する。平面形は歪な楕円形を呈し、長軸 2.31 ｍ、短軸

1.35 ｍ、深さ 0.29 ｍを測る。出土遺物に土師器埦、瓦器埦、皿、瓦質土器の鉢、須恵質土器の鉢、白磁碗、

皿がある。

SK412（第 31・33・169 図、図版 14）

　調査区の北東部で検出した。SD607 と重複する。平面形は不整形を呈し、内部の南側がテラス状となる。

長軸 1.7 ｍ、短軸 1.0 ｍ、深さ 0.39 ｍを測る。出土遺物に須恵質土器の鉢、滑石製石鍋片がある。

SK413（第 32・33 図、図版 15）

　調査区の北東部で検出した。SD607 と重複し、SK414 を切る。平面形は円形で、直径 1.2m、深さ
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0.78m を測る。出土遺物に須恵質土器の鉢、白磁碗がある。

SK414（第 32・34 図、図版 15・33）
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　調査区の北東部で検出した。SD607 と重複し、SK413 に切られる。平面形は不整形を呈し、内部の南東

側がテラス状となる。検出面で長軸約 1.38 ｍ、短軸約 1.29 ｍ、深さ 0.72 ｍを測る。出土遺物に土師器の鉢、

小皿、坏、瓦器埦、皿、瓦質土器の甕、白磁碗、同安窯系青磁碗がある。土師器の鉢は古墳時代の所産である。

SK415（第 32・35・169 図、図版 15・33・40）

　調査区の北側中寄りで検出した。SD607、SK416 ・417 に近接する。平面形は不整形を呈し、内部の北

東側がテラス状となる。長軸 4.35 ｍ、短軸 1.85 ｍ、深さ 0.58 ｍを測る。出土遺物には古墳時代の土師器

高坏、甑、甕がある。中世は土師器小皿、坏、瓦器埦、皿、土師質土器の脚部片、須恵質土器の甕（勝間田？）、

鉢、龍泉窯系青磁碗、滑石製石鍋片がある。
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SK416（第 35・36 図、図版 15・33）

　調査区の北側中央寄りで検出した。SK415・417 に近接する。平面形は不整長楕円形を呈し、内部の中

央がテラス状となる。長軸 4.94 ｍ、短軸 1.96 ｍ、深さ 0.56 ｍを測る。出土遺物に土師器の壺、甑、瓦器埦、

須恵質土器の鉢、白磁碗、皿がある。土師器は古墳時代の所産である。

SK417（第 36・37・169・173、図版 15・33・39・40）

調査区の北側中央で検出した。SK415・416 に接する。歪な方形を呈し、長軸 3.0m、短軸 2.8m、深

0.22m を測る。床面には多くの小穴がある。遺物は古墳時代の土師器高坏、甕、移動式竃、須恵器坏身が

あり混入と考えられる。中世の遺物は土師器小皿、坏、瓦器埦、土師質土器の脚部片、瓦質土器の鍋、須恵

質土器の鉢、国産陶器（備前）の大甕、中国陶器の耳壺、白磁碗、皿、龍泉窯系青磁碗が出土した。また柳

葉形の鉄鏃、鉄釘、鉄滓が出土した。鉄鏃、鉄滓は古墳時代の可能性がある。

SK418（第 37・38 図）

　調査区の北部の中央寄りで検出した。SD609 と重複する。平面形は歪な長楕円形を呈し、長軸 2.75 ｍ、

短軸 0.63 ｍ、深さ 0.9 ｍを測る。出土遺物には瓦器埦、皿、土師質土器の鍋、龍泉窯系青磁碗がある。

SK419（第 37・38 図、図版 15・33）

　調査区の北側の西寄りで検出した。SK420 に切られる。また SD610 に囲まれた内部の北西に位置する。

平面形は歪な楕円形を呈し、長軸 2.2 ｍ、短軸 1.85 ｍ、深さ 0.34 ｍを測る。出土遺物は古墳時代の土師器で、

鉢、高坏、直口壺がある。

SK420（第 38・40 図　図版 15・33）

　調査区の北側の西寄りで検出した。SK419 を切る。SD610 に囲まれた内部の北西に位置する。平面形は

歪な楕円形を呈し、長軸 1.54 ｍ、短軸 0.97 ｍ、深さ 0.25 ｍを測る。出土遺物はすべて古墳時代のもので、

土師器鉢、高坏、甕、多孔式甑、須恵器壺がある。特筆すべき遺物に陶質土器の壺がある。

SK421（第 165 図）
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　調査区の北側の西寄りで検出した。SK422 に近接する。また SD610 に囲まれた内部の北側に位置する。

有孔土錘が出土した。

SK422（第 38・40 図）
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第 65 図    SK475・477 出土土器実測図  （1/3）

　調査区の北側の西寄りで検出した。SK421 に近接し、SK423 を切る。また SD610 に囲まれた内部の北側

に位置する。平面形は歪な楕円形を呈し、長軸 1.6 ｍ、短軸 1.4 ｍ、深さ 0.5 ｍを測る。出土遺物は古墳時

代の土師器高坏、壺片がある。

SK423（第 38・40 図）

　査区の北側の西寄りで検出した。SK422 に切られる。また SD610 に囲まれた内部の北に位置する。平面

形は歪な長楕円形を呈し、長軸 3.4 ｍ、短軸 1.55 ｍ、深さ 0.57 ｍを測る。壁面は船底形を呈し複数の柱

穴がある。出土遺物に須恵質土器の鉢がある。

SK424（第 39 図、図版 16）

　調査区の北側の西寄りで検出した。SD610 に囲まれた内部の北に位置し、SD611 に近接する。平面形は

楕円形を呈し、長軸 1.94m、短軸 1.68m、深さ 0.1m を測る。出土遺物はなかった。

SK425（第 39・40 図、図版 16）

　調査区の北側の西寄りで検出した。SD610 に囲まれた内部の北に位置し、SD611 に接する。平面形は円

形を呈し、直径 1.4m、深さ 0.1m を測る。底面には複数の柱穴がある。出土遺物は瓦器埦の小片がある。

SK426（第 39・40・167 図、図版 40）

　調査区の中央部の西寄りで検出した。SD611 に切られる。また SD610 に囲まれた内部の中央に位置する。
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平面形は不整形を呈し、長軸 4.57 ｍ、短軸 2.85 ｍ、深さ 0.62 ｍを測る。出土遺物は土師器小皿、瓦器埦、

皿、土師質土器の鍋、須恵質土器の鉢、中国陶器の水注もしくは壺、白磁碗、皿、龍泉窯系青磁碗、碁石な

どが出土した。

SK427（第 40・41 図、図版 16）

　調査区の北部西寄りで検出した。SD610 に囲まれた内部の西寄りに位置する。平面形は歪な長楕円形を

呈し、長軸約 4.53 ｍ、短軸約 2.06 ｍ、深さ 0.44 ｍを測る。南東部と北西部がテラス状となる。出土遺物

は古墳時代の土師器高坏、須恵器小壺、甕片、中世の土師器坏、瓦器碗、土師質土器の鍋、羽釜、白磁碗な

どがある。

SK428（第 41・44 図、図版 17）

　調査区北部の西寄りで検出した。SD610 に囲まれた部分の西側に位置する。平面形はやや歪な円形を呈し、

長軸 2.54 ｍ、短軸 2.05 ｍ、深さ 0.32 ｍを測る。出土遺物は土師器鉢、高坏、白磁皿がある。土師器は古

墳時代の所産である。

SK429（第 41・44 図、図版 17）

　調査区の北部中寄りで検出した。SD610 に囲まれた内部の東寄りに所在する。平面形は長楕円形で、長

軸 2.1m、短軸 0.86m、深さ 0.12m を測る。土師器小皿、白磁皿が出土した。
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SK430（第 41・44 図）

　調査区の北部中寄りで検出した。SD610 に切られる。平面は歪な方形を呈すと思われ、現状で長辺

1.56m、短辺 0.88m、深さ 0.05m を測る。出土遺物は土師器小皿、坏、龍泉窯系青磁碗がある。

SK431（第 41・44 図、図版 33）

　調査区の北部中央で検出した。SD610 の内側にあり、それを切る。平面形はやや歪な円形を呈し、長軸

約 1.7 ｍ、短軸 1.04 ｍ、深さ 0.11 ｍを測る。出土遺物は土師器の移動式竃の焚口部片、中世の土師器坏、

瓦器埦がある。

SK432（第 42・44 図、図版 17）

　調査区の北部中央で検出した。SD610 に囲まれた部分の南側に位置する。平面形はやや歪な隅丸長方形

を呈し、長軸 2.76 ｍ、短軸 1.2 ｍ、深さ 0.32 ｍを測る。出土遺物は瓦器埦、土師質土器の脚部片、中国

陶器の耳壺、甕、龍泉窯系青磁碗がある。

SK433（第 42・44 図、図版 18・33）

　調査区の北部中寄りで検出した。SD610 に囲まれた部分の北寄りに位置する。平面形は歪な長楕円形を
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呈し、長軸 1.43 ｍ、短軸 0.98 ｍ、深さ 0.07 ｍを測る。出土遺物は土師器小皿、坏、白磁碗、皿がある。

SK434（第 42・44 図）
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　調査区の北部中寄りで検出した。SD610 に囲まれた部分の南寄りに位置する。また南側を SD604 に切ら

れる。平面形は歪な楕円形を呈し、長軸 2.0 ｍ、短軸 1.6 ｍ、深さ 0.39 ｍを測る。出土遺物は古墳時代の

土師器高坏、壺、甕である。

SK435（第 43・44 図、図版 33）

　調査区の中央東部で検出した。SD610 の南東に位置し、SE307・308 に近接する。平面形は歪な長楕円

形を呈し、内部で二段掘りとなる。長軸 2.57 ｍ、短軸 1.85 ｍ、深さ 0.93 ｍを測る。隣接する井戸の規模
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や構造等から、井戸の可能性もある。遺物は土師器小皿、坏、埦、瓦器埦、皿、土師質土器の鍋、羽釜、白

磁碗、同安窯系青磁碗がある。

SK436（第 43・46 図、図版 33）

　調査区の北側の西側で検出した。SD610 の西側 1 ｍに位置する。平面形はやや歪な円形を呈し、長軸

4.99 ｍ、短軸 3.99 ｍ、深さ 0.19 ｍを測る。北東側に長さ 2.3 ｍ、幅 0.5 ｍ、高さ 0.1 ｍのテラス状の高

まりがある。出土遺物は古墳時代と中世に分けられる。前者は土師器坏、高坏、須恵器台付壺がある。また

陶質土器と思われる壺の破片がある。後者は瓦器埦、土師質土器の鍋、羽釜、須恵質土器の鉢、国産陶器（常

滑）の甕、白磁碗、皿、龍泉窯系青磁碗、同安窯系青磁碗などがある。

SK437（第 45・46 図）

　調査区の北側西寄りで検出した。SD610 の西に接する。また SK438 に切られる。平面形は歪な不正形を

呈し、底面に柱穴を複数検出した。長軸 2.35 ｍ、短軸 1.0 ｍ、深さ 0.56 ｍを測る。遺物は古墳時代の土

師器高坏、甕がある。

SK438（第 45・46 図）

　調査区の北側西寄りで検出した。SK437 を切る。平面形は歪な円形を呈し、底面で幾つかのピットを検

出した。長軸 1.25 ｍ、短軸 1.0 ｍ、深さ 0.56 ｍを測る。遺物は土師器埦、瓦器埦、須恵質土器の鉢、白

磁碗がある。

SK439（第 45 図）
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第 82 図    SK514 ～ 517 出土土器実測図  （1/3）

　調査区の北側西寄りで検出した。SK437・438 に近接する。平面形は歪な楕円形を呈し、内部に複数の

小ピットがある。長軸 1.95 ｍ、短軸 1.63 ｍ、深さ 0.31 ｍを測る。出土遺物は無かった。

SK440（第 165 図、図版 39）

　調査区の北側西寄りで検出した。SK438・439 に近接する。土玉が出土した。

SK441（第 45・46 図、図版 33）

　調査区の北側西寄りで検出した。SD610 の西側に接し、それを切る。平面形は歪な円形を呈し、内部の

南が一段下がる。長軸 1.55 ｍ、短軸 1.42 ｍ、深さ 0.35 ｍを測る。弥生土器の甕がまとまって出土したこ

とが特筆される。また瓦器埦片も出土している。

SK442（第 45・48 図、図版 18・33）
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　調査区の中央部で検出した。平面形は歪な円形を呈し、断面は船底状となる。長軸 2.6 ｍ、短軸 1.03 ｍ、

深さ 0.6 ｍを測る。土師器坏、埦、瓦器埦、土師質土器の鍋が出土した。

SK443（第 45 図）

　調査区の中央部やや北寄りで検出した。平面形は歪な長楕円形を呈し、内部西側がテラス状で二段掘りと

なる。長軸 1.29 ｍ、短軸 1.1 ｍ、深さ 0.62 ｍを測る。出土遺物は無かった。

SK444（第 47・48 図、図版 18）

　調査区の中央部で検出した。平面形は歪な隅丸方形を呈し、標高 4.2 ｍ付近がテラス状となる。長軸

1.04 ｍ、短軸 1.02 ｍ、深さ 0.43 ｍを測る。出土遺物は土師器小皿、埦、瓦器埦、土師質土器の鍋、白磁碗、

耳壺、龍泉窯系青磁碗が出土した。
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SK445（第 47・48 図）

　調査区の中央部で検出した。SK446 が近接する。平面形は歪な長方形を呈し、内部に小ピットがある。

長軸 1.42 ｍ、短軸 0.96 ｍ、深さ 0.39 ｍを測る。土師器坏、瓦器皿、白磁碗、耳壺もしくは水注が出土した。

SK446（第 47・48 図）

　調査区の中央部で検出した。SK445 が近接する。平面形は不整楕円形を呈し、長軸 1.52m、短軸 0.82m、

深さ 0.28m を測る。出土遺物には、土師器小皿、坏、埦、土師質土器の鍋、羽釜、須恵質土器の鉢、甕、

中国陶器の水注、白磁碗、皿、龍泉窯系青磁碗が出土した。

SK447（第 47・49 図、図版 33）

　調査区の中央部で検出した土坑である。SD610 の南側２ｍ付近に位置する。平面形は不整形を呈し、長
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第 87 図    SK525・526 出土土器実測図  （1/3）

軸 5.48 ｍ、短軸 2.63 ｍ、深さ 0.27 ｍを測る。底面には小ピットが複数ある。出土遺物は古墳時代の土師

器坏、高坏、甕、手捏土器、須恵器高坏、壺がある。中世の遺物は僅かで、土師器埦、瓦質土器の鉢がある。

SK448（第 47・49 図、図版 33）

　調査区の北側中央で検出した。東側は調査区外へと延び、西側は小溝と SD610 に切られる。７世紀頃の

土師器坏、壺、甕が出土した。

SK449（第 50・51 図、図版 19・33）

　調査区の中央西寄りに位置する。SD613 を切る。平面形は歪な長方形で、長辺 1.52m、短辺 0.92m、深

さ 0.42m を測る。出土遺物に土師器坏、埦、瓦器埦、土師質土器の鍋、中国陶器の耳壺、白磁碗がある。

SK450（第 50・51 図、図版 19）

　調査区の中央部で検出した。平面形は歪な楕円形を呈し、底面南側がテラス状となる。長軸 1.4 ｍ、短軸

1.17 ｍ、深さ 0.27 ｍを測る。出土遺物に土師器埦、土師質土器の鍋、中国陶器の耳壺がある。

SK451（第 50・51・167 図、図版 19・40）
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　調査区の中央部で検出した。平面形は長方形を呈し、壁面は急な立ち上がりとなる。長軸 1.85 ｍ、短軸

1.5 ｍ、深さ 0.67 ｍを測る。遺物は土師器小皿、瓦器埦、小皿、須恵質土器の甕、白磁碗、石製硯が出土した。
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SK452（第 50・51 図、図版 20）

　調査区の中央部で検出した土坑である。SD614 が北側２ｍ付近に近接する。平面形は歪な楕円形を呈し、

内部東側がテラス状となる。長軸 2.58 ｍ、短軸 1.6 ｍ、深さ 0.49 ｍを測る。遺物は土師器小皿、埦、瓦器埦、

小皿、土師質土器の羽釜、須恵質土器の鉢、白磁碗、皿、龍泉窯系青磁碗が出土した。

SK453（第 50・51・165・169 図、図版 20）
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　調査区の中央西部で検出した。SD614 や SK456 の北側に近接する。平面形は歪な長方形を呈し、長軸

4.83 ｍ、短軸 2.66 ｍ、深さ 0.48 ｍを測る。中央北東寄りに直径約 1.3 ｍの土坑がある。また西側には高

さ 0.22 ｍのテラスがある。出土遺物は土師器小皿、瓦器埦、土師質土器の鍋、羽釜、須恵質土器の鉢、国

産陶器（常滑）の甕、白磁碗、皿、龍泉窯系青磁碗、有孔土錘、滑石製石鍋片がある。

SK454（第 52 図）

　調査区の中央西部で検出した。SD604 を切る。平面形は歪な楕円形を呈し、長軸 2.83 ｍ、短軸 1.3 ｍ、

深さ 0.1 ｍを測る。出土遺物は無かった。

SK455（第 52・53 図）

　調査区の西寄りで検出した。SD604 を切る。平面形は歪な楕円形を呈し、内部東側がテラス状となる。

長軸 1.9 ｍ、短軸 1.38 ｍ、深さ 0.23 ｍを測る。遺物は土師質土器の鍋、白磁皿が出土した。

SK456（第 52・53・173 図、図版 20・33・40）

　調査区の中央の西寄りで検出した。SD614 に切られる。平面形は歪な隅丸方形を呈し、長軸 2.85 ｍ、短

軸 1.88 ｍ、深さ 0.18 ｍを測る。遺物は土師器小皿、瓦器埦、土師質土器の鍋、白磁皿などが出土した。

SK457（第 52・53 図、図版 21・33・39）
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　調査区の西端で検出した。平面形は歪な楕円形を呈し、長軸約 3.75 ｍ、短軸 2.75 ｍ、深さ 0.36 ｍを測る。

底面には複数のピットがあり、南西側が長さ約 3 ｍ、幅約 0.5m のテラス状になる。遺物は土師器小皿、坏、

瓦器埦、土師質土器の鍋、瓦質土器の羽釜、須恵質土器の鉢、白磁碗・皿、龍泉窯系青磁碗、同安窯系青磁

皿、鉄滓などが出土した。

SK458（第 52・53 図、図版 21・33・39）

　調査区の中央の西端で検出した。SD615 の西側に近接する。平面形は歪な隅丸長方形を呈し、長軸 2.2 ｍ、

短軸 1.74 ｍ、深さ 0.66 ｍを測る。出土遺物に土師器小皿、瓦器埦、小皿、須恵質土器の鉢、白磁碗、龍

泉窯系青磁碗、鉄滓などがある。

SK459（第 54・55・167 図、図版 33・34)

　調査区の中央部で検出した。SD615 を切る。平面形は楕円形を呈し、長軸 1.56 ｍ、短軸 1.0 ｍ、深さ

0.42 ｍを測る。出土遺物は土師器小皿、坏、瓦器埦、小皿、土師質土器の鍋、瓦質土器の甕、須恵質土器の鉢、
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白磁碗、龍泉窯系青磁碗、砥石などがある。

SK460（第 54・55 図、図版 34）

　調査区の中央で検出した土坑である。SK461 と重複する。平面形は歪な楕円形を呈し、長軸 3.35 ｍ、短
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軸 3.23 ｍ、深さ 0.34 ｍを測る。遺物は土師器坏、土師質土器の鍋、羽釜、白磁碗が出土した。

SK461（第 54・56 図）

　調査区の中央で検出した。SK460 と重複する。平面形は歪な楕円形を呈し、長軸 1.97 ｍ、短軸 1.9 ｍ、

深さ 0.34 ｍを測る。遺物は瓦器埦、小皿、須恵質土器の鉢、白磁碗、龍泉窯系青磁碗が出土した。
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SK462（第 56・57 図）

　調査区の中央東部で検出した土坑である。SK463 を切る。平面形はやや歪な円形を呈し、長軸 1.62 ｍ、

短軸 1.55 ｍ、深さ 0.34 ｍを測る。西側がテラス状となる。須恵質土器の鉢、白磁碗が出土した。

SK463（第 56・57 図）

　調査区の中央東部で検出した。SK464 を切り、SE320、SK462 に切られる。平面形はやや歪な楕円形を

呈しテラス状となる。長軸 4.05 ｍ、短軸 2.38 ｍ、深さ 0.40 ｍを測る。底面に直径約 0.2m の小ピットが

複数検出された。出土遺物は土師器小皿、坏、埦、瓦器埦、土師質土器の鍋、脚部片、白磁碗などがある。

SK464（第 56・57 図）
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　調査区中央付近で検出した。SK463 に切られる。平面形は円形で、長径 1.14 ｍ、短径 1.05 ｍ、深さ

1.17 ｍを測る。標高 4.19 ｍ付近が一部テラス状になっている。出土遺物は瓦器埦、白磁碗がある。
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SK465（第 56・57 図、図版 21）

　調査区の中央東部で検出した。平面形はやや歪な楕円形を呈し、長軸 2.01 ｍ、短軸 1.65 ｍ、深さ 0.36

ｍを測る。底部に直径 0.25m のピットが１基ある。出土遺物は土師器小皿、瓦器埦、須恵質土器の鉢、白磁碗、

龍泉窯系青磁碗がある。

SK466（第 56・57・169 図、図版 22）

　調査区の中央部東寄りで検出した。平面形は楕円形を呈し、長軸 1.12m、短軸 0.78m、深さ 0.22m を測る。

底面に小ピットが２基ある。出土遺物は須恵質土器の甕、白磁碗、龍泉窯系青磁碗、滑石製石鍋片がある。

SK467（第 56・57 図、図版 34）

　調査区の中央東寄りで検出した。SK468 を切る。歪な方形を呈し、一辺 2.5m 程、深さは 0.1m を測る。

底面には多くの小ピットがある。遺物は土師器小皿、土師質土器の鍋、須恵質土器の鉢が出土した。

SK468（第 58・61・165・173 図、図版 40)

　調査区の中央東部で検出した。SK467 に切られる。平面形はやや歪な楕円形を呈し、長軸 3.75 ｍ、短軸

1.74 ｍ、深さ 0.42 ｍを測る。底面で約 0.2m のピットが複数検出された。遺物は土師器小皿、坏、瓦器埦、

土師質土器の鍋、須恵質土器の鉢、白磁皿、有孔土錘、鉄釘が出土した。また古墳時代の高坏も１点出土し

ている。

SK469（第 58・61・167 図、図版 40）

　調査区の中央東寄りで検出した。SK470 に切られる。平面形はやや歪な不整形を呈し、長軸 4.40 ｍ、短

軸 3.52 ｍ、深さ 0.53 ｍを測る。北側が幅約 1 ｍ帯状にテラスとなる。底面で直径約 0.2m のピットを複数

検出した。出土遺物は古墳時代の遺物に土師器坏、高坏、甑、大型盤がある。中世は土師器小皿、埦、瓦器
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埦、土師質土器の鍋、羽釜、瓦質土器の鉢、須恵質土器の鉢、国産陶器の甕、中国陶器の壺、白磁碗、龍泉

窯系青磁碗、同安窯系青磁碗、石製硯など多岐にわたる。

SK470（第 59・61 図 )

　調査区の中央東部で検出した。SK469 を切る。平面形はやや歪な楕円形を呈し、長軸 2.75 ｍ、短軸 1.24 ｍ、

深さ 0.433 ｍを測る。底面で直径約 0.2m の小ピットを複数検出した。遺物は土師器坏、埦、白磁皿が出土

した。
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SK471（第 60・61 図） 

　調査区の中央東部で検出した。平面形は歪な楕円形を呈し、長軸 2.4 ｍ、短軸 1.0 ｍ、深さ 0.23 ｍを測る。

底面北側が直径約 0.7m 円形に深くなる。出土遺物は土師器小皿、瓦器埦、小皿、瓦質土器の甕、国産陶器

の甕、白磁碗がある。
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SK472（第 60・61 図）

　調査区の中央東部で検出した。北東側を SK473、南側を SK474 に切られる。平面形は歪な長楕円形を呈し、

長軸 4.4 ｍ、短軸 1.85 ｍ、深さ 0.15 ｍを測る。底面に複数小ピットが検出された。出土遺物は古墳時代

の土師器壺、古代の須恵器蓋、中世は土師器埦、土師質土器の鍋、須恵質土器の鉢、白磁碗、龍泉窯系青磁

皿がある。

SK473（第 60・62 図、図版 34）

　調査区中央の東寄りで検出した。SK472 を切る。歪な楕円形を呈し、長軸 1.76m、短軸 1.56m、深さ

0.63m を測る。出土遺物は古墳時代の移動式竃の焚口部片があることが特筆される。中世は瓦器埦、土師

質土器の脚部片、須恵質土器の鉢、白磁碗、龍泉窯系青磁碗がある。
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SK474（第 60・63・166・169 図、図版 22・34・39）

　調査区の中央東部で検出した。北側で SK472 を切る。平面形は円形を呈し、長軸 2.86 ｍ、短軸 2.18 ｍ、

深さ 0.72 ｍを測る。標高 4.1 ｍ付近から二段掘りとなる。整った円形を呈すことから井戸の可能性もある。

出土遺物は土師器小皿、坏、埦、瓦器埦、土師質土器の鍋、羽釜、須恵質土器の鉢、中国陶器の水注もしく

は壺、白磁碗、皿、同安窯系青磁碗、鞴羽口、鉄滓、滑石製石鍋片がある。なお古墳時代の遺物として須恵

器高坏も出土している。

SK475（第 64・65 図）

　調査区の中央東部で検出した。SK474 と西に接する。平面形は円形を呈し、長軸約 1.57 ｍ、短軸約 1.31 ｍ、

深さ 0.5 ｍを測る。出土遺物は土師器埦、瓦器埦、土師質土器の鍋、須恵質土器の鉢、白磁碗、龍泉窯系青

磁碗がある。



－110－

0                                        2m

B’B
4.5m

D’D 4.5mA’A
4.5m C’C

4.5m

A

A’

C
C’

B

D

B’

D
’

SD605

SD606

SD605 SD605 SD606 SD606

第 105 図    SD605・606 実測図  （1/60）

0                                      10 ㎝

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12 13
14

15

SD601

SD602

SD603

SD604

SD605 SD606

第 106 図    SD601 ～ 606 出土土器実測図  （1/3）

SK476（第 64 図）

　調査区の中央東部で検出した。SK477 の西側に近接する。平面形は楕円形を呈し、長軸約 2.17 ｍ、短軸

約 1.05 ｍ、深さ 0.42 ｍを測る。南東壁面にテラスを有しており、高さは 0.2m を測る。出土遺物は無かった。

SK477（第 64・65 図）

　調査区の中央東部で検出した。SK476 の東側に近接する。平面形は円形を呈し、長軸約 2.27 ｍ、短軸約

1.83 ｍ、深さ 0.78 ｍを測る。平面形が整った円形であるため井戸の可能性もある。遺物は土師器坏、埦、

瓦器小皿、須恵質土器甕、国産陶器（常滑）の甕、中国陶器の水注もしくは壺、白磁碗が出土した。

SK478（第 64・66 図、図版 22・34）

　調査区の中央東部で検出した。SK479 が南に接する。平面形は円形を呈し、長軸 1.03 ｍ、短軸 0.75 ｍ、

深さ 0.59 ｍを測る。土師器埦、瓦器埦、龍泉窯系青磁碗が出土した。また古代の縄目タタキを持つ平瓦片

も出土している。

SK479（第 64・66 図、　図版 23・39）

　調査区の中央東部で検出した。SK478 が北に接する。平面形は円形を呈し、長軸約 0.98 ｍ、短軸約 0.95 ｍ、

深さ 0.65 ｍを測る。遺物は瓦器埦、土師質土器の鍋、白磁碗、龍泉窯系青磁碗、鉄滓が出土した。
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SK480（第 64・66 図）

　調査区の中央東部で検出した。SK481、SD621 に近接する。平面形はやや歪な円形を呈し、長軸 1.0 ｍ、

短軸 0.92 ｍ、深さ 0.39 ｍを測る。平面形や深さから井戸の可能性がある。出土遺物は土師器小皿、瓦器埦、

白磁碗が出土した。また古墳時代の土師器の坏片も２点出土した。

SK481（第 64・66 図）

　調査区中央部の東寄りで検出した。SK480、SD621 に近接する。平面形はやや歪な楕円形を呈し、長軸

0.64 ｍ、短軸 1.78 ｍ、深さ 0.5 ｍを測る。標高 4.4 ｍ付近がテラス状で二段掘りとなる。瓦器埦、白磁碗
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が出土した。

SK482（第 66・67・170 図、図版 23・34）

　調査区の中央で検出した。SD625 の上部を切る。平面形は歪な楕円形を呈し、長軸 4.0 ｍ、短軸 2.8 ｍ、

深さ 0.75 ｍを測る。古墳時代の出土遺物に土師器高坏、須恵器高坏、瓶類と思われる破片がある。中世は

土師器小皿、坏、埦、瓦器埦、土師質土器の鍋、白磁碗、皿、龍泉窯系青磁碗、同安窯系青磁碗、滑石製石

鍋片がある。

SK483（第 66・67 図、図版 23・34）

　調査区の中央で検出した。SD625 の南に近接する。平面形はやや歪な楕円形を呈し、長軸約 2.4 ｍ、短
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軸約 1.78 ｍ、深さ 0.43 ｍを測る。出土遺物に土師器小皿、坏、埦、瓦器埦、土師質土器の鍋、白磁碗がある。

SK484（第 67 ～ 69・170・173 図、図版 24・34・40）

　調査区の中央南寄りで検出した。SD025 の南に近接する。平面形は歪な楕円形を呈し、長軸約 2.0 ｍ、

短軸約 1.87 ｍ、深さ 0.37 ｍを測る。出土遺物は古墳時代と中世に分けられる。古墳時代は土師器坏、高坏、

甕、須恵器甕がある。特筆すべき点に外面に格子目タタキ痕を残す軟質土器が数点出土した。中世は土師器

小皿、坏、埦、瓦器埦、土師質土器の足鍋、瓦質土器の羽釜、甕、須恵質土器の鉢、白磁碗、皿、滑石製石
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鍋片、鉄釘が出土した。白磁碗には口縁端部が口禿げになるものがあり、14 世紀前半頃の所産と考えられる。

石鍋には鎹による修理痕が認められる。また古代の遺物として斜格子目タタキを持つ平瓦片が１点ある。

SK485（第 67・70・165 図、図版 34・39）
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　調査区の中央南寄りで検出した。平面形は円形に近く、長軸約 2.16 ｍ、短軸約 1.97 ｍ、深さ 0.37 ｍを測る。

出土遺物に土師器小皿、坏、台付盤、瓦器埦、土師質土器の鍋、須恵質土器の鉢、白磁碗、同安窯系青磁碗、

有孔土錘が３点ある。また古墳時代の土師器高坏も数個体確認できる。

SK486（第 67・70 図）

　調査区の中央南寄りで検出した。SK487 に切られる。平面形は歪な円形を呈し、長軸 1.64 ｍ、短軸 1.58 ｍ、

深さ 0.35 ｍを測る。土師器坏、瓦器埦が出土した。

SK487（第 71・72 図、図版 24・34）

　調査区の中央南寄りで検出した。SK486 を切る。平面形は円形を呈し、4.5 ｍ付近でテラス状となる。長

軸 1.6 ｍ、短軸 1.5 ｍ、深さ 0.45 ｍを測る。形状から井戸の可能性がある。遺物は土師器小皿、坏、瓦器埦、

瓦質土器鉢、龍泉窯系青磁皿がある。また古墳時代の遺物に土師器の移動式竃の裾部片、須恵器壺がある。

SK488（第 71・72・165 図）

　調査区の中央東寄りで検出した。南側を一部畑の溝で削平される。平面形は歪な楕円形を呈し、長軸

1.18 ｍ、短軸 0.85 ｍ、深さ 0.4 ｍを測る。遺物は土師器小皿、瓦器埦、土師質土器の鍋、中国陶器の水注、

同安窯系青磁碗、有孔土錘がある。

SK489（第 71・72 図）

　調査区の中央東寄りで検出した。SI005 に近接する。平面形は円形を呈し、長軸 1.32 ｍ、短軸 1.16 ｍ、

深さ 0.5 ｍを測る。出土遺物に古墳時代の土師器の移動式竃小片、甑の把手片、中世の土師器坏、埦、瓦器
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埦、白磁皿などがある。

SK490（第 71・74 図）

　調査区の中央東部で検出した。SD626 と接する。平面形は不正形を呈し、長軸約 2.65 ｍ、短軸約 1.57 ｍ、

深さ 0.34 ｍを測る。西側と東側にそれぞれテラスを有しており、高さは西側で 0.06m、東側で 0.07m を測る。

出土遺物は土師器小皿、瓦器埦、土師質土器の鍋がある。

SK491（第 71・74 図）

　調査区の中央南側の東部で検出した。SD627 を切り、SK492 に切られる。平面形は円形を呈し、長軸

2.35 ｍ、短軸 1.7 ｍ、深さ 0.17 ｍを測る。遺物は土師器小皿、土師質土器の鍋、白磁碗、皿が出土した。

SK492（第 71・74 図）

　調査区の南側の東部で検出した。SK491、SD627 を切る。平面形は楕円形を呈し、長軸 2.02 ｍ、短軸 1.69 ｍ、
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深さ 0.06 ｍを測る。出土遺物には土師器小皿、瓦質土器の鉢、国産陶器（備前）の擂鉢がある。また古墳

時代の甑の把手片も出土した。

SK493（第 71 図）

　調査区の南側の東部で検出した。SD627 を切る。楕円形を呈し、長軸 1.34m、短軸 0.76m、深さ 0.44m

を測る。出土遺物は無かった。

SK494（第 73・74 図、図版 24・34）
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　調査区の南側東寄りで検出した。隅丸長方形を呈し、長軸 1.58m、短軸 0.83m、深さ 0.22m を測る。中

央部に直径 0.7m の円形ピットが掘られている。土師器坏、瓦器埦が出土した。

SK495（第 73・74 図、図版 25・34）

　調査区の南側中央で検出した土坑である。SK496 の西に接する。平面形はやや歪な円形を呈し、長軸
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1.35 ｍ、短軸 1.3 ｍ、深さ 0.42 ｍを測る。遺物は土師器小皿、瓦器埦、小皿、土師質土器の鍋、瓦質土器

の鉢、須恵質土器の鉢、白磁碗、龍泉窯系青磁碗が出土した。

SK496（第 73・74 図）

　調査区の南側の中央部で検出した。SK495 の東に接する。平面形はやや歪な円形を呈し、南東側の一部
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がテラス状となる。長軸 1.55 ｍ、短軸 1.32 ｍ、深さ 0.46 ｍを測る。出土遺物は土師器小皿、坏、瓦器埦、

小皿、土師質土器の鍋、須恵質土器の鉢、龍泉窯系青磁碗がある。

SK497（第 73・74 図、図版 34）

　調査区の南側の中央部で検出した。SK498 が南に接する。平面形はやや歪な隅丸長方形を呈する。壁面

は船底状で、長軸 1.96 ｍ、短軸 1.07 ｍ、深さ 0.45 ｍを測る。遺物は古墳時代のものが、土師器高坏、甑、

壺、甕がある。中世は土師器小皿、埦、白磁碗、皿が出土した。

SK498（第 73・76 図、図版 25・34）

　調査区の南部の中央で検出した。SK497 が北に接する。平面形は歪な隅丸長楕円形を呈する。長軸 2.25 ｍ、

短軸 0.9 ｍ、深さ 0.31 ｍを測る。遺物は土師器小皿、坏、瓦器埦、土師質土器の鍋、龍泉窯系青磁碗が出

土した。

SK499（第 73・76 図）

　調査区の南側東寄りで検出した。平面形はやや歪な楕円形を呈し、東側が一部テラス状となる。長軸

1.25 ｍ、短軸 1.04 ｍ、深さ 0.31 ｍを測る。テラス部の高さは 0.17 ｍである。遺物は土師器小皿、土師質

土器の鍋、瓦質土器の鉢、須恵質土器の鉢、白磁碗が出土した。

SK500（第 75・76・165 図）

　調査区南側の東寄りで検出した。SK499 の東に位置する。平面形はやや歪な円形を呈し、北と南東側が

一部テラス状となる。長軸 1.83 ｍ、短軸 1.66 ｍ、深さ 0.4 ｍを測る。遺物は土師器小皿、瓦器埦、瓦質

土器鉢、龍泉窯系青磁碗、皿が出土した。
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SK501（第 75・76 図）

　調査区南側の中央で検出した。楕円形を呈し、長軸 1.12m、短軸 0.96m、深さ 0.58m を測る。瓦器埦が

出土した。
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SK502（第 75・77・165・166・173 図、図版 34・39・40）

　調査区の南部の東寄りで検出した。平面形は楕円形を呈し、長軸 3.55 ｍ、短軸 1.6 ｍ、深さ 1.6 ｍを測る。

底面で２基のピットを検出した。出土遺物は土師器小皿、坏、瓦器埦、土師質土器の足鍋、鍋、須恵質土器
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の鉢、白磁碗、龍泉窯系青磁碗、大型有溝土錘、鞴羽口、円盤形鉄製品などがある。中世に属さない遺物に

弥生土器の壺、土師器の高坏がある。

SK503（第 75・77・166 図、図版 25）

　調査区南部の東寄りで検出した。南東側が SK504 に切られる。平面形は歪な長楕円形を呈し、長軸 3.85 ｍ、
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短軸 1.42 ｍ、深さ 0.22 ｍを測る。遺物は土師器小皿、土師質土器の鍋、須恵質土器の鉢、国産陶器の甕、

中国陶器の鉢、白磁碗、皿、同安窯系青磁碗、鞴羽口がある。

SK504（第 75・79・167 図、図版 25）

　調査区南部の東寄りで検出した。SK505 を切る。平面形はやや歪な円形を呈し、長軸 1.82 ｍ、短軸 1.75 ｍ、

深さ 0.09 ｍを測る。出土遺物は土師器埦、白磁碗、皿、砥石がある。
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SK505（第 78・79 図、　図版 35）

　調査区の南部の中央で検出した。平面形は円形を呈し、長軸 2.38 ｍ、短軸 2.17 ｍ、深さ 0.52 ｍを測る。

平面形状や規模から井戸の可能性もある。出土遺物は土師器坏、台付盤、瓦器埦、土師質土器の鍋、羽釜、

須恵質土器の鉢、甕、白磁の水柱もしくは耳壺、龍泉窯系青磁碗、同安窯系青磁碗がある。また弥生時代の

壺も出土している。

SK506（第 78・79 図）

　調査区の南側やや東寄りで検出した。SK505 が北西側に接する。歪な楕円形を呈し、長軸 2.56m、短軸

1.1m、深さ 0.14m を測る。遺物は須恵質土器の鉢、国産陶器（備前）の甕、白磁碗、青白磁合子の蓋が出

土した。

SK507（第 78・79 図）

　調査区の南側やや東寄りで検出した。平面形は円形を呈し、長軸 0.85 ｍ、短軸 0.83 ｍ、深さ 0.14 ｍを測る。

土師器小皿、土師質土器の鍋が出土した。

SK508（第 78・79 図）

　調査区南側の中央で検出した。平面形はやや歪な円形を呈し、長軸 2.17 ｍ、短軸 2.04 ｍ、深さ 0.18 ｍ

を測る。出土遺物は土師器小皿、土師質土器の鍋、須恵質土器の鉢、白磁碗、龍泉窯系青磁碗がある。それ

以前の遺物に弥生土器の壺、突帯片、土師器の壺、須恵器の𤭯、器台がある。

SK509（第 78・79・165・167）
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　調査区南部の中央で検出した。平面形はやや歪な円形を呈し、長軸 2.44 ｍ、短軸 2.3 ｍ、深さ 0.18 ｍを測る。

出土遺物は土師器小皿、瓦器埦、土師質土器の鍋、須恵質土器の鉢、国産陶器の壺、甕、白磁碗、皿、龍泉

窯系青磁碗、有孔土錘、砥石がある。また弥生土器壺、８世紀頃の須恵器埦がある。

SK510（第 78・81 図）

　調査区南側の中央で検出した。平面形はやや歪な隅丸長方形を呈し、長軸 2.3 ｍ、短軸 1.22 ｍ、深さ

0.08 ｍを測る。規模や形状、主軸方位から墓の可能性も考えられる。出土遺物は土師器小皿、土師質土器の鍋、

白磁碗などがある。古墳時代の遺物に土師器壺、須恵器壺がある。

SK511（第 78・81 図、図版 26・35）

　調査区南部の中央で検出した。平面形はやや歪な隅丸長方形を呈し、北と南東側が一部テラス状となる。

長軸 2.35 ｍ、短軸 0.7 ｍ、深さ 0.37 ｍを測る。出土遺物は土師器小皿、埦、土師質土器の鍋、白磁合子の身、

青白磁合子の身がある。

SK512（第 78・81・165）

　調査区南部の東寄りで検出した。平面円形を呈し、直径 1.1m、深さ 0.07m を測る。土師器坏、埦、土師

質土器の鍋、大型有溝土錘が出土した。
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SK513（第 80・81・167 図、図版 35・40）

　調査区南部の中央で検出した。SK514 の東に位置する。平面形はやや歪な楕円形を呈し、西と東側が一

部テラス状となる。長軸 2.8 ｍ、短軸 2.3 ｍ、深さ 0.47 ｍを測る。出土遺物は古墳時代と中世の遺物に分

けられる。前者は坏、高坏、壺、甕、甑がある。後者は土師器小皿、土師質土器の鍋、羽釜、須恵質土器の

鉢、甕、白磁碗、皿、龍泉窯系青磁碗がある。また砥石があるが、その時期比定は困難である。

SK514（第 80・82 図）

　調査区南側の中央に位置する。SK513 の西に位置する。やや歪な隅丸長方形を呈し、長軸 2.08m、短軸

1.06m、深さ 0.07m を測る。出土遺物は土師器小皿、瓦器埦、土師質土器の羽釜、白磁碗がある。

SK515（第 80・82 図）
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　調査区南側の中央に位置する。北に SK516 が接する。歪な長楕円形を呈し、西側は調査区外へと伸びる。

長軸 2.72m 以上、短軸 0.96m、深さ 0.2m を測る。遺物は土師器小皿、瓦器埦、土師質土器の鍋、白磁碗、

皿が出土した。

SK516（第 80・82 図、図版 35）

　調査区南側の中央にある。南に SK515 が接する。やや歪な円形を呈し、長軸 0.76m、短軸 0.62m、深さ

0.38m を測る。出土遺物には古墳時代の土師器の移動式竃焚口部片、中世の土師質土器の脚部片がある。

SK517（第 80・82 図）

　調査区南側の中央で検出した。SK513 の東に位置する。平面形はやや歪な円形を呈し、長軸 0.69 ｍ、短

軸 0.67 ｍ、深さ 0.14 ｍを測る。出土遺物に瓦器埦、土師質土器の鍋がある。

SK518（第 80・83・167 図、図版 39）

　調査区南側の東寄りで検出した。SK519 が西に接する。やや歪な楕円形を呈し、長軸 2.88m、短軸

1.64m、深さ 0.12m を測る。遺物は土師器小皿、坏、瓦器埦、小皿、土師質土器の鍋、白磁碗、鉄滓、砥

石が出土した。また古墳時代の土師器鉢、甕がある。
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SK519（第 80・83 図、図版 35）

　調査区南側の東寄りで検出した。SK518 が東に接する。平面形はやや歪な楕円形を呈し、長軸 1.58 ｍ、

短軸 1.3 ｍ、深さ 0.28 ｍを測る。遺物は土師器小皿、坏、瓦器埦、小皿、同安窯系青磁碗が出土した。

SK520（第 80・83 図、図版 35）

　調査区南部の東寄りで検出した。平面形は円形を呈し、北西側が一部テラス状となる。長軸 1.74 ｍ、短

軸 0.75 ｍ、深さ 0.64 ｍを測る。出土遺物は瓦器埦、小皿、土師質土器の脚部片がある。

SK521（第 80・83 図）

　調査区南部の東端で検出した。SK522 の南に位置する。南側の一部が調査区外へと続く。平面形は楕円
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形を呈し、北から東側がテラス状となる。長軸 1.94 ｍ、短軸 1.7 ｍ、深さ 0.39 ｍを測る。テラスの高さ

は 0.15 ｍである。出土遺物は古墳時代と中世のものが混在している。前者は土師器高坏、把手片、甕、須

恵器高坏、甕がある。後者は土師器小皿、坏、埦、瓦器埦、土師質土器の鍋、白磁碗、皿がある。
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SK522（第 84・85 図、図版 26・35）

　調査区南部の東側で検出した。SK521 の北に位置し、SK523 を切る。平面形は歪な方形を呈し、中央が

一部テラス状で、底面が三方ピット状となる。長軸 2.33 ｍ、短軸 2.15 ｍ、深さ 0.38 ｍを測る。遺物は土

師器鉢、高坏、壺、甑、須恵器甕がある。特筆すべき遺物に、外面に格子目タタキを持った軟質土器甕、縄

目タタキを施した陶質土器壺がある。なお中世の遺物に土師器埦、瓦器小皿がある。

SK523（第 84・86・170 図、図版 26・35）
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　調査区南側の東側で検出した。SK522 に切られる。平面形は歪な方形を呈し、底面で直径 0.25m 前後の

ピットを複数検出した。長軸 2.77 ｍ、短軸 2.54 ｍ、深さ 0.61 ｍを測る。出土遺物は弥生土器の甕底部片

と後の混入と考えられる滑石製石鍋片があることを除けば、概ね５世紀前半を前後する頃の遺物である。土

師器高坏、器台、壺、甕に加え、特筆すべき遺物に軟質土器の甕、陶質土器の平底浅鉢がある。軟質土器、

陶質土器ともに外面に細かい格子目タタキを持つ。

SK524（第 84・86 図、図版 27・35）

　調査区南側の東寄りで検出した。SK525 の西に位置する。平面形はやや歪な楕円形を呈し、中央部が一
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部窪地となる。長軸 2.68 ｍ、短軸 1.58 ｍ、深さ 0.23 ｍを測る。出土遺物には土師器小皿、坏、瓦器埦、

小皿、須恵質土器の鉢、土師質土器の鍋、白磁碗がある。

SK525（第 84・87 図、図版 27）

　調査区南側の東部で検出した。SK524・526 に近接する。平面形は隅丸方形を呈し、長軸 1.68 ｍ、短軸

1.65 ｍ、深さ 0.13 ｍを測る。床面上には幾つかのピットが検出された。出土遺物は土師器小皿、瓦器埦、

土師質土器の鍋がある。

SK526（第 84・87・165 図、図版 27・35・39）

　調査区南側の東寄りで検出した。SK525 の南に位置する。平面形はやや歪な円形を呈し、長軸 2.0 ｍ、

短軸 1.9 ｍ、深さ 0.44 ｍを測る。土師器小皿、坏、瓦器埦、小皿、土師質土器の鍋、鉢、中国陶器の水注

もしくは壺、白磁碗、棒状土製品などが出土した。なお古墳時代の須恵器壺片も１点出土した。

SK527（第 88・89 図、図版 27・35）

　調査区南側の東寄りで検出した SI004、SK528 に近接する。平面形は楕円形を呈し、長軸 3.63 ｍ、短軸

2.77 ｍ、深さ 0.54 ｍを測る。底面は西側に向かって階段状に深くなる。出土遺物は土師器小皿、瓦器埦、小皿、

土師質土器の鍋、瓦質土器の鍋、須恵質土器の鉢、白磁碗、皿、龍泉窯系青磁碗などが出土した。

SK528（第 88・89・165 図、図版 39）

　調査区南側の東部で検出した。SK527 が南に接し、SI004 を切る。平面形はやや歪な円形を呈し、長軸



－147－

0                            １m

A’A 4.5m

B’B 4.6m

A’A

B’B

SD619

第 143 図    SD619 実測図  （1/40）



－148－

0                                      10 ㎝

青

青

白
白

土質
土質

瓦

瓦

土

土

土

土

土

土

須

須

須

須

瓦

土質

青

土

白

土質

土

瓦

瓦

瓦瓦

瓦

瓦

1

2

3
4

5
6

7

8

9

10

11

12 13
14

15

16

18

19

20 22 

23
24

25

17

26

27

28

29

21

30
31

SD616

SD617

SD618 SD619

第 144 図    SD616 ～ 619 出土土器実測図  （1/3）

2.61 ｍ、短軸 2.0 ｍ、深さ 0.27 ｍを測る。南西側にテラスを有しており、高さ 13㎝である。弥生土器高坏、

須恵器甕、須恵質土器の鉢、国産陶器（常滑）の甕、白磁碗、土壁片が出土した。

SK529（第 88・89 図）

　調査区南側の東部で検出した。SI004 を切る。平面形は円形を呈し、長軸 1.60 ｍ、短軸 1.48 ｍ、深さ

0.58 ｍを測る。西側と東側がそれぞれテラス状となる。比較的整った円形であり井戸の可能性も考えられる。

遺物は土師器小皿、坏、土師質土器の鍋、瓦質土器の甕、須恵質土器の鉢、白磁碗、龍泉窯系青磁碗が出土

した。

SK530（第 88・91 図、図版 35）
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　調査区南側の東側で検出した。SI004、SD623 を切る。平面形はやや歪な隅丸方形を呈し、長軸 2.65 ｍ、

短軸 2.62 ｍ、深さ 0.38 ｍを測る。土師器坏、瓦器埦、土師質土器の羽釜、須恵質土器の鉢、中国陶器の

水注の把手片が出土した。

SK531（第 88・91 図）

　調査区南側の東端で検出した。SD627 に切られる。歪な楕円形を呈し、長軸 1.1m 以上、短軸 1.04m、

深さ 0.1m を測る。土師器高坏が出土した。

SK532（第 88・91 図）

　調査区南部の東端で検出した。SD627 に切られる。平面形はやや歪な円形を呈し、長軸 0.75 ｍ以上、短

軸 0.74 ｍ、深さ 0.38 ｍを測る。弥生土器の甕が出土した。

SK533（第 90 図）

　調査区南側の東端で検出した。SD628 を切り、南東側は調査区外へと続く。楕円形を呈し、長軸 1.8m 以上、

短軸 2.34m、深さ 0.18m を測る。出土遺物は無かった。

SK534（第 90・91 図）

　調査区南側の中央で検出した。平面形は楕円形を呈し、長軸約 2.35 ｍ、短軸約 1.72 ｍ、深さ 0.23 ｍを測る。

東側がテラス状となり、高さは 0.05m である。出土遺物は古墳時代の土師器高坏、器台、甕、中世の土師器埦、

瓦器埦、土師質土器の鍋、中国陶器の耳壺、白磁碗がある。
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SK535（第 90・91 図）

　調査区の南部で検出した。北側が調査区外へと続く。平面形はやや歪な円形を呈し、長軸 2.65 ｍ、短軸
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1.77 ｍ、深さ 0.25 ｍを測る。土師器小皿、瓦器小皿、瓦質土器の甕、須恵質土器の鉢、国産陶器の甕、白

磁碗、皿が出土した。

SK536（第 90・91・173 図、図版 35・40）

　調査区の南部で検出した。平面形は歪な長楕円形を呈し、長軸 5.15 ｍ、短軸 1.3 ｍ、深さ 0.37 ｍを測る。

遺物は土師器小皿、瓦器埦、小皿、土師質土器の鍋、須恵質土器の鉢、白磁碗が出土した。なお外面に重ね

焼きの目跡を残す、高麗青磁皿かと思しき遺物も出ている。また火打金が出土していることも特筆される。

SK537（第 90・92・93・167・173 図、図版 35・39・40）

　調査区の南部で検出した。SK538 に切られる。平面形はやや歪な楕円形を呈し、長軸 3.33 ｍ、短軸 3.06 ｍ、

深さ 0.19 ｍを測る。中央に直径 1.1 ｍの円形の穴をした。土師器小皿、坏、埦、瓦器埦、小皿、土師質土

器の鍋、須恵質土器の鉢、国産陶器（備前）の鉢、白磁碗、同安窯系青磁碗、鉄滓、砥石２点（１点は大型

の置砥）、鉄釘が出土した。瓦器小皿には見込みにミガキで十字などの文様を施す。

SK538（第 93・94 図）

　調査区の南部で検出した土坑である。SK534 の南に位置し、平面形は南北に長く、横長な隅丸長方形を
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呈す。長軸 3.33 ｍ、短軸 0.72 ｍ、深さ 0.1 ｍを測る。出土遺物は土師器小皿、坏、、瓦器埦、土師質土器

の鍋、須恵質土器の鉢、白磁碗がある。

SK539（第 94・95・166・167 図、図版 39）
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　調査区の南部で検出した。SK540 に西側を切られる。平面形はやや歪な楕円形を呈し、長軸 3.15 ｍ、短

軸 2.16 ｍ、深さ 0.1 ｍを測る。遺物は土師器小皿、坏、瓦器埦、小皿、土師質土器の鍋、龍泉窯系青磁碗、

皿、鞴羽口、砥石に加え、古墳時代の土師器高坏、把手片、須恵器坏蓋が出土した。

SK540（第 94・95・170 図、図版 35）

　調査区南部で検出した東側の SK539 を切る。平面は円形で長軸 3.80 ｍ、短軸 2.01 ｍ、深さ 1.62 ｍを測る。

中央に円形で直径 85 ～ 95㎝、深さ 1.3 ｍのピットがある。整理上、土坑で報告しているが、井戸の可能

性も高い。出土遺物は土師器小皿、坏、埦、瓦器埦、土師質土器の鍋、瓦質土器の甕、鍋、須恵質土器の鉢、
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国産陶器（備前）の甕、白磁碗、皿、同安窯系青磁碗、龍泉窯系青磁皿、滑石製石鍋片など多様である。ま

た古墳時代の土師器高坏、７世紀～８世紀頃の製塩土器、８世紀頃の平瓦片も出土している。

SK541（第 95・96 図）

　調査区南部で検出した。ST206 に近接する。平面形は円形を呈し、直径 0.92m、深さ 0.15cm を測る。

底面は中心に向かってやや窪む。土師器小皿、白磁碗が出土した。
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SK542（第 96・97・170 図、図版 35）

　調査区の南部で検出した。SK543 を切る。平面形は楕円形を呈し、長軸 2.94 ｍ、短軸 2.5 ｍ、深さ 0.28

ｍを測る。土師器小皿、坏、瓦器埦、土師質土器の鍋、須恵質土器の鉢、中国陶器の壺、白磁碗、皿、龍泉

窯系青磁碗、滑石製石鍋片が出土した。

SK543（第 96・97・170 図）
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　調査区の南部で検出した。SK542 に切られ、西側のみ残る。平面形は楕円形を呈し、長軸 2.16 ｍ、短

軸 1.0 ｍ以上、深さ 0.14 ｍを測る。遺物は土師器小皿、坏、瓦器埦、土師質土器の鍋、瓦質土器の甕、鍋、

龍泉窯系青磁碗、滑石製石鍋片が出土した。

SK544（第 96・97 図）

　調査区の南部で検出した。南側は調査区外へと続く。やや歪な楕円形を呈し、長軸 3.56m、短軸 2.88m 以上、

深さ 0.15m を測る。出土遺物は土師器小皿、坏、土師質土器の鍋、瓦質土器の甕、中国陶器の盤、白磁碗、

龍泉窯系青磁碗がある。

SK545（第 98・99・167 図）

　調査区の南端で検出した。平面形はやや歪な円形を呈し、長軸 3.0 ｍ、短軸 2.93 ｍ、深さ 0.46 ｍを測る。

規模や立地から井戸の可能性がある。出土遺物は土師器坏、瓦器埦、土師質土器の脚部片、須恵質土器の鉢、

白磁碗、砥石が出土した。また古墳時代の坏、高坏、甕も出土している。

SK546（第 98・99 図）

　調査区中央の西寄りで検出した。SD615・616 を切る。平面形はやや歪な楕円形を呈し、長軸 3.36 ｍ、

短軸 2.72 ｍ、深 0.1 ｍを測る。遺物は土師器小皿、埦、瓦器埦、土師質土器の脚部片、瓦質土器の鉢、龍

泉窯系青磁碗がある。また手捏土器も出土している。

（５）溝

SD601（第 100・106 図）

　調査区北側を東西方向に走る溝で SD602 と一部並行する。両端は削平され、確認できる長さ 6.6m である。
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幅 0.2 ～ 0.8m、深さ 0.06 ～ 0.09m を測る。出土遺物に白磁碗がある。

SD602（第 100・106 図）

　調査区北側を東西方向に走る溝で、SD601 と一部並行する。両端は削平され、確認できる長さ 5.8m を測る。

幅は 0.2 ～ 0.8m、深さ 0.03 ～ 0.05m である。白磁碗が１点出土した。

SD603（第 101・106 図）

調査区北東側を南東から北西方向に直線的に走る溝である。両端は削平され、確認できる長さは約 10
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ｍである。溝の幅や深さは場所により異なるが断面計測地点での検出幅は 0.7 ～ 1.2m、深さは 0.29 ～

0.42m である。出土遺物には須恵器埦、高坏、壺、中世の土師器坏がある。

SD604（第 102 ～ 104・106 図）

調査区を北東から南西に横断する形でほぼ直線的に走る長い溝で、確認できる長さは約 75 ｍである。溝

の幅や深さは場所により異なるが断面計測地点での検出幅は幅 1.0 ～ 1.4m、深さは 0.09 ～ 0.37m である。
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断面は逆台形を呈する。出土遺物は土師器坏、高坏、甕、須恵器坏身、甕がある。

SD605（第 105・106 図）

調査区北東側で検出した溝である。北西側は「Ｌ」字形に折れ、東に 3.4m 伸び土坑に切られる。南側は

5.58m 伸びやはり消滅する。溝の幅や深さは場所により異なるが断面計測地点での検出幅は 0.3 ～ 1.2m、

深さは 0.05 ～ 0.39m である。出土遺物に土師器埦、瓦器埦、須恵質土器の鉢がある。

SD606（第 105・106 図）

調査区北東側を南東から北西方向に直線的に走る溝で、SD603・607 の間に並行する位置にある。西側

を ST201 と SD605 に切られ、西端は自然と消滅する。確認できる長さは 7.4 ｍである。溝の幅や深さは場

所により異なるが断面計測地点での検出幅は 1.5 ～ 2.4 ｍ、深さは 0.03 ～ 0.07m である。土師器高坏が出

土した。

SD607（第 107・108・110・111・165・166・168・171 図、　図版 27・28・36・40）

調査区北側を南東から北西方向に直線的に走る溝で、SD606 の南約 11 ｍに並行する。SD608 と合流す

る。東部 SK413・414 と重複し、中央は SE304 に切られる。両端は調査区外に延び、確認できる長さは

53.6m である。溝の幅や深さは場所により異なるが断面計測地点での検出幅は 1.7 ～ 2.3m、深さは 0.13

～ 0.19m である。出土遺物は土師器小皿、坏、埦、瓦器埦、小皿、土師質土器の鍋、瓦質土器の鉢、須恵

質土器の鉢、陶器（備前）の擂鉢、甕、白磁碗、皿、耳壺、龍泉窯系青磁碗、曲口碗、同安窯系青磁皿、有

孔土錘、鞴羽口、赤間石の石製硯、滑石製石鍋片、小型把手付鍋がある。また、古墳時代の土師器の移動式

竈の大型破片が出土した。

SD608（第 111 図、図版 27）

　調査区北側の中央を南東から北西に走る溝で、西側で SD607 に吸収される。東端は SE303 に切られ、

SK407・408 にも切られる。長さ 3.6m で、幅 0.3 ～ 0.4m を測る。出土遺物に龍泉窯系青磁碗、坏がある。
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SD609（第 109・111 図）

調査区北東側を南東から北西方向に直線的に走る溝で、確認できる長さは 16.8m である。南東端は自然

に消滅し、SD604 を切り、西端は SD607 に切られる。溝の幅や深さは場所により異なるが断面計測地点で

の検出幅は 1.2 ～ 1.9m、深さは 0.1 ～ 0.17m である。出土遺物は古墳時代の土師器高坏、壺、須恵器蓋が

ある。中世は脚付鉢、土師質土器の鍋、国産陶器の擂鉢がある。

SD610（第 112・113・168・171・173 図、図版 36・40）

調査区北側を南東から北西方向にやや「コ」の字状に区角する溝で、SD609 の南約 6 ｍに並行する。未

掘の部分が多く北西側はあまり明確でない。確認できる長さは長軸 42.0m、短軸 35.6m で、東西とも調査

区外に続く。溝の幅や深さは場所により異なるが断面計測地点での検出幅は 3.4m ～ 7.2m、深さは 0.1 ～

0.65m である。出土遺物には中世の土師器埦、瓦器埦、土師質土器の鍋、羽釜、白磁碗、砥石、滑石製石鍋片、



－166－

土（SP736）

土（SP734）

土（SP752）

土（SP728）

土（SP739）

土（SP717） 土（SP714）

土（SP706）

須（SP709）

須（SP723）

須（SP705）

須（SP704）

須（SP716）

須（SP720）

製塩（SP705）

瓦（SP715）

土（SP729）

土（SP753）

緑釉（SP732）

須（SP714）

土（SP726）

土（SP701）

土（SP753）

土（SP740）

須（SP729）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12 13

14

15

16

18

19

20

21

22

23

24
17

25

SP（柱穴）

第 162 図    SP 出土土器実測図 1  （1/3）

0                                      10 ㎝



－167－

0                                      10 ㎝

土（SP744）

土（SP744）

土（SP741）

土（SP750）

土（SP754）

土（SP738）

土（SP746）

土（SP733）

瓦（SP755）

土（SP751）

土（SP743）

瓦（SP747）

瓦（SP749）瓦（SP737）

瓦（SP733）

瓦（SP745）

瓦（SP722）

土質（SP756）

白（SP748）

白（SP742）

須質（SP735）

陶（SP710）

陶（SP730） 青白（SP703）

白（SP724）

白（SP727）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

18

19

20

21

22

23

24

17

2526

SP（柱穴）

第 163 図    SP 出土土器実測図 2  （1/3）

六花湖州鏡、元祐通宝（北宋・1086 年初鋳）がある。このほかに古代の土師器甕、須恵器坏蓋、埦が出土した。

（１）Ｔ１（第 112・114、図版 28・36）

　溝の北西側に設定したトレンチである。出土遺物は中世の土師器小皿、埦、瓦器埦、小皿、瓦質土器の甕、

須恵質土器の鉢、白磁碗、龍泉窯系青磁碗、皿、同安窯系青磁皿がある。このほかに、古墳時代の土師器坏、

須恵器甕、平瓶が出土した。

（２）Ｔ２（第 112・115、図版 28・36）

　溝の西側に設定したトレンチである。中世の土師器小皿、坏、埦、瓦器埦、土師質土器の鍋、瓦質土器の
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鍋、羽釜、須恵質土器の鉢、甕、中国陶器の水注、白磁碗、皿、龍泉窯系青磁の碗が出土した。

（３）Ｔ３（第 116 ～ 119・165・166・171・173、図版 10・36・39・40）

　溝の南側に設定したトレンチである。出土遺物は中世の土師器小皿、坏、埦、瓦器埦、小皿、土師質土器の鍋、

羽釜、瓦質土器の鉢、須恵質土器の鉢、壺、甕、国産陶器の甕、中国陶器の四耳壺、白磁碗、皿、龍泉窯青

磁の小碗、大型有溝土錘、鞴羽口、滑石製石鍋片、鉄釘が出土した。このほかに、古代の須恵器埦、長頸壺

と考えられる高台部片、甕片が出土した。

（４）Ｔ４（第 120・121・166・171、図版 36・39・40）

　トレンチを設定した地点が図面に整理されていない。したがって SD610 より出土した遺物として報告す

る。中世の土師器小皿、坏、埦、瓦器埦、小皿、土師質土器の鍋、羽釜、瓦質土器の壺、白磁碗、皿、龍泉

窯系青磁碗、瓶？、同安窯系青磁碗、青白磁の皿、鞴羽口、滑石製石鍋片、石鍋加工品（筆洗？）が出土し

た。また弥生土器甕、古墳時代の遺物として、土師器高坏、甕、移動式竈の焚口部片、裾部片が出土した。

（５）Ｔ５（第 122 ～ 125・166・171・173、図版 36・37・40）

　同じくトレンチを設定した地点が図面に整理されていない。したがって SD610 より出土した遺物として

報告する。中世の土師器小皿、坏、埦、瓦器埦、小皿、土師質土器の鍋、羽釜、瓦質土器の鉢、須恵質土器

の鉢、甕、国産陶器の甕、瓶？、中国陶器の水注あるいは耳壺、白磁碗、皿、龍泉窯系青磁碗、皿、鞴羽口、

滑石製石鍋片が出土した。また古墳時代の遺物として、土師器高坏、移動式竈の焚口部片、須恵器の甕が出

土した。特筆すべき遺物に、須恵器の硯がある。形状から二面風字硯になる可能性があり、８世紀以降に位

置づけられる。また防長系の緑釉陶器の壺と思われる胴部片がある。９世紀頃の所産と推定される。

（６）Ｔ６（第 126 ～ 129・165・171・173、図版 37・39・40）

　同じくトレンチを設定した地点が図面に整理されていない。同様に SD610 より出土した遺物として報告

する。中世の土師器小皿、坏、埦、瓦器の埦、小皿、土師質土器の鍋、羽釜、瓦質土器の壺、須恵質土器の

鉢、国産陶器（常滑）の甕、中国陶器の壺、水注にもしくは耳壺と思われる破片、白磁碗、皿、龍泉窯系青
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磁碗、同安窯系青磁碗、青磁の小壺、有孔土錘、鉄滓、滑石製石鍋片、鉄釘が出土した。このほかに、古墳

時代の土師器器台、移動式竈の焚口部片、須恵器の壺、甕が出土した。特筆すべき遺物に６世紀代と考えら

れる円筒埴輪片、外面に細かい格子目タタキを残す、軟質土器片がある。

（７）Ｔ７（第 130 ～ 132、図版 37）

　同じくトレンチを設定した地点が図面に整理されていないため、同様に SD610 より出土した遺物として

報告する。ただ他の地点と異なり中世の遺物がなく、いずれも古墳時代の土師器、須恵器である。土師器坏、

壺、甕、長胴甕、甑、須恵器坏蓋、埦、甕、壺、平底壺が出土した。

SD611（第 133・138 図、図版 37）

　調査区の北側を南東から北西方向へ走る溝で、長さ 26m、幅 1.0 ～ 2.4m、深さ 0.05 ～ 0.29m を測る。

出土遺物は中世の土師質土器の鍋、瓦質土器火鉢、国産陶器（備前）の擂鉢、龍泉窯系青磁碗がある。一部

14 世紀に下るものがあり、この遺跡の終焉時期の遺物である。このほかに須恵器の甕が出土した。
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SD612（第 134・138 図）

　調査区北側にある。SD610 に切られる。長さ 3.0m、幅 1.1m、深さ 0.08 ～ 0.34m を測る。出土遺物は

いずれも古墳時代に位置づけられ、土師器鉢、坏、甕がある。

SD613（第 135・138 図）

　調査区中央部で南東から北西方向へと伸びる。北西側は SK449 に切られる。長さ 4.0m、幅 0.67 ～

0.8m、深さ 0.14 ～ 0.15m を測る。出土遺物は土師器小皿、坏、埦、瓦器埦、小皿、土師質土器の鍋、須

恵質土器の鉢、白磁碗がある。

SD614（第 136 ～ 138・165・171 図、図版 29・37）

調査区中央東側を南東から北西方向に直線的に走る溝で、SD615 と並行する。SD624 の西端から西へ約

5 ｍ離れた位置から南西方向の延長線上で直線的に延びる。確認できる長さは約 33 ｍである。東南端部は

耕作地の削平で消滅する。北西端は調査区外となる。溝の幅や深さは断面計測地点で幅 0.8 ～ 2.2m、深さ

0.13 ～ 0.18m である。出土遺物に土師器小皿、坏、瓦器埦、瓦質土器の甕、須恵質土器の鉢、中国陶器の

水注もしくは耳壺、白磁碗、龍泉窯系青磁碗、皿、有孔土錘、滑石製石鍋片がある。
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SD615（第 136 ～ 138 図、図版 29・37・38）

調査区北東側を南東から北西方向に直線的に走る溝で、SD614 の南に並行する。SD625 の西端から西へ

約 5 ｍ離れた位置から南西方向の延長線上で直線的に延びる。確認できる長さは約 32 ｍである。溝の幅や

深さは場所により異なるが断面計測地点での検出幅は 0.6 ～ 2.5m、深さは 0.05 ～ 0.13m である。出土遺

物には土師器小皿、坏、瓦器埦、小皿、鍔付鉢、土師質土器の鍋、須恵質土器の鉢、白磁碗、皿、龍泉窯系

青磁碗、皿がある。また防長系の緑釉陶器の小片が出土していることが特筆される。

SD616（第 140・144 図）

　調査区中央の西寄りに位置する。SD614・615 に挟まれ、それと並行し、西側は SD614 に合流する。確

認できる長さは 10 ｍである。溝の幅や深さは断面計測地点で幅 0.8 ～ 1.6m、深さ 0.27 ～ 0.4m である。

遺物は瓦器埦、土師質土器の鍋、羽釜、白磁碗、皿、龍泉窯系青磁碗、同安窯系青磁碗が出土した。

SD617（第 141・144・165 図、図版 29）

　調査区の西側に位置する。4.3m × 6.5m の長方形に細い溝がめぐり、その底面には直径約 0.2m、深さ約

0.3m の小ピットが並ぶ。溝の幅は約 0.3m である。溝の形状や構造から大壁建物と考えられ、南東側の溝
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の中央は途切れ、そこが出入口であったと考えられる。出土遺物はすべて古墳時代のもので、土師器坏、高

坏、甕、須恵器高坏、甕がある。

SD618（第 142・144 図）

　調査区西端に位置する。北西から南東方向に細い溝が走る。東側で SD615 と重複する。長さ 6.0m、幅

0.2 ～ 0.9m、深さ 0.05m である。瓦器埦、土師質土器の鍋が出土した。

SD619（第 143・144 図）

　調査区中央を南西から北東方向へと走る。南側は SD624 に切られる。長さ 8.6m、幅 0.4 ～ 0.8m、深さ

0.05m を測る。土師器坏、瓦器埦、小皿、土師質土器の鍋、白磁碗、龍泉窯系青磁碗が出土した。この他

に古墳時代中期の移動式竈の庇部片がある。

SD620（第 145・147 図、図版 38）

調査区中央東側を北から南方向に直線的に走る。確認できる長さは約 16 ｍである。南端は SD624 に

切られる。溝の幅や深さは場所により異なるが断面計測地点での検出幅は 1.3 ～ 1.5m、深さは 0.06 ～

0.23m である。出土遺物はすべて古墳時代のもので、土師器鉢、高坏、無頸壺、壺、甕、須恵器甕片がある。
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SD621（第 146・147 図）

調査区中央東側で検出された。SD623 の北付近で西側分岐する溝で、東西方向へ直線的にのび、西側は

地形に沿ってに曲がり、SD624 に切られる。確認できる長さは 22 ｍである。溝の幅や深さは場所により異

なるが断面計測地点での検出幅は 0.8 ～ 1.4、深さは 0.09 ～ 0.18m である。出土遺物は古墳時代と中世の

ものが混在する。前者は土師器坏、甕、須恵器坏身、埦、甕、瓶もしくは壺で、後者は土師器小皿、黒色土

器埦、瓦器埦、瓦質土器の鍋、羽釜、中国陶器の水注、白磁碗がある。

SD622（第 148・149 図、図版 38）

調査区中央の東端に位置する。きつい曲線を描きながら走り、両端とも調査区外へと伸びている。SD628

と重複する。長さは 7.0m、幅は 0.4 ～ 0.8m、深さ 0.18 ～ 0.22m を測る。すべて中世の遺物で、土師器小皿、

坏、瓦器埦、龍泉窯系青磁碗が出土した。

SD623（第 148・149・159・168・173 図　図版 38・40）

調査区中央東側で検出された。北から南方向に直線的に走る溝で、確認できる長さは 41.6 ｍである。南

端部は調査区外へ続く。北は SD621 と合流し、調査区外へと伸びる。溝の幅や深さは場所により異なるが

断面計測地点での検出幅は 0.8 ～ 1.6m、深さは 0.18 ～ 0.29m である。遺物は古墳時代と中世のものが混

在し、前者は土師器甕、多孔式甑、把手片、須恵器蓋、坏身、埦、壺、甕があり、後者は土師器小皿、埦、
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瓦器埦、小皿、瓦質土器の鉢、白磁碗、碁石、小刀、鉄釘がある。特筆すべき遺物に越州窯系青磁碗がある。

SD624（第 150 ～ 154、165・166・171・168・173 図、図版 38 ～ 40）

調査区中央側を南東から北西方向に直線的に走る溝で、SD625 に並行する。確認できる長さは約 39.6m

である。西端は SD614 とつながると想定している。溝の幅や深さは場所により異なるが断面計測地点での

検出幅は 1.4 ～ 1.8m、深さは 0.4 ～ 0.56m である。出土遺物は中世のものが多く、土師器小皿、坏、埦、

瓦器埦、小皿、土師質土器の鍋、羽釜、瓦質土器の鉢、鍋、甕、須恵質土器の鉢、甕、国産陶器（常滑）の

甕、中国陶器の水注、壺、甕、白磁碗、皿、水注、小壺、龍泉窯系青磁碗、皿、同安窯系青磁碗、青白磁合子、

有孔土錘、鞴羽口（高坏転用）、鉄滓、砥石、滑石製石鍋片、石鍋加工品（温石？）、吊手金具がある。古墳

時代の遺物は土師器、高坏、甕、甑、移動式竈の焚口部片、須恵器壺、甕がある。また７世紀以降の製塩土

器や８世紀前半頃に比定できる斜格子目タタキをもつ平瓦片がある。

SD625（第 150・155・156・165・166・168・171・173 図、図版 38 ～ 40）

調査区北東側を南東から北西方向に直線的に走る溝で、SD624 と並行する。確認できる長さは 29.2m で

ある。西端は SD615 につながると考えられる。溝の幅や深さは場所により異なるが断面計測地点での検出

幅は 1.2 ～ 2.2m、深さは 0.16 ～ 0.4m である。すべて中世の遺物で、土師器小皿、坏、瓦器埦、土師質土

器鍋、羽釜、須恵質鉢、甕、国産陶器（常滑？）の壺、白磁碗、皿、耳壺、合子、龍泉窯系青磁碗、皿、同

安窯系青磁碗、皿、有孔土錘、鞴羽口、砥石、滑石製石鍋片、鉄釘が出土した。特筆すべき遺物に軒平瓦の

瓦当部片がある。唐草文を配した文様構成をとる。

SD626（第 157・158・168・171・173 図、図版 39・40）

調査区中央を西から東へ直線的に走る溝で、SD624・625 に切られる。確認できる長さは 12.0 ｍである。

溝の幅や深さは場所により異なるが断面計測地点での検出幅は 0.9 ～ 1.9m、深さは 0.12 ～ 0.18m である。

出土遺物はすべて中世で、土師器小皿、坏、埦、土師質土器の鍋、羽釜、須恵質土器の鉢、中国陶器の胴部

片、白磁碗、鉄滓、砥石、石鍋転用品（蓋？）、鉄鏃が出土した。

SD627（第 159・160・173 図、図版 40）

調査区中央東側を南北に直線的に走る溝で、SD628 と並行する。長さ 21.2m を測る。幅は 1.0 ～ 1.8m、
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深さ 0.15m である。遺物はすべて中世の所産で、土師器小皿、坏、埦、瓦器埦、土師質土器の鍋、羽釜、

瓦質土器の甕、国産陶器（常滑）の甕、白磁碗、皿、龍泉窯系青磁皿、鉄釘が出土した。

SD628（第 159・161・166・168・171・173 図、図版 39・40）

調査区中央東側を南北に直線的に走る溝で、SD627 と並行する。長さは 29.2 ｍである。幅は 1.0 ～

1.8m、深さ 0.32m を測る。遺物は古墳時代と中世のものが混在し、前者は土師器坏、高坏、鉢、甕がある。

後者は土師器小皿、坏、瓦器埦、土師質土器の鍋、鉢、須恵質土器の鉢、中国陶器の鉢、白磁碗、龍泉窯系

青磁碗、鞴羽口、砥石、石鍋加工品（硯？）、鉄釘が出土した。
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表１    出土遺物観察表１

掲載
番号

出土
遺構

種別 器種 法　量（cm） 調　整 焼成 胎　土 色　調 残　存
写
真

備考

弥生土器 甕 残高4.35
内:ヨコナデ
外:ヨコナデ

良好
微細な白色粗砂
多量

内:にぶい黄橙10YR 6/3
外:にぶい黄褐10YR 5/3

口縁部片

土師器 坏 残高3.9
内:回転ナデ
外:回転ナデ→ハケ

良好
～2mmの白色粗
砂・雲母

内外:橙2.5YR 6/8
口縁部～
体部片

土師器 高坏 残高3.8
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好 微細な粗砂 内外:橙5YR 6/6 口縁部片

土師器 高坏 残高4.75
内:回転ナデ→ヘラミガキ
外:回転ナデ→ヘラミガキ

良好
～2mmの粗砂・
雲母少量

内:にぶい橙5YR 7/4
外:にぶい黄橙10YR 6/3

口縁部片

土師器 高坏 残高4.1
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好 微細な白色粗砂 内外:橙2.5YR 6/6 坏部片

土師器 高坏 残高5.8
内:回転ナデ→シボリ
外:回転ナデ

良好 ～1mmの粗砂 内外:橙5YR 7/6 脚部片

土師器 高坏 復元脚部径14.4,残高2.0
内:回転ナデ→ケズリ
外:回転ナデ

良好
～2mmの白色粗
砂少量

内外:にぶい橙7.5YR 7/4 脚部片

土師器 壺 復元口径15.0,残高3.8
内:回転ナデ→ケズリ
外:回転ナデ

良好
～1mmの白色・
赤色粗砂少量

内:にぶい橙7.5YR 6/4
外:にぶい黄橙10YR 7/2

口縁部片

土師器 甕 復元口径16.4,残高3.2
内:回転ナデ→ケズリ
外:回転ナデ

良好
～1mmの白色粗
砂・雲母少量

内外:にぶい黄橙10YR 7/3,灰黄褐10YR 6/2 口縁部片

土師器 甕 復元口径19.2,残高4.6
内:回転ナデ→ヨコハケ,ケズリ
外:回転ナデ→タテハケ

良好
～1mmの白色粗
砂・雲母少量

内外:橙2.5YR 6/8 口縁部片

土師器 壺 復元口径10.2,残高3.1
内:回転ナデ→ハケ
外:回転ナデ

良好 微細な白色粗砂 内外:橙5YR 7/6 口縁部片

土師器 壺 残高5.1
内:回転ナデ→ハケ,ケズリ
外:回転ナデ

良好
～1mmの白色粗
砂・雲母

内外:にぶい橙7.5YR 7/4
口縁部～
胴部片

土師器 小型壺 残高6.0
内:回転ナデ→オサエ
外:回転ナデ→ヘラミガキ

良好
～1mmの白色粗
砂多量

内外:明赤褐2.5YR 5/8 胴部片

土師器 壺 残高12.55
内:回転ナデ→ヨコハケ,オサエ
外:回転ナデ→ナナメハケ

良好
～1mmの粗砂少
量

内:浅黄橙10YR 8/3,灰白10YR 7/1
外:にぶい黄橙10YR 7/4,褐灰10YR 6/1

頸部～胴
部片

土師器 甕 残高2.45
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好 微細な粗砂少量
内:にぶい橙7.5YR 6/4
外:にぶい橙7.5YR 7/4,にぶい黄橙10YR 7/3

口縁部片

土師器 甕 残高5.6
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～1mmの黒色粗
砂・雲母少量

内外:にぶい黄橙10YR 6/3,7/3 口縁部片

土師器 甑 口径32.4,残高13.0
内:回転ナデ→ヘラケズリ
外:回転ナデ→ハケ

良好 微細な粗砂少量
内:にぶい黄橙10YR 7/2
外:にぶい橙7.5YR 7/4

口縁部～
胴部片

○

土師器 甑 残高6.4
内:回転ナデ
外:回転ナデ→ハケ

良好 ～1mmの粗砂 内外:浅黄橙10YR 8/3 口縁部片

土師器 甑 残高7.9
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～1mmの白色粗
砂

内外:浅黄橙10YR 8/3 底部片 ○ 多孔式

土師器 飯蛸壺 残高5.5
内:ナデ→オサエ
外:ナデ→オサエ

良好
～1mmの白色粗
砂・雲母少量

内:にぶい橙5YR 6/4
外:橙5YR 6/6,にぶい黄橙10YR 7/3

体部～底
部片

須恵器 甕 残高6.3
内:回転ナデ→(同心円文当具痕)
外:回転ナデ→格子目タタキ

良好 微細な粗砂
内:灰黄褐10YR 6/2
外:明褐灰7.5YR 7/1

胴部片

須恵器 壺 口径11.6,器高15.15
内:回転ナデ→シボリ
外:回転ナデ

良好
～1mmの粗砂少
量

内外:灰N 5/ ほぼ完形 ○

土師器 高坏 残高6.5
内:回転ナデ→ヘラミガキ,ケズリ
外:回転ナデ→ヘラミガキ

良好
～1mmの白色粗
砂

内外:橙5YR 6/6
坏部～脚
部片

土師器 高坏 残高2.1
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好 微細な白色粗砂 内外:橙5YR 6/6 坏部片

土師器 高坏 残高2.1
内:回転ナデ→ケズリ
外:回転ナデ

やや不良 微細な白色粗砂 内外:浅黄橙7.5YR 8/3 脚部片

土師器 壺 残高3.6
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好 微細な粗砂
内:橙5YR 7/6
外:橙5YR 7/6,にぶい黄橙10YR 7/4

口縁部片

土師器 甕 残高14.3
内:回転ナデ
外:回転ナデ→タテハケ,ケズリ

良好
～2mmの白色粗
砂多量

内:にぶい赤褐5YR 5/4,褐灰5YR 5/1
外:明赤褐2.5YR 5/6,赤灰2.5YR 5/1

頸部～底
部片

須恵器 壺 𤭯𤭯 残高2.4
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好 微細な白色粗砂
内:黄灰2.5Y 6/1
外:灰N 5/

口縁部片 自然釉付着

須恵器 甕 残高2.5
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～2mmの白色粗
砂少量

内外:灰5Y 6/1 口縁部片

須恵器 坏身 残高2.5
内:回転ナデ
外:回転ナデ→回転ヘラケズリ

良好
～1mmの白色粗
砂

内外:灰N 6/ 底部片

土師器 坏 復元口径14.6,器高3.0
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
微細な粗砂・雲
母少量

内外:にぶい橙7.5YR 7/4 1/2程度

土師器 埦 復元口径13.0,残高6.1
内:ロクロナデ→オサエ
外:ロクロナデ→ハケ

良好 微細な粗砂少量 内外:にぶい橙7.5YR 6/4 3/4程度

土師器 高坏 口径15.6,残高10.5
内:回転ナデ→ヘラミガキ
外:回転ナデ→ヘラミガキ,オサエ

やや不良
微細な白色・黒
色粗砂・金雲母

内:明褐7.5YR 5/6
外:橙7.5YR 6/6,明赤褐5YR 5/6

脚部一部
欠損

○

土師器 高坏 復元脚部径12.6,残高2.95
内:回転ナデ
外:回転ナデ→オサエ

良好 微細な粗砂少量 内外:にぶい橙7.5YR 6/4,橙2.5YR 6/6 脚部片

土師器 甕 復元口径15.2,残高8.7
内:回転ナデ→ナナメハケ
外:回転ナデ→ナナメハケ

良好
微細な白色粗砂
少量

内:にぶい黄橙10YR 7/4,6/3
外:にぶい橙5YR 6/4

口縁部～
胴部片

○

土師器 甕 口径15.3,残高8.3
内:回転ナデ→ヨコハケ
外:回転ナデ→タテハケ

良好
～2mmの白色粗
砂多量

内:にぶい黄橙10YR 7/4
外:にぶい黄橙10YR 7/4,にぶい橙2.5YR 6/4

口縁部～
体部片

土師器 甕 復元口径16.8,残高6.8
内:回転ナデ→オサエ
外:回転ナデ→オサエ

良好 微細な粗砂少量
内:にぶい黄橙10YR 6/3
外:にぶい橙7.5YR 7/4

口縁部～
胴部片

土師器 甕 復元口径17.1,残高12.9
内:回転ナデ→ヨコハケ
外:回転ナデ→タテハケ

良好
微細な白色粗砂
少量

内:にぶい黄橙10YR 7/3
外:灰黄褐10YR 6/2

口縁部～
胴部片

土師器 甕or壺 復元口径16.7,残高4.1
内:回転ナデ→タテハケ
外:回転ナデ

良好
～1mmの白色粗
砂多量

内:にぶい黄褐10YR 5/3
外:にぶい橙7.5YR 6/4

口縁部片

須恵器 坏身 復元口径12.0,残高3.85
内:回転ナデ
外:回転ナデ→回転ヘラケズリ

良好
～0.5mmの粗砂
少量

内外:黄灰2.5Y 6/1,5/1
口縁部～
底部片

○

土師器 甑？ 残高18.7
内:回転ナデ→ヨコハケ
外:回転ナデ→タテハケ

良好
～2mmの白色粗
砂多量

内外:橙2.5YR 6/8 胴部片

須恵器 蓋 復元口径16.4,残高3.4
内:回転ナデ
外:回転ナデ→回転ヘラケズリ

良好
～3mmの白色細
礫少量

内外:灰黄2.5Y 7/2 1/3程度

土師器 鉢 復元口径7.2,器高5.25
内:回転ナデ→オサエ
外:回転ナデ

良好
～4mmの白色細
礫多量

内:橙5YR 6/6
外:橙5YR 6/6,にぶい黄橙10YR 7/4

3/4程度 ○

土師器 高坏 復元口径22.6,残高8.4
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
微細な白色粗
砂・金雲母少量

内外:にぶい黄橙10YR 6/4,明赤褐5YR 5/6 坏部片 ○

土師器 甕 残高7.0,15.75
内:回転ナデ→ケズリ
外:回転ナデ→ハケ

良好
微細な白色粗砂
多量

内:灰7.5Y 4/1
外:にぶい黄橙10YR 7/4,橙7.5YR 6/6

口縁部片,
底部片

土師器 壺 復元口径19.6,残高22.3
内:回転ナデ→オサエ,ケズリ
外:回転ナデ→ハケ

良好
微細な白色粗
砂・雲母少量

内:にぶい黄褐10YR 5/4
外:明黄褐10YR 7/6,明赤褐2.5YR 5/6

口縁部～
底部片

○

土師器 壺 復元口径13.0,残高11.9
内:回転ナデ→オサエ
外:回転ナデ→ハケ

良好
微細な白色粗砂
多量

内:にぶい黄橙10YR 6/4
外:にぶい黄褐10YR 5/4,橙2.5YR 6/8

口縁部～
胴部片

○
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表２    出土遺物観察表２

掲載
番号

出土
遺構

種別 器種 法　量（cm） 調　整 焼成 胎　土 色　調 残　存
写
真

備考

須恵器 甕 残高4.6
内:回転ナデ→ナデ
外:回転ナデ→平行タタキ

良好 微細な白色粗砂
内:灰5Y 6/1
外:灰5Y 5/1

胴部片

土師器 小皿 復元口径7.8,残高1.15
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
微細な白色粗
砂・雲母

内:灰黄褐10YR 6/2
外:にぶい橙7.5YR 6/4

1/3程度

土師器 坏 残高2.4
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
微細な粗砂・金
雲母

内外:にぶい黄橙10YR 6/3,にぶい橙7.5YR 6/6 1/4程度

瓦器 埦 復元口径16.6,残高4.8
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→オサエ

良好 微細な粗砂
内:灰白N 8/,灰N 6/,5/
外:灰白N 8/,灰N 5/,4/

口縁部～
体部片

土師質
土器

鍋 残高8.0
内:回転ナデ→ヨコハケ
外:回転ナデ→タテハケ

良好
微細な白色粗砂
多量

内:灰白10YR 8/2
外:灰黄褐10YR 5/2,黒褐10YR 3/1

口縁部～
体部片

瓦質土器 鍋 復元口径37.2,残高10.6
内:回転ナデ→ヨコハケ
外:回転ナデ→ナナメハケ,オサエ

良好 微細な粗砂
内:灰N 5/,灰白2.5Y 7/1,8/2
外:灰N 4/,灰白2.5Y 8/2

口縁部～
体部片

須恵質
土器

鉢 残高8.3
内:回転ナデ→オサエ
外:回転ナデ

良好
～3mmの白色細
礫少量

内外:灰N 6/,5/
口縁部～
体部片

東播系

土師器 埦 口径16.4,高台径6.0,器高5.35
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ

不良 ～4mmの細礫 内外:灰白10YR 8/2 ほぼ完形 ○

白磁 碗 口径17.6,高台径6.7,器高7.2
内:ロクロナデ→櫛目文→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好
～2mmの白色粗
砂

素地:灰白5Y 7/1
釉:オリーブ灰10Y 6/2

完形 ○ (Ⅴ-4b)

鉄製品 小刀 全長25.0,最大幅4.0 ― ― ― ― 完形 ○

土師器 小皿 口径8.45,底径7.4,器高0.85
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好 ～3mmの細礫 内外:にぶい橙7.5YR 7/4 ほぼ完形 ○

土師器 小皿 口径10.5,底径7.6,器高1.35
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好 ～3mmの細礫 内外:にぶい黄橙10YR 7/3 完形 ○

青磁 碗 口径16.8,高台径6.4,器高6.8
内:ロクロナデ→片彫蓮花文→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:にぶい黄橙10YR 7/2
釉:明オリーブ灰2.5GY 7/1

2/3程度 ○
龍泉窯系
(Ⅰ-2)

鉄製品 鉄釘 残長2.4,幅1.2 ― ― ― ― 小片 ○ 木質遺存

鉄製品 鉄釘 残長1.5,幅0.7 ― ― ― ― 小片 ○

鉄製品 鉄釘 残長2.9,幅0.4 ― ― ― ― 小片 ○

鉄製品 鉄釘 残長1.0,幅0.2 ― ― ― ― 小片 ○

土師器 小皿 口径8.8,器高1.3
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
微細な白色粗砂
少量

内外:橙7.5YR 6/8 完形 ○

土師器 小皿 復元口径8.6,残高1.75
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
微細な黒色粗
砂・金雲母少量

内外:にぶい黄橙10YR 7/3 1/2程度 ○

土師器 小皿 口径9.2,底径5.8,器高1.8
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
～2mmの黒色粗
砂・金雲母

内外:にぶい黄橙10YR 7/4 ほぼ完形 ○

白磁 碗 口径15.4,高台径7.0,器高6.6
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白2.5Y 8/1
釉:灰白5Y 7/2

完形 ○ (Ⅳ-2)

白磁 碗 口径16.6,残高5.3
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白5Y 7/1
釉:灰白5Y 7/1

口縁部～
体部片

○ (Ⅴ-2)

鉄製品 鉄釘？ 残長3.05,幅0.7 ― ― ― ― 頭部片 ○ 木質遺存

銅製品 湖洲鏡 最大径10.0,最大厚0.4,重量80.6g ― ― ― ― 完形 ○ 六花形

瓦器 埦 残高3.5
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ

良好 ～1mmの粗砂 内外:黄灰2.5Y 5/1,灰白2.5Y 8/1 口縁部片

白磁 碗 復元高台径7.0,残高1.9
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 微細な黒色粗砂
素地:灰白N 8/
釉:灰白7.5Y 7/1

高台部片

緑釉陶器 埦 復元高台径6.7,残高1.2
内:回転ナデ→施釉
外:回転ナデ→施釉

良好 緻密
素地:にぶい黄橙10YR 6/3
釉:にぶい黄2.5Y 6/3

高台部片 ○

土師器 坏 口径14.5,底径10.0,器高4.3
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
～1.5mmの粗
砂・金雲母

内外:橙5YR 6/6 3/4程度

土師器 坏 口径16.4,底径7.5,器高4.1
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
微細な白色粗砂
少量

内外:浅黄橙7.5YR 8/4 ほぼ完形 ○

瓦器 埦 口径16.2,高台径6.85,器高5.9
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ

良好
～3mmの白色細
礫少量

内外:灰白5Y 8/1,灰白2.5Y 7/1,灰N 5/ 完形 ○

瓦器 埦 口径15.6,高台径6.6,器高6.0
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ

良好 緻密
内:灰N 5/,4/
外:灰白N 7/,灰N 4/

2/3程度

瓦器 埦 口径15.9,高台径6.1,器高5.3
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ

良好
～3mmの白色細
礫少量

内:灰7.5Y 5/1,灰白5Y 8/1
外:暗灰N 3/,灰白2.5Y 8/1

完形 ○

瓦器 埦 高台径7.0,残高3.4
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ

良好 緻密
内:灰N 4/
外:黄灰2.5Y 6/2,黒褐2.5Y 3/2

体部～高
台部片

瓦器 小皿 口径10.2,器高2.1
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→糸切り→ヘラミガキ

良好
微細な白色粗砂
少量

内外:灰5Y 6/1,5/1,灰白2.5Y 8/2 ほぼ完形 ○

瓦器 小皿 口径8.8,底径5.8,器高1.6
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→糸切り→ヘラミガキ

やや不良
～3mmの白色細
礫・金雲母

内:灰N 6/,3/
外:灰白N 8/,黒N 2/

口縁部一
部欠損

○

土師質
土器

鍋 復元口径47.6,残高11.6
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
微細な粗砂・金
雲母多量

内外:にぶい橙7.5YR 7/4,褐灰7.5YR 4/1
口縁部～
体部片

土師質
土器

羽釜 残高4.1
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
微細な白色粗
砂・雲母

内外:橙5YR 7/6,7/8,灰黄褐10YR 5/2
口縁部～
体部片

須恵質
土器

鉢 残高3.9
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～4mmの白色細
礫

内外:灰N 6/ 口縁部片 東播系

白磁 碗 復元口径16.0,残高2.7
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白5Y 8/1
釉:灰白5Y 7/1

口縁部片 (Ⅳ)

白磁 碗 復元口径15.6,残高2.0
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白2.5Y 8/1
釉:灰白2.5Y 7/1

口縁部片 (Ⅴ-4)

白磁 碗 復元高台径6.4,残高1.6
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白N 7/
釉:灰白7.5Y 7/1

高台部片 (Ⅳ)

土師器
小型
丸底壺

復元口径5.6,残高7.7
内:回転ナデ
外:回転ナデ→ナナメハケ

良好
～1mmの粗砂少
量

内:にぶい褐7.5YR 5/3
外:にぶい褐7.5YR 5/3,赤橙10R 6/8

口縁部～
底部片

須恵器 高坏 残高5.2
内:回転ナデ→シボリ
外:回転ナデ→シボリ

良好
～0.5mmの白色
粗砂少量

内外:灰N 6/
坏部～脚
部片

須恵器 甕or壺 残高3.7
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好 緻密
内:灰N 6/
外:灰N 5/

頸部～肩
部片

土師器 小皿 復元底径6.9,残高0.8
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好 ～2mmの粗砂 内外:にぶい黄橙10YR 7/4 底部片

土師器 小皿 復元底径7.3,残高1.1
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→(板状圧痕)

良好
～1mmの白色粗
砂・雲母

内:橙5YR 6/6
外:にぶい橙7.5YR 6/4

底部片

瓦器 埦 復元高台径5.6,残高1.0
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ

やや不良 微細な粗砂 内外:灰白10YR 8/2
底部～高
台部片
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掲載
番号

出土
遺構

種別 器種 法　量（cm） 調　整 焼成 胎　土 色　調 残　存
写
真

備考

白磁 碗 復元口径15.8,残高2.8
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白N 8/
釉:灰白5Y 7/1

口縁部片 (Ⅳ)

白磁 皿 復元高台径4.2,残高1.7
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ

良好 緻密
素地:灰白2.5Y 7/1
釉:灰オリーブ5Y 6/2

高台部片 (Ⅲ-1)

瓦器 埦 高台径6.6,残高1.7
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ

良好
～1.5mmの粗砂
少量

内外:灰白10YR 8/2,灰N 4/
底部～高
台部片

白磁 碗 残高5.0
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 微細な粗砂
素地:灰白N 7/
釉:灰白7.5Y 7/1

口縁部片 (Ⅱ-1)

白磁 碗 復元高台径5.8,残高2.15
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白N 8/
釉:灰白7.5Y 8/1

底部～高
台部片

(Ⅴ)

白磁 碗 残高2.1
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 微細な粗砂
素地:灰白N 7/
釉:灰白7.5Y 7/1

口縁部片 (Ⅴ-3)

青磁 碗 残高3.4
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→鎬蓮弁文→施釉

良好 緻密
素地:灰白5Y 7/1
釉:灰オリーブ5Y 5/2

口縁部片
龍泉窯系
(Ⅱ-b)

瓦器 埦 復元高台径5.8,残高1.8
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ

不良
微細な白色粗砂
少量

内:灰白10YR 8/1
外:灰白2.5Y 8/1,灰白N 7/

底部～高
台部片

須恵質
土器

鉢 残高3.0
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～2mmの白色粗
砂

内外:灰N 6/ 口縁部片 東播系

土師器 器台？ 残高5.4
内:回転ナデ→ケズリ
外:回転ナデ→タテハケ

良好
～3mmの白色細
礫多量

内外:にぶい橙2.5YR 6/4,6/6 脚部片

土師器 埦 復元口径16.8,高台径5.9,器高5.5
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ

やや不良
微細な黒色粗砂
多量

内:灰白2.5Y 8/1,灰N 6/
外:灰白2.5Y 8/1

1/4程度

土師器 埦 高台径6.2,残高1.8
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ

やや不良
微細な黒色粗砂
多量

内:灰白10YR 8/1,浅黄橙7.5YR 8/4
外:灰白10YR 8/1

底部～高
台部片

土師質
土器

鍋 残高7.0
内:回転ナデ
外:回転ナデ→ハケ

良好
微細な粗砂・金
雲母多量

内外:褐灰10YR 6/1
口縁部～
体部片

須恵質
土器

鉢 残高9.3
内:回転ナデ
外:回転ナデ→オサエ

良好
～3mmの白色細
礫多量

内外:灰N 6/ 底部片 東播系

須恵質
土器

甕 残高5.3
内:回転ナデ→ケズリ
外:回転ナデ

やや不良
～2mmの粗砂多
量

内:黄灰2.5Y 6/1
外:灰白2.5Y 7/1

肩部片 産地不明

白磁 碗 復元口径16.5,残高2.8
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白N 8/
釉:灰白10Y 8/1

口縁部片 (Ⅳ)

土師器 小皿 復元口径8.7,復元底径6.8,器高1.0
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

やや不良
～2mmの白色粗
砂

内外:にぶい黄橙10YR 7/3 1/3程度

瓦器 埦 復元高台径6.7,残高3.0
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ

良好 ～3mmの細礫 内外:灰白5Y 8/1,灰白N 5/
体部～高
台部片

瓦器 埦 復元高台径6.7,残高3.4
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラケズリ

良好
～4mmの白色細
礫

内外:灰白2.5Y 7/1
体部～高
台部片

土師質
土器

鍋 残高6.7
内:回転ナデ
外:回転ナデ→タテハケ,オサエ

良好 微細な粗砂
内:にぶい橙7.5YR 7/4
外:褐灰10YR 4/1,5/1

口縁部～
体部片

土師質
土器

鍋 残高8.8
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～1mmの粗砂多
量

内:灰白7.5Y 8/1
外:暗灰N 3/

口縁部～
体部片

土師質
土器

鍋 残高6.5 ナデ,オサエ,ハケ 良好
～1mmの白色粗
砂多量

内外:にぶい橙7.5YR 7/4,にぶい褐7.5YR 5/3 脚部片

土師質
土器

鍋 残高6.5 ナデ 良好
微細な白色粗砂
多量

内外:にぶい橙7.5YR 7/4,灰黄褐10YR 5/2 脚部片

白磁 碗 残高3.0
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白5Y 7/1
釉:灰白7.5Y 7/1

口縁部片 (Ⅳ)

白磁 皿 復元口径9.4,残高2.5
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白7.5Y 8/1
釉:灰白5Y 7/2

口縁部～
体部片

(Ⅲ)

青磁 碗 残高2.4
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→鎬蓮弁文→施釉

良好 緻密
素地:灰白N 8/
釉:灰7.5Y 6/1

口縁部片
龍泉窯系
(Ⅱ-b)

瓦器 埦 復元高台径6.4,残高1.3
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ

やや不良 微細な粗砂
内:灰褐7.5YR 6/2
外:灰白7.5YR 8/2

底部～高
台部片

瓦器 埦 復元高台径6.3,残高2.2
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ

良好 微細な白色粗砂 内外:灰N 6/,灰白N 7/
底部～高
台部片

瓦器 埦 復元高台径6.4,残高3.5
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→オサエ

良好 緻密
内:灰N 5/,4/
外:灰白N 8/

体部～高
台部片

須恵質
土器

片口鉢 残高2.5
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好 微細な白色粗砂
内:灰白N 7/
外:灰N 6/,5/

口縁部片 東播系

白磁 碗 残高3.4
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白N 8/
釉:灰白7.5Y 7/1

口縁部片 (Ⅴ)

白磁 小碗 復元高台径4.4,残高1.9
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 微細な黒色粗砂
素地:灰白N 8/
釉:灰白10Y 7/1

底部～高
台部片

白磁 皿 残高2.2
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白N 8/
釉:灰白7.5Y 7/1

口縁部～
体部片

(Ⅲ-1)

土師器 壺 復元口径18.2,残高5.3
内:ヨコナデ→ケズリ
外:ヨコナデ

良好
微細な白色粗
砂・雲母

内外:にぶい橙7.5YR 6/4
口縁部～
底部片

土師器 小皿 復元口径8.85,底径6.5,器高1.2
内:ロクロナデ→オサエ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
～3mmの白色細
礫・雲母

内外:にぶい橙7.5YR 7/4
口縁部一
部欠損

土師器 小皿 口径8.2,底径6.7,器高1.0
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

やや不良
～2mmの粗砂・
雲母多量

内外:灰白N 8/
口縁部一
部欠損

土師器 坏 復元口径17.1,底径10.3,器高3.7
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

やや不良 ～2mmの粗砂 内外:灰白7.5YR 8/2,灰白10YR 8/2 1/2程度

土師器 坏 底径9.5,残高1.8
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
～2mmの粗砂・
雲母

内外:にぶい黄橙10YR 6/3,黄灰2.5Y 5/1 底部片

土師器 埦 高台径6.7,残高3.2
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ

良好 微細な粗砂 内外:にぶい黄橙10YR 6/3
体部～高
台部片

土師器 埦 高台径7.0,残高2.3
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ

良好
～1mmの白色粗
砂

内外:灰白10YR 8/2,にぶい黄橙10YR 7/2
底部～高
台部片

土師器 埦 高台径6.6,残高1.6
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ

良好
～2mmの白色粗
砂

内:にぶい橙7.5YR 7/3,黒褐7.5YR 3/1
外:にぶい黄橙10YR 7/2,灰黄褐10YR 6/2

底部～高
台部片

瓦器 埦 復元口径14.9,高台径6.35,器高5.2
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ

やや不良 ～3mmの細礫
内:灰白10YR 8/2,灰黄褐10YR 4/2
外:明褐7.5YR 7/2,褐灰10YR 5/1,4/1

1/3程度

土師質
土器

鍋 残高3.4
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
微細な白色粗
砂・雲母

内:にぶい黄橙10YR 6/6,灰黄褐10YR 5/2
外:黒褐10YR 3/2

口縁部片

土師質
土器

鍋 残高5.2
内:回転ナデ
外:回転ナデ→オサエ

良好
微細な白色・赤
色粗砂・雲母

内:にぶい橙7.5YR 7/4
外:黒褐10YR 3/2

口縁部～
体部片

須恵質
土器

甕 残高10.3
内:回転ナデ→(同心円文当具痕)
外:回転ナデ→平行タタキ

良好 ～8mmの中礫
内:灰白N 7/
外:灰N 4/

胴部片 東播系

白磁 碗 復元口径16.2,残高2.9
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 微細な粗砂少量
素地:灰白N 8/
釉:灰白7.5Y 7/1

口縁部片 (Ⅳ)

白磁 碗 復元口径16.5,残高4.2
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白N 8/
釉:灰白5Y 7/2

口縁部～
体部片

(Ⅳ)



－181－

表４    出土遺物観察表４

掲載
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種別 器種 法　量（cm） 調　整 焼成 胎　土 色　調 残　存
写
真
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白磁 碗 復元口径17.5,残高3.0
内:ロクロナデ→櫛目文→施釉
外:ロクロナデ→縦箆花弁文→施釉

良好 微細な粗砂少量
素地:灰白10Y 7/1
釉:灰5Y 6/1

口縁部～
体部片

(Ⅴ-4c)

白磁 碗 復元口径16.0,残高4.3
内:ロクロナデ→櫛目文→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰5Y 8/1
釉:灰白5Y 7/2

口縁部～
体部片

(Ⅴ-4b)

白磁 碗 復元高台径6.3,残高2.9
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白5Y 8/1
釉:灰白5Y 7/2

高台部片 (Ⅴ)

白磁 碗 復元高台径5.4,残高1.6
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 微細な黒色粗砂
素地:灰白N 8/
釉:灰オリーブ5Y 6/2

高台部片

白磁 皿 復元底径4.1,残高1.35
内:ロクロナデ→草花文→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好
～1mmの粗砂少
量

素地:灰白N 8/
釉:灰白10Y 7/1

底部片 (Ⅷ)

白磁 皿 復元口径9.7,残高2.0
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 微細な粗砂少量
素地:灰白N 7/
釉:灰白7.5Y 7/1

口縁部～
体部片

(Ⅲ-1)

青磁 碗 復元口径15.8,高台径5.2,器高6.4
内:ロクロナデ→片彫蓮花文→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰5Y 6/1
釉:暗オリーブ7.5Y 4/3

口縁部～
高台部片

龍泉窯系
(Ⅰ-2a')

瓦器 埦 復元高台径6.7,残高1.3
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ

良好 ～1mmの粗砂
内:灰白N 7/
外:灰7.5Y 5/1

底部～高
台部片

須恵質
土器

鉢 残高3.3
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好 ～2mmの粗砂
内:灰N 6/
外:灰N 6/,7/

口縁部片 東播系

白磁 碗 残高2.4
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白5Y 8/1
釉:灰白5Y 7/1

口縁部片 (Ⅳ)

青磁 碗 残高2.9
内:ロクロナデ→飛雲文→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白5Y 7/1
釉:灰オリーブ5Y 5/2

口縁部片
龍泉窯系
(Ⅰ-4)

土師器 小皿 復元口径7.6,復元底径5.7,器高1.6
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

やや不良
微細な赤色粗砂
多量

内外:浅黄橙7.5YR 8/4 1/3程度

土師器 小皿 復元口径8.6,復元底径7.1,器高1.1
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

やや不良 ～7mmの中礫 内外:灰白10YR 8/2 1/4程度

土師器 坏 復元口径12.8,復元底径8.5,器高2.8
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
～1mmの粗砂多
量

内:橙5YR 6/8
外:橙5YR 6/8,にぶい黄橙10YR 6/3

1/4程度

土師器 坏 復元口径14.8,復元底径9.0,器高3.1
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
～1mmの白色粗
砂

内外:橙5YR 6/6,灰褐7.5YR 4/2 1/3程度

土師器 坏 復元口径14.9,復元底径7.6,器高4.1
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
～1mmの粗砂多
量

内外:橙7.5YR 7/6 1/4程度

土師器 坏 復元口径16.2,復元底径8.5,器高4.1
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好 ～2mmの粗砂
内:橙5YR 6/6
外:橙7.5YR 6/6,にぶい橙7.5YR 7/4

1/4程度

瓦器 埦 復元口径16.9,高台径6.5,器高5.1
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→オサエ

良好 緻密 内外:灰白2.5Y 8/1 1/4程度

瓦器 埦 残高3.9
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ

不良 緻密
内:浅黄橙10YR 8/3,灰白2.5Y 7/1
外:浅黄橙7.5YR 8/3

口縁部片

瓦器 小皿 底径5.2,残高1.0
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
～2mmの白色粗
砂

内:灰白N 7/
外:灰N 5/

底部片

土師質
土器

鍋 口径47.7,残高20.3
内:ヨコナデ→ヨコハケ,オサエ
外:ヨコナデ→ヨコハケ,オサエ

良好
～2mmの白色粗
砂・雲母多量

内:浅黄橙7.5YR 8/3,にぶい橙7.5YR 7/3
外:橙5YR 6/6,7/6,黒褐5YR 3/1

口縁部～
底部片

○

白磁 碗 復元口径16.0,残高5.1
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好
微細な黒色粗砂
多量

素地:灰白5Y 7/1
釉:灰白7.5Y 7/1

口縁部～
体部片

(Ⅳ)

白磁 碗 残高3.1
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 微細な黒色粗砂
素地:灰白5Y 8/1
釉:灰白5Y 7/1

口縁部片

白磁 碗 残高3.1
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白N 7/
釉:灰白5Y 7/2

口縁部片 (Ⅴ)

土師器 小皿 口径8.25,底径4.45,器高1.4
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
～3mmの細礫少
量

内外:にぶい黄褐10YR 7/4 完形 ○

土師器 小皿 復元口径8.9,底径4.65,器高1.15
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
微細な赤色粗
砂・金雲母

内外:浅黄10YR 8/3 2/3程度

土師器 坏 口径14.55,底径8.95,器高2.9
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
微細な粗砂・金
雲母少量

内外:橙5YR 6/6 3/4程度 ○

土師器 埦 残高2.6
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ

良好 緻密 内外:浅黄橙10YR 8/3 口縁部片

土師器 埦 復元高台径6.4,残高1.4
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ

やや不良 ～2mmの粗砂 内外:灰黄2.5Y 7/2
底部～高
台部片

瓦器 埦 残高3.8
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ

やや不良 ～1mmの粗砂 内外:灰白5Y 8/1 口縁部片

瓦器 埦 口径17.3,高台径7.05,器高5.5
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ

良好
～2mmの白色粗
砂

内:灰7.5Y 5/1,灰N 5/
外:灰5Y 6/1,灰N 4/

1/2程度 ○

瓦器 埦 復元口径14.4,残高4.6
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ

やや不良 緻密
内:灰白5Y 7/1,灰5Y 5/1
外:にぶい黄橙10YR 7/3,灰5Y 5/1

口縁部～
体部片

瓦器 埦 復元高台径6.2,残高2.4
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ

良好 微細な粗砂
内:灰白N 7/,灰N 4/
外:灰白N 7/

底部～高
台部片

土師質
土器

鍋 残高3.1
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
微細な黒色粗
砂・雲母

内外:にぶい黄橙10YR 7/3 口縁部片

土師質
土器

鍋 残高2.4
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～1mmの白色粗
砂・雲母

内:にぶい橙7.5YR 7/4,黒褐10YR 3/1
外:褐灰10YR 4/1

口縁部片

瓦質土器 鉢 残高2.5
内:回転ナデ
外:回転ナデ

やや不良
～1mmの白色粗
砂

内:灰白N 8/
外:灰N 4/

口縁部片

須恵質
土器

鉢 残高2.9
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好 微細な白色粗砂
内:灰N 6/
外:暗灰N 3/

口縁部片 東播系

白磁 碗 残高2.1
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白5Y 8/1
釉:灰オリーブ5Y 6/2

口縁部片 (Ⅳ)

白磁 碗 残高1.7
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白N 8/
釉:灰白7.5Y 7/1

口縁部片 (Ⅳ)

白磁 碗 残高3.9
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

不良 微細な黒色粗砂
素地:灰白N 8/
釉:灰白5Y 7/1

口縁部片 (Ⅴ-4a)

白磁 皿 復元口径9.5,復元高台径2.2,器高2.2
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白N 7/
釉:灰白5Y 7/2

1/4程度

白磁 皿 復元口径10.0,残高1.9
内:ロクロナデ→施文→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白2.5Y 8/1
釉:灰白5Y 7/2

口縁部～
体部片

(Ⅲ)

須恵器 器台？ 残高5.2
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～3mmの白色細
礫

内外:灰N 5/ 体部片 ○

土師器 小皿 復元口径8.3,復元底径6.8,器高2.1
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
～2mmの白色粗
砂多量

内外:橙7.5YR 6/6 1/4程度

土師器 小皿 復元口径9.0,復元底径6.2,器高1.5
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→ヘラ切り

良好 ～2mmの粗砂 内外:橙7.5YR 7/8,灰白10YR 8/2 1/3程度

土師器 小皿 復元口径9.2,復元底径5.2,器高1.4
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好 微細な粗砂 内外:にぶい橙7.5YR 7/3 1/2程度

土師器 埦 復元口径15.8,残高3.9
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ

良好 微細な粗砂 内外:灰白10YR 8/2
口縁部～
体部片
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表５    出土遺物観察表５

掲載
番号

出土
遺構

種別 器種 法　量（cm） 調　整 焼成 胎　土 色　調 残　存
写
真

備考

土師器 埦 復元口径16.4,残高3.9
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ

良好 微細な白色粗砂 内外:浅黄橙7.5YR 8/3
口縁部～
体部片

土師器 埦 高台径6.1,残高2.4
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ

良好 ～2mmの粗砂 内外:灰白10YR 8/1
底部～高
台部片

瓦器 埦 口径16.5,高台径5.9,器高6.0
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ

良好 微細な粗砂
内:灰白N 7/,灰N6/,5/,4/
外:灰白N 8/

1/4程度 ○

瓦器 埦 高台径6.5,残高1.6
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ

良好 緻密
内:灰白N 7/
外:灰N 6/

底部～高
台部片

瓦器 埦 復元高台径6.4,残高2.9
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ

良好 緻密
内:灰白2.5Y 7/1,灰N 5/
外:灰白10YR 7/1,灰N 4/

体部～高
台部片

瓦器 小皿 口径8.4,底径5.8,器高1.7
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
微細な白色粗砂
少量

内外:灰N 4/,灰白2.5Y 7/1 ほぼ完形 ○

土師質
土器

鍋 残高2.9
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
微細な白色粗
砂・雲母

内:橙5YR 6/6,灰褐10YR 4/2
外:にぶい橙7.5YR 6/4,黒褐2.5Y 3/1

口縁部片

土師質
土器

鍋 残高2.1
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
微細な白色・黒
色粗砂・雲母

内:にぶい橙7.5Y 6/4
外:黒褐2.5Y 3/1

口縁部片

土師質
土器

羽釜 残高5.3
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
微細な粗砂・雲
母

内外:にぶい橙5YR 7/4
口縁部～
体部片

土師質
土器

鍋 復元口径45.0,残高15.0
内:回転ナデ→ヨコハケ
外:回転ナデ

やや不良
微細な白色粗
砂・金雲母多量

内:にぶい褐7.5YR 5/4
外:にぶい褐7.5YR 5/3

1/3程度 ○

土師質
土器

鍋 復元口径33.2,残高12.5
内:回転ナデ→ヨコハケ
外:回転ナデ→ハケ

やや不良
微細な白色粗
砂・金雲母多量

内:黒褐2.5Y 3/1,黄灰2.5Y 4/1
外:黒褐2.5Y 3/1

1/3程度

陶器 耳壺 残高3.8
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰5Y 6/1
釉:暗オリーブ7.5Y 4/3

口縁部～
肩部片

中国陶器

白磁 碗 復元口径16.1,残高3.7
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白7.5Y 7/1
釉:灰白5Y 7/1

口縁部片 (Ⅳ)

白磁 碗 残高5.1
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白10YR 8/2
釉:灰白5Y 8/1

口縁部片 (Ⅳ)

白磁 皿 復元口径9.2,残高1.7
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白2.5Y 8/1
釉:灰白2.5Y 7/2

口縁部～
体部片

(Ⅵ)

土師器 坏 復元口径13.2,底径7.5,器高3.35
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
微細な白色・赤
色粗砂・雲母

内外:橙7.5YR 6/6 ほぼ完形 ○

土師器 坏 復元底径9.8,残高2.3
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好 緻密 内外:橙5YR 8/2 底部片

土師器 埦 復元高台径6.9,残高2.4
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→オサエ

良好
微細な白色粗砂
少量

内外:橙7.5YR 6/6
底部～高
台部片

瓦器 埦 復元口径15.9,高台径6.6,器高5.2
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ,オサエ

不良
微細な白色・黒
色粗砂多量

内:暗灰N 3/,灰N 6/
外:暗灰N 3/,灰N 4/

1/2程度

土師質
土器

鍋 残高5.2 ナデ 良好
～1mmの白色粗
砂

にぶい黄橙10YR 7/2,にぶい橙5YR 7/4 脚部片

白磁 碗 残高4.9
内:ロクロナデ→櫛目文→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白5Y 7/1
釉:灰オリーブ5Y 6/2

口縁部片 (Ⅴ-4b)

白磁 皿 口径11.5,底径6.0,器高3.1
内:ロクロナデ→施釉→口禿げ
外:ロクロナデ→施釉→口禿げ

良好
微細な茶色・黒
色粗砂少量

素地:暗灰黄2.5Y 5/2
釉:灰白7.5Y 7/2,明黄褐2.5Y 6/6

ほぼ完形 ○ (Ⅸ-1)

青磁 碗 復元口径16.8,残高5.1
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→片彫蓮弁文→施釉

良好 緻密
素地:灰白7.5Y 7/1
釉:灰オリーブ7.5Y 5/2

口縁部～
体部片

龍泉窯系
(Ⅱ-ｂ)

青磁 皿 復元口径10.2,残高1.5
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白N 7/
釉:オリーブ灰2.5GY 6/1

口縁部～
体部片

龍泉窯系
(Ⅰ)

土師器 小皿 口径8.3,底径6.0,器高1.3
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

やや不良
微細な黒色粗
砂・金雲母多量

内:にぶい黄褐10YR 6/4,5/3
外:にぶい黄褐10YR 5/4,褐灰10YR 5/1

ほぼ完形 ○

土師器 坏 復元口径12.5,底径8.2,器高3.65
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
微細な赤色粗
砂・雲母

内外:にぶい黄橙10YR 7/3,7/4
口縁部一
部欠損

土師器 杯 復元口径14.7,底径9.3,器高2.7
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
微細な白色粗
砂・金雲母

内外:にぶい黄橙10YR 6/3
口縁部～
底部片

土師器 坏 復元口径15.8,底径10.6,器高3.4
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～1mmの白色粗
砂・雲母多量

内外:橙5YR 6/6 ほぼ完形

土師器 坏 残高3.1
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ

やや不良
～1mmの粗砂多
量

内:にぶい黄橙10YR 7/2
外:にぶい黄橙10YR 7/3

口縁部～
底部片

土師器 坏 底径7.1,残高1.15
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好 ～1mmの粗砂 内外:にぶい黄橙10YR 7/4 底部片

土師器 埦 復元高台径7.1,器高3.4
内:ロクロナデ→ミガキ
外:ロクロナデ

やや不良 ～1mmの粗砂 内外:灰白10YR 8/2
体部～高
台部片

土師器 埦 高台径6.4,残高2.9
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ

良好
微細な白色粗
砂・金雲母

内外:灰黄褐10YR 6/2,5/2
体部～高
台部片

瓦器 埦 口径15.8,高台径5.8,器高5.8
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ,オサエ

良好
微細な白色粗砂
少量

内外:灰N 4/,灰白5Y 7/1
口縁部～
高台部片

○

瓦器 埦 復元口径16.9,高台径6.4,器高6.4
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ,オサエ

良好
微細な白色粗砂
少量

内外:黄灰2.5Y 6/1,暗灰黄2.5Y 4/2
口縁部～
高台部片

ヘラ記号

瓦器 埦 高台径7.3,残高2.1
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ

良好 微細な粗砂
内:灰N 5/,灰白N 8/
外:灰N 6/,灰白N 8/

底部～高
台部片

瓦器 小皿 口径8.55,器高1.75
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好 微細な粗砂 内外:灰白2.5Y 8/1,黄灰2.5Y 5/1 完形 ○

瓦器 小皿 復元口径9.8,復元底径5.9,器高2.0
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→糸切り→ケズリ

良好 微細な粗砂
内:灰白2.5Y 8/1
外:灰白2.5Y 8/1,灰N 4/

口縁部～
底部片

瓦器 小皿 復元口径9.3,器高2.0
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ケズリ

良好
～1mmの白色粗
砂

内外:灰N 6/ 1/2程度

土師質
土器

火鉢 残高8.1
内:回転ナデ
外:回転ナデ→ハケ,オサエ

良好
～1mmの白色粗
砂多量

内外:褐灰10YR 5/1,灰黄褐10YR 5/2
口縁部～
体部片

○ 方形窓あり

土師質
土器

鍋 復元口径42.6,残高8.2
内:回転ナデ
外:回転:ナデ→タテハケ

良好
微細な白色粗
砂・雲母多量

内外:黒褐10YR 3/2,灰褐7.5YR 4/2
口縁部～
体部片

土師質
土器

鍋 残高11.7 ナデ 良好 微細な白色粗砂 灰黄褐10YR 6/2,にぶい黄橙10YR 6/3 脚部片

瓦質土器 片口鉢 復元口径24.0,残高9.1
内:回転ナデ→ヨコハケ
外:回転ナデ→タテハケ

良好
～1mmの白色粗
砂少量

内:灰N 4/
外:灰N 5/,灰白5Y 8/1

口縁部～
体部片

瓦質土器 鍋 残高15.45 ナデ,オサエ 良好
～1mmの白色粗
砂

灰N 5/,明褐灰7.5YR 7/1 脚部片

陶器 壺 残高4.6
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好
微細な白色・黒
色粗砂

素地:灰5Y 5/1
釉:暗灰黄2.5Y 5/2

口縁部片 産地不明

陶器 壺 残高3.8
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→施釉

良好
～1mmの白色粗
砂

素地:灰白5Y 7/1
釉:にぶい赤褐2.5YR 4/3,灰オリーブ7.5Y 4/2

頸部片 産地不明

白磁 碗 復元口径16.2,残高3.5
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白N 8/
釉:灰白5Y 7/1

口縁部片 (Ⅳ)

白磁 碗 復元口径15.3,残高3.4
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 微細な黒色粗砂
素地:灰白N 8/
釉:灰白5Y 7/1

口縁部片 (Ⅳ)
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表６    出土遺物観察表６

掲載
番号

出土
遺構

種別 器種 法　量（cm） 調　整 焼成 胎　土 色　調 残　存
写
真

備考

白磁 碗 復元口径17.2,残高3.2
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白N 7/
釉:灰白7.5Y 7/1

口縁部片 (Ⅴ-4a)

白磁 碗 残高3.6
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 微細な黒色粗砂
素地:灰白N 8/
釉:灰白N 8/

口縁部片 (Ⅴ-4a)

白磁 碗 高台径6.7,残高2.6
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→ケズリ

良好 微細な黒色粗砂
素地:灰白10Y 8/1
釉:灰白10Y 7/1

高台部片 (Ⅳ)

白磁 碗 復元高台径5.6,残高3.1
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白N 8/
釉:灰白7.5Y 7/1

体部～高
台部片

(Ⅴ)

白磁 皿 復元口径10.6,復元底径6.5,器高2.1
内:ロクロナデ→施釉→口禿げ
外:ロクロナデ→施釉→口禿げ

良好 緻密
素地:灰白N 8/
釉:灰白10Y 7/1

口縁部～
体部片

(Ⅸ)

青磁 碗 復元口径17.0,高台径6.0,器高7.0
内:ロクロナデ→片彫蓮花文→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好
微細な黒色粗砂
少量

素地:灰白5Y 7/1
釉:灰オリーブ7.5Y 6/2

2/3程度
龍泉窯系
(Ⅰ-2a)

青磁 碗 復元口径15.6,残高5.6
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→片彫蓮弁文→施釉

良好 緻密
素地:灰白N 8/
釉:明緑灰7.5GY 7/1

口縁部～
体部片

龍泉窯系
(Ⅱ-b)

青磁 碗 残高3.9
内:ロクロナデ→飛雲文→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好
微細な黒色粗砂
少量

素地:灰白7.5Y 7/1
釉:灰オリーブ7.5Y 6/2

口縁部片
龍泉窯系
(Ⅰ-4b)

青磁 碗 復元口径17.0,残高3.5
内:ロクロナデ→櫛目文→施釉
外:ロクロナデ→櫛目文→施釉

良好
微細な白色粗砂
少量

素地:灰7.5Y 7/1
釉:灰オリーブ7.5Y 6/2,暗オリーブ7.5Y 4/3

口縁部～
体部片

同安窯系
(Ⅰ-1b)

青磁 碗 復元口径18.0,残高5.75
内:ロクロナデ→櫛目文→施釉
外:ロクロナデ→櫛目文→施釉

良好
微細な白色粗砂
少量

素地:灰白7.5Y 7/1
釉:浅黄7.5Y 7/3,暗オリーブ7.5Y 4/3

口縁部～
体部片

同安窯系
(Ⅰ-1b)

青磁 皿 口径13.7,底径4.3,器高3.3
内:ロクロナデ→片彫→施釉
外:ロクロナデ→ヘラケズリ,施釉

良好
微細な黒色粗砂
少量

素地:灰オリーブ5Y 6/2
釉:灰オリーブ5Y 5/3

口縁部～
底部片

○
龍泉窯系
(Ⅰ-3a)

青磁 皿 復元口径10.7,底径4.9,器高2.15
内:ロクロナデ→櫛点描文→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好
微細な黒色粗砂
少量

素地:灰黄2.5Y 7/2
釉:灰オリーブ5Y 6/2,緑灰7.5GY 6/1

1/2程度 ○
同安窯系
(Ⅰ-1b)

青磁 皿 復元底径4.0,残高1.1
内:ロクロナデ→櫛点描文→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白N 7/
釉:灰オリーブ7.5Y 6/2

体部～底
部片

同安窯系
(Ⅰ-2b)

青白磁 合子身 残高1.2
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白N 8/
釉:明緑灰5G 7/1

体部～底
部片

土師器 小皿 復元口径8.0,復元底径6.0,器高1.05
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好 微細な赤色粗砂 内外:橙7.5YR 7/6 1/2程度

土師器 小皿 復元口径8.6,復元底径6.4,器高1.2
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
微細な粗砂・雲
母

内外:黄灰2.5Y 6/1,5/1 1/2程度

土師器 小皿 復元口径8.6,復元底径6.2,器高1.2
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→ヘラ切り

良好
～1mmの白色粗
砂・雲母

内外:橙2.5YR 6/6 1/3程度

土師器 小皿 復元口径8.6,復元底径5.8,器高1.2
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
～1mmの白色粗
砂

内外:にぶい黄橙10YR 7/4 1/2程度

土師器 小皿 口径8.8,底径6.4,器高2.1
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
～2mmの白色粗
砂・雲母

内:橙7.5YR 7/6,褐灰10YR 5/1
外:にぶい黄橙10YR 7/3,褐灰10YR 4/1

完形 ○

土師器 小皿 口径8.9,底径6.0,器高1.2
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
微細な白色粗砂
多量

内:にぶい黄橙10YR 5/3,灰黄10YR 5/2
外:にぶい黄橙10YR 5/3,褐灰10YR 4/1

ほぼ完形 ○

土師器 小皿 口径8.85,底径6.5,器高1.25
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好 ～4mmの細礫 内外:橙7.5YR 6/6,灰褐7.5YR 5/2 1/2程度

土師器 坏 復元口径15.7,底径7.7,器高3.4
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
～0.5mmの粗砂
少量

内外:にぶい橙7.5YR 7/4 2/3程度

土師器 坏 復元口径15.0,底径8.0,器高3.3
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
微細な白色粗砂
多量

内外:にぶい橙7.5YR 6/4 1/2程度 ○

土師器 坏 復元口径16.0,底径7.4,器高3.2
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
～3mmの細礫・
雲母

内外:にぶい橙7.5YR 7/4 1/2程度

瓦器 埦 口径17.1,高台径6.2,器高6.05
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ

良好 緻密
内:黒2.5G 2/1,灰白N 7/
外:黒2.5G 2/1,灰N 4/

ほぼ完形 ○

瓦器 埦 復元口径15.1,高台径5.0,器高5.5
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→オサエ

良好 緻密 内外:灰N 5/ 1/3程度

瓦器 埦 口径16.6,高台径6.87,器高6.5
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ

良好
微細な白色粗砂
少量

内外:灰白2.5Y 7/1,灰N 4/ ほぼ完形 ○

瓦器 埦 復元口径16.0,残高5.2
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→オサエ

良好 微細な粗砂 内外:灰N 4/
口縁部～
体部片

瓦器 小皿 復元口径8.8,底径6.2,器高1.6
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)
　 →ヘラミガキ

良好 緻密
内:灰N 5/
外:黄灰2.5Y 6/1

1/2程度

瓦器 小皿 復元口径9.15,復元底径6.8,器高1.4
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好 微細な粗砂 内外:灰N 4/,5/,灰白N 8/ 1/2程度

瓦器 小皿 復元口径7.2,復元底径5.6,器高1.1
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ

良好 微細な粗砂
内:灰N 4/
外:灰N 4/,灰白2.5Y 8/1

1/4程度

土師質
土器

鍋 残高2.9
内:回転ナデ→ハケ
外:回転ナデ

良好
微細な白色粗
砂・雲母

内:にぶい橙7.5YR 6/4
外:灰褐7.5YR 4/2

口縁部片

須恵質
土器

鉢 残高4.3
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～1mmの白色粗
砂

内:灰N 6/
外:灰N 6/,暗灰N 3/

口縁部片 東播系

須恵質
土器

鉢 残高4.1
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～1mmの白色粗
砂

内外:灰白N 7/
体部～底
部片

東播系

白磁 碗 復元口径15.2,残高2.15
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 微細な黒色粗砂
素地:灰N 8/
釉:灰白7.5Y 7/1

口縁部片 (Ⅳ)

白磁 碗 残高4.1
内:ロクロナデ→櫛目文→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白5Y 8/1
釉:灰白5Y 7/2

口縁部片 (Ⅴ-4b)

白磁 碗 残高4.7
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 微細な黒色粗砂
素地:灰白N 8/
釉:灰白5Y 7/1

口縁部～
体部片

(Ⅴ-4a)

白磁 碗 復元高台径6.0,残高2.3
内:ロクロナデ→櫛目文→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白5Y 7/1
釉:灰オリーブ5Y 6/2

底部～高
台部片

(Ⅴ-4b)

白磁 碗 復元高台径6.8,残高1.9
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ

良好 緻密
素地:灰白10YR 8/2
釉:灰黄2.5Y 7/2

高台部片 (Ⅳ)

青磁 皿 復元口径10.6,残高1.9
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白N 7/
釉:明緑灰7.5GY 7/1

口縁部片 龍泉窯系

土師器 小皿 復元口径9.6,復元底径8.2,器高1.4
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好 ～2mmの粗砂 内外:浅黄橙10YR 8/3 1/4程度

土師器 坏 復元口径13.8,残高2.6
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

やや不良 ～5mmの中礫
内:灰褐10YR 5/2
外:にぶい黄褐10YR 5/3

口縁部～
底部片

土師器 埦 高台部径6.9,残高1.2
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ

良好 ～0.5mmの粗砂
内:灰N 4/
外:橙2.5YR 7/6

底部～高
台部片

瓦器 埦 口径16.3,高台径6.9,器高6.1
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ,オサエ

やや不良
～3mmの白色細
礫・金雲母

内:褐灰10YR 6/1,にぶい黄褐10YR 4/1
外:灰白10YR 7/1,褐灰10YR 7/2

3/4程度 ○

瓦器 埦 復元口径16.9,高台径7.0,器高7.1
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ

良好
～1mmの白色・
黒色粗砂少量

内:灰白10YR 7/1,8/2
外:褐灰7.5YR 6/1,明褐灰7.5YR 6/1

1/4程度

瓦器 埦
復元口径15.8,復元高台径7.0,
器高5.5

内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→オサエ

やや不良
～1mmの白色粗
砂

内外:灰白5Y 7/1,灰5Y 5/1
口縁部～
高台部片

土師質
土器

鍋 残高7.7
内:回転ナデ→ヨコハケ
外:回転ナデ→オサエ

良好 ～3mmの細礫
内:灰白10YR 8/2,灰黄褐10YR 4/2
外:灰白10YR 8/2,黒褐10YR 3/2

口縁部～
体部片
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表７   出土遺物観察表７

掲載
番号

出土
遺構

種別 器種 法　量（cm） 調　整 焼成 胎　土 色　調 残　存
写
真

備考

青磁 碗 残高2.7
内:ロクロナデ→櫛点描文→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰N 6/
釉:灰オリーブ7.5Y 6/2

口縁部片 同安窯系

土師器 小皿 復元口径9.2,復元底径6.6,器高1.4
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
～1.5mmの粗砂
多量

内:灰白N 8/
外:灰白2.5Y 8/1

1/2程度

土師質
土器

鍋 残高3.7
内:回転ナデ
外:回転ナデ

やや不良
～4mmの細礫多
量

内外:橙5YR 6/6,6/8 口縁部片

土師質
土器

鍋 残高7.6 ナデ 良好 微細な粗砂 灰白2.5Y 8/1 脚部片

須恵質
土器

鉢 復元口径26.0,残高6.6
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～3mmの細礫少
量

内:灰N 6/,5/
外:灰N 6/,4/

口縁部～
体部片

東播系

須恵質
土器

鉢 底径8.0,残高3.7
内:回転ナデ
外:回転ナデ→糸切り

やや不良
～3mmの細礫少
量

内:灰N 6/
外:灰N 5/

体部～底
部片

○ 東播系

白磁 碗 残高3.6
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白2.5GY 8/1
釉:灰白7.5Y 7/2

口縁部片 (Ⅳ)

白磁 碗 残高3.8
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白N 8/
釉:灰白10Y 8/1

口縁部片 (Ⅴ-4a)

白磁 碗 復元高台径6.8,残高2.0
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ

良好
粗い砂粒表面に
癒着

素地:灰白2.5Y 8/1
釉:灰白7.5Y 8/1

底部～高
台部片

(Ⅳ)

青磁 碗 復元高台径5.6,残高2.4
内:ロクロナデ→片彫花文→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白7.5Y 7/1
釉:灰オリーブ7.5Y 5/3

底部～高
台部片

龍泉窯系
(Ⅰ)

土師器 小皿 口径8.8,底径6.2,器高1.9
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

やや不良 微細な粗砂 内外:灰白10YR 8/2 ほぼ完形

土師器 坏 復元口径14.0,残高3.2
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ

良好 微細な白色粗砂 内外:褐灰10YR 5/1,にぶい橙7.5YR 7/4
口縁部～
体部片

土師器 坏 復元口径13.6,残高3.7
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ,オサエ

良好
～2mmの粗砂・
金雲母多量

内外:にぶい黄橙10YR 7/2,褐灰10YR 5/1
口縁部～
体部片

土師器 埦 高台径6.2,残高1.9
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ

良好 ～3mmの細礫 内外:灰白10YR 8/2
底部～高
台部片

土師器 埦 高台径5.45,残高1.85
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ

良好
～2mmの粗砂多
量

内外:浅黄橙10YR 8/4
底部～高
台部片

土師器 小皿 復元口径8.4,復元底径7.0,器高1.85
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
～1mmの白色粗
砂・雲母

内外:橙7.5YR 7/6 1/3程度

土師器 小皿 復元口径8.8,復元底径7.1,器高1.2
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好 微細な白色粗砂 内外:灰白10YR 8/2 1/3程度

土師器 坏 復元口径15.5,底径8.0,器高3.1
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好 ～5mmの中礫
内:橙7.5YR 6/6,にぶい黄褐10YR 5/4
外:にぶい黄橙10YR 7/2,7/3,灰黄褐10YR 5/2

口縁部～
底部片

土師器 坏 復元口径16.1,底径8.5,器高3.65
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
～3mmの細礫少
量

内外:橙5YR 6/6 1/2程度

土師器 埦 復元口径15.0,残高4.6
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→オサエ

やや不良 微細な粗砂 内外:灰白10YR 8/2
口縁部～
体部片

瓦器 埦
復元口径15.7,復元高台径6.0,
器高5.0

内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ

良好 緻密 内外:灰N 5/,4/ 1/3程度

瓦器 埦 口径16.0,高台径6.0,器高6.0
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→ケズリ,ヘラミガキ

やや不良 微細な粗砂
内:灰白10YR 8/2,褐灰10YR 4/1
外:暗灰N 3/

ほぼ完形 ○

瓦器 埦 高台径7.5,残高3.2
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ

良好 微細な粗砂 内外:灰白5Y 7/1,灰N 4/
底部～高
台部片

瓦器 埦 復元高台径7.35,残高2.2
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラケズリ

良好 微細な粗砂
内:灰N 4/,6/
外:灰N 4/

底部～高
台部片

瓦器 小皿 復元口径9.3,復元底径6.2,器高1.25
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
～2mmの白色粗
砂

内:灰白5Y 7/1
外:灰白5Y 7/1,灰N 5/

1/2程度

瓦器 小皿 復元口径9.0,復元底径5.8,器高1.3
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好 微細な白色粗砂
内:灰N 6/
外:灰N 5/

1/4程度

土師質
土器

鍋 残高3.8
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
微細な白色・黒
色粗砂・雲母

内:にぶい橙7.5YR 6/4
外:灰黄褐10YR 4/2

口縁部片

土師質
土器

鍋 残高4.1
内:回転ナデ
外:回転ナデ→ハケ

良好
～1mmの粗砂・
雲母

内:橙5YR 7/6,橙7.5YR 6/6
外:橙5YR 7/6,黒褐10YR 3/2

口縁部片

須恵質
土器

鉢 残高5.2
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～1mmの白色粗
砂

内外:灰N 6/
口縁部～
体部片

東播系

陶器
耳壺or
水柱

残高3.0
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好
微細な白色・黒
色粗砂

素地:灰白N 7/,にぶい橙7.5YR 7/4
釉:灰7.5Y 6/1

胴部片 中国陶器

陶器 甕 残高7.1
内:ロクロナデ→ケズリ
外:ロクロナデ→格子目タタキ

良好
微細な白色粗砂
多量

内外:灰N 4/,3/ 底部片 十瓶山

白磁 碗 復元口径17.4,残高3.1
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 微細な粗砂少量
素地:灰白7.5Y 8/1
釉:灰白7.5Y 7/1

口縁部～
体部片

(Ⅳ)

白磁 碗 残高4.2
内:ロクロナデ→櫛目文→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 微細な粗砂
素地:灰白2.5Y 8/2
釉:灰黄2.5Y 7/2

口縁部片 (Ⅴ-4b)

白磁 碗 復元高台径7.0,残高2.6
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→ケズリ→施釉

良好 緻密
素地:灰白2.5Y 8/2
釉:灰白5Y 8/1

底部～高
台部片

(Ⅳ)

白磁 碗 復元高台径7.2,残高3.1
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ

良好 微細な粗砂多量
素地:灰白7.5Y 8/1
釉:灰白7.5Y 7/1

体部～高
台部片

(Ⅳ)

白磁 皿 残高1.1
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白N 8/
釉:灰白10Y 7/1

底部片 (Ⅸ)

青磁 碗 残高3.2
内:ロクロナデ→片彫→施釉
外:ロクロナデ→櫛目文→施釉

良好 緻密
素地:灰N 7/
釉:灰オリーブ7.5Y 6/2

口縁部片
同安窯系
(Ⅰ-1b)

青磁 碗 復元口径16.8,残高2.6
内:ロクロナデ→櫛点描文→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白N 7/
釉:灰白5Y 7/2

口縁部片
同安窯系
(Ⅰ-1b)

土師器 小皿 復元口径7.2,復元底径5.8,器高1.1
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→(板状圧痕)

良好
微細な粗砂・雲
母

内:灰黄褐10YR 5/2
外:にぶい黄橙10YR 6/3

1/4程度

土師器 小皿 復元口径9.2,復元底径7.6,器高1.3
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
微細な白色粗
砂・雲母

内:灰黄褐10YR 6/2
外:黄灰2.5Y 5/1

1/3程度

瓦器 埦 復元高台径8.0,残高2.7
内:ロクロナデ→ミガキ
外:ロクロナデ

やや不良
～1mmの白色粗
砂少量

内:にぶい黄橙10YR 7/2
外:灰白2.5Y 7/1

底部～高
台部片

土師質
土器

鍋 残高3.5
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
微細な粗砂・金
雲母多量

内:灰褐7.5YR 6/2
外:褐灰7.5YR 5/1

口縁部片

土師質
土器

鍋 残高6.2
内:回転ナデ→オサエ
外:回転ナデ→オサエ

良好 微細な粗砂多量 内外:にぶい黄橙10YR 7/2,褐灰10YR 6/1
体部～底
部片

土師器 小皿 復元口径9.1,復元底径7.1,器高1.1
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好 ～2mmの粗砂 内外:橙5YR 6/6 1/2程度

土師器 坏 口径12.9,底径7.9,器高3.0
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好 微細な白色粗砂 内外:にぶい黄橙10YR 7/4 ほぼ完形 ○

土師器 埦 復元高台径5.8,残高2.05
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ

良好
～2mmの粗砂少
量

内:灰白10YR 8/2
外:灰白2.5Y 7/1

底部～高
台部片

土師質
土器

鍋 残高4.7
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
微細な粗砂・雲
母

内:にぶい橙7.5YR 6/4,灰褐10YR 4/2
外:黒褐10YR 3/2

口縁部片
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表８   出土遺物観察表８

掲載
番号

出土
遺構

種別 器種 法　量（cm） 調　整 焼成 胎　土 色　調 残　存
写
真

備考

須恵質
土器

鉢 残高2.1
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好 ～0.5mmの粗砂 内外:灰5Y 6/1 口縁部片 東播系

白磁 碗 残高3.6
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰5Y 6/1
釉:灰白5Y 7/2

口縁部片 (Ⅳ)

白磁 碗 残高1.9
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白5Y 8/1
釉:灰白5Y 7/2

口縁部片 (Ⅴ-4a)

白磁 碗 残高2.4
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白N 8/
釉:明オリーブ灰2.5GY 7/1

口縁部片 (Ⅳ)

青磁 皿 復元口径10.6,残高1.6
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白5Y 7/1
釉:オリーブ灰2.5GY 6/1

口縁部片 龍泉窯系

土師器 小皿 口径8.9,底径7.1,器高1.3
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
微細な粗砂・雲
母

内外:橙5YR 6/6 1/2程度

土師器 埦 復元高台径6.4,残高2.1
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ

良好 ～2mmの粗砂 内外:灰白10YR 8/2
底部～高
台部片

瓦器 埦 復元口径18.0,残高3.9
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ

良好 緻密 内外:灰白2.5Y 8/1,灰N 5/ 口縁部片

瓦器 皿 復元底径5.5,残高1.1
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好 微細な粗砂
内:灰N 5/,灰白5Y 7/1
外:灰白5Y 7/1

底部片

土師質
土器

羽釜 残高3.8
内:回転ナデ
外:回転ナデ→オサエ,ハケメ

良好
微細な粗砂・雲
母

内:にぶい橙7.5YR 7/4
外:黒褐10YR 3/2

口縁部～
体部片

土師質
土器

鍋 残高4.9 ナデ 良好
～1mmの白色粗
砂・金雲母

にぶい橙7.5YR 7/3,7/4 脚部片

瓦質土器 甕 復元口径19.5,残高6.7
内:回転ナデ→(当具痕)
外:回転ナデ→タタキ

不良
～7mmの赤色・
白色中礫少量

内:褐灰10YR 4/1,灰N 4/
外:灰N 4/

口縁部～
肩部片

○

須恵質
土器

鉢 復元底径9.0,残高5.4
内:回転ナデ
外:回転ナデ→ケズリ→オサエ

良好 ～5mmの中礫 内外:灰白2.5Y 7/1,褐灰10YR 4/1
体部～底
部片

東播系

白磁 碗 復元口径16.4,残高2.9
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白5Y 8/1
釉:灰白5Y 7/1

口縁部片 (Ⅳ)

白磁 碗 復元高台径6.2,残高3.45
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ

良好 微細な黒色粗砂
素地:灰白10YR 8/2
釉:灰白5Y 7/2

底部～高
台部片

(Ⅴ)

白磁 碗 復元高台径7.2,残高1.9
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ

良好 緻密
素地:灰白N 8/
釉:灰白5Y 7/1

高台部片 (Ⅳ)

青白磁 合子身 復元口径4.7,残高1.5
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白7.5Y 8/1
釉:明オリーブ灰5GY 7/1

口縁部～
体部片

○

土師器 小皿 復元口径8.6,復元底径6.8,器高1.4
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好 ～1.5mmの粗砂 内外:橙2.5YR 6/6 1/2程度

土師器 坏 復元口径12.6,復元底径9.4,器高2.6
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
微細な白色粗
砂・雲母

内:にぶい橙7.5YR 7/4
外:にぶい黄橙10YR 7/3,橙5YR 6/6

1/4程度

土師器 坏 復元口径12.6,器高3.4
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～3mmの細礫多
量

内:褐灰10YR 5/1
外:褐灰10YR 6/1,にぶい褐7.5YR 6/3

1/4程度

土師器 埦 復元高台径6.4,残高2.1
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ

良好
～1mmの粗砂・
雲母少量

内:灰白10YR 7/1,灰白10YR 8/2
外:褐灰10YR 4/1,にぶい橙5YR 7/4

底部～高
台部片

土師器 埦 復元高台径7.0,残高3.4
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→糸切り→オサエ

やや不良
～3mmの白色細
礫

内外:灰白10YR 8/2
体部～高
台部片

土師器 埦 復元高台径6.6,残高2.2
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ

良好 ～2mmの粗砂 内外:灰白10YR 8/1
底部～高
台部片

瓦器 埦
復元口径15.8,復元高台径7.8,
器高6.15

内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ,オサエ

良好 微細な白色粗砂
内:灰白5Y 7/1,灰N 5/
外:灰白5Y 8/1,灰N 5/,4/

1/4程度

瓦器 埦 復元高台径7.9,残高4.4
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→ケズリ

やや不良 ～2mmの粗砂 内外:灰白2.5Y 7/1
体部～高
台部片

瓦器 埦 復元高台径7.4,残高5.0
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→オサエ

良好
～2mmの粗砂・
雲母

内外:灰N 5/,灰白N 8/
体部～高
台部片

瓦器 小皿 復元口径9.4,残高1.6
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→オサエ

良好 微細な粗砂 内外:灰N 5/,灰白5Y 8/1
口縁部～
体部片

土師質
土器

鍋 復元口径32.0,残高10.6
内:ナデ→ヨコ・ナナメハケ　
外:ナデ→ナナメハケ,オサエ

やや不良
微細な白色・黒
色粗砂多量

内:にぶい橙7.5YR 7/3
外:にぶい黄橙10YR 7/2,褐灰10YR 4/1

口縁部～
体部片

○ スス付着

土師質
土器

鍋 残高10.5 ナデ,ハケ やや不良
微細な白色・黒
色粗砂多量

灰褐7.5YR 5/2 脚部片

土師質
土器

羽釜 残高3.7
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好 ～1mmの粗砂
内:にぶい橙7.5YR 7/3
外:灰褐7.5YR 6/2

口縁部～
体部片

瓦質土器 甕 復元口径23.8,残高11.0
内:回転ナデ
外:回転ナデ→格子目タタキ,オサエ

やや不良 微細な粗砂 内外:灰白N 7/,灰N5/,4/
口縁部～
肩部片

○

須恵質
土器

甕 復元口径20.8,残高5.7
内:回転ナデ
外:回転ナデ→格子目タタキ

良好 微細な粗砂 内外:灰N 6/
口縁部～
肩部片

○ 産地不明

須恵質
土器

鉢 残高3.9
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～2mmの粗砂少
量

内:灰N 4/
外:灰N 4/,暗灰N 3/

口縁部片 東播系

白磁 碗 復元口径15.6,残高2.6
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 微細な黒色粗砂
素地:灰白N 8/
釉:灰白7.5Y 7/1

口縁部片 (Ⅳ)

白磁 碗 残高3.6
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白5Y 8/1
釉:灰白5Y 7/1

口縁部片 (Ⅴ-4a)

青磁 碗 復元口径17.5,残高6.7
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→片彫鎬蓮弁文→施釉

良好 微細な黒色粗砂
素地:灰白7.5Y 7/1
釉:灰オリーブ7.5Y 5/2

口縁部～
底部片

龍泉窯系
(Ⅱ-b)

青磁 碗 口径16.3,復元高台径5.8,器高6.35
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→片彫鎬蓮弁文→施釉

良好 緻密
素地:灰白5Y 7/1
釉:灰オリーブ5Y 5/2

ほぼ完形 ○
龍泉窯系
(Ⅱ-b)

青磁 碗 復元口径15.2,残高5.1
内:ロクロナデ→飛雲文→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白N 7/
釉:灰オリーブ5Y 5/2

口縁部～
体部片

龍泉窯系
(Ⅰ-4a)

青磁 碗 復元高台径4.8,残高3.2
内:ロクロナデ→櫛点描文→施釉
外:ロクロナデ→櫛目文→施釉

良好 緻密
素地:灰白5Y 7/1
釉:灰オリーブ5Y 6/2

体部～高
台部片

同安窯系
(Ⅰ-1b)

瓦器 埦 高台径6.6,残高1.4
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ

良好 ～2mmの粗砂 内外:灰白10YR 8/1
底部～高
台部片

瓦器 埦 復元高台径7.6,残高2.7
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ

やや不良
～2mmの白色粗
砂少量

内外:灰白2.5Y 7/1
体部～高
台部片

土師質
土器

鍋 残高7.0 ナデ 良好
～1mmの白色粗
砂

暗灰黄2.5Y 5/2,灰黄2.5Y 7/2 脚部片

須恵質
土器

鉢 残高3.4
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好 微細な白色粗砂 内外:灰N 6/ 口縁部片 東播系

須恵質
土器

鉢 復元底径7.4,残高2.2
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好 微細な白色粗砂 内外:黄灰2.5Y 6/1
体部～底
部片

東播系

陶器
水柱
or壺

残高2.6
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ

良好 微細な黒色粗砂
内:灰N 6/
外:灰白5Y 7/2

底部片 中国陶器

白磁 碗 残高3.1
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 微細な黒色粗砂
素地:灰白7.5Y 7/1
釉:灰白5Y 7/1

口縁部片 (Ⅴ-4a)

白磁 皿 残高1.7
内:ロクロナデ→施釉→口禿げ
外:ロクロナデ→施釉→口禿げ

良好 緻密
素地:灰白N 8/
釉:明オリーブ灰2.5GY 7/1

口縁部片 (Ⅸ)
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表９    出土遺物観察表９

掲載
番号

出土
遺構

種別 器種 法　量（cm） 調　整 焼成 胎　土 色　調 残　存
写
真

備考

青白磁 合子身 復元口径7.3,残高1.2
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白7.5Y 8/1
釉:灰白7.5Y 7/1

口縁部～
体部片

○

土師器 小皿 復元口径9.1,復元底径6.8,器高1.45
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ

やや不良 微細な粗砂
内:灰白2.5Y 8/1
外:浅黄2.5Y 7/3

口縁部～
底部片

土師質
土器

鍋 残高8.3 ナデ,ハケ 良好
～1mmの白色粗
砂

にぶい橙7.5YR 7/4,にぶい橙5YR 7/3 脚部片

陶器 耳壺 残高3.1
内:ロクロナデ→オサエ
外:ロクロナデ→施釉

良好
微細な白色・赤
色粗砂

素地:にぶい橙7.5YR 6/4
釉:暗オリーブ5Y 4/4

肩部片 中国陶器

青磁 碗 高台径5.6,残高2.85
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白5Y 7/1
釉:灰オリーブ5Y 6/2

体部～高
台部片

龍泉窯系
(Ⅰ-1a)

土師器 小皿 復元口径8.2,底径6.1,器高1.1
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
～2mmの粗砂・
雲母

内外:にぶい橙7.5YR 7/4 1/2程度

瓦器 小皿 復元口径8.8,器高1.7
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ

良好
～1mmの白色粗
砂

内:灰白2.5Y 8/1
外:灰N 5/

口縁部～
底部片

瓦器 埦 復元口径15.8,残高2.8
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ

良好 微細な粗砂 内外:灰白N 7/,灰N 4/ 口縁部片

土師質
土器

鍋 復元口径27.5,残高9.94
内:回転ナデ→ヨコハケ
外:回転ナデ→タテハケ,オサエ

良好
微細な白色粗砂
少量

内:浅黄橙10YR 8/3
外:灰白10YR 8/2,黒褐10YR 3/1

口縁部～
体部片

○ スス付着

瓦器 埦 残高2.2
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ

やや不良 微細な粗砂
内:灰N 7/
外:灰N 8/

体部～高
台部片

土師器 埦 復元口径15.2,残高3.5
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ

良好
～1.5mmの粗砂
少量

内外:浅黄橙7.5YR 8/3
口縁部～
体部片

土師質
土器

鍋 残高1.6
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～2mmの粗砂多
量

内外:橙5YR 6/8 口縁部片

白磁 皿 復元高台径5.0,残高2.0
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白N 8/
釉:灰白N 8/

体部～高
台部片

(Ⅱ-1)

土師器 埦 復元口径16.2,残高3.8
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ

良好
～3mmの細礫少
量

内外:橙2.5YR 7/6,浅黄橙10YR 8/3
口縁部～
体部片

土師器 埦 高台径7.2,残高2.65
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ

良好
～3mmの白色細
礫

内外:浅黄橙7.5YR 8/3
底部～高
台部片

瓦質
土器 鍋 復元口径27.4,残高6.7
内:回転ナデ
外:回転ナデ

やや不良
～3mmの細礫多
量

内外:淡橙5YR 8/4,灰N 5/
口縁部～
体部片

白磁 碗 残高2.6
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白2.5Y 8/1
釉:灰白2.5Y 7/1

口縁部片 (Ⅳ)

土師器 小皿 復元口径8.3,復元底径5.6,器高1.2
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→(板状圧痕)

良好
～2mmの粗砂少
量

内:浅黄橙7.5YR 8/4
外:浅黄橙7.5YR 8/3

1/2程度

土師器 小皿 口径8.4,器高1.4
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
微細な白色粗砂
少量

内外:にぶい黄橙10YR 7/4,褐灰10YR 4/1 完形 ○

土師器 坏 口径13.85,器高3.6
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好 微細な黒色粗砂 内外:にぶい黄橙10YR 7/3 完形 ○

白磁 皿 残高2.0
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 微細な粗砂
素地:灰白N 8/
釉:灰白2.5GY 8/1

口縁部片 (Ⅱ-1b)

白磁 碗 復元高台径6.4,残高2.2
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ

良好 微細な粗砂
素地:灰白N 7/
釉:灰白7.5Y 7/1

高台部片 (Ⅴ)

土師器 移動式竃 残高7.2 ナデ,オサエ 良好
～5mmの中礫多
量

内外:明赤褐2.5YR 8/4 庇部片 ○

土師器 移動式竃 残高2.7 ナデ,オサエ 良好
～5mmの中礫多
量

内外:橙2.5YR 6/8 庇部片 ○

土師器 小皿 口径9.8,底径6.7,器高1.6
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～3mmの細礫・
雲母

内:にぶい黄橙10YR 6/4,褐灰10YR 4/1
外:にぶい黄橙10YR 6/4,橙5YR 6/6

1/2程度

須恵質
土器

甕 残高5.0
内:回転ナデ
外:回転ナデ→タタキ

良好 ～3mmの細礫
内:黄灰2.5Y 6/1
外:灰白2.5Y 7/1

体部～底
部片

○ 十瓶山

白磁 合子身 復元底径5.6,残高1.9
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 微細な粗砂
素地:灰白N 7/
釉:灰白7.5Y 7/1

体部～底
部片

○

土師器 埦 復元高台径5.6,残高1.8
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ

良好 ～1.5mmの粗砂 内外:浅黄橙7.5YR 8/3
底部～高
台部片

瓦器 埦 復元底径7.0,残高1.8
内:ロクロナデ→ケズリ
外:ロクロナデ

やや不良
～1mmの粗砂少
量

内外:灰白2.5Y 7/1
底部～高
台部片

瓦器 小皿 復元口径9.6,残高1.3
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ

良好 微細な粗砂少量 内外:灰N 5/
口縁部～
底部片

瓦質土器 鉢 残高5.1
内:回転ナデ→ケズリ
外:回転ナデ→ケズリ

良好
～4mmの白色細
礫

内:黄灰2.5Y 4/1
外:褐灰10YR 5/1

口縁部～
体部片

須恵質
土器

鉢 残高4.8
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～3mmの白色細
礫

内外:灰5Y 6/1
体部～底
部片

東播系

白磁 碗 復元口径16.0,残高4.2
内:ロクロナデ→櫛目文→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 微細な黒色粗砂
素地:灰白5Y 7/1
釉:灰オリーブ5Y 6/2

口縁部～
体部片

(Ⅴ-4b)

白磁 皿 復元口径10.2,残高2.5
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 微細な粗砂
素地:灰白N 8/
釉:灰白2.5GY 8/1

口縁部片
(Ⅱ-1a
 orⅢ)

白磁 皿 復元口径9.8,残高2.2
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白2.5Y 7/1
釉:黄灰2.5Y 6/1

口縁部～
底部片

(Ⅵ-1b)

白磁 皿 復元底径3.4,残高1.1
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 微細な黒色粗砂
素地:灰白5Y 8/1
釉:灰白7.5Y 7/1

底部～高
台部片

(Ⅱ-1)

須恵質
土器

鉢 残高3.0
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～2mmの白色粗
砂少量

内:灰N 6/
外:灰N 6/, 5/

口縁部片 東播系

須恵質
土器

鉢 復元口径24.8,残高5.8
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～2mmの粗砂少
量

内:灰白N 7/
外:灰白N 7/,灰N 5/,6/

口縁部～
体部片

東播系

白磁 碗 残高3.2
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 微細な黒色粗砂
素地:灰白N 8/
釉:灰白5Y 7/1

口縁部片 (Ⅳ)

土師器 鉢 復元口径10.2,器高5.8
内:回転ナデ→ナデ
外:回転ナデ→オサエ,ナデ,ケズリ

良好
～1.5mmの粗砂
少量

内:にぶい橙7.5YR 7/4
外:にぶい黄橙10YR 7/3

1/3程度

土師器 小皿 復元口径7.8,復元底径6.0,器高0.9
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ

やや不良
～2mmの粗砂少
量

内:にぶい橙7.5YR 7/4
外:橙5YR 7/6,にぶい黄橙10YR 7/3

1/2程度

土師器 小皿 復元口径9.0,復元底径6.8,器高1.0
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→(板状圧痕)

良好 ～2mmの粗砂 内外:にぶい橙7.5YR 6/4 1/3程度

土師器 坏 復元口径15.6,復元底径9.6,器高3.5
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ

良好
～2mmの粗砂少
量

内:淡橙5YR 8/4,橙5YR 7/6
外:橙5YR 7/6

1/4程度

土師器 坏 口径13.7,底径10.2,器高2.9
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

やや不良
～2mmの白色・
黒色粗砂多量

内:褐灰10YR 5/1,にぶい黄褐10YR 6/3
外:にぶい黄橙10YR 7/4,明赤褐2.5YR 5/6

完形 ○

土師器 坏 復元口径15.6,復元底径10.2,器高3.2
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

やや不良
～3mmの細礫少
量

内:灰白10YR 8/1,7/1
外:灰白10YR 8/2

1/4程度

瓦器 埦 口径15.4,高台径6.1,器高6.7
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ,オサエ

良好
微細な白色粗砂
多量

内:灰N 5/,灰白5Y 7/
外:灰N 4/,灰白N 7/

1/2程度 ○

瓦器 埦 口径15.8,高台径6.2,器高6.75
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ

良好
～2mmの白色粗
砂少量

内:灰N 4/,灰白N 8/
外:暗灰N 3/,灰白N 8/

完形 ○
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表 10    出土遺物観察表 10

掲載
番号

出土
遺構

種別 器種 法　量（cm） 調　整 焼成 胎　土 色　調 残　存
写
真

備考

瓦器 埦 復元口径15.85,残高4.75
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ

良好 緻密
内:黄灰2.5Y 4/1,6/1
外:黄灰2.5Y 6/1,5/1

口縁部～
体部片

瓦器 小皿 口径8.6,底径6.2,器高1.5
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→(板状圧痕)

良好
微細な白色粗砂
多量

内外:褐灰10YR 6/1,4/1,灰白10YR 7/1 ほぼ完形 ○

瓦質土器 甕 復元口径30.8,残高6.4
内:回転ナデ→ナナメハケ
外:回転ナデ→格子目タタキ

良好
～2mmの粗砂少
量含

内外:暗灰N 3/
口縁部～
頸部片

白磁 碗 残高1.8
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白5Y 8/1
釉:灰白5Y 7/1

口縁部片 (Ⅳ)

青磁 碗 残高2.9
内:ロクロナデ→櫛目文→施釉
外:ロクロナデ→櫛目文→施釉

良好 緻密
素地:灰白N 7/
釉:灰オリーブ5Y 6/2

口縁部～
体部片

同安窯系
(Ⅰ-1b)

土師器 高坏 残高3.3
内:回転ナデ→オサエ
外:回転ナデ→ハケ,オサエ

良好
～1mmの白色粗
砂

内:にぶい赤褐2.5YR 5/4,灰黄褐10YR 6/2
外:橙2.5YR 6/6,にぶい黄橙10YR 6/3

坏部～脚
部片

土師器 甕or壺 残高3.9
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～2mmの白色粗
砂

内:にぶい黄橙10YR 7/3,橙5YR 6/6
外:橙5YR 6/6

口縁部～
頸部片

土師器 甑 残高8.4
内:回転ナデ→ケズリ
外:回転ナデ→オサエ,ナデ

良好
微細な白色粗
砂・雲母

内:黒2.5Y 2/1
外:にぶい黄橙10YR 6/3,灰黄褐10YR 5/2

把手部片

土師器 小皿 復元口径8.4,復元底径7.2,器高1.05
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ

良好 微細な赤色粗砂 内外:にぶい橙7.5YR 6/4
口縁部～
底部片

土師器 坏 復元口径11.4,残高2.7
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ

良好
～5mmの中礫少
量

内外:にぶい橙2.5YR 6/4
口縁部～
体部片

土師器 坏 復元口径11.4,残高3.4
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
～1.5mmの粗砂
少量

内外:浅黄橙10YR 8/3,にぶい黄橙10YR 7/3
口縁部～
底部片

瓦器 埦 復元口径15.4,残高6.1
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ,オサエ

良好
～1.5mmの粗砂
少量

内:灰白N 8/,灰N 5/
外:灰白5Y 8/1,灰N 4/

口縁部～
体部片

瓦器 小皿 口径8.7,底径6.3,器高1.7
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
微細な黒色粗
砂・金雲母多量

内:灰白N 7/,黄灰2.5Y 5/1
外:灰白N 7/,黄灰2.5Y 6/1

ほぼ完形 ○

土師質
土器

鍋 残高4.5 ナデ やや不良
～1mmの白色粗
砂

灰N 6/,浅黄橙10YR 8/3 脚部片

土師質
土器

鍋 残高12.4 ナデ 良好
～2.5mmの粗砂
少量

灰白2.5Y 8/1 脚部片

須恵質
土器

甕 復元口径35.4,残高7.45
内:回転ナデ→(当具痕)
外:回転ナデ→格子目タタキ

良好
～2mmの粗砂少
量

内:灰白5Y 7/1,灰5Y 5/1
外:灰5Y 5/1

口縁部～
肩部片

○ 勝間田？

須恵質
土器

甕 復元口径32.4,残高15.8
内:回転ナデ→(当具痕)
外:回転ナデ→格子目タタキ

良好
～2mmの粗砂少
量

内:灰白5Y 7/1,灰5Y 4/1
外:灰5Y 8/1,灰5Y 5/1

口縁部～
胴部片

○ 勝間田？

須恵質
土器

鉢 復元口径29.6,残高7.3
内:回転ナデ
外:回転ナデ→オサエ

良好 ～7mmの中礫 内外:灰白2.5Y 7/1
口縁部～
体部片

東播系

須恵質
土器

鉢 復元口径21.75,復元底径9.2,器高6.8
内:回転ナデ→ナデ,オサエ
外:回転ナデ→ナデ,オサエ

良好
微細な白色粗砂
少量

内:灰N 5/
外:灰N 5/,灰7.5Y 6/1

1/4程度 ○ 東播系

青磁 碗 復元口径16.0,残高4.3
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→片彫鎬蓮弁文→施釉

良好 緻密
素地:明紫灰5P 7/1
釉:灰オリーブ7.5Y 5/2

口縁部～
体部片

龍泉窯系
(Ⅱ-b)

青磁 碗 残高6.8
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→片彫鎬蓮弁文→施釉

良好 緻密
素地:灰白N 8/
釉:明緑灰7.5GY 7/11

口縁部～
体部片

龍泉窯系
(Ⅱ-b)

土師器 壺 残高9.0
内:回転ナデ→ケズリ
外:回転ナデ→ハケ

良好
～2mmの白色粗
砂・雲母

内:にぶい橙7.5YR 7/4
外:にぶい黄橙10YR 7/3

頸部～肩
部片

土師器 甑 残高6.9
内:回転ナデ→ケズリ
外:回転ナデ→タテハケ

良好
～3mmの白色細
礫

内:橙5YR 6/6
外:にぶい橙7.5YR 7/4

体部片

瓦器 埦
復元口径14.9,復元高台径6.8,
器高5.8

内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ

やや不良
微細な白色粗砂
多量

内外:灰白10YR 7/1 3/4程度 ○

瓦器 埦 復元口径15.0,残高4.5
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ,オサエ

やや不良
～3mmの細礫少
量

内外:灰白N 8/,灰N 5/
口縁部～
高台部片

瓦器 埦 復元高台径6.4,残高2.7
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ

やや不良
～2mmの粗砂少
量

内:灰N 6/
外:灰N 5/

体部～高
台部片

須恵質
土器

鉢 残高3.1
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～4mmの白色細
礫

内:灰白2.5Y 7/1
外:灰白2.5Y 7/1,灰N 5/

口縁部片 東播系

白磁 碗 残高2.7
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白2.5Y 7/1
釉:灰白5Y 7/1

口縁部片 (Ⅳ)

白磁 皿 復元口径9.8,器高2.2
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰黄2.5Y 7/2
釉:灰オリーブ5Y 6/2

1/3程度 (Ⅷ-1a)

土師器 高坏 残高2.0
内:回転ナデ→ナデ
外:回転ナデ→オサエ,ナデ

良好 微細な白色粗砂
内:灰黄2.5Y 6/2
外:橙5YR 6/6

坏部片

土師器 甕 残高7.1
内:回転ナデ
外:回転ナデ→ヨコハケ

良好
～2mmの白色粗
砂多量

内:にぶい橙2.5YR 6/4,暗赤灰2.5YR 3/1
外:橙2.5YR 6/6

口縁部～
頸部片

土師器 移動式竃 残高7.7
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～3mmの白色細
礫多量

内外:明赤褐2.5YR 5/6 焚口部片 ○

須恵器 坏身 復元底径7.6,残高2.7
内:回転ナデ
外:回転ナデ→回転ヘラケズリ

良好
～1mmの白色粗
砂

内:褐灰7.5YR 4/1
外:灰N 5/

受部～底
部片

土師器 小皿 口径7.5,底径6.1,器高0.9
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
～1mmの白色粗
砂・雲母

内:にぶい褐7.5YR 5/3
外:橙7.5YR 6/6

1/2程度

土師器 小皿 口径8.1,底径5.5,器高1.25
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ

やや不良 微細な白色粗砂 内外:淡赤橙2.5YR 7/4 3/4程度

土師器 小皿 復元口径8.1,復元底径5.9,器高1.1
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→(板状圧痕)

やや不良
微細な白色粗
砂・雲母

内外:浅黄橙7.5YR 8/4,褐灰7.5YR 4/1
口縁部～
底部片

土師器 坏 復元口径12.2,残高2.9
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ

良好
～2mmの粗砂多
量

内外:にぶい橙5YR 6/6,橙5YR 6/6 1/2程度

瓦器 埦
復元口径15.8,復元高台径6.5,
器高5.9

内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→オサエ

良好
～1mmの白色粗
砂

内:灰白7.5Y 7/1,灰N 5/
外:灰白7.5Y 8/1,灰N 6/

口縁部～
高台部片

瓦器 埦
復元口径16.2,復元高台径5.9,
器高5.6

内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→オサエ

良好 微細な粗砂 内外:灰白N 8/,灰N 5/,4/ 2/3程度

瓦器 埦
復元口径16.6,復元高台径6.4,
器高5.9

内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ハケ,オサエ

やや不良 微細な粗砂
内:灰白2.5Y 8/1,8/2,灰N 4/
外:灰白2.5Y 8/1,8/2

1/2程度

瓦器 埦
復元口径16.3,復元高台径6.8,
器高6.0

内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→オサエ

やや不良 微細な黒色粗砂 内外:灰白10YR 8/1,8/2,黄灰2.5Y 6/1 1/2程度

瓦器 埦
復元口径16.3,復元高台径7.2,
器高5.8

内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→オサエ

良好 緻密 内外:明褐灰5YR 7/1,褐灰5YR 6/1 2/3程度 ○

土師質
土器

鍋 残高12.0 ナデ,オサエ 良好
微細な白色粗砂
多量

灰白10YR 8/2,灰黄褐10YR 5/2,
にぶい橙7.5YR 7/4

脚部片

土師質
土器

鍋 残高15.1 ナデ,ハケ,オサエ やや不良
～1mmの白色粗
砂多量

褐灰10YR 4/1,灰白2.5Y 8/1,灰黄2.5Y 7/2 脚部片 ○

瓦質土器 鍋 復元口径32.6,残高11.1
内:回転ナデ→ヨコハケ
外:回転ナデ→タテハケ

良好
～2mmの灰色粗
砂

内:褐灰7.5Y 6/1,黒7.5Y 2/1
外:黒7.5Y 2/1

1/4程度 ○ スス付着

瓦質土器 鍋 残高6.1
内:回転ナデ→ヨコハケ
外:回転ナデ→タテハケ

良好 ～3mmの細礫
内:灰白10YR 8/2,灰黄褐10YR 5/2
外:灰黄褐10YR 5/2

口縁部～
体部片

須恵質
土器

片口鉢 残高5.7
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～2mmの白色粗
砂

内外:灰N 6/
口縁部～
体部片

東播系
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表 11    出土遺物観察表 11

掲載
番号

出土
遺構

種別 器種 法　量（cm） 調　整 焼成 胎　土 色　調 残　存
写
真

備考

陶器 耳壺 残高1.9
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ

良好 微細な黒色粗砂
素地:灰N 6/
釉:オリーブ黒7.5Y 3/2

口縁部片 中国陶器

陶器 大甕 残高8.0
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～1mmの白色粗
砂

内:灰赤7.5R 4/2
外:暗赤褐7.5R 3/2

胴部片 備前

白磁 碗 残高2.9
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 微細な黒色粗砂
素地:灰白N 8/
釉:灰白5Y 7/1

口縁部片 (Ⅳ)

白磁 皿 復元口径9.1,残高1.6
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白2.5Y 7/1
釉:灰黄2.5Y 6/2

口縁部～
体部片

(Ⅱ-1a
 orⅢ)

白磁 皿 復元口径9.6,残高2.4
内:ロクロナデ→施釉→口禿げ
外:ロクロナデ→施釉→口禿げ

良好 緻密
素地:灰白N 8/
釉:灰白10Y 7/1

口縁部～
体部片

(Ⅸ)

白磁 皿 復元底径5.1,残高1.9
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白5Y 7/1
釉:灰オリーブ5Y 6/2

底部片 (Ⅷ-1a)

青磁 碗 復元口径17.4,高台径5.0,器高6.35
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→片彫鎬蓮弁文→施釉

良好 微細な黒色粗砂
素地:灰白5Y 7/1
釉:灰オリーブ5Y 5/3

口縁部～
高台部片

龍泉窯系
(Ⅱ-b)

青磁 碗 高台径5.0,残高6.35
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→片彫鎬蓮弁文→施釉

良好 微細な黒色粗砂
素地:灰白N 7/
釉:灰オリーブ5Y 5/2

体部～高
台部片

龍泉窯系
(Ⅱ-b)

青磁 碗 残高6.1
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→片彫鎬蓮弁文→施釉

良好
微細な黒色粗砂
少量

素地:灰白N 7/
釉:灰オリーブ5Y 5/2

口縁部～
体部片

龍泉窯系
(Ⅱ-b)

青磁 蓋 残高2.05
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ

良好 緻密
素地:灰白N 7/
釉:オリーブ灰10Y 6/2

摘部片

瓦器 埦 残高5.1
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→オサエ,ヘラミガキ

良好
微細な黒色粗砂
少量

内:灰白5Y 7/1
外:灰白5Y 7/1,灰N 4/

口縁部片

瓦器 小皿 復元口径8.1,器高1.55
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ

やや不良 微細な粗砂多量
内:灰白2.5Y 8/1
外:灰白2.5Y 8/1,灰N 4/

1/3程度

土師質
土器

鍋 残高5.2
内:回転ナデ→ヨコハケ
外:回転ナデ→タテハケ

良好
～3mmの白色細
礫

内:にぶい橙7.5YR 7/4
外:にぶい橙7.5YR 7/4,灰黄褐10YR 5/2

口縁部～
体部片

青磁 碗 復元高台径6.2,残高3.3
内:ロクロナデ→片彫文→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰N 6/
釉:灰オリーブ5Y 6/2

体部～高
台部片

龍泉窯系
(Ⅰ-2)

土師器 鉢 口径12.6,器高4.6
内:回転ナデ
外:回転ナデ

不良
～2mmの白色粗
砂多量

内:橙5YR 6/8
外:橙5YR 7/8,7/6

完形 ○

土師器 高坏 復元口径15.6,残高4.4
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～2mmの白色粗
砂少量

内:橙2.5YR 6/6
外:橙2.5YR 6/8

坏部片

土師器 高坏 復元脚部径13.3,残高8.5
内:回転ナデ→ケズリ,シボリ
外:回転ナデ

良好
～2mmの白色粗
砂多量

内外:橙2.5YR 6/6 脚部片

土師器 直口壺 口径10.1,器高15.4
内:回転ナデ
外:回転ナデ→ナナメハケ,オサエ

良好 ～1mmの粗砂
内:橙7YR 7/6
外:橙7YR 7/6,暗灰N 3/

完形 ○

土師器 鉢 復元口径11.2,器高5.4
内:回転ナデ
外:回転ナデ→ヨコハケ

良好 ～4mmの細礫
内:橙2.5YR 6/6,にぶい黄橙10YR 7/4
外:褐灰10YR 4/1

1/3程度

土師器 坏 残高5.1
内:回転ナデ
外:回転ナデ

やや不良
～3mmの細礫多
量

内外:にぶい橙7.5YR 7/4 口縁部片

土師器 高坏 残高2.65
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～2mmの白色粗
砂・雲母少量

内:にぶい橙5YR 6/4
外:橙2.5YR 6/6

坏部片

土師器 高坏 残高2.15
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～1mmの白色粗
砂少量

内:にぶい黄橙10YR 7/3
外:にぶい褐7.5YR 6/3

坏部～脚
部片

土師器 高坏 残高3.6
内:回転ナデ→シボリ
外:回転ナデ→タテハケ

良好
～2mmの白色粗
砂・雲母少量

内外:にぶい赤褐5YR 5/3 脚部片

土師器 高坏 残高1.9
内:回転ナデ→ヘラケズリ
外:回転ナデ

良好
～1mmの粗砂・
雲母多量

内:明赤褐5YR 5/6
外:明黄褐10YR 6/6

脚部片

土師器 壺or甕 残高4.4
内:回転ナデ→ハケ
外:回転ナデ

良好
～1mmの粗砂・
雲母

内外:橙5YR 6/6
口縁部～
頸部片

土師器 甑 残高3.0 ナデ,ケズリ 良好
～1mmの白色粗
砂少量

内外:明赤褐5YR 5/6 底部片 ○ 多孔式

須恵器 壺 残高2.6
内:回転ナデ
外:回転ナデ

やや不良
微細な粗砂・雲
母少量

内:赤灰10R 5/1,灰赤10R 5/2
外:灰N 4/

口縁部片

陶質土器 壺 残高5.45
内:回転ナデ
外:回転ナデ→縄目タタキ→沈線

良好
～1mmの白色粗
砂少量

内:灰N 5/
外:赤褐10R 5/4

胴部片 ○

土師器 高坏 残高2.8
内:回転ナデ
外:回転ナデ→ナナメハケ

良好
～1.5mmの白色
粗砂・雲母少量

内外:明赤褐2.5YR 5/6 口縁部片

土師器 壺 残高4.9
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
微細な粗砂・雲
母多量

内外:浅黄橙10YR 8/3 口縁部片

土師器 壺 残高2.5
内:回転ナデ→ヘラケズリ
外:回転ナデ

良好
～2mmの白色粗
砂・雲母少量

内外:にぶい黄橙10YR 7/3 頸部片

須恵質
土器

鉢 残高4.4
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好 微細な粗砂多量 内外:灰白2.5Y 8/1,7/1 口縁部片 東播系

瓦器 埦 復元高台径6.2,残高1.7
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→オサエ

やや不良
微細な黒色粗
砂・雲母

内:灰白10YR 7/1
外:灰白2.5Y 8/1

底部～高
台部片

土師器 小皿 復元口径8.65,底径7.0,器高1.1
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好 ～2mmの粗砂 内外:にぶい黄橙10YR 7/3 1/2程度

土師器 小皿 復元口径8.4,底径6.0,器高1.3
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好 ～6mmの中礫 内外:灰黄褐10YR 5/2 2/3程度

瓦器 埦 復元口径15.8,残高5.9
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ

良好 緻密
内:灰白N 8/,7/,灰N 4/
外:灰白N 8/,灰N 4/

口縁部～
体部片

瓦器 小皿 復元口径8.8,底径6.5,器高1.35
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好 微細な粗砂
内:灰N 5/
外:灰N 7/

1/2程度

土師質
土器

鍋 残高9.0
内:回転ナデ→ヨコハケ
外:回転ナデ→オサエ

やや不良
～4mmの白色細
礫多量

内:灰白10YR 8/2
外:灰白10YR 8/2,灰黄褐10YR 6/2

口縁部～
体部片

土師質
土器

鍋 残高3.2
内:回転ナデ→ヨコハケ
外:回転ナデ→オサエ

良好 微細な粗砂
内:浅黄橙10YR 7/3
外:灰黄褐10YR 6/2

口縁部片

瓦質土器 鍋 復元口径29.0,残高11.4
内:回転ナデ→ヨコハケ
外:回転ナデ→ナナメハケ,オサエ

良好 微細な粗砂 内外:灰N 4/
口縁部～
体部片

須恵質
土器

鉢 復元口径14.1,残高4.45
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
微細な白色粗砂
少量

内:灰白N 7/
外:灰白2.5Y 7/1,灰N 5/

口縁部片 東播系

須恵質
土器

鉢 残高6.7
内:回転ナデ
外:回転ナデ→オサエ

良好 ～2mmの粗砂 内外:灰N 6/
口縁部～
体部片

東播系

陶器
水柱or
耳壺

復元底径8.0,残高4.45
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→ケズリ

良好
～1mmの粗砂少
量

素地:灰褐7.5YR 6/2,5/2,にぶい黄褐5YR 5/3
釉:にぶい黄褐10YR 5/4

体部～底
部片

中国陶器

白磁 碗 残高1.9
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好
微細な黒色粗砂
少量

素地:灰白N 8/
釉:灰白7.5Y 8/1

口縁部片 (Ⅳ)

白磁 碗 残高2.45
内:ロクロナデ→櫛目文→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好
微細な黒色粗砂
少量

素地:灰白2.5Y 8/1
釉:灰白2.5Y 7/1

口縁部片 (Ⅴ-4b)

白磁 皿 残高3.3
内:ロクロナデ→施釉→口禿げ
外:ロクロナデ→施釉→口禿げ

良好 緻密
素地:灰白7.5Y 8/1
釉:灰白10Y 7/1

口縁部片 (Ⅸ)

白磁 皿 復元口径10.0,残高1.6
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 微細な粗砂少量
素地:灰白2.5Y 7/1
釉:灰黄2.5Y 6/2

口縁部～
体部片

(Ⅷ)
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表 12    出土遺物観察表 12

掲載
番号

出土
遺構

種別 器種 法　量（cm） 調　整 焼成 胎　土 色　調 残　存
写
真

備考

青磁 碗 復元口径16.2,残高6.2
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白N 7/
釉:灰オリーブ5Y 6/2

口縁部～
底部片

龍泉窯系
(Ⅰ-1)

青磁 碗 残高4.2
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→片彫鎬蓮弁文→施釉

良好 緻密
素地:灰白N 7/
釉:オリーブ灰5GY 6/1

口縁部片
龍泉窯系
(Ⅱ-b)

青磁 碗 残高4.2
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→片彫鎬蓮弁文→施釉

良好 緻密
素地:灰白7.5Y 7/1
釉:オリーブ灰10Y 6/2

口縁部片
龍泉窯系
(Ⅱ-b)

青磁 皿 復元口径9.6,残高1.9
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白7.5Y 7/1
釉:明オリーブ灰2.5GY 7/1

1/4程度
龍泉窯系
(Ⅰ-2a)

土師器 高坏 復元脚部径12.7,残高4.7
内:回転ナデ→ヘラケズリ
外:回転ナデ→タテハケ

良好
～2mmの白色・
褐色粗砂・雲母
少量

内:橙5YR 6/6
外:橙2.5YR 6/8

脚部片

土師器 甕 残高2.65
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
微細な白色・褐
色粗砂・雲母少
量

内外:にぶい黄橙10YR 7/3 口縁部片

須恵器 小壺 残高3.4
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～1mmの白色・
褐色粗砂少量

内:灰白2.5Y 7/1
外:黄灰2.5Y 6/1

肩部～胴
部片

須恵器 甕 残高3.3
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～2mmの粗砂少
量

内外:灰N 6/ 頸部片

土師器 坏 復元口径13.6,復元底径9.8,器高2.4
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
微細な粗砂・雲
母少量

内:にぶい橙7.5YR 6/4,褐灰10YR 5/1
外:にぶい黄橙10YR 7/3,褐灰10YR 5/1

口縁部～
底部片

瓦器 埦 復元口径8.4,残高6.0
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→オサエ

良好 ～1mmの粗砂 内外:灰白N 8/,灰N 5/
口縁部～
体部片

土師質
土器

鍋 残高6.1
内:回転ナデ→ヨコハケ
外:回転ナデ→オサエ

良好 微細な白色粗砂
内:にぶい橙7.5YR 7/4
外:にぶい橙7.5YR 7/4,灰褐7.5YR 4/1

口縁部～
体部片

土師質
土器

羽釜 復元口径30.8,残高4.15
内:回転ナデ→ヨコハケ
外:回転ナデ

良好
～2mmの白色・
褐色粗砂少量

内:にぶい黄橙10YR 7/3
外:浅黄橙10YR 8/3,にぶい橙5YR 7/4

口縁部～
体部片

瓦質土器 鉢 復元底径12.0,残高4.1
内:回転ナデ→ナナメハケ
外:回転ナデ→タテハケ,オサエ

良好
～3mmの細礫・
雲母少量

内:灰白2.5Y 7/1
外:黄灰2.5Y 4/1,灰白2.5Y 8/1

体部～底
部片

白磁 碗 復元高台径6.7,残高2.6
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ

良好
～1mmの粗砂少
量

素地:灰白5Y 7/1
釉:灰白7.5Y 7/1

底部～高
台部片

(Ⅳ)

土師器 鉢 復元口径11.6,残高4.6
内:回転ナデ→ナナメハケ
外:回転ナデ→ハケ

良好
～2mmの白色粗
砂少量

内:にぶい橙7.5YR 7/4
外:にぶい黄橙10YR 7/3,明赤褐5YR 5/6

口縁部～
体部片

土師器 高坏 復元口径17.6,残高3.85
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～1mmの白色粗
砂・金雲母少量

内:橙2.5YR 6/6
外:橙5YR 6/6

坏部片

土師器 高坏 復元脚部径13.4,残高1.85
内:回転ナデ→ヘラケズリ
外:回転ナデ

良好
～2mmの白色粗
砂・金雲母少量

内:にぶい橙7.5YR 7/4
外:橙2.5YR 6/8

脚部片

白磁 皿 底径4.6,残高0.8
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白7.5Y 7/1
釉:灰オリーブ7.5Y 6/2

底部片 (Ⅷ-1a)

土師器 小皿 口径9.5,底径6.2,器高1.2
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
～3mmの細礫・
雲母

内外:橙5YR 6/8 ほぼ完形

土師器 小皿 復元底径6.8,残高1.1
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
～4mmの細礫・
雲母

内外:橙7.5YR 6/6 底部片

白磁 皿 復元底径3.2,残高1.25
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ

良好
～0.5mmの粗砂
少量

素地:灰白2.5Y 8/1
釉:灰黄2..5Y 7/2

底部片 (Ⅵ-1)

土師器 小皿 復元口径7.7,底径5.6,器高0.9
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→(板状圧痕)

良好
～3mmの細礫・
雲母

内外:にぶい黄橙10YR 7/4,橙5YR 6/6
口縁部～
底部片

土師器 小皿 復元口径8.2,底径5.9,器高1.1
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好 ～4mmの細礫 内外:浅黄橙10YR 8/3,橙7.5Y 7/6 1/2程度

土師器 坏 復元口径14.0,復元底径9.6,器高2.4
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
～7mmの中礫・
雲母

内外:橙7.5YR 6/6 1/4程度

青磁 碗 復元口径16.0,残高5.05
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→片彫鎬蓮弁文→施釉

良好 微細な粗粗少量
素地:灰白2.5Y 7/1
釉:オリーブ灰2.5GY 6/1

口縁部～
体部片

龍泉窯系
(Ⅱ-b)

土師器 移動式竃 残高4.9
内:ヨコナデ→ヨコ・タテハケ
外:ヨコナデ→ヨコハケ

良好
～2mmの粗砂多
量

内外:橙5YR 6/6 焚口部片 ○

土師器 坏 復元底径7.9,残高1.7
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→(板状圧痕)

良好 微細な粗砂 内外:にぶい橙7.5YR 6/4 底部片

瓦器 埦 復元高台径6.2,残高3.7
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ

良好
～2mmの白色粗
砂

内:褐灰10YR 6/1
外:褐灰10YR 5/1

体部～高
台部片

瓦器 埦
復元口径14.7,復元高台径5.7,
器高5.6

内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→ナデ,オサエ

やや不良 微細な粗砂多量 内外:灰N 4/,灰白N 1/
口縁部～
高台部片

瓦器 埦 復元高台径6.5,残高2.3
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→オサエ

良好 微細な白色粗砂 内外:灰N 7/
体部～高
台部片

土師質
土器

鍋 残高6.5 ナデ,ケズリ 良好
～1mmの白色粗
砂・雲母多量

内外:にぶい橙5Y 6/4 脚部片

陶器 耳壺 復元口径12.6,残高4.55
内:ロクロナデ→ケズリ　
外:ロクロナデ

良好
～1mmの白色粗
砂少量

内:灰白5Y 7/1,にぶい黄橙10YR 6/3
外:黄灰2.5Y 6/1

口縁部～
肩部片

中国陶器

陶器 甕 復元底径12.2,残高4.9
内:ロクロナデ→ケズリ
外:ロクロナデ→ケズリ

良好
～2mmの白色粗
砂少量

内:灰黄褐10YR 5/2
外:にぶい橙5YR 6/3,にぶい橙7.5YR 7/4

体部～底
部片

中国陶器

青磁 碗 高台径6.2,残高3.3
内:ロクロナデ→片彫花文→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白5Y 7/1
釉:灰オリーブ7.5Y 5/2

体部～高
台部片

龍泉窯系
(Ⅰ-2)

土師器 小皿 口径8.3,底径5.4,器高0.9
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
微細な白色・茶
褐色粗砂少量

内:橙5YR 6/6,灰5Y 5/1
外:灰白10YR 8/1,灰5Y 5/1

完形 ○

土師器 坏 復元口径14.8,復元底径9.8,器高3.4
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
～2mmの白色粗
砂・雲母

内外:にぶい黄橙10YR 6/3 1/3程度

白磁 碗 復元高台径6.0,残高4.3
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白2.5Y 7/1
釉:灰白7.5Y 7/1

体部～高
台部片

(Ⅳ)

白磁 皿 復元口径10.1,残高2.65
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好
微細な白色粗砂
少量

素地:灰白10YR 8/1
釉:灰白7.5Y 8/1

口縁部～
体部片

(Ⅱ-1a
 orⅢ)

土師器 高坏 残高4.7
内:回転ナデ　
外:回転ナデ

良好
～2mmの白色粗
砂・雲母少量

内:明赤褐2.5YR 5/8,赤灰2.5YR 4/1
外:にぶい赤褐5YR 5/4,褐灰5YR 4/1

口縁部片

土師器 高坏 残高5.0
内:回転ナデ→ヨコハケ
外:回転ナデ→ケズリ,ナナメハケ

良好 ～2mmの粗砂 内外:にぶい赤褐5YR 5/4 口縁部片

土師器 小壺 残高3.85
内:回転ナデ→オサエ,ケズリ　
外:回転ナデ→ハケ

良好
～2mmの白色粗
砂少量

内外:橙2.5YR 6/8
頸部～体
部片

土師器 甕 残高4.8
内:回転ナデ→ケズリ
外:回転ナデ

良好
微細な粗砂・雲
母多量

内:褐灰10YR 4/1
外:褐灰10YR 4/1,にぶい黄橙10YR 7/3

口縁部～
肩部片

土師器 甕 復元口径24.0,残高1.85
内:回転ナデ　
外:回転ナデ

良好
～2mmの白色粗
砂・雲母少量

内:にぶい橙7.5YR 6/4
外:明赤褐2.5YR 5/6

口縁部片

土師器 小皿 口径8.1,底径7.0,器高1.9
内:ロクロナデ→ナデ　
外:ロクロナデ→(板状圧痕)

良好
～3mmの細礫・
雲母多量

内外:橙5YR 6/8 完形 ○

土師器 小皿 復元口径10.4,復元底径9.0,器高1.2
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ

良好
～1mmの粗砂・
雲母

内外:にぶい黄2.5Y 6/3 1/4程度

土師器 坏 復元口径15.0,器高3.2
内:ロクロナデ　
外:ロクロナデ

良好
～2mmの粗砂・
雲母

内外:橙5YR 6/6
口縁部～
底部片

土師器 埦
復元口径16.8,復元高台径6.3,
器高5.2

内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ

良好 ～4mmの細礫 内外:灰白10YR 8/2 1/3程度
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表 13    出土遺物観察表 13

掲載
番号

出土
遺構

種別 器種 法　量（cm） 調　整 焼成 胎　土 色　調 残　存
写
真

備考

瓦器 埦 口径16.0,高台径7.1,器高6.8
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ,オサエ

良好
～1mmの白色粗
砂少量

内外:灰N 4/,灰白10YR 8/1 ほぼ完形 ○

瓦器 埦 復元口径15.2,残高5.6
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→オサエ

良好 微細な粗砂 内外:灰7.5Y 6/1
口縁部～
体部片

瓦器 小皿 復元口径11.0,復元底径8.4,器高1.5
内:ロクロナデ　
外:ロクロナデ→糸切り

良好 ～1mmの粗砂 内外:灰白2.5Y 8/1,灰N 5/
口縁部～
底部片

瓦器 小皿 復元口径10.0,底径5.6,器高1.6
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→オサエ

良好 ～2mmの粗砂 内外:褐灰10YR 6/1
口縁部～
底部片

土師質
土器

鍋 残高4.4
内:回転ナデ→ヨコハケ
外:回転ナデ

良好
微細な粗砂・雲
母

内:橙5YR 6/6
外:灰褐7.5YR 4/2

口縁部片

土師質
土器

羽釜 残高8.1
内:回転ナデ
外:回転ナデ→ハケ

良好
微細な白色・黒
色粗砂・雲母多
量

内:にぶい橙7.5YR 7/4,灰褐7.5YR 5/1
外:明赤褐2.5YR 5/6,灰褐7.5YR 4/2

口縁部～
体部片

白磁 碗 残高3.15
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好
微細な黒色粗砂
少量

素地:灰5Y 6/1
釉:灰5Y 6/1

口縁部～
体部片

(Ⅴ-4a)

青磁 碗 復元口径16.4,残高6.1
内:ロクロナデ→櫛点描文→施釉
外:ロクロナデ→櫛目文→施釉

良好 緻密
素地:灰N 7/
釉:灰オリーブ7.5Y 6/2

口縁部～
体部片

同安窯系
(Ⅰ-1b)

土師器 高坏 残高8.9
内:回転ナデ→ケズリ,シボリ
外:回転ナデ→タテハケ

良好
～2mmの白色粗
砂

内:橙5YR 7/6
外:橙5YR 6/6,浅黄橙7.5YR 8/4

坏部～脚
部片

土師器 高坏 残高2.3
内:回転ナデ
外:回転ナデ→タテハケ

良好
～1mmの白色粗
砂・雲母多量

内:にぶい橙7.5YR 7/4,赤橙10R 6/6
外:赤橙10R 6/6,にぶい橙7.5YR 7/3

坏部片

土師器 坏 残高2.8
内:回転ナデ　
外:回転ナデ

良好
～1mmの白色粗
砂

内外:橙5YR 6/6 口縁部片

須恵器 台付壺 復元底径13.8,残高3.2
内:回転ナデ→ケズリ　
外:回転ナデ

良好
～3mmの白色細
礫多量

内:灰5Y 5/1,6/1
外:灰N 6/

底部～高
台部片

陶質土器 壺 残高5.4
内:回転ナデ→ナデ　
外:回転ナデ→ナデ

良好
～1.5mmの粗砂
少量

内外:青灰5PB 5/1 頸部片 ○

瓦器 埦 復元口径15.2,残高5.3
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ,オサエ

良好
～2mmの白色粗
砂

内:灰白2.5Y 7/1,黄灰2.5Y 6/1
外:黄灰2.5Y 5/1,灰白2.5Y 7/1

口縁部～
体部片

瓦器 埦 残高3.5
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ

良好
～1mmの粗砂・
雲母

内:灰白5Y 8/1,灰N 4/
外:灰白5Y 8/1,灰N 5/

口縁部片

土師質
土器

羽釜 残高3.75
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～1mmの粗砂少
量

内外:橙5YR 7/6
口縁部～
体部片

土師質
土器

鍋 残高4.5
内:回転ナデ→ヨコハケ
外:回転ナデ→タテハケ

良好
～1mmの白色粗
砂多量

内:灰白10YR 8/2,暗灰N 3/
外:橙2.5YR 7/6,灰白10YR 8/2

口縁部～
体部片

須恵質
土器

片口鉢 復元口径29.5,残高5.5
内:回転ナデ
外:回転ナデ→オサエ

良好
～7mmの白色中
礫多量

内:灰N 6/
外:灰N 6/,5/

口縁部～
体部片

東播系

陶器 甕 残高14.7
内:回転ナデ→ナデ,オサエ
外:回転ナデ→ナデ,オサエ,タタキ

良好 ～4mmの細礫
内:褐灰10YR 6/1
外:褐灰7.5YR 5/1

胴部片 ○ 常滑

白磁 碗 残高2.9
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好
微細な白色・黒
色粗砂

素地:灰白7.5Y 7/1
釉:明オリーブ灰2.5GY 7/1

口縁部片 (Ⅳ)

白磁 皿 復元高台径4.4,残高1.5
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 微細な粗砂
素地:灰白5Y 7/1
釉:灰オリーブ5Y 6/2

体部～高
台部片

(Ⅱ-1)

白磁 皿 復元口径8.0,復元底径4.0,器高1.9
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白2.5Y 7/1
釉:灰オリーブ7.5Y 6/2

口縁部～
底部片

(Ⅷ-1a)

青磁 碗 復元高台径7.0,残高3.7
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白N 7/
釉:灰オリーブ7.5Y 5/2

体部～高
台部片

龍泉窯系
(Ⅰ-1a)

青磁 碗 復元高台径6.2,残高2.9
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 微細な粗砂
素地:灰白10YR 7/1
釉:暗灰黄2.5Y 5/2

体部～高
台部片

龍泉窯系
(Ⅰ-1a)

青磁 碗 高台径4.6,残高2.3
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→櫛目文→施釉

良好 微細な粗砂
素地:灰白10Y 8/1
釉:オリーブ黄7.5Y 6/3

底部～高
台部片

同安窯系
(Ⅰ-1b)

青磁 皿 復元底径3.8,残高1.0
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白N 7/
釉:明オリーブ灰2.5GY 7/1

底部片 龍泉窯系

土師器 高坏 残高3.6
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～2mmの粗砂少
量

内外:橙5YR 6/6 口縁部片

土師器 高坏 残高2.5
内:回転ナデ→ハケ
外:回転ナデ→オサエ

良好 ～3.5mmの細礫 内外:橙2.5YR 6/6 坏部片

土師器 高坏 残高1.5
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～1mmの粗砂少
量

内外:橙2.5YR 6/8 坏部片

土師器 甕 残高3.6
内:回転ナデ→ヨコハケ,ケズリ
外:回転ナデ→タテハケ

良好
～1mmの白色粗
砂・雲母多量

内:にぶい黄褐10YR 5/3
外:灰黄褐10YR 6/2,浅黄橙10YR 8/3

口縁部～
頸部片

土師器 埦 残高1.5
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ

やや不良
～4mmの白色細
礫

内:灰白10YR 8/1,淡赤橙2.5YR 7/3
外:灰白10YR 8/2,淡赤橙2.5YR 7/3

底部～高
台部片

瓦器 埦 残高3.2
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ

良好 微細な白色粗砂 内外:灰白N 7/,灰N 6/ 口縁部片

須恵質
土器

鉢 残高5.1
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～1mmの白色粗
砂多量

内外:灰白5Y 7/1 口縁部片 東播系

白磁 碗 残高1.7
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 微細な粗砂
素地:灰白N 8/
釉:明オリーブ灰2.5GY 7/1

口縁部片 (Ⅳ)

弥生土器 甕 残高11.45
内:ヨコナデ→ナデ
外:ヨコナデ→タテハケ→沈線

良好
微細な白色粗
砂・金雲母多量

内外:橙2.5YR 6/6,褐灰5YR 4/1
口縁部～
胴部片

○

弥生土器 甕 残高5.8
内:ヨコナデ→ナデ
外:ヨコナデ→タテハケ

良好
～2.5mmの白色
粗砂多量

内:橙5YR 6/6,橙7.5YR 7/6
外:にぶい褐7.5YR 5/3,褐灰7.5YR 4/1

口縁部～
胴部片

弥生土器 甕 残高5.8
内:ヨコナデ→ナデ
外:ヨコナデ→ナナメハケ

良好
～2mmの白色粗
砂多量

内:浅黄橙7.5YR 8/4,にぶい橙7.5YR 7/4
外:にぶい橙10YR 7/3,灰黄褐10YR 5/2

口縁部～
胴部片

弥生土器 甕 底径7.1,残高4.6
内:ヨコナデ→オサエ
外:ヨコナデ→ナデ,オサエ

良好
～4mmの細礫多
量

内外:明赤褐2.5YR 5/6 底部片

瓦器 埦 残高3.1
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→オサエ

良好 微細な白色粗砂
内:にぶい黄橙10YR 7/2,灰黄褐10YR 6/2
外:灰白10YR 7/1,灰N 4/

口縁部～
体部片

土師器 坏 口径15.0,底径7.3,器高3.5
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～3mmの白色・
黒色細礫多量

内:橙7.5YR 7/6
外:橙5YR 7/6

4/5程度 ○ 丹塗

土師器 埦 高台径7.6,残高3.5
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→オサエ

良好
微細な白色粗砂
多量

内:灰白10YR 8/2,灰N 5/
外:灰白10YR 8/1,灰N 6/

体部～高
台部片

土師器 埦 復元口径16.6,残高3.3
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ

良好 緻密 内外:灰白10YR 8/2
口縁部～
体部片

瓦器 埦 復元高台径8.2,残高2.8
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好 緻密
内:灰N 6/
外:灰白7.5Y 8/1

底部～高
台部片

土師質
土器

鍋 残高2.3
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好 ～1mmの粗砂 内外:にぶい黄橙10YR 7/2 口縁部片

土師器 小皿 復元口径7.4,復元底径5.7,器高1.2
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
～2mmの白色粗
砂多量

内外:浅黄橙7.5YR 8/3 3/4程度

土師器 小皿 復元口径7.4,復元底径4.4,器高1.4
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ

良好
～2.5mmの粗砂
多量

内外:橙5YR 7/6
口縁部～
底部片

土師器 小皿 口径8.2,底径5.35,器高1.1
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
～1mmの白色粗
砂・雲母多量

内外:にぶい橙7.5YR 6/4 ほぼ完形
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表 14    出土遺物観察表 14

掲載
番号

出土
遺構

種別 器種 法　量（cm） 調　整 焼成 胎　土 色　調 残　存
写
真

備考

土師器 小皿 口径7.8,底径6.4,器高0.95
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
～1mmの白色粗
砂・雲母多量

内:にぶい橙5YR 6/4,灰褐7.5YR 5/2
外:にぶい橙5YR 6/4,にぶい黄橙10YR 7/3

ほぼ完形

土師器 小皿 復元口径8.0,復元底径5.4,器高1.2
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

やや不良
～3mmの細礫多
量

内外:橙5YR 7/6 1/2程度

土師器 小皿 口径8.8,底径6.5,器高1.35
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～3mmの白色細
礫・雲母多量

内外:にぶい橙7.5YR 6/4 ほぼ完形

土師器 小皿 口径7.9,底径7.4,器高1.5
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～1mmの白色粗
砂・雲母多量

内:にぶい黄橙10YR 6/3
外:にぶい橙7.5YR 7/4

ほぼ完形

土師器 埦 復元口径14.5,残高4.2
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ

良好
～2mmの白色粗
砂

内:灰白10YR 8/2,褐灰10YR 5/1
外:浅黄橙10YR 8/3,にぶい5YR 7/4

口縁部～
体部片

土師器 埦 高台径6.3,残高2.7
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ

良好 ～3.5mmの細礫 内外:灰白10YR 8/2
体部～高
台部片

瓦器 碗 残高3.6
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ

良好 微細な粗砂 内外:灰白10YR 8/1
口縁部～
体部片

瓦器 埦 復元口径16.8,残高2.5
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ

良好 緻密
内:灰白5Y 7/1
外:灰白2.5Y 7/1,灰5Y 5/1

口縁部片

瓦器 埦 復元高台径6.8,残高3.4
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ

良好
～1mmの白色粗
砂・雲母多量

内:灰白N 7/,灰N 4/
外:灰N 5/

体部～高
台部片

土師質
土器

鍋 復元口径45.2,残高10.9
内:回転ナデ→オサエ
外:回転ナデ→オサエ,ナデ

良好
～2mmの白色・
茶色粗砂多量

内:にぶい橙7.5YR 7/4,灰褐7.5YR 5/2
外:橙7.5YR 7/6,黒褐7.5YR 3/1

口縁部～
体部片

土師質
土器

鍋 残高5.75
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～1mmの白色粗
砂・雲母多量

内:にぶい橙7.5YR 6/4
外:灰褐7.5YR 5/2

口縁部片

白磁 碗 残高3.85
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好
～2mmの白色粗
砂

素地:灰白N 7/
釉:灰白7.5Y 7/1

口縁部～
体部片

(Ⅳ)

白磁 耳壺 残高6.9
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白7.5Y 8/1
釉:灰白10Y 7/1

胴部片

青磁 碗 復元口径15.4,残高3.4
内:ロクロナデ→飛雲文→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰5Y 6/1
釉:灰オリーブ5Y 5/2

口縁部～
体部片

龍泉窯系
(Ⅰ-4)

土師器 坏 復元底径10.0,残高2.8
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～1mmの粗砂多
量

内外:にぶい橙7.5YR 7/4
体部～底
部片

瓦器 小皿 復元口径8.8,残高1.8
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ

良好 ～0.5mmの粗砂 内外:灰N 4/
口縁部～
体部片

白磁 碗 復元口径13.6,残高2.9
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白N 7/
釉:灰白10Y 7/1

口縁部片 (Ⅳ)

白磁 碗 残高2.1
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白N 8/
釉:灰白7.5Y 7/1

口縁部片 (Ⅴ-4a)

白磁
耳壺or
水柱

復元口径11.0,残高3.5
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白N 7/
釉:灰オリーブ7.5Y 6/2

口縁部片

土師器 小皿 口径8.5,底径7.1,器高1.3
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
～2mmの粗砂・
雲母少量

内外:にぶい橙5YR 7/4,褐灰5YR 4/1 1/2程度

土師器 坏 復元口径16.4,器高2.8
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～3mmの細礫・
雲母

内:灰白10YR 7/1
外:灰白10YR 7/1,褐灰10YR 5/1,黒褐10YR 3/1

口縁部～
底部片

土師器 坏 復元口径16.4,器高3.3
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好 ～1.5mmの粗砂
内:にぶい橙5YR 7/4
外:にぶい黄橙10YR 6/3

口縁部～
底部片

土師器 埦 高台径6.6,残高2.1
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ

良好
～2mmの粗砂・
雲母少量

内:灰黄褐10YR 6/2
外:褐灰10YR 5/1,にぶい黄橙10YR 7/3

底部～高
台部片

土師器 坏 復元底径6.6,残高1.7
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
～2mmの白色粗
砂・金雲母多量

内外:にぶい橙7.5YR 7/4 底部片

土師質
土器

鍋 残高3.9
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～2mmの白色粗
砂・雲母多量

内外:にぶい橙5YR 7/4 口縁部片

土師質
土器

羽釜 残高3.4
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～2mmの白色粗
砂・雲母多量

内外:橙2.5YR 6/8,褐灰7.5YR 4/1
口縁部～
体部片

須恵質
土器

鉢 残高4.05
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～1mmの白色粗
砂少量

内外:灰白N 7/,灰N 6/,5/,4/
口縁部～
体部片

東播系

須恵質
土器

鉢 復元底径7.4,残高4.1
内:回転ナデ
外:回転ナデ→ケズリ

良好
～2mmの白色粗
砂少量

内:褐灰10YR 6/1
外:灰N 6/

体部～底
部片

東播系

須恵質
土器

甕 残高3.9
内:回転ナデ→ナデ,ケズリ
外:回転ナデ→格子目タタキ

良好
～2mmの白色粗
砂少量

内外:灰N 6/ 肩部片 亀山？

陶器 水柱 復元口径13.2,残高2.8
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好
微細な白色・褐
色粗砂少量

素地:褐灰10YR 6/1
釉:灰黄褐10YR 5/2

口縁部片 中国陶器

白磁 碗 復元口径15.2,残高4.45
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好
微細な黒色粗砂
少量

素地:にぶい黄橙10YR 7/2
釉:灰白5Y 8/1

口縁部～
体部片

(Ⅳ)

白磁 碗 復元口径16.6,残高3.4
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 微細な粗砂少量
素地:灰白10Y 8/1
釉:灰白10Y 8/1

口縁部～
体部片

(Ⅳ)

白磁 碗 残高2.3
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好
～0.5mmの黒色
粗砂少量

素地:灰白5Y 8/1
釉:灰5Y 7/1

口縁部片 (Ⅳ)

白磁 皿 復元口径11.0,残高2.4
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好
微細な黒色粗砂
少量

素地:灰白N 7/
釉:浅黄5Y 7/3

1/4程度 (Ⅵ-1a)

青磁 碗 高台径6.3,残高2.1
内:ロクロナデ→片彫蓮花文→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好
～1mmの粗砂・
雲母少量

素地:灰白N 7/
釉:灰オリーブ7.5Y 5/2

底部～高
台部片

(Ⅰ-2a)

土師器 坏 復元口径15.6,器高4.5
内:回転ナデ→ヘラミガキ(暗文)
外:回転ナデ→ヘラミガキ

良好
～2mmの白色粗
砂

内:橙5YR 6/6
外:明赤褐2.5YR 5/6,橙5YR 6/6

1/4程度 ○ 丹塗

土師器 高坏 残高4.7
内:回転ナデ→ヘラケズリ
外:回転ナデ→タテハケ

良好 ～1mmの粗砂 内外:にぶい橙7.5YR 7/4 脚部片

土師器 高坏 残高2.3
内:回転ナデ→オサエ
外:回転ナデ→オサエ

良好
～2mmの粗砂多
量

内:にぶい黄橙10YR 7/3
外:橙5YR 7/6

脚部片

土師器 甕 復元口径15.0,残高4.1
内:回転ナデ→ヘラケズリ
外:回転ナデ→タテハケ

良好
～1mmの白色粗
砂・雲母多量

内:にぶい褐7.5YR 5/3,褐灰7.5YR 4/1
外:にぶい赤褐5YR 5/3,褐灰5YR 5/1

口縁部～
頸部片

土師器 甕 残高4.5
内:回転ナデ→ハケ
外:回転ナデ→タテハケ

良好
～1mmの白色粗
砂多量

内:浅黄橙7.5YR 8/3,にぶい橙7.5YR 7/4
外:にぶい橙7.5YR 7/4

口縁部～
体部片

土師器 手捏土器 復元口径3.9,残高3.6
内:オサエ
外:オサエ

良好
～1mmの粗砂少
量

内外：浅黄橙10YR 8/4 1/4程度

土師器 手捏土器 復元口径5.7,残高2.9
内:オサエ
外:オサエ→ナデ

良好
～0.5mmの粗砂
少量

内外:にぶい黄橙10YR 7/4 口縁部片

須恵器 高坏 復元脚部径8.0,残高5.65
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～1mmの白色粗
砂

内外:灰白10YR 8/1 脚部片

須恵器 壺 残高10.0
内:回転ナデ
外:回転ナデ→ヘラケズリ

不良
～2mmの白色・
茶色粗砂多量

内:にぶい黄橙10YR 7/3
外:にぶい黄橙10YR 7/2,灰白10YR 7/1

胴部～底
部片

土師器 埦 復元口径15.4,復元底径7.0,器高5.3
内:ロクロナデ→ヘラミガキ　
外:ロクロナデ→オサエ

良好
～5mmの白色中
礫多量

内:にぶい黄橙10YR 7/4
外:橙2.5YR 7/6,灰白10YR 8/2

口縁部～
高台部片

瓦質土器 片口鉢 復元口径27.6,残高10.7
内:回転ナデ→ヨコ・ナナメハケ　
外:回転ナデ→オサエ

良好
～3mmの白色細
礫・雲母多量

内外:暗灰N 3/
口縁部～
体部片

土師器 坏 復元口径16.8,器高4.8
内:回転ナデ→ヘラミガキ
外:回転ナデ→ヘラミガキ

良好
～2mmの粗砂・
雲母

内外:明赤褐5YR 5/6 1/4程度 ○
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表 15    出土遺物観察表 15

掲載
番号

出土
遺構

種別 器種 法　量（cm） 調　整 焼成 胎　土 色　調 残　存
写
真

備考

土師器 壺 残高7.4
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好 ～3mmの細礫 内外:にぶい橙7.5YR 7/4 胴部片

土師器 甕 復元口径16.8,残高6.1
内:回転ナデ→ヘラケズリ
外:回転ナデ→ヘラミガキ

良好
～6mmの中礫・
雲母

内:灰黄褐10YR 5/2
外:にぶい橙5YR 6/4

口縁部～
体部片

土師器 埦 復元口径16.2,残高2.1
内:回転ナデ→ヘラミガキ
外:回転ナデ

良好 微細な粗砂 内外:浅黄橙10YR 8/3 口縁部片

土師器 坏 復元底径11.2,残高1.4
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→(板状圧痕)

良好 ～3mmの細礫 内外:橙5YR 6/6 底部片

土師器 埦 復元口径14.6,残高4.5
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→ヘラケズリ

良好
～5mmの中礫多
量

内:灰白10YR 8/2,灰白10YR 7/1
外:淡赤橙2.5YR 7/3,浅黄橙7.5YR 8/3

口縁部～
体部片

土師器 埦 復元高台径6.3,残高2.7
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ

やや不良
～5mmの中礫少
量

内外:灰白10YR 8/2
体部～高
台部片

瓦器 埦 復元高台径6.4,残高2.4
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ

良好
～4.5mmの細礫
少量

内:灰白N 8/,灰N 6/
外:灰白N 8/,灰N 4/

体部～高
台部片

瓦器 埦 口径15.2,高台径4.2,器高5.4
内:ロクロナデ→ヘラミガキ　
外:ロクロナデ→ヘラミガキ,オサエ

良好 緻密 内外:灰N 4/ ほぼ完形 ○

瓦器 埦 復元口径16.4,残高5.8
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ

良好
～3mmの細礫少
量

内外:灰白N 8/,灰N 4/
口縁部～
体部片

瓦器 埦 復元口径18.0,残高5.3
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ

良好
～0.5mmの粗砂
少量

内:灰N 5/
外:灰白N 8/,灰N 5/

口縁部～
体部片

土師質
土器

鍋 残高3.2
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好 ～1mmの粗砂 内外:にぶい橙7.5YR 6/4 口縁部片 スス付着

土師質
土器

鍋 残高1.8
内:回転ナデ→ヨコハケ
外:回転ナデ→(工具痕)

良好
～1.5mmの粗砂
少量

内:にぶい橙7.5YR 7/4
外:褐灰7.5YR 4/1

口縁部片

陶器 耳壺 残高2.0
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:褐灰10YR 6/1
釉:オリーブ褐2.5Y 4/4

肩部片 中国陶器

白磁 碗 復元口径15.8,残高3.9
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 微細な粗砂
素地:灰白N 7/
釉:灰白10Y 7/1

口縁部～
体部片

(Ⅴ-4a)

白磁 碗 復元口径14.4,残高3.2
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白N 8/
釉:灰白2.5GY 8/1

口縁部～
体部片

(Ⅴ-4a)

土師器 埦 復元高台径7.2,残高1.6
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ

やや不良
～1.5mmの粗砂
少量

内外:浅黄橙10YR 8/3
底部～高
台部片

土師質
土器

鍋 残高2.5
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～1.5mmの粗砂
少量

内:褐灰7.5YR 5/1
外:橙5YR 7/6

口縁部片

陶器 耳壺 復元口径10.2,残高7.8
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好
～0.5mmの粗砂
少量

内外:灰5Y 6/1
口縁部～
肩部片

中国陶器

土師器 小皿 復元口径10.0,底径7.2,器高1.4
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
～3mmの細礫・
雲母

内外:にぶい橙7.5YR 7/4
口縁部～
底部片

瓦器 埦 復元高台径6.8,残高2.5
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→オサエ

良好
～2mmの粗砂少
量

内外:灰白N 8/
底部～高
台部片

瓦器 小皿 復元口径8.8,残高1.4
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→オサエ

良好
～1mmの粗砂少
量

内外:灰白N 8/ 1/4程度

須恵質
土器

甕 残高4.4
内:回転ナデ
外:回転ナデ→タタキ

良好
～1.5mmの粗砂
少量

内:灰N 5/
外:灰N 4/

口縁部片 東播系？

白磁 碗 残高2.8
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 微細な粗砂
素地:灰白N 7/
釉:灰白7.5Y 7/1

口縁部片 (Ⅴ-4a)

土師器 小皿 復元口径8.4,復元底径5.8,器高1.5
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

やや不良 ～2mmの粗砂 内外:灰白2.5Y 7/1,灰N 6/
口縁部～
底部片

土師器 埦 復元高台径7.0,残高3.1
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ

良好
～1mmの粗砂少
量

内:橙5YR 7/6
外:橙2.5YR 7/6,浅黄橙7.5YR 8/6

体部～高
台部片

瓦器 埦 復元高台径7.2,残高3.1
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ

不良
～2mmの粗砂少
量

内外:灰白N 8/
体部～高
台部片

瓦器 小皿 復元口径9.2,器高1.8
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

やや不良
～1mmの粗砂少
量

内:灰N 5/
外:灰白N 8/,灰N 5/

口縁部～
底部片

瓦質土器 羽釜 残高3.9
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～2mmの粗砂少
量

内:褐灰7.5YR 4/1
外:橙5YR 7/6

口縁部～
体部片

須恵質
土器

鉢 残高3.2
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好 ～1.5mmの粗砂 内外:灰白10YR 8/1,褐灰10YR 6/1
口縁部～
体部片

東播系

白磁 碗 残高3.0
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ

良好 緻密 内外:にぶい黄橙10YR 7/2 口縁部片 (Ⅳ-3a)

白磁 皿 残高1.6
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ

良好 緻密 内外:灰白5Y 8/2 口縁部片 (Ⅵ-1b)

青磁 碗 残高1.6
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白N 7/
釉:オリーブ灰2.5GY 5/1

底部片 龍泉窯系

青磁 壺？ 残高3.0
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→ヘラケズリ,施釉

良好 緻密
素地:灰白N 7/
釉:灰7.5Y 6/1,黄褐2.5Y 5/3

胴部片 龍泉窯系

土師器 小皿 復元口径7.9,器高0.9
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ

やや不良
～2mmの赤色粗
砂・雲母少量

内外:にぶい橙7.5YR 7/4 1/2程度

土師器 小皿 口径8.7,器高1.4
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
微細な白色粗
砂・雲母少量

内:橙7.5YR 7/6
外:にぶい橙7.5YR 7/4

1/4程度

瓦器 埦
復元口径16.6,復元高台径7.3,
器高5.5

内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ

良好
～2mmの白色粗
砂少量

内:灰白2.5Y 8/1,黄灰2.5Y 4/1
外:灰白2.5Y 8/1,黄灰2.5Y 6/1

1/3程度

土師質
土器

鍋 残高3.6
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～3mmの細礫・
雲母

内外:にぶい橙7.5YR 7/4 口縁部片

土師質
土器

鍋 残高2.4
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～2mmの粗砂・
雲母

内外:橙5YR 6/6 口縁部片

瓦質土器 羽釜 残高3.15
内:回転ナデ→ヨコハケ
外:回転ナデ

良好
～1mmの粗砂少
量

内:灰N 5/
外:灰N 4/

口縁部～
体部片

須恵質
土器

鉢 残高4.1
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～1mmの白色・
黒色粗砂少量

内:灰白2.5Y 7/1
外:灰N 5/,灰白N 8/

口縁部～
体部片

東播系

須恵質
土器

鉢 残高2.6
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～2mmの粗砂少
量

内外:灰N 5/ 口縁部片 東播系

須恵質
土器

鉢 残高2.7
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好 ～7mmの中礫 内外:灰白N 7/
体部～底
部片

東播系

陶器 甕 復元底径19.4,残高14.1
内:回転ナデ→ハケ,ケズリ,オサエ
外:回転ナデ→ハケ

良好
～2mmの白色粗
砂少量

内:灰白10YR 7/1
外:褐灰10YR 6/1

胴部～底
部片

常滑

白磁 碗 復元口径15.4,残高2.7
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 微細な粗砂
素地:灰白N 8/
釉:灰白5Y 7/1

口縁部片 (Ⅳ)

白磁 皿 復元口径10.6,復元底径4.8,器高3.6
内:ロクロナデ→片彫→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 ～1.5mmの粗砂
素地:灰白N 7/
釉:灰白7.5Y 7/2

1/3程度 (Ⅱ-1a)

白磁 皿 復元口径9.8,残高2.2
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 微細な粗砂
素地:灰白N 8/
釉:灰白5Y 7/2

口縁部～
体部片

(Ⅷ-1a)

青磁 碗 復元口径15.4,残高5.2
内:ロクロナデ→飛雲文→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 微細な粗砂
素地:灰白N 7/
釉:灰7.5Y 6/1

口縁部～
体部片

龍泉窯系
(Ⅰ-4a)
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表 16    出土遺物観察表 16

掲載
番号

出土
遺構

種別 器種 法　量（cm） 調　整 焼成 胎　土 色　調 残　存
写
真

備考

土師質
土器

鍋 残高1.9
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好 ～3mmの細礫
内:浅黄橙7.5YR 8/4
外:浅黄橙7.5YR 8/3,灰黄褐10YR 6/2

口縁部片

白磁 皿 復元高台径4.0,残高1.6
内:ロクロナデ→施釉→釉掻き取り
外:ロクロナデ→施釉

良好
～1mmの白色粗
砂少量

素地:灰白5Y 7/1
釉:灰白7.5Y 7/1

底部～高
台部片

(Ⅲ)

土師器 小皿 口径8.3,器高1.1
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～2mmの白色粗
砂・雲母多量

内:にぶい橙7.5YR 7/4
外:にぶい橙7.5YR 6/4

2/3程度 ○

土師器 小皿 口径8.1,器高1.15
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～2mmの白色・
黒色粗砂多量

内外:浅黄橙7.5YR 8/3 ほぼ完形 ○

土師器 小皿 口径8.3,器高0.95
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～2mmの粗砂多
量

内外:灰白7.5YR 8/2,にぶい黄橙10YR 7/2 完形 ○

土師器 小皿 口径8.3,器高1.0
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好 微細な粗砂少量 内外:にぶい黄橙10YR 7/3 完形 ○

瓦器 埦 復元口径16.4,残高3.35
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ

良好
～1mmの白色粗
砂・雲母少量

内:黄灰2.5Y 6/1
外:灰白2.5Y 7/1

口縁部～
体部片

瓦器 埦 復元高台径6.1,残高2.8
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ,オサエ

良好
～1mmの粗砂少
量

内外:灰白2.5Y 7/1
体部～高
台部片

土師質
土器

鍋 残高2.5
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～1mmの粗砂多
量

内外:橙5YR 7/6 口縁部片

土師質
土器

鍋 残高4.9 ナデ 良好 ～2.5mmの粗砂 内外:にぶい橙7.5YR 7/4 脚部片

白磁 皿 残高2.0
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好
～1mmの粗砂少
量

素地:灰白2.5Y 7/1
釉:灰白7.5Y 7/2

口縁部片 (Ⅱ)

土師器 小皿 復元口径7.2,器高1.35
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
～2mmの白色・
黒色粗砂少量

内:橙5YR 7/6
外:橙5YR 6/6

1/2程度

土師器 坏 底径8.0,残高1.7
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ

良好
～4mmの細礫・
雲母

内:灰黄褐10YR 4/2
外:にぶい橙7.5YR 6/4

底部片

土師器 坏 底径7.6,残高1.7
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～4mmの細礫・
雲母

内外:にぶい橙7.5YR 6/4 底部片

瓦器 埦 口径16.5,高台径7.0,器高6.15
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ,オサエ

良好
～2mmの白色粗
砂・雲母少量

内:灰白2.5Y 7/1,黄灰2.5Y 6/1
外:灰白2.5Y 8/1,黄灰2.5Y 4/1,6/1

完形 ○

瓦器 埦 復元高台径6.8,残高3.25
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ

やや不良
～1mmの黒色・
赤色粗砂少量

内外:灰白2.5Y 8/1
体部～高
台部片

土師質
土器

鍋 残高4.25
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～1mmの白色粗
砂・雲母多量

内外:にぶい黄橙10YR 7/3 口縁部片

土師質
土器

鍋 残高3.3
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～2mmの粗砂・
雲母

内外:にぶい橙7.5YR 7/4,灰白10YR 8/2 口縁部片

瓦質土器 羽釜 残高9.15
内:回転ナデ→オサエ
外:回転ナデ→オサエ

良好
～1mmの白色・
黒色粗砂少量

内外:灰N 5/,4/ 胴部片

瓦質土器 鍋 残高17.25 ナデ,オサエ 良好
～1mmの粗砂多
量

内外:灰白N 8/,灰N 6/ 脚部片 ○

須恵質
土器

鉢 復元口径29.6,残高3.9
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好 ～1mmの粗砂
内:黄灰2.5Y 6/1
外:褐灰10YR 6/1,灰N 5/

口縁部～
体部片

東播系

白磁 碗 残高1.8
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 微細な粗砂
素地:灰白N 8/
釉:灰白2.5GY 8/1

口縁部片 (Ⅳ)

白磁 皿 残高1.6
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白N 8/
釉:灰白10Y 7/1

口縁部片 (Ⅱ)

青磁 碗 復元口径14.4,残高6.05
内:ロクロナデ→片彫蓮花文→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白5Y 7/2
釉:オリーブ灰5Y 6/2

口縁部～
底部片

龍泉窯系
(Ⅰ-2)

青磁 皿 復元口径10.2,残高1.7
内:ロクロナデ→櫛目文→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白7.5Y 7/1
釉:オリーブ黄5Y 6/3

口縁部～
底部片

同安窯系
(Ⅰ-2b)

土師器 小皿 口径8.7,底径6.9,器高1.15
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
微細な粗砂・雲
母多量

内:にぶい黄橙10YR 6/3
外:にぶい黄橙10YR 6/4

完形 ○

瓦器 埦 口径16.4,高台径6.2,器高5.7
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ,オサエ

良好
～2mmの白色粗
砂少量

内外:灰N 4/,灰白2.5Y 7/1 完形 ○

瓦器 鉢 残高4.6
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ

良好
～2mmの白色粗
砂

内外:灰黄2.5Y 7/2
体部～底
部片

瓦器 小皿 復元口径9.85,底径6.9,器高1.85
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ

やや不良
～2mmの白色粗
砂多量

内:灰白2.5Y 7/1
外:灰白10YR 8/1

1/2程度

土師質
土器

鍋 残高2.2
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～2mmの白色粗
砂・雲母多量

内:橙5YR 6/6
外:灰褐5YR 4/2

口縁部片

瓦質土器 鍋 残高13.4 ナデ,オサエ 良好
～1mmの白色粗
砂多量

内外:灰N 6/,5/ 脚部片

須恵質
土器

鉢 復元口径31.0,残高7.7
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～1mmの白色粗
砂多量

内外:灰白N 5/
口縁部～
胴部片

東播系

白磁 碗 残高2.2
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白5Y 7/1
釉:灰白5Y 7/2

口縁部片 (Ⅴ-1a)

白磁 碗 残高2.8
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白5Y 8/1
釉:灰白5Y 7/2

口縁部片 (Ⅳ)

青磁 碗 残高3.4
内:ロクロナデ→片彫→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白5Y 7/1
釉:灰オリーブ5Y 6/2

口縁部片
龍泉窯系
(Ⅰ-2)

土師器 小皿 口径8.0,底径5.3,器高0.95
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好 緻密 内外:灰黄褐10YR 6/2,5/2 完形 ○

土師器 小皿 復元口径8.0,復元底径6.1,器高1.05
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→(板状圧痕)

良好
～3mmの白色細
礫多量

内:橙5YR 7/6
外:にぶい黄橙10YR 7/3,橙5YR 7/6

1/2程度

土師器 小皿 口径8.4,底径6.9,器高1.35
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り

やや不良 微細な粗砂 内外:橙5YR 6/8 ほぼ完形 ○

土師器 小皿 復元口径8.4,復元底径6.8,器高1.2
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～1mmの白色粗
砂・雲母多量

内外:灰白10YR 8/2 1/2程度

土師器 小皿 口径8.6,底径6.5,器高1.95
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好 微細な粗砂少量 内外:橙7.5YR 7/6 完形 ○

土師器 小皿 復元口径7.7,底径6.0,器高1.2
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→(板状圧痕)

良好
～1mmの白色粗
砂

内:にぶい橙7.5YR 7/4
外:にぶい橙7.5YR 7/3

1/2程度

土師器 小皿 口径8.0,底径6.5,器高0.95
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～2mmの白色粗
砂

内:にぶい橙7.5YR 7/4
外:にぶい黄橙10YR 7/3

完形 ○

土師器 小皿 口径8.0,底径6.1,器高1.25
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
微細な粗砂・金
雲母少量

内:橙7.5YR 6/6
外:橙5YR 6/6

ほぼ完形 ○

土師器 小皿 口径8.1,底径5.5,器高1.4
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

不良 微細な粗砂少量
内:にぶい橙7.5YR 7/4
外:にぶい橙7.5YR 7/4,浅黄橙7.5YR 8/3

ほぼ完形

土師器 小皿 口径8.35,底径7.1,器高1.1
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～2mmの白色粗
砂・雲母多量

内:にぶい橙7.5YR 7/3
外:淡赤橙2.5YR 7/4

ほぼ完形 ○

土師器 小皿 復元口径8.0,復元底径6.4,器高0.9
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
～3mmの細礫・
雲母

内外:にぶい黄橙10YR 7/3 1/4程度

土師器 小皿 復元口径8.0,復元底径6.0,器高1.1
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→(板状圧痕)

良好
～1mmの白色粗
砂多量

内外:橙5YR 7/6 1/2程度
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表 17    出土遺物観察表 17

掲載
番号

出土
遺構

種別 器種 法　量（cm） 調　整 焼成 胎　土 色　調 残　存
写
真

備考

土師器 小皿 復元口径8.2,底径6.1,器高1.3
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～1mmの白色粗
砂・雲母多量

内外:にぶい橙7.5YR 7/4,橙5YR 7/6 3/4程度

土師器 小皿 復元口径9.0,復元底径7.4,器高0.7
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好 ～3mmの細礫 内外:浅黄2.5Y 7/3 1/3程度

土師器 小皿 復元口径9.0,復元底径6.6,器高1.2
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～3.5mmの白色
細礫多量

内:灰白2.5Y 8/2,にぶい黄橙10YR 6/3
外:にぶい黄橙10YR 7/3

2/3程度

土師器 坏 復元口径13.1,底径8.7,器高2.5
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～3mmの細礫多
量

内:浅黄橙10YR 8/3
外:にぶい黄橙10YR 7/4

2/3程度

土師器 坏 復元口径13.6,復元底径9.0,器高3.3
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～6mmの白色中
礫多量

内:にぶい黄橙10YR 7/2,灰N 5/
外:にぶい黄橙10YR 7/3

1/3程度

土師器 坏 復元底径9.4,残高1.2
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～1.5mmの粗
砂・雲母

内外:橙5YR 6/8 底部片

土師器 坏 残高2.6
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
～4mmの白色細
礫

内:灰黄褐10YR 6/2
外:にぶい黄橙10YR 7/3

口縁部～
底部片

土師器 坏 底径8.5,残高1.3
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～3mmの細礫・
雲母

内:灰5Y 5/1,にぶい黄橙10YR 6/3
外:にぶい黄橙10YR 7/4,明赤褐5YR 5/6

底部片

瓦器 埦
復元口径15.6,復元高台径5.8,
器高6.0

内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ,オサエ

良好
～1mmの白色粗
砂

内外:灰白N 7/,灰N 5/ 1/3程度

瓦器 埦
復元口径17.2,復元高台径7.6,
器高7.0

内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ,オサエ

良好
～3mmの白色細
礫

内:灰白5Y 8/1
外:灰白5Y 8/1,灰N 4/

口縁部～
高台部片

瓦器 埦 復元口径17.9,残高6.1
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラケズリ

良好
～2mmの白色粗
砂

内外:灰N 4/,灰白5Y 8/1
口縁部～
体部片

瓦器 埦
復元口径15.8,復元高台径6.4,
器高6.45

内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→オサエ

良好
微細な粗砂・金
雲母少量

内外:灰白10YR 8/1,にぶい橙5YR 7/3 ほぼ完形 ○

瓦器 埦 復元高台径8.0,残高4.3
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ,オサエ

良好
～3mmの白色細
礫

内外:灰白2.5Y 8/1
体部～高
台部片

瓦器 埦 復元高台径7.2,残高2.8
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ,オサエ,
 　ケズリ

良好 ～3mmの細礫 内外:灰白10YR 7/1
体部～高
台部片

瓦器 埦 高台径7.3,残高2.0
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→オサエ,ケズリ

良好
～2mmの粗砂・
雲母

内:灰N 5/
外:灰白5Y 8/1

体部～高
台部片

瓦器 小皿 復元口径10.0,復元底径6.4,器高1.6
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→糸切り

良好 ～2mmの粗砂 内外:灰白10YR 8/1,褐灰10YR 6/1 1/4程度

瓦器 小皿 復元口径9.0,復元底径6.1,器高1.1
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～1mmの白色粗
砂・雲母多量

内:灰黄2.5Y 7/2,灰7.5Y 5/1
外:灰白5Y 7/1,灰N 4/

1/2程度

土師質
土器

鍋 残高6.0
内:回転ナデ→ヨコハケ
外:回転ナデ

良好
～3mmの白色細
礫多量

内:灰白10YR 8/2,灰黄褐10YR 5/2
外:灰黄褐10YR 5/2

口縁部～
体部片

土師質
土器

鍋 残高8.5 ナデ,オサエ 良好 ～1mmの粗砂 赤橙10R 6/6,橙5YR 7/6 脚部片

瓦質土器 甕 残高8.7
内:回転ナデ→オサエ,ヘラケズリ
外:回転ナデ→タタキ

良好
～1mmの黒色粗
砂少量

内:灰白N 7/
外:灰白2.5Y 8/1

口縁部～
肩部片

○

須恵質
土器

鉢 残高3.9
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好 ～1mmの粗砂
内:黄灰2.5Y 5/1
外:黄灰2.5Y 6/1,灰N 5/

口縁部片 東播系

須恵質
土器

鉢 残高3.3
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好 微細な白色粗砂 内外:灰7.5Y 5/1 口縁部片 東播系

須恵質
土器

鉢 復元底径7.6,残高5.3
内:回転ナデ
外:回転ナデ→オサエ

良好
～2mmの白色粗
砂多量

内:灰N 6/
外:灰N 6/,にぶい赤橙10R 6/4

体部～底
部片

東播系

須恵質
土器

鉢 復元底径12.6,残高4.0
内:回転ナデ
外:回転ナデ→オサエ

良好
～1mmの白色粗
砂

内外:褐灰10YR 5/1
体部～底
部片

東播系

白磁 碗 復元口径14.7,残高3.7
内:ロクロナデ→施釉→口禿げ
外:ロクロナデ→施釉→口禿げ

良好 緻密
素地:灰白N 8/
釉:灰白N 7/

口縁部片 (Ⅸ)

青磁 碗 復元高台径5.3,残高3.8
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰N 6/
釉:オリーブ灰5GY 6/1

体部～高
台部片

龍泉窯系
(Ⅰ-1)

青磁 碗 復元口径16.4,高台径5.6,器高6.4
内:ロクロナデ→施文→施釉
外:ロクロナデ→片彫鎬蓮弁文→施釉

良好 緻密
素地:灰白5Y 7/1
釉:緑灰7.5GY 6/1

1/4程度 ○
龍泉窯系
(Ⅱ-c)

青磁 碗
復元口径16.4,復元高台径5.4,
器高6.55

内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→片彫鎬蓮弁文→施釉

良好 緻密
素地:灰白N 7/
釉:明緑灰7.5GY 7/1

1/2程度
龍泉窯系
(Ⅱ-b)

青磁 碗 復元口径16.4,残高5.9
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→片彫鎬蓮弁文→施釉

良好 緻密
素地:灰白N 7/
釉:緑灰7.5GY 6/1

口縁部～
体部片

龍泉窯系
(Ⅱ-b)

青磁 碗 復元口径16.8,残高5.5
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→片彫鎬蓮弁文→施釉

良好 緻密
素地:灰白N 7/
釉:オリーブ灰2.5GY 6/1

口縁部～
体部片

龍泉窯系
(Ⅱ-b)

青磁 碗 復元口径16.2,残高5.2
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→片彫鎬蓮弁文→施釉

良好 緻密
素地:灰白N 7/
釉:緑灰7.5GY 6/1

口縁部～
体部片

龍泉窯系
(Ⅱ-b)

青磁 小碗 復元口径11.8,残高4.0
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→片彫鎬蓮弁文→施釉

良好 緻密
素地:灰白5Y 8/1
釉:明緑灰10GY 7/1

口縁部～
体部片

龍泉窯系
(Ⅱ-b)

土師器 小皿 底径6.9,残高0.9
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
～1mmの粗砂・
雲母

内外:にぶい黄橙10YR 6/4 底部片

土師質
土器

鍋 残高3.2
内:回転ナデ
外:回転ナデ→ハケ

良好
～2mmの白色粗
砂・雲母多量

内:にぶい褐7.5YR 5/3
外:にぶい褐7.5YR 5/3,褐灰7.5YR 4/1

口縁部片

土師質
土器

羽釜 残高4.5
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～4mmの白色細
礫・雲母多量

内:橙5YR 6/6
外:にぶい褐7.5YR 5/4,橙5YR 6/6

口縁部～
体部片

白磁 碗 残高3.7
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→縦箆花弁文→施釉

良好 緻密
素地:灰白N 8/
釉:灰白N 8/

口縁部片 ○ (Ⅴ-2b)

瓦器 埦 復元口径16.4,残高3.9
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ

良好
～1mmの粗砂・
雲母

内外:褐灰10YR 5/1,灰白10YR 8/1
口縁部～
体部片

瓦器 埦 復元高台径6.6,残高2.4
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→オサエ

良好 ～3mmの細礫
内:褐灰10YR 6/1,灰白10YR 7/1
外:灰白10YR 8/1

底部～高
台部片

瓦器 小皿 復元口径9.4,残高1.5
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ケズリ

良好 ～1mmの粗砂
内:灰N 4/
外:灰5Y 5/1

口縁部～
底部片

須恵質
土器

鉢 残高2.0
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～1mmの白色粗
砂

内外:青灰5PB 5/1 底部片 東播系？

白磁 碗 復元口径16.6,残高4.1
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白2.5Y 7/1
釉:灰白5Y 7/2

口縁部～
体部片

(Ⅴ-4a)

青磁 碗 復元高台径6.5,残高2.05
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白10YR 7/1
釉:灰白10Y 7/2

底部～高
台部片

龍泉窯系
(Ⅰ-1a)

須恵質
土器

鉢 復元口径29.0,残高4.75
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～3mmの白色細
礫

内外:灰N 5/
口縁部～
体部片

東播系

須恵質
土器

鉢 残高4.7
内:回転ナデ
外:回転ナデ→オサエ

良好 ～2mmの粗砂
内:黄灰2.5Y 5/1
外:褐灰10YR 6/1,5/1

口縁部～
体部片

東播系

白磁 碗 復元高台径6.2,残高2.7
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 ～0.5mmの粗砂
素地:灰白N 8/
釉:浅黄7.5Y 7/3

底部～高
台部片

(Ⅴ)

土師器 小皿 復元口径8.0,復元底径6.0,器高0.9
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→(板状圧痕)

良好
～1mmの粗砂・
雲母

内:にぶい橙5YR 6/4,にぶい黄橙10YR 6/3
外:にぶい黄橙10YR 6/3

口縁部～
底部片

土師器 坏 復元口径12.8,復元底径7.8,器高3.1
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～2mmの白色粗
砂多量

内外:にぶい橙7.5YR 7/4 1/2程度
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表 18    出土遺物観察表 18

掲載
番号

出土
遺構

種別 器種 法　量（cm） 調　整 焼成 胎　土 色　調 残　存
写
真

備考

土師器 鉢 復元口径16.0,残高6.4
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→オサエ

良好
～2mmの白色粗
砂多量

内:灰白2.5Y 7/1,黄灰2.5Y 5/1
外:黒褐2.5Y 3/1,灰5Y 5/1

口縁部～
体部片

瓦器 埦 復元口径15.8,残高2.5
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ

良好
～3.5mmの白色
細礫

内:灰N 6/
外:灰N 6/,灰白N 7/

口縁部片

土師質
土器

鍋 残高2.3
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～2mmの粗砂・
雲母

内外:にぶい黄橙10YR 7/3 口縁部片

土師質
土器

鍋 残高1.3
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～1.5mmの粗
砂・雲母

内:灰黄褐10YR 5/2
外:灰黄褐10YR 4/2

口縁部片

土師質
土器

鍋 残高10.5 ナデ,オサエ 良好
～3mmの白色細
礫多量

にぶい橙7.5YR 7/4,橙2.5YR 7/6 脚部片

白磁 碗 残高2.8
内:ロクロナデ→櫛目文→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 微細な粗砂
素地:灰白N 8/
釉:灰白10Y 8/1

口縁部片 (Ⅴ-4b)

白磁 碗 残高2.8
内:ロクロナデ→櫛目文→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 ～0.5mmの粗砂
素地:灰白N 8/
釉:灰白7.5Y 7/2

底部～高
台部片

(Ⅴ-4b)

青磁 皿 復元口径10.4,残高1.3
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白N 8/
釉:灰7.5Y 6/1

口縁部片 龍泉窯系

瓦器 埦 復元高台径6.8,残高2.15
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ

良好
～1.5mmの白色
粗砂多量

内:灰N 4/
外:灰N 5/

底部～高
台部片

白磁 碗 復元高台径8.0,残高3.2
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白5Y 8/1
釉:灰白5Y 7/2

体部～高
台部片

(Ⅳ)

土師器 小皿 復元口径8.6,復元底径6.8,器高1.4
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
微細な白色粗
砂・雲母多量

内外:橙7.5YR 6/6 1/4程度

瓦器 埦 復元口径16.6,復元底径8.2,器高6.65
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→オサエ

良好 微細な白色粗砂 内外:灰N 5/,灰白2.5Y 8/1
口縁部～
高台部片

瓦器 埦 復元口径15.4,残高2.9
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ

良好 ～1mmの粗砂 内外:浅黄橙10YR 8/3 口縁部片

須恵質
土器

鉢 残高4.0
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好 ～0.5mmの粗砂 内外:灰N 6/ 口縁部片 東播系

白磁 碗 復元口径18.0,残高4.6
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好
微細な黒色粗砂
多量

素地:灰白5Y 8/1
釉:灰白5Y 7/1

口縁部～
体部片

(Ⅳ)

青磁 碗 復元口径14.8,残高6.0
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 微細な粗砂
素地:灰白N 8/
釉:オリーブ灰2.5GY 6/1

口縁部～
底部片

龍泉窯系
(Ⅰ-1a)

須恵器 甕 残高4.3
内:回転ナデ→ナデ
外:回転ナデ→格子目タタキ

良好 ～3mmの細礫 内外:灰白N 7/
頸部～肩
部片

白磁 碗 復元高台径7.0,残高2.7
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ

良好 微細な粗砂
素地:灰白10YR 7/1
釉:灰白2.5Y 7/1

底部～高
台部片

(Ⅳ)

青磁 碗 残高4.1
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 微細な粗砂
素地:灰白10YR 8/1
釉:にぶい黄2.5Y 6/3

口縁部片
龍泉窯系
(Ⅰ-1a)

土師器 小皿 口径8.7,底径6.3,器高1.2
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好 ～2mmの粗砂 内外:にぶい黄橙10YR 7/4 2/3程度

土師質
土器

鍋 復元口径29.4,残高4.6
内:回転ナデ→ヨコハケ
外:回転ナデ→タテハケ

良好
～2mmの粗砂少
量

内外:浅黄橙7.5YR 8/4
口縁部～
体部片

土師質
土器

鍋 復元口径28.0,残高5.8
内:回転ナデ→ヨコハケ
外:回転ナデ

良好
～2mmの粗砂少
量

内外:にぶい橙7.5YR 7/4
口縁部～
体部片

スス付着

須恵質
土器

鉢
復元口径29.2,復元底径8.8,
器高10.9

内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～9mmの中礫少
量

内外:灰白2.5Y 7/1,灰N 5/ 1/2程度 ○ 東播系

土師器 高坏 復元脚部径9.8,残高6.4
内:回転ナデ→ケズリ,シボリ
外:回転ナデ

良好
～1mmの粗砂少
量

内外:赤橙10R 6/6,にぶい橙7.5YR 7/4 脚部片

土師器 小皿 復元口径7.6,復元底径6.4,器高0.8
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～2mmの粗砂少
量

内外:にぶい橙7.5YR 6/4
口縁部～
底部片

土師器 小皿 復元口径9.5,復元底径7.4,器高1.3
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
微細な茶色・黒
色粗砂多量

内外:にぶい橙7.5YR 7/4 1/4程度

土師器 坏 口径13.1,底径7.9,器高3.3
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
微細な粗砂・金
雲母多量

内外:橙7.5YR 6/6 3/4程度

土師器 坏 底径6.6,残高1.8
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～4.5mmの細礫
多量

内:橙5YR 7/6
外:橙5YR 7/6,浅黄橙10YR 8/3

底部片

瓦器 埦 復元高台径7.8,残高3.15
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→オサエ

良好
～2mmの白色粗
砂

内外:灰N 6/
体部～高
台部片

瓦器 埦 復元高台径7.0,残高2.8
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラケズリ,オサエ

良好
微細な白色粗
砂・雲母

内:浅黄橙7.5YR 8/3,橙2.5YR 7/6
外:灰白5YR 8/1,橙5YR 7/6

体部～高
台部片

土師質
土器

鍋 残高4.3
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～2mmの白色粗
砂・雲母多量

内:橙5YR 6/6
外:灰褐7.5YR 4/2

口縁部片

土師質
土器

鍋 残高3.1
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～1mmの粗砂少
量

内外:橙5YR 6/6 口縁部片

須恵質
土器

鉢 残高3.2
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～2mmの粗砂少
量

内:黄灰2.5Y 6/1
外:黄灰2.5Y 6/1,灰N 5/

口縁部片 東播系

白磁 皿 復元口径9.6,残高2.0
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 微細な粗砂
素地:灰白N 8/
釉:灰白10Y 7/1

口縁部～
体部片

(Ⅲ？)

土師器 坏 残高1.7
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ケズリ

良好
～2mmの粗砂・
雲母

内外:明赤褐2.5YR 5/6 口縁部片

土師器 高坏 残高4.9
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～1mmの白色粗
砂・雲母

内:にぶい黄橙10YR 7/3
外:橙5YR 6/6

口縁部片

土師器 高坏 残高1.9
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
微細な白色粗
砂・雲母

内外:明赤褐2.5YR 5/6 脚部片

土師器 甑 残高7.5
内:回転ナデ→ケズリ
外:回転ナデ→ハケ

良好
～1mmの粗砂少
量

内外:浅黄橙7.5YR 8/4 胴部片

土師器 大型盤 高台径10.3,残高2.9
内:回転ナデ→ナデ
外:回転ナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
微細な粗砂・金
雲母少量

内:にぶい黄橙10YR 6/4,黒褐10YR 3/1
外:にぶい黄橙10YR 6/4

底部～高
台部片

土師器 小皿 復元口径9.4,復元底径7.6,器高1.1
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ

良好
微細な粗砂・雲
母

内外:にぶい黄橙10YR 6/3 1/4程度

土師器 小皿 復元口径9.8,復元底径8.4,器高1.1
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
～1mmの粗砂・
雲母

内外:にぶい黄褐10YR 5/4
口縁部～
底部片

土師器 坏 残高3.3
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→オサエ

良好
～1mmの白色粗
砂

内外:灰黄2.5Y 7/2,橙2.5YR 7/6
口縁部～
体部片

瓦器 埦 復元口径15.6,残高3.8
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ

良好
～1mmの粗砂・
雲母

内外:灰白2.5Y 8/1,暗灰N 3/
口縁部～
体部片

瓦器 埦 復元高台径7.2,残高2.4
内:ロクロナデ→ヘラミガキ　
外:ロクロナデ→ヘラミガキ

良好 ～2.5mmの粗砂 内外:灰白2.5Y 8/1
体部～高
台部片

瓦器 埦 高台径6.0,残高1.9
内:ロクロナデ→ヘラミガキ　
外:ロクロナデ→ヘラミガキ

良好 ～2mmの粗砂 内外:褐灰10YR 6/1,灰N 4/
底部～高
台部片

土師質
土器

鍋 残高3.05
内:回転ナデ→ヨコハケ
外:回転ナデ

良好
～2mmの白色粗
砂

内:灰白10YR 8/2
外:灰黄褐10YR 5/2

口縁部片

土師質
土器

鍋 残高3.4
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
微細な白色粗
砂・雲母

内:にぶい橙7.5YR 6/4
外:黒褐10YR 3/2

口縁部片
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表 18    出土遺物観察表 18 表 19    出土遺物観察表 19

掲載
番号

出土
遺構

種別 器種 法　量（cm） 調　整 焼成 胎　土 色　調 残　存
写
真

備考

土師質
土器

羽釜 残高6.75
内:回転ナデ→オサエ
外:回転ナデ

良好 微細な粗砂少量 内外:橙7.5YR 7/6,黒7.5YR 7/1
口縁部～
体部片

スス付着

土師質
土器

羽釜 残高4.5
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～1mmの白色粗
砂・雲母

内:にぶい褐7.5YR 5/3
外:褐灰7.5YR 4/1

口縁部～
体部片

スス付着

瓦質土器 鉢 残高5.0
内:回転ナデ
外:回転ナデ→オサエ

良好
～2mmの粗砂・
雲母少量

内外:黄灰2.5Y 6/1
口縁部～
体部片

瓦質土器 鍋 残高10.8 ナデ,オサエ 良好 微細な粗砂少量 浅黄橙7.5YR 8/3,灰黄褐10YR 5/2 脚部片

須恵質
土器

鉢 復元底径7.4,残高2.0
内:回転ナデ
外:回転ナデ→オサエ

良好 ～2mmの粗砂 内外:褐灰10YR 6/1 底部片 東播系

須恵質
土器

甕or壺 復元底径10.4,残高1.6
内:回転ナデ
外:回転ナデ→オサエ

良好 ～6mmの中礫 内外:褐灰10YR 5/1 底部片 東播系？

陶器 甕 残高2.8
内:回転ナデ→オサエ,ナデ
外:回転ナデ

良好
～2mmの粗砂少
量

素地:青灰5PB 5/1
釉:オリーブ灰2.5GY 5/1

頸部～肩
部片

常滑？
自然釉付着

陶器 壺 残高9.0
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰赤2.5YR 6/2
釉:灰黄褐10YR 4/2

胴部片 中国陶器

白磁 碗 残高3.0
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 微細な黒色粗砂
素地:灰白N 8/
釉:灰白7.5Y 7/1

口縁部片 (Ⅳ)

白磁 碗 残高3.1
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白N 8/
釉:灰白10Y 7/1

口縁部片 (Ⅴ-3a)

白磁 碗 残高2.1
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白5Y 7/1
釉:灰白7.5Y 7/1

体部～高
台部片

(Ⅴ)

青磁 碗 残高3.6
内:ロクロナデ→櫛点描文→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白N 7/
釉:灰オリーブ7.5Y 6/2

口縁部片
同安窯系
(Ⅰ-1a)

青磁 碗 高台径6.1,残高2.2
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白2.5Y 7/1
釉:オリーブ黄5Y 6/4

底部～高
台部片

龍泉窯系
(Ⅰ-1a)

土師器 坏 残高2.0
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ

良好
微細な赤色粗
砂・雲母

内外:にぶい黄橙10YR 7/3 口縁部片

土師器 坏 底径10.1,残高1.2
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～1mmの粗砂・
雲母

内:橙7.5YR 6/6
外:にぶい黄橙10YR 6/4

底部片

土師器 埦 復元高台径6.0,残高2.7
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ

良好 ～1mmの粗砂 内外:浅黄橙10YR 8/3
体部～高
台部片

白磁 皿 残高2.5
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白N 8/
釉:灰白7.5Y 7/1

口縁部片 (Ⅱ)

土師器 小皿 復元口径9.0,復元底径7.2,器高1.4
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
～1mmの粗砂・
雲母

内外:にぶい橙7.5YR 6/4
口縁部～
底部片

瓦器 埦 復元高台径7.3,残高2.3
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ

良好 緻密
内:灰N 5/
外:灰白5Y 7/1

底部～高
台部片

瓦器 皿 復元口径11.3,復元底径7.0,器高2.1
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り→ヘラミガキ

良好
微細な粗砂・雲
母

内:灰白5Y 7/1
外:灰5Y 5/1

1/4程度

瓦質土器 甕 残高2.4
内:回転ナデ
外:回転ナデ

やや不良 微細な黒色粗砂
内:灰N 6/
外:灰白2.5Y 8/1

口縁部片

陶器 甕 残高3.1
内:回転ナデ→ケズリ,オサエ　
外:回転ナデ→ハケ

良好 緻密
素地:褐灰7.5YR 4/1
釉:灰オリーブ7.5Y 5/2

肩部片
常滑？
自然釉付着

白磁 碗 残高2.7
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 微細な黒色粗砂
素地:灰白N 8/
釉:灰白5Y 7/1

口縁部片 (Ⅳ)

土師器 小壺 残高5.9
内:ナデ,オサエ
外:ナデ,オサエ

良好
～1mmの白色粗
砂・雲母

内:にぶい黄橙10YR 7/3
外:にぶい黄橙10YR 7/2,暗灰N 3/

肩部～底
部片

須恵器 蓋 復元口径12.5,残高1.6
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～1mmの白色粗
砂

内外:灰5Y 6/1,5/1
天井部～
口縁部片

土師器 埦 復元高台径5.9,残高4.1
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ

やや不良
微細な粗砂・雲
母

内外:淡橙5YR 8/3
体部～高
台部片

土師質
土器

鍋 残高6.1
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
微細な白色粗
砂・雲母

内外:橙5YR 6/6
口縁部～
体部片

須恵質
土器

片口鉢 残高9.9
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好 ～5mmの中礫 内外:灰N 6/
口縁部～
底部片

東播系

須恵質
土器

鉢 残高5.5
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～1mmの白色粗
砂

内:灰N 6/
外:灰N 6/,暗灰N 3/

口縁部～
体部片

東播系

白磁 碗 復元口径14.5,残高3.6
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 微細な黒色粗砂
素地:灰白2.5Y 8/1
釉:灰白7.5Y 7/1

口縁部～
体部片

(Ⅳ)

白磁 碗 残高2.9
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白2.5Y 8/2
釉:灰黄2.5Y 7/2

口縁部片 (Ⅳ)

青磁 皿 復元底径4.8,残高1.2
内:ロクロナデ→櫛目文→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白5Y 7/1
釉:オリーブ灰2.5GY 6/1

底部片
龍泉窯系
(Ⅰ-2c)

土師器 移動式竃 幅36.4,残高18.1 ヨコナデ,ナデ,オサエ,ハケ 良好 微細な粗砂 内外:灰白2.5Y 7/1,灰5Y 5/1 焚口部片 ○

瓦器 埦 残高3.2
内:ロクロナデ→ヘラミガキ,ナデ
外:ロクロナデ

良好
～2mmの白色粗
砂

内:灰N 4/
外:灰N 6/,灰5Y 6/1

口縁部片

瓦器 埦 残高2.3
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ

良好 微細な粗砂 内外:灰白2.5Y 7/1,灰5Y 5/1 口縁部片

瓦器 埦 復元高台径7.6,残高1.9
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→オサエ

良好
微細な白色粗
砂・雲母

内外:灰N 4/
体部～高
台部片

土師質
土器

鍋 残高6.1 ナデ,オサエ 良好
微細な白色・黒
色粗砂

内外:灰白10YR 8/2,にぶい黄橙10YR 7/2 脚部片

須恵質
土器

鉢 残高4.1
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～3mmの白色細
礫

内外:灰N 5/
口縁部～
体部片

東播系

須恵質
土器

鉢 復元底径7.8,残高3.2
内:回転ナデ
外:回転ナデ→オサエ

良好
～1mmの白色粗
砂

内外:灰N 6/
体部～底
部片

東播系

白磁 碗 復元口径17.0,残高3.9
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白5Y 7/1
釉:灰オリーブ5Y 6/2

口縁部片 (Ⅴ-4a)

青磁 碗 復元高台径5.8,残高2.4
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→片彫連弁文→施釉

良好 緻密
素地:灰白5Y 7/1
釉:灰オリーブ7.5Y 5/3

底部～高
台部片

龍泉窯系
(Ⅱ-a)

須恵器 高坏 残高1.3
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好 微細な白色粗砂
内:灰白2.5Y 7/1
外:灰N 4/

脚部片

土師器 小皿 口径8.25,底径6.95,器高1.25
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好 微細な粗砂少量
内:にぶい橙7.5YR 6/4,橙5YR 6/6
外:にぶい黄褐10YR 5/3,にぶい橙7.5YR 6/4

ほぼ完形 ○

土師器 小皿 復元口径8.8,器高1.2
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
～1mmの粗砂・
雲母

内外:にぶい黄橙10YR 7/3
口縁部～
底部片

土師器 小皿 復元口径8.8,復元底径6.7,器高1.5
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→ヘラ切り

良好
微細な白色粗
砂・雲母

内:にぶい黄橙10YR 6/4,黒褐10YR 3/2
外:にぶい黄橙10YR 6/4

ほぼ完形 ○

土師器 小皿 口径9.0,底径6.8,器高1.5
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
微細な白色・赤
色粗砂・雲母

内外:にぶい橙7.5YR 7/3,灰褐7.5YR 5/2 3/4程度

土師器 小皿 復元口径8.9,復元底径6.3,器高1.3
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
～2mmの白色粗
砂・雲母

内外:橙5YR 6/6,浅黄橙10YR 8/3 3/4程度
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表 20    出土遺物観察表 20

掲載
番号

出土
遺構

種別 器種 法　量（cm） 調　整 焼成 胎　土 色　調 残　存
写
真

備考

土師器 小皿 復元口径9.8,器高1.2
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好 ～1mmの粗砂 内外:橙7.5YR 6/6 1/4程度

土師器 坏 口径14.15,底径8.7,器高3.1
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
微細な白色粗砂
少量

内外:明赤褐2.5YR 5/8 完形 ○

土師器 坏 口径15.0,底径9.1,器高3.5
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～2mmの白色粗
砂・雲母

内外:にぶい橙7.5YR 7/4,灰5Y 5/1 ほぼ完形 ○

土師器 坏 復元底径9.8,残高0.8
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→(板状圧痕)

良好
～1mmの粗砂・
雲母多量

内外:にぶい黄褐10YR 5/3 底部片

土師器 小皿 復元底径6.9,残高0.6
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
微細な白色粗
砂・雲母

内外:にぶい黄橙10YR 6/3 底部片
底部に穿孔
二ヶ所あり

土師器 埦
復元口径16.6,復元高台径7.0,
器高5.9

内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→ケズリ

良好
微細な粗砂・雲
母

内:にぶい黄橙10YR 6/3,灰黄褐10YR 5/2
外:にぶい橙5YR 7/4,にぶい黄橙10YR 7/3

1/2程度

土師器 埦 復元口径16.4,残高4.2
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ,ケズリ

良好 微細な白色粗砂 内外:にぶい黄橙10YR 7/2,にぶい橙7.5YR 7/3
口縁部～
体部片

土師器 埦 復元口径15.2,残高4.4
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→オサエ

良好 ～5mmの中礫
内:灰白5Y 8/1,にぶい橙5YR 7/3
外:灰白10YR 8/2

口縁部～
体部片

土師器 埦 復元高台径6.3,残高1.7
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→オサエ

良好
微細な粗砂・雲
母

内外:灰白10YR 8/2,にぶい橙7.5YR 7/3
底部～高
台部片

瓦器 埦 復元口径17.4,残高6.3
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→ケズリ

良好
～1mmの白色粗
砂・雲母

内外:灰5Y 5/1
口縁部～
体部片

瓦器 埦 復元口径16.8,残高4.3
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ケズリ

良好 微細な粗砂
内:灰N 6/
外:灰N 6/,7/

口縁部～
体部片

瓦器 埦 復元口径15.2,残高4.6
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ

やや不良
微細な白色粗
砂・雲母

内:褐灰10YR 5/1
外:にぶい黄橙10YR 7/2

口縁部～
体部片

瓦器 埦 復元口径16.2,残高4.5
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ

良好 ～4mmの細礫 内外:灰白5Y 8/1,灰N 4/
口縁部～
体部片

瓦器 埦 高台径7.4,残高2.3
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ

良好 緻密
内:灰白N 8/,7/
外:灰白5Y 7/1

底部～高
台部片

瓦器 埦 復元高台径6.7,残高2.15
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ,オサエ

良好 微細な粗砂 内外:灰N 4/
底部～高
台部片

瓦器 埦 復元高台径7.0,残高2.05
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→オサエ

良好 微細な粗砂
内:灰白10YR 8/2,褐灰10YR 6/1
外:灰白10YR 8/2

底部～高
台部片

土師質
土器

鍋 復元口径51.6,残高3.0
内:回転ナデ
外:回転ナデ→オサエ

良好
微細な白色粗
砂・雲母

内外:灰黄褐10YR 4/2 口縁部片 スス付着

土師質
土器

鍋 残高5.6
内:回転ナデ
外:回転ナデ→オサエ

良好
微細な白色粗
砂・雲母多量

内外:にぶい橙7.5YR 7/4
口縁部～
体部片

土師質
土器

鍋 残高6.2
内:回転ナデ
外:回転ナデ→オサエ

良好
微細な白色粗
砂・雲母

内:灰黄褐10YR 5/2
外:灰黄褐10YR 4/2

口縁部～
体部片

土師質
土器

羽釜 復元口径33.2,残高9.3
内:回転ナデ→ヨコハケ
外:回転ナデ→オサエ

良好
微細な白色粗
砂・雲母

内外:灰黄褐10YR 4/2,橙5YR 6/6
口縁部～
体部片

スス付着

土師質
土器

羽釜 残高5.0
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～1mmの粗砂・
雲母

内:にぶい橙7.5YR 6/4
外:褐灰10YR 4/1

口縁部～
体部片

スス付着

須恵質
土器

鉢 残高5.4
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好 ～5mmの中礫
内:灰N 6/
外:灰N 6/,5/

口縁部～
体部片

東播系

須恵質
土器

鉢 残高3.6
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好 微細な白色粗砂 内外:黄灰2.5Y 5/1,灰N 5/ 口縁部片 東播系

須恵質
土器

鉢 復元底径9.9,残高2.3
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～3mmの白色細
礫

内外:黄灰2.5Y 5/1 底部片 東播系

陶器 耳壺 残高3.1
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ

良好 微細な黒色粗砂
内:黄灰2.5Y 6/1
外:灰5Y 5/1

肩部片 中国陶器

陶器
壺or
水柱

残高8.25
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→施釉

良好
～1mmの白色粗
砂

素地:灰黄褐10YR 5/2
釉:にぶい褐7.5YR 5/3

肩部片 中国陶器

白磁 碗 復元口径16.0,残高3.8
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 微細な黒色粗砂
素地:灰白7.5Y 7/1
釉:灰白5Y 7/1

口縁部～
体部片

(Ⅳ)

白磁 碗 残高3.1
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白12.5Y 8/1
釉:灰白5Y 8/2

口縁部片 (Ⅳ)

白磁 碗
復元口径17.0,復元高台径6.0,
器高6.9

内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 微細な粗砂
素地:灰白5Y 8/1
釉:灰白7.5Y 8/1

口縁部～
高台部片

(Ⅴ-4a)

白磁 碗 復元口径17.6,残高3.9
内:ロクロナデ→櫛目文→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白5Y 7/1
釉:灰白5Y 7/2

口縁部～
体部片

(Ⅴ-4b)

白磁 碗 残高5.8
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 微細な粗砂
素地:灰白N 8/
釉:灰白7.5Y 7/1

口縁部～
体部片

(Ⅴ-3a)

白磁 碗 復元高台径7.0,残高3.6
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白2.5Y 8/1
釉:灰黄2.5Y 7/2

体部～高
台部片

(Ⅳ)

白磁 皿 高台径4.4,残高1.6
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白N 7/
釉:灰オリーブ5Y 6/2

底部～高
台部片

白磁 皿 復元口径9.4,残高2.4
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 微細な粗砂
素地:灰白N 8/
釉:灰白7.5Y 7/1

口縁部片
(Ⅱ-1a
 orⅢ)

青磁 碗 復元口径17.0,残高4.4
内:ロクロナデ→櫛点描文→施釉
外:ロクロナデ→櫛目文→施釉

良好 緻密
素地:灰白N 7/
釉:灰オリーブ5Y 6/2

口縁部～
体部片

同安窯系
(Ⅰ-1b)

土師器 埦 復元口径14.0,残高3.2
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ

良好
～7mmの中礫・
雲母

内外:にぶい橙7.5YR 6/4
口縁部～
体部片

瓦器 埦 復元口径14.8,残高3.9
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ,ケズリ

良好 微細な粗砂
内:灰黄褐10YR 6/2
外:にぶい黄橙10YR 7/2,褐灰10YR 5/1

口縁部～
体部片

瓦器 埦 復元口径13.8,残高3.2
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→オサエ

良好 ～1mmの粗砂 内外:灰白10YR 8/2
口縁部～
体部片

瓦器 埦 復元高台径7.0,残高1.7
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ

良好 ～1mmの粗砂
内:灰N 5/
外:灰白2.5Y 8/1

底部～高
台部片

土師質
土器

鍋 残高4.3
内:回転ナデ
外:回転ナデ→タテハケ

良好
～3mmの白色細
礫・雲母

内外:にぶい黄橙10YR 6/4 口縁部片

土師質
土器

鍋 残高2.7
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～3mmの細礫・
雲母

内外:橙7.5YR 7/6 口縁部片

土師質
土器

鍋 残高4.5
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～2mmの粗砂・
雲母

内外:橙5YR 6/6,褐灰5YR 4/1 口縁部片

須恵質
土器

鉢 残高4.9
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好 微細な白色粗砂 内外:黄灰2.5Y 6/1,暗灰N 3/
口縁部～
体部片

東播系

白磁 碗 残高3.3
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白7.5Y 8/1
釉:灰白7.5Y 7/1

口縁部～
体部片

(Ⅳ)

白磁 碗 残高3.6
内:ロクロナデ→施文→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白2.5Y 7/1
釉:灰白5Y 7/1

口縁部～
体部片

(Ⅱ)

青磁 碗 残高3.9
内:ロクロナデ→片彫蓮花文→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白5Y 7/1
釉:灰オリーブ5Y 6/2

口縁部～
体部片

龍泉窯系
(Ⅰ-2a)

土師器 坏 底径6.7,残高1.6
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

やや不良
～3mmの白色細
礫・雲母

内外:浅黄橙7.5YR 8/3 底部片
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表 21    出土遺物観察表 21

掲載
番号

出土
遺構

種別 器種 法　量（cm） 調　整 焼成 胎　土 色　調 残　存
写
真

備考

土師器 坏 復元底径7.2,残高1.7
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
～1mmの白色粗
砂

内外:橙2.5YR 7/6 底部片

土師器 埦 復元高台径6.0,残高2.3
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→オサエ

良好 緻密 内外:灰白2.5Y 8/2
底部～高
台部片

土師器 埦 高台径6.3,残高2.4
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→オサエ

良好
～3mmの白色細
礫

内外:灰白10YR 8/2
底部～高
台部片

瓦器 埦 復元高台径7.0,残高2.1
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ

良好
微細な白色粗
砂・雲母

内外:灰N 4/
底部～高
台部片

瓦器 小皿 復元口径8.6,復元底径6.9,器高1.9
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→オサエ

良好 微細な粗砂
内:灰白5Y 8/1
外:灰N 4/

1/4程度

須恵質
土器

甕 残高4.8
内:回転ナデ→格子目タタキ
外:回転ナデ→ナデ

不良 ～8mmの中礫
内:淡橙5YR 8/4
外:赤橙10R 6/6

肩部片 亀山？

陶器 甕 残高7.0
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 微細な粗砂
素地:灰N 6/
釉:暗オリーブ7.5Y 4/3

口縁部片
常滑
自然釉付着

陶器
水柱or
耳壺

底径7.8,残高5.1
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 ～1mmの粗砂
素地:灰白5Y 7/1
釉:暗オリーブ5Y 5/4

胴部～底
部片

中国陶器

陶器
水柱or
耳壺

残高6.1
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→ヘラケズリ

やや不良 微細な粗砂
内:灰5Y 6/1
外:橙5YR 7/6,灰褐7.5YR 6/2

胴部～底
部片

中国陶器

白磁 碗 残高2.9
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白N 7/
釉:灰白5Y 7/1

口縁部片 (Ⅳ)

白磁 碗 復元口径17.0,残高5.3
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白5Y 8/1
釉:灰白5Y 7/2

口縁部～
体部片

(Ⅴ-4a)

白磁 碗 復元高台径6.5,残高2.8
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ

良好 緻密
素地:灰白5Y 7/1
釉:灰オリーブ5Y 6/2

底部～高
台部片

(Ⅳ)

白磁 碗 残高2.8
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白5Y 8/1
釉:灰白7.5Y 7/1

高台部片 (Ⅴ)

瓦 平瓦 残存長4.4,残存幅5.3
内:ナデ,ケズリ
外:縄目タタキ

良好
～1mmの白色粗
砂

内:灰白5YR 8/1
外:橙2.5YR 6/6

小片 ○

土師器 埦 高台径7.5,残高2.5
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→オサエ

良好 微細な粗砂 内外:浅黄橙7.5YR 8/3,灰黄褐10YR 5/2
底部～高
台部片

瓦器 埦 高台径7.7,残高2.85
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→オサエ

良好 微細な白色粗砂 内外:灰N 6,灰白5Y 8/1
体部～高
台部片

青磁 碗
復元口径15.6,復元高台径5.6,
器高6.5

内:ロクロナデ→櫛目文,片彫蓮弁文
　 →施釉
外:ロクロナデ→片彫蓮花文→施釉

良好
微細な黒色粗砂
少量

素地:灰白10Y 7/1
釉:灰オリーブ7.5Y 6/2

1/3程度 ○
龍泉窯系
(Ⅰ-6a)

瓦器 埦 高台径6.8,残高2.2
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ

やや不良
～3mmの白色細
礫

内外:灰白10YR 8/2,灰黄褐10YR 5/2
底部～高
台部片

土師質
土器

鍋 残高3.4
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
微細な粗砂・雲
母

内:にぶい橙7.5YR 7/4
外:灰褐7.5YR 5/2

口縁部片

白磁 碗 残高3.2
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 微細な黒色粗砂
素地:灰白5Y 7/1
釉:灰白5Y 7/2

口縁部～
体部片

(Ⅳ)

青磁 碗 復元高台径6.0,残高4.6
内:ロクロナデ→片彫蓮花文→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰N 6/
釉:灰オリーブ7.5Y 5/2

体部～高
台部片

龍泉窯系
(Ⅰ-2)

土師器 坏 復元口径14.0,残高4.9
内:回転ナデ
外:回転ナデ→ヘラケズリ

良好
～4mmの細礫・
雲母

内外:明赤褐2.5YR 5/6
口縁部～
体部片

土師器 坏 復元口径12.2,残高4.3
内:回転ナデ
外:回転ナデ→ヘラケズリ

良好 微細な白色粗砂 内外:橙2.5YR 5/6 1/3程度

土師器 小皿 復元口径8.0,復元底径6.35,器高1.0
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～1mmの白色粗
砂・雲母

内外:にぶい黄橙10YR 7/3 1/3程度

瓦器 埦 残高3.5
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ

やや不良
微細な白色粗
砂・雲母

内:灰N 4/,灰白5Y 8/1
外:灰N 6/,灰白5Y 8/1

口縁部片

白磁 碗 残高4.6
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 ～2mmの粗砂
素地:灰白N 7/
釉:灰白5Y 7/2

口縁部～
体部片

(Ⅳ)

白磁 碗 残高2.4
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白5Y 7/1
釉:灰オリーブ5Y 6/2

口縁部片 (Ⅳ)

白磁 碗 残高2.7
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 微細な粗砂
素地:灰白5Y 7/1
釉:灰白5Y 7/2

口縁部片 (Ⅴ-4a)

瓦器 埦 残高2.7
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→オサエ

良好 緻密
内:灰白10YR 8/1
外:灰N 5/

底部～高
台部片

白磁 碗 残高1.9
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 微細な粗砂
素地:灰白7.5Y 7/1
釉:灰白7.5Y 7/2

口縁部片 (Ⅳ)

土師器 高坏 残高3.6
内:回転ナデ→ケズリ,シボリ
外:回転ナデ

良好
～1mmの粗砂少
量

内外:橙5YR 7/6 脚部片

須恵器 高坏 残高3.0
内:回転ナデ
外:回転ナデ→櫛描波状文

良好
～1mmの粗砂少
量

内:灰N 6/
外:灰N 5/

坏部片

須恵器 瓶？ 残高3.0
内:回転ナデ
外:回転ナデ→回転ヘラケズリ

良好 ～4mmの細礫 内外:灰N 5/ 底部片

土師器 小皿 復元口径10.0,復元底径5.8,器高1.4
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
微細な白色粗
砂・雲母

内外:浅黄橙7.5YR 8/4 1/4程度

土師器 小皿 復元口径8.0,復元底径5.6,器高1.0
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好 ～0.5mmの粗砂 内外:にぶい黄橙10YR 6/3 1/4程度

土師器 小皿 口径8.8,底径6.6,器高1.6
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
微細な白色粗
砂・雲母

内外:にぶい橙7.5YR 7/4 ほぼ完形 ○

土師器 小皿 復元口径9.0,復元底径7.7,器高1.25
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好 ～2.5mmの粗砂
内:橙2.5YR 6/8
外:橙2.5YR 6/6

口縁部～
底部片

土師器 坏 復元底径7.2,残高2.8
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好 ～1mmの粗砂
内:橙5YR 7/6
外:にぶい橙5YR 7/4

体部～底
部片

土師器 埦 復元高台径6.7,残高1.7
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ

やや不良
微細な粗砂・雲
母少量

内外:灰白10YR 8/2
底部～高
台部片

土師器 埦 復元口径16.0,高台径6.7,器高6.2
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ

良好
～4mmの細礫多
量

内:灰白2.5Y 8/1,8/2
外:浅黄橙10YR 8/3

1/2程度 ○

瓦器 埦
復元口径16.0,復元高台径6.5,
器高5.2

内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ,ケズリ

良好 微細な粗砂 内外:灰7.5Y 6/1 1/4程度

瓦器 埦 復元高台径7.6,残高2.3
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→オサエ

良好 微細な粗砂 内外:灰白2.5Y 8/1,黄灰2.5Y 5/1
体部～高
台部片

土師質
土器

鍋 残高4.2
内:回転ナデ→ハケ
外:回転ナデ→ナデ

良好
～2mmの白色粗
砂

内外:にぶい黄橙10YR 7/2
口縁部～
体部片

土師質
土器

鍋 残高2.5
内:回転ナデ
外:回転ナデ→オサエ

良好
微細な白色粗
砂・雲母

内外:褐灰10YR 4/1 口縁部片 スス付着

土師質
土器

鍋 残高8.2 ナデ,オサエ 良好 ～1mmの粗砂 内外:淡赤橙2.5YR 7/4,淡橙5YR 8/4 脚部片

土師質
土器

鍋 残高6.3 ナデ,オサエ 良好 ～4mmの細礫 にぶい橙5YR 7/4,淡橙5YR 8/4 脚部片

白磁 碗 復元高台径5.6,残高2.0
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 微細な粗砂
素地:灰白N 8/
釉:灰白2.5GY 8/1

底部～高
台部片

(Ⅴ)
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表 22    出土遺物観察表 22

掲載
番号

出土
遺構

種別 器種 法　量（cm） 調　整 焼成 胎　土 色　調 残　存
写
真

備考

白磁 皿 復元口径10.4,残高1.6
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 微細な粗砂
素地:灰白N 8/
釉:灰白7.5Y 7/1

口縁部片
(Ⅱ-1a
 orⅢ)

青磁 碗 復元高台径5.0,残高3.2
内:ロクロナデ→櫛点描文→施釉
外:ロクロナデ→櫛目文→施釉

良好 緻密
素地:灰N 7/
釉:灰オリーブ7.5Y 6/2

体部～高
台部片

同安窯系
(Ⅰ-1b)

青磁 碗 復元高台径5.1,残高3.8
内:ロクロナデ→幾何学花文→施釉
外:ロクロナデ→片彫蓮弁文→施釉

良好 緻密
素地:灰N 6/
釉:オリーブ灰2.5GY 6/1

体部～高
台部片

○
龍泉窯系
(Ⅱ-c)

土師器 小皿 復元口径10.6,復元底径7.2,器高1.1
内:ロクロナデ→オサエ
外:ロクロナデ→オサエ

良好 微細な粗砂 内外:橙2.5YR 6/6,にぶい黄橙10YR 7/3
口縁部～
底部片

土師器 坏 復元口径14.4,復元底径9.6,器高3.5
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～2mmの粗砂・
雲母

内外:にぶい橙7.5YR 7/4 1/4程度

土師器 坏 復元底径9.0,残高2.4
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
～1mmの粗砂・
雲母

内外:にぶい橙7YR 6/4
体部～底
部片

土師器 埦 高台径6.8,残高2.4
内:ロクロナデ→オサエ
外:ロクロナデ→オサエ

良好
～2mmの粗砂・
雲母

内:灰白2.5Y 7/1
外:にぶい黄橙10YR 7/2

体部～高
台部片

瓦器 埦 復元高台径6.4,残高1.7
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→オサエ

良好
～2mmの粗砂・
雲母

内:黄灰2.5Y 5/1
外:灰白2.5Y 8/1

底部～高
台部片

土師質
土器

鍋 残高4.1
内:回転ナデ
外:回転ナデ→ハケ

良好
～2mmの粗砂・
雲母

内:にぶい黄橙10YR 7/3
外:にぶい黄橙10YR 7/3,灰黄褐10YR 5/2

口縁部片

瓦質土器 鍋 残高19.55 ナデ,オサエ 良好
微細な白色粗砂
少量

灰7.5Y 6/1 脚部片 ○

白磁 碗 復元高台径6.4,残高4.8
内:ロクロナデ→櫛目文→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好
～1mmの粗砂少
量

素地:灰白10YR 8/1
釉:灰黄2.5Y 7/2

体部～高
台部片

(Ⅴ-4b)

白磁 碗 残高2.6
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白2.5Y 8/1
釉:灰白10Y 8/1

口縁部片 (Ⅴ-4a)

土師器 小坏 復元口径9.0,復元底径4.6,器高2.7
内:回転ナデ
外:回転ナデ→オサエ

良好 微細な粗砂 内外:橙5YR 7/6 1/3程度

土師器 高坏 残高2.9
内:回転ナデ→オサエ,ナデ
外:回転ナデ→オサエ

良好
～5mmの中礫多
量

内外:橙2.5YR 6/8
坏部～脚
部片

土師器 甕 残高3.6
内:回転ナデ→ヘラケズリ
外:回転ナデ

良好
～1mmの白色粗
砂少量

内:橙2.5YR 6/6
外:橙2.5YR 6/8

口縁部～
頸部片

須恵器 甕 残高7.8
内:回転ナデ→ナデ
外:回転ナデ→平行タタキ

良好
～3mmの細礫・
雲母少量

内外:灰黄褐10YR 6/2,褐灰10YR 5/1
頸部～肩
部片

須恵器 甕 残高3.15
内:回転ナデ→(青海波文当具痕)
外:回転ナデ→平行タタキ

良好
～2mmの白色粗
砂少量

内:灰白N 7/
外:灰N 6/

肩部片

須恵器 甕 残高8.0
内:回転ナデ→ケズリ
外:回転ナデ→縄目タタキ

良好
～2mmの白色粗
砂少量

内:灰白N 7/
外:灰白N 7/,灰N 6/

胴部片

須恵器 甕 残高7.7
内:回転ナデ→ナデ
外:回転ナデ→平行タタキ

良好 ～2mmの粗砂
内:褐灰10YR 6/1
外:灰N 5/

胴部片

須恵器 甕 残高6.9
内:回転ナデ→ナデ
外:回転ナデ→平行タタキ

良好
～2mmの粗砂少
量

内:褐灰10YR 6/1
外:灰N 4/

胴部片

須恵器 甕 残高5.9
内:回転ナデ→ナデ
外:回転ナデ→平行タタキ

良好
～1.5mmの粗砂
少量

内外:灰N 5/ 胴部片

須恵器 甕 残高4.3
内:回転ナデ→ナデ
外:回転ナデ→平行タタキ

良好
～1mmの粗砂少
量

内外:灰N 5/ 胴部片

軟質土器 甕 残高7.5
内:ナデ→ハケ→ナデ
外:ナデ→格子目タタキ

良好
～3mmの白色細
礫

内:にぶい橙7.5YR 6/4
外:にぶい橙5YR 6/4

胴部片 ○

軟質土器 甕or鉢 残高3.7
内:ナデ→ハケ
外:ナデ→格子目タタキ

良好 ～4mmの細礫 内外:にぶい橙5YR 6/4 体部片 ○

軟質土器 甕or鉢 残高3.3
内:ナデ→ハケ
外:ナデ→格子目タタキ

良好 ～4mmの細礫 内外:にぶい橙7.5YR 6/4 体部片 ○

瓦 平瓦 残存長5.4,残存幅5.3
内:ナデ,ケズリ
外:斜格子目タタキ

良好
～1mmの白色粗
砂少量

凹凸:淡橙5YR 8/4 小片 ○

土師器 小皿 復元口径8.4,復元底径6.4,器高1.05
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好 微細な赤色粗砂 内外:にぶい橙7.5YR 7/3 1/3程度

土師器 小皿 復元口径9.0,底径6.2,器高1.0
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好 ～2mmの粗砂 内外:灰白10YR 8/1 2/3程度

土師器 小皿 復元口径9.0,復元底径7.0,器高1.3
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
微細な白色粗
砂・雲母

内外:明赤褐5YR 5/6 1/3程度

土師器 小皿 復元口径9.2,復元底径6.7,器高1.2
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→ヘラ切り

良好
微細な白色粗
砂・雲母

内外:にぶい橙7.5YR 7/4 1/4程度

土師器 小皿 口径10.1,器高1.7
内:ロクロナデ→オサエ
外:ロクロナデ→オサエ

良好
微細な黒色・茶
色・粗砂少量

内外:浅黄橙7.5YR 8/4 完形 ○

土師器 小皿 復元口径9.4,残高1.4
内:ロクロナデ→オサエ
外:ロクロナデ→オサエ

良好 微細な粗砂 内外:にぶい橙7.5YR 7/3
口縁部～
底部片

土師器 小皿 復元口径8.3,底径4.7,器高1.9
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
～1mmの白色粗
砂

内外:浅黄橙7.5YR 8/3,にぶい黄橙7.5YR 7/4 2/3程度

土師器 小皿 口径7.95,底径4.7,器高1.9
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好 ～1mmの粗砂 内外:浅黄橙7.5YR 8/4 ほぼ完形

土師器 坏 口径15.0,底径8.0,器高5.1
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～3mmの白色・
黒色細礫少量

内外:浅黄橙7.5YR 8/6,にぶい橙7.5YR 7/4 3/4程度 ○

土師器 坏
復元口径15.4,復元底径11.0,
器高2.8

内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～1mmの白色粗
砂

内外:橙7.5YR 7/6 1/3程度

土師器 坏 復元口径7.0,復元底径9.0,器高2.9
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
微細な白色粗
砂・雲母

内外:にぶい黄橙10YR 7/2 1/4程度

土師器 埦
復元口径15.4,復元高台径5.8,
器高5.5

内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ

良好
～5mmの白色中
礫

内外:浅黄橙7.5YR 8/3 1/4程度

土師器 埦 高台径7.15,残高2.4
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ

良好
微細な白色粗
砂・雲母

内:にぶい橙7.5YR 7/4
外:浅黄橙10YR 8/3,灰白10YR 8/1

底部～高
台部片

土師器 埦 復元高台径6.8,残高4.5
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ

良好 ～3mmの細礫 内外:橙5YR 7/6
体部～高
台部片

瓦器 埦 復元口径16.6,高台径7.45,器高6.15
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ,ナデ

良好 緻密
内:灰白5Y 8/1
外:灰白5Y 8/1,灰N 4/

ほぼ完形

瓦器 埦
復元口径15.9,復元高台径6.0,
器高5.6

内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ,ケズリ

良好 微細な粗砂 内外:灰白5Y 7/1,灰N 4/
口縁部～
高台部片

瓦器 埦 口径15.8,高台径5.1,器高6.1
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ,ケズリ

良好
微細な白色粗
砂・雲母

内外:灰N 8/,5/ 1/2程度

瓦器 埦 復元口径16.3,残高5.8
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→オサエ

良好
微細な白色粗
砂・雲母

内:灰白10YR 8/2
外:灰白10YR 8/2,灰N 6/

口縁部～
体部片

瓦器 埦 高台径6.4,残高3.0
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→オサエ

良好 ～3mmの細礫 内外:にぶい黄橙10YR 7/2,褐灰10YR 6/1
体部～高
台部片

ヘラ記号

瓦器 埦 高台径7.05,残高2.6
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→オサエ

良好
～1mmの粗砂・
雲母

内:灰白10YR 8/2,褐灰10YR 6/1
外:灰白10YR 8/2,7/1

体部～高
台部片

土師質
土器

足鍋 復元口径23.4,残高9.9
内:回転ナデ→ヨコハケ,ナデ
外:回転ナデ→タテハケ,ナデ

良好
～1mmの白色粗
砂・雲母

内:灰黄褐10YR 6/2,褐灰10YR 4/1
外:明褐灰7.5YR 7/2,褐灰7.5YR 4/1

口縁部～
体部片

○
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表 23    出土遺物観察表 23

掲載
番号

出土
遺構

種別 器種 法　量（cm） 調　整 焼成 胎　土 色　調 残　存
写
真

備考

土師質
土器

鍋 復元口径26.0,残高9.4
内:回転ナデ→ヨコハケ
外:回転ナデ→ヨコハケ,オサエ,ナデ

良好
～1mmの白色粗
砂・雲母

内:褐灰10YR 4/1,にぶい橙5YR 7/3
外:褐灰10YR 6/1,4/1,灰黄褐10YR 6/2

口縁部～
体部片

スス付着

土師質
土器

鍋 残高3.3
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
微細な白色粗
砂・雲母

内:橙5YR 7/6
外:褐灰10YR 4/1

口縁部片 スス付着

土師質
土器

鍋 残高3.7 ナデ,オサエ 良好 ～5mmの中礫 にぶい橙7.5YR 7/4 脚部片

瓦質土器 羽釜 残高4.8
内:回転ナデ
外:回転ナデ→オサエ

良好
微細な粗砂・雲
母

内:灰5Y 5/1
外:灰5Y 5/1,灰白5Y 8/1

口縁部～
体部片

瓦質土器 甕 残高10.4
内:回転ナデ→ナデ
外:回転ナデ→格子目タタキ,ナデ

やや不良 ～3mmの細礫 内外:灰白2.5Y 7/1
口縁部～
頸部片

須恵質
土器

鉢 残高5.15
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～2mmの白色粗
砂少量

内外:灰N 6/,5/,4/
口縁部～
体部片

東播系

須恵質
土器

鉢 残高2.85
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～1mmの白色粗
砂少量

内:灰N 5/
外:灰N 6/,暗灰N3/

口縁部片 東播系

須恵質
土器

鉢 残高2.2
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好 ～1mmの粗砂 内外:灰N 5/ 口縁部片 東播系

須恵質
土器

鉢 復元底径12.6,残高7.3
内:回転ナデ→ナデ
外:回転ナデ→ヘラ切り

良好 ～2mmの粗砂 内外:灰N 5/
体部～底
部片

東播系

須恵質
土器

鉢 底径10.25,残高3.4
内:回転ナデ→ナデ
外:回転ナデ→糸切り→オサエ

良好
～2mmの白色粗
砂

内外:灰N 6/
体部～底
部片

東播系

白磁 碗 残高2.9
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 ～0.5mmの粗砂
素地:灰白2.5Y 8/1
釉:灰白7.5Y 8/1

口縁部片 (Ⅳ)

白磁 碗 残高2.5
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 微細な粗砂
素地:灰白N 8/
釉:灰白10Y 8/1

口縁部片 (Ⅳ)

白磁 碗 復元口径15.6,高台径5.1,器高8.0
内:ロクロナデ→施釉→口禿げ
外:ロクロナデ→施釉→口禿げ

良好 緻密
素地:灰N 7/
釉:灰白10Y 7/1

口縁部～
高台部片

(Ⅸ-2a)

白磁 碗 復元高台径5.0,残高6.5
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:褐灰10YR 6/,5/
釉:灰10Y 6/1

体部～高
台部片

(Ⅸ-2a)

白磁 碗 復元高台径7.0,残高3.7
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 微細な粗砂
素地:灰白2.5Y 8/1
釉:灰白10Y 8/1

体部～高
台部片

(Ⅳ)

白磁 碗 復元高台径6.0,残高1.5
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 微細な粗砂
素地:明青灰5PB 7/1
釉:灰白10Y 7/1

底部～高
台部片

白磁 皿 復元口径11.7,残高3.3
内:ロクロナデ→施釉→口禿げ
外:ロクロナデ→施釉→口禿げ

良好 緻密
素地:灰白N 8/
釉:灰白5GY 8/1

口縁部～
体部片

(Ⅸ-1d)

土師器 高坏 残高2.5
内:回転ナデ→ヨコハケ
外:回転ナデ→タテハケ

良好
～1mmの白色粗
砂・雲母

内:橙5YR 6/6
外:にぶい赤褐5YR 5/4

坏部片

土師器 高坏 残高2.7
内:回転ナデ→ケズリ,オサエ
外:回転ナデ

良好 ～2mmの粗砂 内外:明赤褐2.5YR 5/6 脚部片 丹塗

土師器 高坏 復元脚部径10.1,残高2.7
内:回転ナデ→ケズリ
外:回転ナデ

良好
～3mmの白色細
礫

内外:橙5YR 6/6 脚部片

土師器 高坏 残高2.1
内:回転ナデ→ケズリ,ハケ
外:回転ナデ→ヘラミガキ

良好
微細な白色粗
砂・雲母

内外:明赤褐2.5YR 5/6 脚部片 丹塗

土師器 小皿 復元口径10.0,器高1.2
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
～1.5mmの粗
砂・雲母

内外:にぶい橙7.5YR 7/4 1/4程度

土師器 坏 復元口径13.6,器高2.2
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～1.5mmの粗砂
少量

内外:にぶい黄橙10YR 7/3 1/3程度

土師器 坏 復元底径7.4,残高1.6
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～1mmの白色粗
砂・雲母

内:にぶい橙7.5YR 7/4
外:にぶい黄橙10YR 6/3

体部～底
部片

土師器 台付盤 高台径11.0,残高3.1
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ

良好
～1mmの粗砂少
量

内外:橙5YR 6/6 高台部片

瓦器 埦
復元口径17.4,復元高台径8.1,
器高6.0

内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ

良好
～1mmの粗砂少
量

内外:灰白2.5Y 8/1,灰白N 6/,5/ 1/2程度

瓦器 埦 口径15.9,高台径6.85,器高6.85
内:ロクロナデ→ヘラミガキ,オサエ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ,オサエ

良好
～1mmの白色粗
砂少量

内外:灰白2.5Y 8/1,灰白N 5/ ほぼ完形 ○

瓦器 埦
復元口径14.8,復元高台径6.7,
器高6.3

内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ,オサエ

やや不良
～1.5mmの粗砂
少量

内:灰白2.5Y 8/1,灰N 4/
外:灰白2.5Y 8/2,灰N 4/

口縁部～
高台部片

瓦器 埦
復元口径16.0,復元高台径5.9,
器高5.6

内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ,ケズリ

不良
～1mmの粗砂少
量

内外:灰白2.5Y 8/1,灰N 5/ 1/3程度

瓦器 埦 残高4.3
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ

良好 微細な粗砂
内:灰白2.5Y 8/1
外:灰N 5/

口縁部～
体部片

土師質
土器

鍋 復元口径22.2,残高6.5
内:回転ナデ→ヨコハケ
外:回転ナデ→ハケ,オサエ

良好 微細な粗砂多量 内外:灰白10YR 8/2
口縁部～
体部片

土師質
土器

鍋 復元口径43.8,残高3.7
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～1mmの粗砂多
量

内:橙5YR 6/6
外:褐灰7.5YR 4/1

口縁部片 スス付着

須恵質
土器

鉢 復元口径29.0,復元底径9.2,残高11.4
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好 ～8mmの中礫
内:灰白N 7/
外:灰白N 7/,灰N 6/

口縁部～
底部片

東播系

白磁 碗 復元口径15.2,残高3.65
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白5Y 7/1
釉:灰白5Y 7/2

口縁部～
体部片

(Ｖ-4a)

白磁 碗 復元高台径6.4,残高2.75
内:ロクロナデ→施釉→釉掻き取り
外:ロクロナデ→施釉

良好 微細な黒色粗砂
素地:灰白N 8/
釉:灰白10Y 7/1

底部～高
台部片

(Ⅷ)

青磁 碗 残高4.5
内:ロクロナデ→櫛目文→施釉
外:ロクロナデ→櫛目文→施釉

良好 緻密
素地:灰白N 7/
釉:オリーブ灰2.5GY 6/1

口縁部～
体部片

同安窯系
(Ⅰ-1b)

土師器 坏 復元口径15.2,復元底径10.7,器高2.8
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～2mmの粗砂少
量

内外:にぶい橙7.5YR 7/4 1/3程度

瓦器 埦 復元高台径7.0,残高1.8
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ナデ

やや不良 ～2.5mmの粗砂 内外:灰白2.5Y 8/1
底部～高
台部片

土師器 移動式竃 残高5.6
内:ナデ
外:ナデ→オサエ,タテハケ

良好
～5mmの中礫多
量

内外:にぶい橙5YR 6/6 裾部片

須恵器 壺 残高5.4
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～1mmの白色粗
砂少量

内外:灰N 5/
頸部～胴
部片

土師器 小皿 復元口径8.8,復元底径7.7,器高1.1
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～1mmの粗砂少
量

内:にぶい黄橙10YR 6/3
外:にぶい黄橙10YR 7/3

1/2程度

土師器 小皿 復元口径8.8,復元底径6.8,器高1.6
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～2mmの粗砂少
量

内外:橙5YR 6/6 1/2程度

土師器 小皿 復元口径8.9,復元底径5.9,器高1.3
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好 微細な粗砂少量 内外:橙7.5YR 7/6 1/2程度

土師器 坏 復元口径13.3,復元底径8.4,器高2.95
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好 微細な粗砂少量
内:にぶい黄橙10YR 7/3
外:にぶい黄橙10YR 7/3,褐灰10YR 5/1

2/3程度

土師器 坏 復元口径13.6,底径9.0,器高3.0
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好 微細な粗砂少量 内外:にぶい黄橙10YR 7/4,橙5YR 7/6 2/3程度

土師器 坏 復元口径13.4,復元底径9.0,器高2.8
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
～1mmの粗砂少
量

内:にぶい黄橙10YR 6/3
外:にぶい黄橙10YR 6/3,灰黄褐10YR 5/2

1/2程度

土師器 坏
復元口径14.5,復元底径10.3,
器高2.85

内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～3mmの細礫少
量

内外:にぶい橙7.5YR 7/4,6/4
口縁部～
底部片
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表 24    出土遺物観察表 24

掲載
番号

出土
遺構

種別 器種 法　量（cm） 調　整 焼成 胎　土 色　調 残　存
写
真

備考

土師器 坏 復元口径14.7,底径9.6,器高2.8
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

やや不良 ～2mmの粗砂
内:にぶい黄橙10YR 7/4
外:にぶい黄橙10YR 7/4,7/3

1/2程度

土師器 坏 口径13.6,底径8.55,器高3.05
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好 微細な粗砂少量
内:にぶい黄橙10YR 7/3
外:にぶい黄橙10YR 7/3,褐灰10YR 5/1

ほぼ完形

土師器 坏 復元口径15.1,復元底径11.0,器高3.1
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～3mmの細礫多
量

内外:橙2.5YR 6/6 1/2程度

土師器 坏 復元口径14.0,底径10.0,器高2.8
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

やや不良
微細な粗砂・金
雲母

内外:黄灰2.5YR 6/1,6/2 1/3程度

土師器 坏 復元口径14.8,復元底径7.8,器高3.6
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
～2mmの粗砂少
量

内外:にぶい橙7.5YR 7/4 1/3程度

土師器 坏 復元口径14.8,復元底径8.8,器高3.2
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

やや不良 ～1mmの粗砂
内:にぶい黄橙10YR 7/3
外:浅黄橙10YR 8/3

1/3程度

土師器 坏 口径13.25,底径7.9,器高3.0
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好 微細な粗砂少量
内:灰黄褐10YR 6/2
外:にぶい黄橙10YR 6/3,褐灰10YR 4/1

完形

土師器 坏 復元口径13.85,底径9.05,器高3.65
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好 微細な粗砂少量 内外:橙7.5YR 7/6,褐灰7.5YR 6/1 2/3程度

土師器 坏 復元口径14.0,復元底径9.0,器高3.8
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～2mmの粗砂少
量

内:橙2.5YR 6/6,橙7.5YR 7/6
外:橙7.5YR 7/6,灰黄褐10YR 6/2

口縁部～
底部片

土師器 坏 口径14.7,器高3.6
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～2mmの白色粗
砂・金雲母多量

内:にぶい橙7.5YR 6/4
外:にぶい橙7.5YR 6/4,褐灰7.5YR 6/1

1/2程度 ○

土師器 坏 口径13.15,底径8.1,器高3.0
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好 微細な粗砂少量 内外:橙7.5YR 7/6,褐灰7.5YR 4/1 完形 ○

土師器 坏 復元口径13.8,底径6.95,器高3.5
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好 微細な粗砂少量 内外:にぶい黄橙10YR 6/3,6/4 1/2程度

土師器 坏 底径10.2,残高1.95
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

やや不良 微細な粗砂少量 内外:にぶい黄橙10YR 7/4,橙5YR 7/6 底部片

瓦器 埦
復元口径16.4,復元高台径7.8,
器高6.0

内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ,ナデ,　
　 オサエ

良好
微細～1mmの粗
砂

内外:黄灰2.5Y 5/1,6/1
口縁部～
底部片

瓦器 埦
復元口径16.0,復元高台径7.0,
器高5.8

内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ,オサエ

良好
～3mmの細礫少
量

内外:灰白5Y 7/1,灰白N 7/ 1/2程度

瓦器 埦 復元口径16.3,残高5.2
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ

良好
～1mmの粗砂・
雲母

内:灰5Y 4/1,灰白5Y 8/1
外:灰5Y 4/1,6/1,灰白5Y 8/2

口縁部～
体部片

瓦質土器 鉢 復元口径28.4,底径12.2,器高10.2
内:回転ナデ→ヨコハケ
外:回転ナデ→ハケ,ナデ,オサエ

良好
～1mmの白色粗
砂少量

内外:暗青灰5PB 4/1 1/2程度

青磁 碗 復元口径14.8,残高1.25
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰10Y 6/1
釉:灰10Y 6/1

口縁部片 龍泉窯系

土師器 小皿 復元口径8.4,復元底径7.2,器高0.9
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
微細な粗砂・雲
母少量

内外:橙5YR 6/8
口縁部～
底部片

土師器 小皿 復元口径8.6,復元底径7.6,器高1.3
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～3mmの細礫・
雲母

内外:にぶい橙7.5YR 6/4 1/4程度

瓦器 埦 復元口径16.2,残高3.0
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ

良好
～2mmの粗砂・
雲母少量

内:褐灰10YR 6/1,灰N 5/
外:灰N 5/,黄灰2.5Y 5/1

口縁部～
体部片

土師質
土器

鍋 残高2.9
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～3mmの細礫・
雲母

内:橙2.5YR 6/6,褐灰7.5YR 5/1
外:黒褐7.5YR 3/1

口縁部片 スス付着

陶器 水注 残高3.2 ナデ,オサエ,(工具痕) 良好 緻密
素地:灰褐7.5YR 6/2
釉:灰黄褐10YR 6/2

把手片 中国陶器

青磁 碗 残高2.2
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→櫛目文→施釉

良好 緻密
素地:灰白5Y 7/1
釉:オリーブ黄5Y 6/3

口縁部片
同安窯系
(Ⅰ-1b)

土師器 移動式竃 残高4.5
内:ナデ,オサエ
外:ナデ,オサエ

良好
～2mmの白色粗
砂

内外:橙2.5YR 6/6 小片

土師器 甑 残高7.0 ナデ,オサエ 良好
微細な白色粗砂
少量

内外:にぶい黄橙10YR 7/3 把手片

土師器 坏 復元底径7.2,残高1.4
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
～1mmの粗砂・
雲母

内外:橙7.5YR 6/6 底部片

土師器 埦
復元口径16.2,復元高台径6.2,
器高5.2

内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→ナデ

良好
～1.5mmの粗砂
少量

内:灰白10YR 8/2,にぶい黄橙10YR 7/2
外:灰白10YR 8/2,淡橙5YR 8/4

1/3程度

土師器 埦 残高2.7
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ

良好 ～2mmの粗砂 内外:明赤褐5YR 5/8
体部～高
台部片

瓦器 埦 復元口径16.0,残高3.8
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ,オサエ

良好
～3mmの細礫・
雲母少量

内外:灰白10YR 8/2,褐灰10YR 5/1
口縁部～
体部片

白磁 皿 復元底径4.2,残高1.5
内:ロクロナデ→櫛目文→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白2.5Y 8/2
釉:灰白2.5Y 8/2

底部片 (Ⅵ-2)

青磁 皿 復元口径10.2,残高1.7
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白5Y 7/1
釉:オリーブ黄5Y 6/3

口縁部片

土師器 小皿 復元口径8.2,器高1.3
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～1mmの粗砂・
雲母

内外:橙5YR 6/6
口縁部～
底部片

土師質
土器

鍋 残高3.1
内:回転ナデ→ナデ
外:回転ナデ

良好
～1mmの粗砂・
雲母

内:橙5YR 6/6
外:褐灰5YR 4/1

口縁部片 スス付着

瓦器 埦 復元口径16.6,残高2.5
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ

良好
～1mmの白色粗
砂

内外:黄灰2.5Y 6/1 口縁部片

土師器 小皿 復元口径9.0,復元底径6.5,器高1.35
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好 微細な粗砂 内外:にぶい橙7.5YR 6/4 1/4程度

土師質
土器

鍋 残高2.15
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～1mmの白色・
黒色粗砂

内外:橙2.5YR 6/6 口縁部片 スス付着

白磁 碗 残高2.8
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 微細な黒色粗砂
素地:灰白5Y 7/1
釉:灰白5Y 7/1

口縁部片 (Ⅳ)

白磁 碗 復元高台径7.1,残高3.3
内:ロクロナデ→櫛目文→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好
～1mmの粗砂少
量

素地:灰白10YR 8/2
釉:淡黄2.5YR 8/3

底部～高
台部片

(Ⅴ-4b)

白磁 皿 復元高台径4.2,残高1.7
内:ロクロナデ→施釉→釉掻き取り
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白N 8/
釉:明オリーブ灰2.5GY 7/1

底部～高
台部片

(Ⅲ-1)

土師器 甑 残高4.1 ナデ,オサエ 良好
～1mmの白色粗
砂多量

にぶい橙5YR 7/3,灰白10YR 7/1,8/2 把手片

土師器 小皿 復元口径9.3,復元底径8.0,器高1.2
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ

良好
～2mmの白色粗
砂少量

内:橙5YR 7/6,褐灰5YR 6/1
外:橙5YR 6/6

口縁部～
底部片

瓦質土器 鉢 残高4.1
内:回転ナデ→オサエ
外:回転ナデ

良好
～1mmの白色粗
砂少量

内外:褐灰10YR 4/1
口縁部～
体部片

陶器 擂鉢 残高6.1
内:ロクロナデ→擂目施文
外:ロクロナデ

良好
～2mmの白色粗
砂多量

内:灰褐7.5YR 5/2,にぶい赤褐5YR 5/3
外:にぶい赤褐5YR 5/3,4/3

口縁部片 備前

土師器 坏 口径12.7,底径7.3,器高3.6
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好 ～6mmの中礫 内外:にぶい橙7.5YR 7/4 完形 ○

土師器 坏 復元口径12.4,復元底径8.0,器高3.2
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
微細な白色粗
砂・雲母多量

内外:にぶい橙7.5YR 6/4,灰褐7.5YR 5/2 1/2程度

土師器 坏 口径12.45,底径7.4,器高3.25
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
微細な粗砂・金
雲母少量

内外:橙7.5YR 7/6 完形 ○
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表 25    出土遺物観察表 25

掲載
番号

出土
遺構

種別 器種 法　量（cm） 調　整 焼成 胎　土 色　調 残　存
写
真

備考

土師器 坏 底径8.6,残高1.5
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～2mmの粗砂・
雲母

内外:にぶい橙7.5YR 6/4 底部片

瓦器 埦 口径17.0,高台径6.7,器高5.9
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ,ナデ,
 　オサエ

良好
～2mmの白色粗
砂少量

内:灰白5Y 7/1,灰N 6/
外:灰白5Y 7/1,灰N 4/

ほぼ完形 ○

土師器 小皿 口径7.8,底径6.4,器高0.9
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～2mmの白色粗
砂・雲母

内:明黄褐10YR 7/6
外:浅黄橙10YR 8/4

ほぼ完形 ○

土師器 小皿 復元口径9.0,復元底径6.0,器高1.35
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～2mmの白色粗
砂・雲母多量

内:明赤褐5YR 5/8
外:明赤褐5YR 5/8,にぶい赤褐5YR 4/3

1/4程度

瓦器 埦 復元口径17.3,残高3.35
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ

良好
～1mmの粗砂少
量

内外:灰白2.5Y 8/1,7/1,黄灰2.5Y 6/1,5/1
口縁部～
体部片

瓦器 埦 復元高台径6.2,残高1.25
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ

良好
～1.5mmの白色
粗砂少量

内外:黄灰2.5Y 6/1
底部～高
台部片

瓦器 小皿 口径9.3,底径7.4,器高1.6
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～1mmの白色粗
砂

内:灰黄褐10YR 6/2
外:にぶい黄橙10YR 7/2

完形 ○

土師質
土器

鍋 残高3.4
内:回転ナデ
外:回転ナデ→オサエ

良好
～1mmの粗砂・
雲母多量

内外:明赤褐5YR 5/6,褐灰5YR 4/1 口縁部片 スス付着

土師質
土器

鍋 残高4.75
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～1mmの白色粗
砂・雲母多量

内:にぶい橙7.5YR 6/4
外:灰褐7.5YR 4/2,黒褐7.5YR 3/1

口縁部片 スス付着

土師質
土器

鍋 残高2.95
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～1.5mmの粗砂
少量

内:にぶい黄橙10YR 7/2
外:灰褐7.5Y 6/2,5/2

口縁部片

瓦質土器 鉢 残高5.5
内:回転ナデ→ナデ
外:回転ナデ→オサエ

良好
～1mmの白色粗
砂少量

内外:黄灰2.5Y 6/1,5/1
口縁部～
体部片

須恵質
土器

鉢 残高3.2
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～1mmの白色粗
砂少量

内:灰白2.5Y 7/1
外:灰白2.5Y 7/1,黄灰2.5Y 5/1

口縁部～
体部片

東播系

白磁 碗 残高2.3
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好
～1mmの褐色粗
砂少量

素地:灰白5Y 7/1
釉:灰白5Y 7/2

口縁部片 (Ⅳ)

白磁 碗 残高2.3
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 微細な粗砂少量
素地:灰白N 8/
釉:灰白N 8/

口縁部片 (Ⅴ-4a)

青磁 碗 残高3.0
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→片彫鎬蓮弁文→施釉

良好 微細な粗砂少量
素地:灰N 6/
釉:オリーブ灰2.5GY 6/1

口縁部片
龍泉窯系
(Ⅱ-b)

土師器 小皿 復元口径7.8,器高1.0
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～1mmの粗砂・
雲母

内外:にぶい橙7.5YR 7/4 1/3程度

土師器 坏 復元口径14.0,器高2.9
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～4mmの細礫・
雲母多量

内外:にぶい橙7.5YR 6/4 1/4程度

瓦器 埦
復元口径15.0,復元高台径5.7,
器高5.05

内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→オサエ

やや不良
～1mmの白色粗
砂・雲母少量

内:にぶい橙5YR 6/3,褐灰5YR 4/1
外:にぶい黄橙10YR 6/3,褐灰10YR 5/1

1/4程度

瓦器 埦 復元口径16.0,残高3.75
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ

良好
～1mmの白色粗
砂少量

内外:灰白5Y 8/1,灰N 6/,5/
口縁部～
体部片

瓦器 小皿 復元口径9.1,復元底径5.5,器高2.55
内:ロクロナデ→ナデ,ヘラミガキ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
～1mmの白色粗
砂少量

内外:灰7.5Y 6/1,灰N 5/ 1/2程度

瓦器 小皿 復元口径9.0,器高1.6
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→糸切り

良好 ～4mmの細礫 内外:灰N 4/,灰白2.5Y 7/1 1/4程度

土師質
土器

鍋 残高3.6
内:回転ナデ→ヨコハケ
外:回転ナデ→オサエ

良好
～1mmの白色粗
砂・雲母少量

内:にぶい黄橙10YR 6/3
外:灰黄褐10YR 5/2

口縁部片

土師質
土器

鍋 残高4.0
内:回転ナデ→ヨコハケ
外:回転ナデ→タテハケ,オサエ

良好
～1mmの白色粗
砂少量

内:にぶい黄橙10YR 7/2
外:褐灰10YR 4/1

口縁部片 スス付着

須恵質
土器

鉢 残高3.1
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～1mmの白色粗
砂少量

内:灰N 5/
外:灰N 5/,暗灰N 3/

口縁部片 東播系

青磁 碗 残高4.1
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→片彫蓮弁文→施釉

良好 微細な粗砂少量
素地:灰白2.5Y 7/1
釉:灰黄2.5Y 6/2

口縁部～
体部片

龍泉窯系
(Ⅳ)

土師器 高坏 残高6.05
内:回転ナデ→シボリ
外:回転ナデ→ナデ,穿孔

良好
～1mmの白色粗
砂・雲母少量

内外:にぶい橙7.5YR 7/4
坏部～脚
部片

土師器 甑 残高3.7 ケズリ,ハケ,ナデ,オサエ 良好
～1.5mmの白色
粗砂少量

橙2.5YR 6/6,明赤褐2.5Y 5/6 把手片

土師器 壺 口径7.0,器高9.9
内:回転ナデ→ケズリ
外:回転ナデ→タテハケ,ケズリ,
　 オサエ

良好
微細な白色・黒
色粗砂少量

内外:浅黄橙10YR 8/4 ほぼ完形 ○

土師器 甕 残高5.45
内:回転ナデ→オサエ,ヘラケズリ
外:回転ナデ→ナデ

良好
～3mmの白色・
褐色細礫少量

内外:橙5YR 6/6
口縁部～
頸部片

土師器 小皿 復元口径9.8,復元底径7.8,器高1.25
内:ロクロナデ→ナデ　
外:ロクロナデ→糸切り

良好
～2mmの白色粗
砂・雲母多量

内外:にぶい黄橙10YR 6/4 1/4程度

土師器 埦 復元高台径6.6,残高2.15
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→オサエ

良好
～1mmの白色粗
砂少量

内:灰白10YR 8/2
外:浅黄橙10YR 8/3

底部～高
台部片

土師器 埦 復元高台径7.9,残高2.2
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ

良好
～2mmの白色粗
砂少量

内外:橙5YR 7/6
底部～高
台部片

白磁 皿 残高1.8
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 微細な粗砂少量
素地:灰白5Y 7/2
釉:灰黄2.5Y 7/2

口縁部片 (Ⅱ)

白磁 碗 残高4.35
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好
微細な黒色粗砂
少量

素地:灰白N 8/
釉:灰白7.5Y 7/1

口縁部～
体部片

(Ⅱ)

土師器 小皿 復元口径10.0,器高1.85
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
～1mmの白色粗
砂・雲母少量

内外:灰白2.5Y 7/1,灰黄2.5Y 7/2
口縁部～
底部片

土師器 坏 口径15.6,底径11.1,器高3.6
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
微細な白色粗
砂・金雲母少量

内外:橙5YR 6/6,にぶい橙7.5YR 7/4 ほぼ完形 ○

瓦器 埦
復元口径8.25,復元高台径6.5,
器高6.35

内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ,オサエ

やや不良 微細な粗砂少量 内外:黄灰2.5Y 4/1,にぶい黄橙10YR 7/2 1/3程度

瓦器 埦 復元口径16.0,残高5.4
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ

やや不良
～2mmの白色粗
砂・雲母多量

内:灰白2.5Y 8/1,黄灰2.5Y 6/1
外:灰白2.5Y 8/1,黄灰2.5Y 5/1

口縁部～
体部片

瓦器 埦 口径16.6,高台径7.2,器高5.6
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ,オサエ

良好
微細な白色粗砂
少量

内:灰白2.5Y 8/1,褐灰10YR 6/1
外:暗灰N 3/,灰白5Y 8/1

ほぼ完形 ○

土師質
土器

鍋 残高4.2
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～1mmの粗砂多
量

内:橙5YR 6/6
外:橙5YR 6/6,褐灰5YR 6/1

口縁部片

青磁 碗 復元口径17.2,残高5.7
内:ロクロナデ→飛雲文→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 微細な粗砂少量
素地:灰白N 7/
釉:灰オリーブ7.5Y 6/2

口縁部～
体部片

龍泉窯系
(Ⅰ-4a)

土師器 小皿 復元口径8.2,復元底径6.0,器高1.3
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
微細な粗砂・雲
母少量

内外:にぶい黄橙10YR 7/3
口縁部～
底部片

土師質
土器

鍋 残高4.0
内:回転ナデ→ヨコハケ
外:回転ナデ→ヨコハケ,オサエ

良好
～1mmの粗砂多
量

内:灰白10YR 8/2
外:にぶい黄橙10YR 7/2,褐灰10YR 5/1

口縁部片 スス付着

瓦質土器 鉢 残高1.85
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～1mmの白色・
褐色粗砂少量

内:褐灰10YR 6/1
外:褐灰10YR 5/1

口縁部片

須恵質
土器

鉢 残高4.7
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～1.5mmの白色
粗砂少量

内:灰N 6/,5/
外:灰N 5/

口縁部～
体部片

東播系

白磁 碗 残高2.85
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好
微細な黒色粗砂
少量

素地:灰白N 8/
釉:灰白N 8/

口縁部～
体部片

(Ⅳ)

土師器 小皿 復元口径8.0,器高1.1
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
～1mmの粗砂・
雲母

内外:明赤褐5YR 5/8,褐灰5YR 4/1 1/4程度
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表 26    出土遺物観察表 26

掲載
番号

出土
遺構

種別 器種 法　量（cm） 調　整 焼成 胎　土 色　調 残　存
写
真

備考

瓦器 埦 復元高台径6.6,残高2.85
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ,オサエ

良好
～1mmの白色粗
砂・雲母少量

内外:灰白N 8/,灰N 6/
体部～高
台部片

瓦質土器 鉢 復元口径28.0,残高7.5
内:回転ナデ→オサエ,ナデ
外:回転ナデ→オサエ

良好
～2mmの白色粗
砂少量

内外:褐灰10YR 6/1
口縁部～
体部片

青磁 碗 残高4.15
内:ロクロナデ→飛雲文→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 微細な粗砂少量
素地:灰黄2.5Y 6/2
釉:灰オリーブ5Y 5/2

口縁部～
体部片

龍泉窯系
(Ⅰ-4a)

青磁 皿 復元口径10.4,器高2.5
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好
～1mmの粗砂少
量

素地:褐灰10YR 6/1
釉:オリーブ灰10Y 6/2

口縁部～
底部片

龍泉窯系
(Ⅰ-2)

瓦器 埦 復元高台径6.0,残高1.4
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ

良好 緻密 内外:灰白2.5Y 7/1 高台部片

弥生土器 壺 底径7.5,残高4.1
内:ヨコナデ
外:ヨコナデ

やや不良
～3mmの白色細
礫多量

内:にぶい黄橙10YR 6/3
外:橙5YR 6/6

底部片

土師器 高坏 残高3.8
内:回転ナデ
外:回転ナデ→ハケ,ナデ

良好
～3mmの細礫・
雲母

内外:橙5YR 6/6 坏部片

土師器 坏 底径3.6,残高2.1
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
微細な白色粗砂
多量

内外:橙2.5YR 6/8 底部片

土師器 小皿 復元口径8.4,器高1.0
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→(板状圧痕)

良好 微細な粗砂多量
内:にぶい橙5YR 7/4,灰黄褐10YR 6/2
外:にぶい黄橙10YR 7/2,にぶい橙7.5YR 7/3

1/3程度

土師器 坏 復元口径14.8,復元底径9.4,器高3.1
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
微細な白色・黒
色粗砂多量

内外:にぶい橙7.5YR 7/4,橙5YR 6/6 1/3程度

土師器 坏 復元口径17.0,復元底径10.6,器高3.5
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
～3mmの細礫・
雲母

内外:橙5YR 6/6,にぶい黄橙10YR 7/3 1/4底度

土師器 坏 底径6.6,残高1.2
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好 ～2mmの粗砂 内外:橙5YR 6/6 底部片

瓦器 埦
復元口径16.1,復元高台径7.0,
器高6.4

内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ,オサエ

良好 緻密
内:灰白2.5Y 8/1,灰N 5/
外:灰白2.5Y 8/1,灰N 6/

1/3程度

瓦器 埦
復元口径16.0,復元高台径7.4,
器高6.4

内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ,オサエ

良好 緻密
内:褐灰10YR 5/1,黒褐10YR 3/1
外:灰白10YR 8/2,灰黄褐10YR 4/2

1/3程度

瓦器 埦 復元口径19.0,残高5.3
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ

良好
～1mmの白色粗
砂多量

内:灰N 4/,にぶい黄橙10YR 7/2
外:褐灰10YR 4/1,にぶい黄橙10YR 6/3

口縁部～
体部片

瓦器 埦 復元口径16.4,残高4.0
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ

良好 ～2mmの粗砂 内外:灰白2.5Y 8/2
口縁部～
体部片

瓦器 埦 復元高台径8.0,残高2.0
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→オサエ

良好
～2mmの粗砂・
雲母

内外:灰N 5/,灰白10YR 8/2
底部～高
台部片

土師質
土器

鍋 復元口径49.2,残高5.7
内:回転ナデ→ヨコハケ
外:回転ナデ

良好
～1mmの白色粗
砂・雲母多量

内:橙5YR 6/6,灰褐7.5YR 4/2
外:にぶい橙5YR 6/4,灰褐7.5YR 4/2

口縁部片

土師質
土器

鍋 復元口径32.4,残高6.7
内:回転ナデ→ヨコハケ
外:回転ナデ→オサエ

良好
～2mmの白色粗
砂・雲母多量

内:橙5YR 6/6
外:灰褐7.5YR 4/2,にぶい褐7.5YR 6/3

口縁部～
体部片

土師質
土器

鍋 残高2.6
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～2mmの白色粗
砂・雲母多量

内:にぶい橙5YR 7/4,にぶい橙7.5YR 7/4
外:にぶい橙7.5YR 6/4,灰褐7.5YR 5/2

口縁部片

土師質
土器

鍋 復元口径28.2,残高22.05
内:回転ナデ→ヨコハケ
外:回転ナデ→ハケ,ナデ,オサエ

良好
微細な白色粗
砂・金雲母

内:橙7.5YR 6/6
外:褐灰7.5YR 4/1,にぶい褐7.5YR 5/3

口縁部～
脚部片

○

土師質
土器

鍋 残高14.3 ナデ,オサエ 良好
～2mmの白色粗
砂多量

にぶい橙7.5YR 6/4,灰褐7.5YR 4/2 脚部片

土師質
土器

鍋 残高17.8 ナデ,ハケ,オサエ 良好
微細な白色粗
砂・金雲母少量

浅黄橙10YR 8/4 脚部片 ○

須恵質
土器

鉢 底径7.3,残高2.8
内:回転ナデ
外:回転ナデ→糸切り

良好 ～2mmの粗砂 内外:黄灰2.5Y 6/1 底部片 東播系

白磁 碗 復元口径16.4,残高2.1
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好
～1mmの粗砂少
量

素地:灰白5Y 7/1
釉:灰白5Y 7/1

口縁部片 (Ⅳ)

白磁 碗 復元口径18.0,残高6.6
内:ロクロナデ→櫛目文→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白5Y 7/1
釉:灰白5Y 7/2

口縁部～
体部片

(Ⅴ-4b)

白磁 碗 復元高台径6.95,残高1.8
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好
～2mmの白色粗
砂

素地:灰白2.5Y 7/1
釉:明オリーブ灰2.5GY 7/1

底部～高
台部片

(Ⅳ)

青磁 碗 高台径5.5,残高2.9
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→片彫蓮弁文→施釉

良好
微細な白色粗砂
少量

素地:にぶい黄橙10YR 7/2
釉:暗灰黄2.5Y 5/2

底部～高
台部片

龍泉窯系
(Ⅱ-a)

土師器 小皿 復元口径9.0,復元底径6.9,器高1.25
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ

良好
～2mmの茶色・
白色粗砂多量

内:にぶい黄橙10YR 7/3
外:橙5YR 7/6,浅黄橙10YR 8/3

1/4程度

土師質
土器

鍋 残高4.45
内:回転ナデ
外:回転ナデ→オサエ

良好
～2mmの白色粗
砂・雲母少量

内外:赤褐2.5YR 5/6,にぶい橙7.5YR 7/4
口縁部～
体部片

瓦質土器 鍋 残高10.8 ナデ,オサエ 良好
～1mmの白色粗
砂

内:黄灰2.5Y 5/1
外:暗灰黄2.5Y 5/2,浅黄橙7.5YR 8/3

脚部片

須恵質
土器

鉢 復元底径8.5,残高3.9
内:回転ナデ
外:回転ナデ→糸切り

良好
～2mmの灰色・
白色粗砂

内:灰N 6/
外:灰7.5Y 5/1

体部～底
部片

東播系

陶器 甕 残高3.1
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好 緻密
内:灰黄褐10YR 5/2
外:灰黄2.5Y 6/2,灰白2.5Y 8/1

口縁部片
常滑？
自然釉付着

陶器 鉢 残高1.75
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 微細な粗砂少量
素地:灰黄褐10YR 6/2
釉:灰白2.5Y 8/2

口縁部片 中国陶器

白磁 碗 復元口径16.0,残高2.7
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白7.5Y 7/1
釉:灰白5Y 7/2

口縁部片 (Ⅳ)

白磁 皿 復元高台径4.0,残高1.3
内:ロクロナデ→施釉→釉掻き取り
外:ロクロナデ

良好
微細な黒色粗砂
少量

素地:灰白N 8/
釉:灰白10Y 7/1

底部～高
台部片

(Ⅲ-1)

青磁 碗 復元口径17.2,残高3.65
内:ロクロナデ→櫛点描文→施釉
外:ロクロナデ→櫛目文→施釉

良好
～1mmの褐色・
白色粗砂少量

素地:灰白5Y 7/1
釉:灰オリーブ5Y 6/2

口縁部～
体部片

同安窯系
(Ⅰ-1b)

土師器 埦 復元高台径5.7,残高1.8
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→ナデ

良好
微細な白色粗砂
多量

内:灰白2.5Y 8/1
外:浅黄橙10YR 8/3,橙2.5YR 7/6

底部～高
台部片

白磁 碗 残高2.0
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 微細な粗砂
素地:灰白N 7/
釉:灰白10Y 7/1

口縁部片 (Ⅳ)

白磁 碗 残高2.3
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白N 8/
釉:灰7.5Y 6/1

口縁部片 (Ⅴ-4a)

白磁 皿 復元口径10.6,復元底径5.6,器高1.9
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好
微細な黒色・白
色粗砂多量

素地:灰白N 7/
釉:灰オリーブ7.5Y 6/2

口縁部～
底部片

(Ⅷ-1a)

弥生土器 壺 底径6.2,残高6.0
内:ヨコナデ
外:ヨコナデ

良好
～3mmの細礫・
雲母多量

内:橙7.5YR 7/6
外:橙5YR 6/6,黒褐10YR 3/1

胴部～底
部片

土師器 坏 口径15.0,底径10.6,器高2.6
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～2mmの白色粗
砂・雲母多量

内:にぶい黄橙10YR 7/3
外:橙5YR 7/6,にぶい橙7.5YR 7/4

2/3程度 ○

土師器 台付盤 復元底径9.4,残高2.9
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ

良好
微細な粗砂・雲
母多量

内外:明赤褐2.5YR 5/6
底部～高
台部片

瓦器 埦 残高3.2
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ

良好 微細な粗砂
内:にぶい黄橙10YR 7/2,褐灰10YR 5/1
外:にぶい黄橙10YR 7/2,褐灰10YR 6/1

口縁部～
体部片

瓦器 埦 復元高台径8.4,残高2.4
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ナデ

良好 緻密 内外:灰白N 7/
底部～高
台部片

土師質
土器

鍋 残高3.7
内:回転ナデ→ヨコハケ
外:回転ナデ

良好
～2mmの白色粗
砂・雲母多量

内:橙5YR 6/6,灰褐7.5YR 5/2
外:灰褐7.5YR 5/2,にぶい橙7.5YR 7/3

口縁部片
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掲載
番号

出土
遺構

種別 器種 法　量（cm） 調　整 焼成 胎　土 色　調 残　存
写
真

備考

土師質
土器

鍋 残高7.0 ナデ,オサエ 良好 ～1mmの粗砂 にぶい黄橙10YR 7/3 脚部片

土師質
土器

羽釜 復元口径13.5,残高4.15
内:回転ナデ
外:回転ナデ→オサエ

良好
～4mmの白色細
礫・雲母多量

内外:灰褐7.5YR 4/2,にぶい褐7.5YR 6/3
口縁部～
体部片

スス付着

須恵質
土器

鉢 残高4.2
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好 ～1.5mmの粗砂
内:灰N 6/
外:灰N 6/,5/

口縁部片 東播系

須恵質
土器

甕 残高3.6
内:回転ナデ→オサエ
外:回転ナデ→格子目タタキ

良好 ～2mmの粗砂
内:灰N 6/
外:褐灰10YR 6/1

頸部～肩
部片

亀山？

白磁
水柱or
耳壺

残高5.5
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好
～0.5mmの粗砂
少量

素地:灰白N 8/
釉:灰白10Y 7/1

胴部片

青磁 碗 復元口径15.8,残高4.2
内:ロクロナデ→櫛目文→施釉
外:ロクロナデ→櫛目文→施釉

良好 緻密
素地:灰白5Y 7/1
釉:オリーブ黄5Y 6/3

口縁部～
体部片

同安窯系
(Ⅰ-1b)

青磁 碗 復元高台径6.3,残高4.15
内:ロクロナデ→片彫花文→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白2.5Y 7/1
釉:灰オリーブ5Y 6/2

体部～高
台部片

龍泉窯系
(Ⅰ-2)

須恵質
土器

鉢 残高6.2
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好 微細な粗砂
内:灰白5Y 7/1
外:灰白5Y 7/1,灰N 5/

口縁部片 東播系

陶器 大甕 復元底径18.0,残高7.0
内:回転ナデ→ナデ,オサエ
外:回転ナデ→ナデ,オサエ

良好 緻密 内外:灰褐7.5YR 4/2 底部片
備前
自然釉付着

白磁 碗 残高2.55
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

やや不良 緻密
素地:灰白10YR 7/1
釉:にぶい黄橙10YR 7/2

口縁部片 (Ⅳ)

青白磁 合子蓋 残高1.1
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施文→施釉

やや不良 緻密
素地:灰白7.5YR 8/2
釉:灰白7.5Y 7/2

肩部片

土師器 小皿 復元口径8.3,復元底径5.4,器高1.15
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～2mmの白色粗
砂・雲母多量

内外:橙2.5YR 6/8 1/3程度

土師器 小皿 復元口径9.6,復元底径7.4,器高1.0
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
～1mmの粗砂・
雲母

内外:明赤褐5YR 5/6 1/3程度

土師質
土器

鍋 残高2.6
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～1mmの粗砂・
雲母多量

内:橙5YR 6/6
外:褐灰7.5YR 4/1

口縁部片 スス付着

弥生土器 壺 残高1.75 ヨコナデ→施文 良好
～2mmの白色粗
砂多量

内外:橙7.5YR 7/6 突帯片

弥生土器 壺 残高2.4
内:ヨコナデ
外:ヨコナデ→刻目施文

良好 ～2mmの粗砂
内:橙2.5YR 7/6
外:橙5YR 7/6

口縁部片

土師器 甕 残高2.7
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～2mmの粗砂多
量

内:にぶい橙7.5YR 7/4
外:赤10R 5/6,にぶい橙7.5YR 7/4

口縁部片 丹塗

須恵器 𤭯𤭯 残高2.8
内:回転ナデ
外:回転ナデ→櫛描波状文

良好 緻密
素地:灰N 5/
釉:暗オリーブ5Y 4/3

頸部片 自然釉付着

須恵器 器台 残高4.35
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～2mmの白色粗
砂

内外:灰N 4/ 脚部片

土師器 小皿 復元口径10.0,復元底径8.0,器高1.3
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
微細な白色粗
砂・雲母多量

内:橙7.5YR 6/6
外:橙2.5YR 6/8

1/2程度

土師器 小皿 復元口径9.6,復元底径7.6,器高0.9
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
～2mmの粗砂・
雲母

内外:にぶい橙7.5YR 7/4
口縁部～
底部片

土師器 小皿 復元口径11.0,復元底径9.0,器高0.8
内:ロクロナデ→オサエ
外:ロクロナデ→オサエ

良好
微細な粗砂・雲
母少量

内外:にぶい橙7.5YR 7/3 1/4程度

土師質
土器

鍋 残高5.95
内:回転ナデ→ヨコハケ
外:回転ナデ→オサエ

良好
～3mmの白色細
礫

内:浅黄橙10YR 8/3
外:にぶい橙10YR 7/2,灰黄褐10YR 6/2

口縁部～
体部片

土師質
土器

鍋 残高3.4
内:回転ナデ→ヨコハケ,(工具痕)
外:回転ナデ→(工具痕)

良好 ～1mmの粗砂 内外:にぶい橙7.5YR 7/4 口縁部片 スス付着

土師質
土器

鍋 残高4.35
内:回転ナデ→ナデ
外:回転ナデ→ナデ

良好
微細な白色粗
砂・雲母多量

内:にぶい黄橙10YR 7/2
外:黒褐10YR 3/1

口縁部片 スス付着

須恵質
土器

鉢 残高2.3
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～1mmの白色粗
砂

内外:橙5YR 7/6 口縁部片 東播系

白磁 碗 復元高台径6.2,残高2.6
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 微細な粗砂
素地:灰白N 8/
釉:灰白10Y 7/1

底部～高
台部片

(Ⅳ)

白磁 碗 復元高台径6.3,残高3.3
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好
微細な黒色粗砂
多量

素地:灰白N 8/
釉:灰白10Y 8/1

体部～高
台部片

(Ⅴ)

青磁 碗 復元口径16.9,残高4.7
内:ロクロナデ→飛雲文→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白N 7/
釉:オリーブ灰2.5GY 6/1

口縁部～
体部片

龍泉窯系
(Ⅰ-4)

弥生土器 壺 底径9.9,残高4.0
内:ヨコナデ
外:ヨコナデ→タテハケ

やや不良
～7mmの中礫多
量

内:にぶい橙7.5YR 7/4
外:橙5YR 6/6

底部片

須恵器 埦 復元高台径8.8,残高2.5
内:回転ナデ
外:回転ナデ

やや不良
～2.5mmの粗砂
少量

内外:灰白2.5Y 7/1
体部～高
台部片

土師器 小皿 復元口径8.3,復元底径6.0,器高0.9
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
微細な粗砂・雲
母多量

内外:橙5YR 6/6
口縁部～
底部片

土師器 小皿 復元口径7.65,復元底径7.0,器高1.7
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ

良好
～2mmの白色粗
砂

内外:橙5YR 6/6
口縁部～
底部片

瓦器 埦 復元口径15.6,残高2.8
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ

良好
～3mmの白色細
礫多量

内外:灰N 5/,4/,灰白5Y 8/1 口縁部片

土師質
土器

鍋 復元口径26.0,残高6.0
内:回転ナデ→ヨコハケ
外:回転ナデ→タテハケ,オサエ

良好
微細な白色粗
砂・雲母多量

内:褐灰10YR 4/1
外:灰黄褐10YR 5/2,黒褐10YR 3/1

口縁部～
体部片

スス付着

土師質
土器

鍋 残高2.8
内:回転ナデ→ヨコハケ
外:回転ナデ→ヨコハケ,オサエ

良好 ～4mmの細礫 内外:にぶい橙7.5YR 7/3 口縁部片 スス付着

須恵質
土器

鉢 残高5.4
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～1mmの粗砂少
量

内外:灰N 6/,4/
口縁部～
体部片

東播系

須惠質
土器

鉢 残高3.3
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
微細な白色粗砂
多量

内外:灰N 6/ 口縁部片 東播系

陶器 壺？ 残高8.3
内:回転ナデ→オサエ
外:回転ナデ→ナデ,ケズリ

良好 ～1mmの粗砂 内外:黄灰2.5Y 6/1 胴部片 産地不明

陶器 甕 残高4.5
内:回転ナデ→施釉
外:回転ナデ→施釉

良好 緻密
素地:褐灰10YR 6/1
釉:黒褐2.5Y 3/2

口縁部片 常滑

白磁 碗 復元口径16.2,残高2.7
内:ロクロナデ→櫛目文→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 微細な粗砂
素地:灰白N 8/
釉:灰白7.5Y 7/1

口縁部片 (Ⅴ-4b)

白磁 皿 復元底径5.0,残高1.4
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 微細な粗砂
素地:灰白N 8/
釉:灰白5GY 8/1

底部片 (Ⅸ-2)

青磁 碗 復元口径15.2,残高4.4
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→片彫蓮弁文→施釉

良好 緻密
素地:黄灰2.5Y 5/
釉:灰オリーブ5Y 4/2

口縁部～
体部片

龍泉窯系
(Ⅱ-a)

青磁 碗 高台径6.1,残高5.0
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→片彫蓮弁文→施釉

良好 緻密
素地:灰5Y 6/1
釉:灰オリーブ5Y 5/2

体部～高
台部片

龍泉窯系
(Ⅱ-a)

土師器 壺 残高2.4
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～2mmの粗砂・
雲母

内外:橙5YR 6/6,明黄褐10YR 7/6 口縁部片

須恵器 壺 復元高台径9.3,残高4.6
内:回転ナデ
外:回転ナデ→回転ヘラケズリ

良好 ～1.5mmの粗砂
内:灰N 6/
外:灰N 4/

胴部～高
台部片

土師器 小皿 復元口径9.2,復元底径7.0,器高1.2
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ

良好
微細な白色粗
砂・雲母多量

内:にぶい橙5YR 7/4
外:橙5YR 6/6,にぶい橙7.5YR 7/4

口縁部～
底部片



－205－

表 28    出土遺物観察表 28

掲載
番号

出土
遺構

種別 器種 法　量（cm） 調　整 焼成 胎　土 色　調 残　存
写
真

備考

土師器 小皿 復元口径8.6,復元底径5.4,器高1.2
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→オサエ

良好 ～1mmの粗砂 内外:浅黄橙10YR 8/3
口縁部～
底部片

土師器 小皿 復元口径10.8,復元底径8.4,器高1.4
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～2mmの粗砂・
雲母

内外:にぶい橙7.5YR 7/4
口縁部～
底部片

土師質
土器

鍋 残高4.0
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
微細な白色粗
砂・雲母多量

内:にぶい赤褐5YR 5/4,褐灰7.5YR 4/1
外:褐灰7.5YR 5/1

口縁部片

土師質
土器

不明 残高3.8
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～3mmの白色細
礫

内外:にぶい橙5YR 7/4 小片

白磁 碗 残高1.4
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白N 8/
釉:灰オリーブ7.5Y 6/2

口縁部片 (Ⅴ)

土師器 小皿 復元口径9.2,復元底径7.8,器高1.0
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ

良好 ～1mmの粗砂 内外:淡赤橙2.5YR 7/4
口縁部～
底部片

土師器 埦 高台径6.8,残高1.8
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ

良好
～2mmの白色粗
砂

内外:灰白10YR 8/2
底部～高
台部片

土師質
土器

鍋 残高2.5
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～1.5mmの粗砂
多量

内外:橙5YR 6/6 口縁部片 スス付着

白磁 合子身 復元口径4.1,底径2.75,器高2.4
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白7.5Y 8/1
釉:灰白2.5GY 8/1

ほぼ完形 ○

青白磁 合子身 復元口径3.8,復元底径3.9,器高1.65
内:ロクロナデ→施文→施釉
外:ロクロナデ→施文→施釉

良好 緻密
素地:灰白5Y 8/1
釉:明緑灰7.5GY 8/1

1/6程度 ○

土師器 坏 復元底径7.7,器高2.0
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
～4mmの細礫・
雲母多量

内:褐灰10YR 4/1
外:明赤褐5YR 5/6

底部片

土師器 埦 復元高台径6.6,残高2.1
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ

良好
～2mmの粗砂・
雲母

内外:浅黄橙7.5YR 8/4
底部～高
台部片

土師質
土器

鍋 残高3.5
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～2mmの粗砂・
雲母

内外:橙5YR 6/6 口縁部片

土師器 坏 復元口径13.8,残高2.9
内:回転ナデ→ヘラミガキ
外:回転ナデ→ヘラミガキ

良好
～3mmの白色細
礫多量

内:橙5YR 6/6
外:明赤褐2.5YR 5/8,橙2.5YR 6/6

口縁部～
体部片

土師器 高坏 残高2.8
内:回転ナデ
外:回転ナデ→穿孔

良好
～2mmの白色粗
砂少量

内外:橙2.5YR 7/8 脚部片

土師器 高坏 残高8.3
内:回転ナデ→ケズリ,シボリ
外:回転ナデ→オサエ

良好
～1mmの白色粗
砂・雲母

内:橙5YR 6/6
外:にぶい黄橙10YR 7/4,黄灰2.5Y 5/1

脚部片

土師器 高坏 残高6.9
内:回転ナデ→ケズリ
外:回転ナデ→オサエ

良好
～1mmの白色粗
砂多量

内外:にぶい橙7.5YR 7/4,黄灰2.5Y 6/1 脚部片

土師器 高坏 残高6.5
内:回転ナデ→オサエ,シボリ
外:回転ナデ→オサエ

良好 ～5mmの中礫 内外:浅黄橙10YR 8/3 脚部片

土師器 甕 残高2.8
内:回転ナデ→ケズリ
外:回転ナデ→ハケ

良好
～2mmの白色粗
砂・雲母

内外:にぶい黄橙10YR 7/3,橙5YR 6/6
頸部～肩
部片

土師器 壺？ 残高4.8
内:回転ナデ→ハケ,オサエ
外:回転ナデ→タテハケ

良好
～2mmの白色粗
砂・雲母

内外:明赤褐5YR 5/6 肩部片

土師器 甕or壺 復元底径6.6,残高4.8
内:回転ナデ→オサエ
外:回転ナデ→ハケ,ナデ

良好 ～5mmの中礫
内:にぶい黄橙10YR 7/3
外:にぶい橙7.5YR 6/4

底部片

土師器 甑 残高5.0 ナデ,オサエ やや不良
～3mmの白色細
礫・雲母

灰黄2.5Y 7/2,6/2 把手片

土師器 小皿 復元口径8.15,底径5.3,器高1.75
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
微細な白色粗
砂・雲母多量

内外:にぶい黄橙10YR 6/3 4/5程度

土師器 小皿 復元口径9.2,復元底径6.8,器高1.1
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
～2mmの粗砂・
雲母

内外:明赤褐5YR 5/6
口縁部～
底部片

土師質
土器

鍋 残高3.9
内:回転ナデ→ヨコハケ
外:回転ナデ→ハケ,オサエ

良好
微細な白色粗
砂・雲母

内:にぶい黄橙10YR 7/2
外:灰黄褐10YR 5/2

口縁部～
体部片

土師質
土器

羽釜 残高3.3
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～1mmの白色粗
砂・雲母

内:にぶい褐7.5YR 5/3
外:灰黄褐10YR 4/2,橙5YR 6/6

口縁部～
体部片

土師質
土器

鍋 復元口径29.6,残高12.8
内:回転ナデ→ナデ,オサエ
外:回転ナデ→ナデ,オサエ

良好
～6mmの中礫・
雲母多量

内:黒7.5YR 2/1,灰白10YR 8/2
外:橙7.5YR 6/6

口縁部～
体部片

須恵質
土器

片口鉢 復元口径27.7,器高10.1
内:回転ナデ→ナデ,オサエ
外:回転ナデ→ナデ,オサエ

良好 ～3mmの細礫
内:灰N 6/,4/
外:黄灰2.5Y 7/1

1/4程度 東播系

須恵質
土器

鉢 復元口径29.0,残高9.6
内:回転ナデ
外:回転ナデ→ナデ,オサエ

良好
～9mmの中礫少
量

内外:灰N 5/
口縁部～
体部片

東播系

須恵質
土器

鉢 復元口径26.7,残高6.05
内:回転ナデ→ナデ
外:回転ナデ→ナデ,オサエ

良好
微細な白色粗砂
多量

内外:灰N 5/
口縁部～
体部片

東播系

須恵質
土器

甕or壺 復元底径11.0,残高4.6
内:回転ナデ→ナデ
外:回転ナデ→ナデ,オサエ

良好
～2mmの白色粗
砂多量

内外:黄灰2.5Y 6/1 底部片 東播系？

須恵質
土器

甕 残高4.8
内:回転ナデ→ナデ
外:回転ナデ→平行タタキ

良好
～1mmの白色粗
砂

内:灰N 4/
外:灰7.5Y 5/1

胴部片 東播系

白磁 碗 復元高台径8.6,残高3.85
内:ロクロナデ→施釉→釉掻き取り
外:ロクロナデ→施釉

良好
微細な黒色粗砂
多量

素地:灰白7.5Y 8/1
釉:灰白10Y 7/1

底部～高
台部片

(Ⅷ)

白磁 皿 復元口径12.0,復元底径7.6,器高3.2
内:ロクロナデ→施釉→口禿げ
外:ロクロナデ→施釉→口禿げ

良好 緻密
素地:灰白N 8/
釉:灰白2.5GY 8/1

1/2程度 ○ (Ⅸ-1c)

青磁 碗 復元口径19.0,残高4.7
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→片彫鎬蓮弁文→施釉

良好 緻密
素地:灰N 6/
釉:オリーブ灰2.5GY 6/1

口縁部～
体部片

龍泉窯系
(Ⅱ-b)

青磁 碗 高台径5.2,残高3.2
内:ロクロナデ→片彫花文→施釉
外:ロクロナデ→片彫蓮弁文→施釉

良好 緻密
素地:灰白N 7/
釉:オリーブ灰10Y 5/2

体部～高
台部片

龍泉窯系
(Ⅱ-c)

土師器 小皿 復元口径8.4,復元底径8.8,器高1.7
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
～1mmの粗砂・
雲母

内外:にぶい橙7.5YR 7/4 1/2程度

土師器 小皿 復元口径10.0,復元底径8.0,器高1.0
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
～2mmの粗砂・
雲母

内外:にぶい橙7.5YR 7/4 1/4程度

瓦器 埦 復元口径15.2,残高4.1
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ

良好 微細な白色粗砂
内:灰白10YR 8/2,褐灰10YR 6/1
外:褐灰10YR 5/1,4/1,灰白2.5Y 8/2

口縁部～
体部片

瓦器 埦 高台径7.2,残高3.2
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ

良好 微細な白色粗砂 内外:灰白5Y 7/1,灰N 6/
体部～高
台部片

瓦器 埦 高台径6.6,残高2.6
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ

良好 ～4mmの細礫 内外:灰白10YR 8/2
体部～高
台部片

土師質
土器

羽釜 復元口径26.0,残高7.9
内:回転ナデ→ナデ
外:回転ナデ→ナデ,オサエ

良好
微細な白色粗
砂・雲母

内:にぶい橙7.5YR 7/4
外:にぶい褐7.5YR 6/3

口縁部～
体部片

土師質
土器

羽釜 残高4.5
内:回転ナデ→ナデ
外:回転ナデ→ハケ,ナデ

良好
微細な白色粗
砂・雲母

内:褐灰7.5YR 4/1
外:にぶい黄橙10YR 7/2,灰黄褐10YR 5/2

口縁部～
体部片

スス付着

白磁 碗
復元口径15.4,復元高台径7.1,
器高6.25

内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 微細な黒色粗砂
素地:灰白5Y 7/1
釉:灰白5Y 7/1

口縁部～
高台部片

(Ⅳ-2)

白磁 碗 復元高台径5.4,残高2.8
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白2.5Y 7/1
釉:灰黄2.5Y 7/2

体部～高
台部片

土師器 小皿 復元口径8.0,復元底径6.2,器高1.0
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好 ～1mmの粗砂 内外:橙5YR 6/6 1/4程度

土師器 小皿 復元口径8.4,復元底径6.0,器高1.3
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
～2mmの粗砂・
雲母

内外:明赤褐5YR 5/6 1/4程度
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表 29    出土遺物観察表 29

掲載
番号

出土
遺構

種別 器種 法　量（cm） 調　整 焼成 胎　土 色　調 残　存
写
真

備考

瓦器 埦
復元口径15.4,復元高台径6.4,
器高5.7

内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ

良好
～1mmの粗砂・
雲母少量

内外:灰N 4/ 1/3底度

瓦器 埦
復元口径17.0,復元高台径7.4,
器高5.1

内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ

良好 ～3mmの細礫 内外:灰白10YR 8/2 1/2程度

瓦器 埦 復元口径16.4,残高4.9
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ,オサエ

良好 ～2mmの粗砂
内:灰N 5/
外:灰白2.5Y 7/1,灰N 5/

口縁部～
体部片

瓦器 埦 高台径6.9,残高4.3
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ

良好
～1.5mmの粗
砂・雲母少量

内:灰N 4/
外:灰白2.5Y 7/1

体部～高
台部片

土師質
土器

鍋 復元口径46.0,残高4.4
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～2mmの粗砂・
雲母多量

内:褐灰5YR 4/1,橙5YR 6/6
外:にぶい橙7.5YR 6/4

口縁部片

白磁 碗 復元口径16.4,残高6.4
内:ロクロナデ→櫛目文→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 微細な黒色粗砂
素地:灰白N 8/
釉:灰白5GY 8/1

口縁部～
体部片

(Ⅴ-4b)

白磁 皿 復元口径11.0,残高3.2
内:ロクロナデ→施釉→口禿げ
外:ロクロナデ→施釉→口禿げ

良好 微細な黒色粗砂
素地:灰白N 8/
釉:灰白10Y 7/1

口縁部～
体部片

(Ⅸ-1d)

白磁 皿 復元口径9.2,残高2.15
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 微細な黒色粗砂
素地:灰白N 8/
釉:灰白10Y 8/1

口縁部～
高台部片

(Ⅳ-1a)

土師器 移動式竃 残高8.7
内:ナデ,オサエ
外:ナデ,オサエ

良好
～2mmの粗砂多
量

内外:橙2.5YR 6/8 焚口部片 ○

土師質
土器

鍋 残高8.5 ナデ,オサエ 良好
～2mmの白色粗
砂多量

内外:にぶい橙5YR 7/4 脚部片

瓦器 埦 復元口径17.0,残高5.4
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ,オサエ

良好 ～2mmの粗砂 内外:褐灰10YR 5/1,灰白10YR 7/1
口縁部～
高台部片

土師質
土器

鍋 残高3.1
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好 微細な白色粗砂
内:にぶい橙5YR 7/4
外:灰黄褐10YR 4/2

口縁部片 スス付着

土師器 鉢 復元口径11.6,器高4.65
内:回転ナデ→ナデ
外:回転ナデ→ヘラケズリ

良好
～2mmの白色粗
砂多量

内外:にぶい橙5YR 6/4,褐灰5YR 5/1 1/4程度

土師器 甕 残高3.8
内:回転ナデ→ヘラケズリ
外:回転ナデ

良好
～1.5mmの粗
砂・雲母

内外:にぶい橙7.5YR 6/4
口縁部～
頸部片

土師器 甕 復元口径14.0,残高8.3
内:回転ナデ→ナデ
外:回転ナデ→ナデ

良好
～3mmの細礫・
雲母

内外:明赤褐5YR 5/6,褐灰7.5YR 4/1
口縁部～
胴部片

土師器 小皿 復元口径9.1,復元底径6.6,器高1.2
内:ロクロナデ→ナデ　
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好 ～1mmの粗砂 内外:橙5YR 6/6
口縁部～
底部片

土師器 小皿 復元口径8.8,器高1.1
内:ロクロナデ→ナデ　
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
微細な白色粗
砂・雲母多量

内外:橙5YR 6/6 1/3程度

土師器 小皿 復元口径8.8,復元底径7.8,器高1.15
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
微細な白色粗
砂・雲母多量

内:橙5YR 6/6
外:橙5YR 6/6,にぶい黄橙10YR 7/3

1/3程度

土師器 坏 復元口径14.2,復元底径9.6,器高2.75
内:ロクロナデ→ナデ　
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
微細な白色粗砂
多量

内外:橙2.5YR 6/8
口縁部～
底部片

土師器 坏 復元口径16.2,復元底径11.6,器高2.8
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→(板状圧痕)

良好
～1mmの粗砂・
雲母

内外:橙5YR 6/6
口縁部～
底部片

瓦器 埦 高台径6.8,残高3.1
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→オサエ

良好
～2mmの白色粗
砂多量

内:灰白2.5Y 7/1
外:黄灰2.5Y 6/1

体部～高
台部片

瓦器 埦 復元高台径6.7,残高5.0
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ケズリ,オサエ

良好
微細な白色粗
砂・雲母多量

内:黒N 2/
外:灰白10YR 8/2

体部～高
台部片

瓦器 小皿 復元口径9.2,復元底径6.2,器高1.7
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好 微細な白色粗砂
内:灰N 5/,灰黄褐10YR 6/2
外:灰7.5Y 6/1

1/3程度

瓦器 小皿 復元口径9.8,復元底径6.7,器高1.8
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)
　 →ヘラミガキ

良好 微細な粗砂 内外:灰N 5/ 1/3程度

瓦器 小皿 復元口径9.4,復元底径6.6,器高1.5
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)
　 →ヘラミガキ

良好 ～4mmの細礫 内外:灰白2.5Y 7/1
口縁部～
底部片

土師質
土器

鍋 復元口径37.2,残高3.5
内:回転ナデ
外:回転ナデ→ナデ

良好
～1mmの粗砂・
雲母

内:灰褐7.5YR 5/2,橙7.5YR 7/6
外:灰褐7.5YR 4/2

口縁部片

土師質
土器

鍋 残高7.0
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好 微細な白色粗砂
内:橙5YR 6/6
外:にぶい橙5YR 6/4,橙5YR 6/6

口縁部～
体部片

白磁 碗 復元口径17.0,残高3.45
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白5Y 7/1
釉:灰白5Y 7/2

口縁部～
体部片

(Ⅳ)

白磁 碗 復元口径17.0,残高4.45
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 微細な白色粗砂
素地:灰白7.5Y 7/1
釉:灰黄2.5Y 7/2,黄灰2.5Y 6/1

口縁部～
体部片

(Ⅴ-4a)

白磁 碗 残高2.8
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→縦箆花弁文→施釉

良好 微細な黒色粗砂
素地:灰白7.5Y 7/1
釉:灰白7.5Y 7/1

口縁部片 (Ⅴ-4c)

白磁 碗 復元高台径6.8,残高2.5
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 微細な黒色粗砂
素地:灰白N 8/
釉:灰白7.5Y 8/1

底部～高
台部片

(Ⅳ)

白磁 碗 復元高台径6.7,残高3.9
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好
～2mmの白色粗
砂

素地:灰白5Y 7/1
釉:灰白5Y 7/2

体部～高
台部片

(Ⅳ)

土師器 小皿 口径8.1,底径4.4,器高1.0
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
微細な白色粗砂
多量

内外:橙5YR 6/6 ほぼ完形

土師器 小皿 口径8.7,底径4.9,器高1.3
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
～2mmの白色粗
砂多量

内:橙5YR 6/6
外:橙5YR 6/6,褐灰10YR 4/1

ほぼ完形

土師器 小皿 復元口径9.0,復元底径5.3,器高1.1
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
～2mmの白色粗
砂多量

内外:橙5YR 6/6 1/2程度

土師器 小皿 口径9.5,底径7.1,器高1.3
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
微細な白色粗砂
多量

内:にぶい黄橙10YR 7/2,橙5YR 6/6
外:にぶい黄橙10YR 7/2

完形 ○

土師器 小皿 復元口径8.5,復元底径6.4,器高1.15
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
～3mmの白色細
礫多量

内外:にぶい橙7.5YR 7/4 1/3程度

土師器 小皿 口径8.5,底径5.1,器高1.2
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→ヘラ切り(板状圧痕)

良好
～2mmの白色粗
砂多量

内外:橙5YR 6/6 完形 ○

土師器 小皿 口径8.5,底径6.4,器高1.15
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～2mmの白色粗
砂多量

内:浅黄橙10YR 8/3,橙2.5YR 7/6
外:灰白7.5YR 8/2,淡赤橙2.5YR 7/4

完形 ○

土師器 坏 復元口径14.5,底径9.1,器高3.05
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
微細な白色粗
砂・雲母多量

内:にぶい褐7.5YR 6/3,橙5YR 6/6
外:橙5YR 6/6,にぶい橙7.5YR 6/4

1/2程度

土師器 坏 復元口径15.2,復元底径9.0,器高3.4
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
～2mmの白色粗
砂・雲母多量

内:にぶい橙7.5YR 7/4,橙5YR 6/6
外:にぶい橙7.5YR 6/4,褐灰10YR 4/1

口縁部～
底部片

土師器 坏 復元口径15.0,復元底径9.0,器高3.3
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
微細な白色粗砂
多量

内:橙5YR 6/6,にぶい橙7.5YR 7/3
外:橙5YR 6/6,褐灰10YR 4/1

1/4程度

土師器 坏 口径15.35,底径9.9,器高3.45
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
～2mmの白色粗
砂多量

内外:赤橙10R 6/8,にぶい黄橙10YR 7/3 完形 ○

土師器 坏 復元口径16.7,復元底径9.8,器高3.7
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
微細な白色粗砂
多量

内:橙2.5YR 6/6,にぶい橙10YR 6/3
外:明赤褐2.5YR 5/8,灰黄褐10YR 6/2

1/4程度

瓦器 埦 復元口径15.2,残高5.1
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→オサエ

良好 ～1mmの粗砂 内外:灰白10YR 8/2
口縁部～
体部片

瓦器 小皿 復元口径9.0,復元底径4.8,器高2.3
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好 微細な粗砂 内外:灰N 5/
口縁部～
底部片

青磁 碗 残高2.1
内:ロクロナデ→櫛点描文→施釉
外:ロクロナデ→櫛目文→施釉

良好 緻密
素地:灰白2.5Y 7/1
釉:浅黄2.5Y 6/3

体部～底
部片

同安窯系
(Ⅰ-1b)
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表 30    出土遺物観察表 30

掲載
番号

出土
遺構

種別 器種 法　量（cm） 調　整 焼成 胎　土 色　調 残　存
写
真

備考

瓦器 埦 復元高台径6.2,残高1.3
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→オサエ

良好 ～2.5mmの粗砂 内外:灰N 5/
底部～高
台部片

瓦器 小皿 復元口径8.6,器高1.75
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ,オサエ

良好
～1mmの粗砂少
量

内:灰白5Y 8/1,灰N 5/
外:灰N 5/

1/3程度

土師質
土器

鍋 残高15.2 ナデ,ケズリ,オサエ 良好
～1mmの粗砂・
雲母少量

にぶい橙7.5YR 7/4,褐灰7.5YR 4/1 脚部片 ○

土師器 高坏 復元口径15.0,復元底径8.2,器高4.1
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～2mmの粗砂・
雲母

内:明赤褐2.5YR 5/6
外:橙2.5YR 6/6

口縁部片

土師器 甑 残高3.5 ナデ,オサエ 良好
微細な白色粗
砂・雲母

内外:灰白10YR 8/2 把手片

土師器 甕 残高4.4
内:回転ナデ
外:回転ナデ

やや不良 ～2mmの粗砂 内外:にぶい黄橙10YR 7/3 口縁部片

須恵器 高坏 残高4.6
内:回転ナデ→ナデ
外:回転ナデ→カキメ→透かし穿孔

良好 緻密 内外:紫灰5RP 5/1,暗紫灰5P 4/1
坏部～脚
部片

須恵器 甕 残高6.25
内:回転ナデ→ナデ,オサエ
外:回転ナデ→タタキ

良好
～2mmの粗砂少
量

内:灰N 6/,5/
外:灰5Y 6/1,5/1

口縁部～
肩部片

土師器 小皿 復元口径8.4,復元底径5.8,器高0.9
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→ヘラ切り(板状圧痕)

良好
～1mmの粗砂・
雲母

内外:灰黄褐10YR 6/2
口縁部～
底部片

土師器 小皿 復元口径9.8,復元底径7.0,器高1.0
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～1mmの粗砂・
雲母

内外:にぶい橙7.5YR 6/4 2/3程度

土師器 坏 復元底径10.6,残高1.1
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～1mmの粗砂・
雲母

内外:にぶい橙7.5YR 6/4 底部片

土師器 埦 復元高台径7.6,残高1.3
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ナデ

良好 ～1mmの粗砂 内外:浅黄橙10YR 8/4
底部～高
台部片

瓦器 埦 復元高台径8.0,残高3.0
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ

良好
～2mmの粗砂少
量

内:灰白10YR 7/1
外:にぶい黄灰10YR 7/2

底部～高
台部片

瓦器 埦 復元高台径6.4,残高1.9
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→オサエ

良好
～1mmの粗砂少
量

内外:灰N 5/
底部～高
台部片

土師質
土器

鍋 残高2.3
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好 微細な白色粗砂
内:灰褐7.5YR 5/2
外:褐灰10YR 4/1

口縁部片

白磁 碗 復元口径16.8,残高4.4
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 ～1mmの粗砂
素地:灰白2.5Y 7/1
釉:灰白7.5Y 7/1

口縁部片 (Ⅱ)

白磁 碗 残高2.3
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→縦箆花弁文→施釉

良好 ～1mmの粗砂
素地:灰白N 8/
釉:灰白7.5Y 7/1

口縁部片 (Ⅴ-4c)

白磁 碗 復元高台径6.3,残高2.85
内:ロクロナデ→櫛目文→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好
微細な黒色粗砂
少量

素地:灰白N 7/
釉:灰5Y 6/1

高台部片 (Ⅴ-4b)

白磁 皿 復元底径3.2,残高1.7
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白5Y 7/1
釉:オリーブ黄5Y 6/3

底部片 (Ⅵ-1a)

土師器 鉢 復元口径14.0,残高8.8
内:回転ナデ→ヘラケズリ
外:回転ナデ→ハケ,オサエ

良好
～1mmの白色粗
砂を・雲母少量

内:にぶい橙5YR 6/4,にぶい褐7.5YR 5/3
外:にぶい赤褐5YR 5/4,黒褐5YR 2/1

口縁部～
底部片

土師器 高坏 復元口径24.0,残高6.0
内:回転ナデ
外:回転ナデ→ミガキ

良好
～1mmの白色粗
砂少量

内外:橙5YR 6/6 坏部片

土師器 高坏 復元脚部径13.2,残高4.25
内:回転ナデ
外:回転ナデ→ナデ,ハケ

良好
～2mmの白色・
黒色粗砂少量

内:橙5YR 6/6
外:にぶい橙5YR 6/4

脚部片

土師器 壺 残高3.2
内:回転ナデ→ヨコハケ
外:回転ナデ→ナデ

良好
～2mmの白色粗
砂

内外:橙5YR 7/6 頸部片

土師器 甑 復元口径24.0,残高8.2
内:回転ナデ→ハケ,オサエ
外:回転ナデ→ハケ,ヘラケズリ

良好
～2mmの粗砂・
雲母少量

内:橙5YR 7/6
外:橙7.5YR 7/6

口縁部～
体部片

土師器 甑 残高10.7
内:回転ナデ→ケズリ
外:回転ナデ→タテハケ

良好
～1mmの白色粗
砂

内外:にぶい橙5YR 6/4,7/4 体部片

須恵器 甕 残高1.95
内:回転ナデ→オサエ,(青海波文当具痕)
外:回転ナデ→平行タタキ

良好
～1mmの白色・
褐色粗砂少量

内外:灰白10YR 7/1 肩部片

須恵器 甕 残高5.0
内:回転ナデ→(青海波文当具痕)
外:回転ナデ→平行タタキ

良好
～1mmの白色・
褐色粗砂少量

内:灰白2.5Y 7/1
外:黄灰2.5Y 6/1

胴部片

軟質土器 甕 残高32.2
内:回転ナデ→ナデ
外:回転ナデ→格子目タタキ

やや不良
微細な白色粗
砂・金雲母多量

内:橙7.5Y 7/6,黒褐7.5Y 3/1
外:浅黄橙10YR 8/4,黒10YR 2/1

胴部片 ○

陶質土器 壺 復元口径15.8,残高13.6
内:回転ナデ→(無文当具痕)
外:回転ナデ→縄目タタキ→沈線

良好
～2mmの白色粗
砂多量

内外:黒10YR 2/1
口縁部～
胴部片

○
同一個体
2片あり

土師器 埦 復元口径14.0,残高2.6
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ

良好
～2mmの粗砂・
雲母

内外:にぶい橙7.5YR 7/4
口縁部～
体部片

瓦器 小皿 口径8.75,底径6.2,器高1.2
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
微細な白色粗砂
少量

内外:灰5Y 4/1 ほぼ完形 ○

弥生土器 甕 底径4.4,残高3.3
内:ヨコナデ→ナデ
外:ヨコナデ→ハケ

良好
～2mmの白色粗
砂・雲母少量

内:橙5YR 6/6
外:にぶい黄橙10YR 6/4,黒褐10YR 3/1

底部片

土師器 高坏 復元口径9.45,残高6.6
内:回転ナデ→ハケ
外:回転ナデ→ハケ

良好
～1mmの白色粗
砂多量

内:明赤褐5YR 5/8
外:明赤褐5YR 5/8,にぶい橙7.5YR 7/4

坏部片 ○

土師器 高坏 残高7.65
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～1mmの粗砂・
雲母

内:明黄褐10YR 6/8
外:橙2.5YR 6/6,にぶい橙7.5YR 7/4

坏部片

土師器
高坏or
器台

残高8.65
内:回転ナデ→ヘラケズリ
外:回転ナデ

良好
～2mmの白色粗
砂多量

内外:橙2.5YR 6/6,橙7.5YR 6/6 脚部片

土師器 高坏 残高5.0
内:回転ナデ→シボリ
外:回転ナデ

良好 ～2mmの粗砂 内外:浅黄橙10YR 8/4 脚部片 坏部穿孔

土師器 壺 復元口径17.0,残高3.0
内:回転ナデ→ヨコ・ナナメハケ
外:回転ナデ→ナナメハケ

良好 ～3.5mmの細礫
内:にぶい黄橙10YR 7/3
外:にぶい橙7.5YR 7/4

口縁部片

土師器 甕 復元口径17.2,残高2.9
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～1mmの粗砂・
雲母少量

内:にぶい黄橙10YR 7/4,にぶい黄褐10YR 5/3
外:にぶい黄褐10YR 5/3,黒褐10YR 3/2

口縁部片

土師器 壺 残高2.9
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好 ～2mmの粗砂
内:にぶい橙7.5YR 7/4
外:にぶい黄橙10YR 7/3

口縁部片

土師器 甕 復元口径18.1,残高11.3
内:回転ナデ→ハケ,オサエ
外:回転ナデ→タタキ,ハケ

良好
～2mmの白色粗
砂・雲母少量

内:橙5YR 6/6
外:橙5YR 6/6,にぶい橙7.5YR 7/4

口縁部～
胴部片

土師器 甕 残高8.3
内:回転ナデ→ハケ,オサエ
外:回転ナデ→タタキ,ヘラケズリ

やや不良
～4mmの細礫多
量

内:橙5YR 6/6
外:にぶい橙7.5YR 7/4

底部片

土師器 器台 復元底径9.8,残高7.4
内:回転ナデ→オサエ,ナデ
外:回転ナデ→オサエ

良好
～2mmの粗砂・
雲母少量

内外:橙2.5YR 6/6,にぶい橙10YR 6/4
体部～底
部片

軟質土器 甕 復元口径20.0,器高6.1
内:回転ナデ→ナデ
外:回転ナデ→格子目タタキ

良好
微細な白色粗砂
少量

内外:にぶい黄橙10YR 7/4
口縁部～
頸部片

○
同一個体
1片あり

陶質土器 鉢 復元口径17.8,復元底径13.0,器高7.0
内:回転ナデ→(当具痕)
外:回転ナデ→格子目タタキ,ナデ

良好
微細な白色粗砂
少量

内:灰5Y 5/1
外:灰5Y 4/1

口縁部～
底部片

○

土師器 小皿 復元口径8.3,復元底径6.4,器高1.1
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～1mmの粗砂・
雲母

内外:明赤褐5YR 5/6 1/4程度

土師器 小皿 復元口径11.0,器高1.3
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ

良好 ～1mmの粗砂 内外:灰白2.5Y 8/2
口縁部～
底部片

土師器 坏 復元口径16.4,器高3.9
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
～2mmの白色粗
砂・雲母少量

内:にぶい黄橙10YR 7/2
外:灰黄褐10YR 5/2

1/3程度
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表 31    出土遺物観察表 31

掲載
番号

出土
遺構

種別 器種 法　量（cm） 調　整 焼成 胎　土 色　調 残　存
写
真

備考

瓦器 埦 口径16.8,高台径7.0,器高6.65
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ,ナデ,
 　オサエ

良好
～2mmの粗砂少
量

内:灰5Y 6/1
外:灰白5Y 8/1,灰N 6/

3/4程度

瓦器 埦 口径14.9,高台径6.3,器高6.1
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ,オサエ

良好 微細な粗砂多量
内:褐灰10YR 5/1,灰N 5/
外:灰5Y 6/1

完形 ○

瓦器 小皿 復元口径7.4,器高1.5
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→オサエ

良好 ～1mmの粗砂 内外:灰黄2.5Y 6/2
口縁部～
底部片

土師質
土器

鍋 残高2.8
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～2mmの粗砂・
雲母

内:橙5YR 6/6
外:褐灰5YR 4/1

口縁部片 スス付着

須恵質
土器

鉢 復元底径7.4,残高2.2
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好 ～1mmの粗砂 内外:灰5Y 5/1 底部片 東播系

白磁 碗 復元口径16.0,残高4.6
内:ロクロナデ→櫛目文→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好
～1mmの粗砂少
量

素地:灰白5Y 8/1
釉:灰白5Y 7/2

口縁部～
体部片

(Ⅴ-4b)

土師器 小皿 復元口径10.4,復元底径6.8,器高1.5
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
～2mmの粗砂・
雲母

内外:にぶい橙7.5YR 6/4
口縁部～
底部片

瓦器 埦
復元口径17.0,復元高台径6.4,
器高5.1

内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ

良好 微細な粗砂少量 内外:灰白2.5Y 7/1,黄灰2.5Y 6/1 1/2程度

土師質
土器

鍋 残高4.3
内:回転ナデ→ヨコハケ
外:回転ナデ

良好
～2mmの粗砂・
雲母多量

内:橙7.5YR 6/6
外:明褐7.5YR 5/6

口縁部片

須恵器 壺 残高3.05
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好 緻密 内外:灰N 5/ 口縁部片

土師器 小皿 復元口径8.5,底径5.0,器高1.8
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
微細な白色粗
砂・雲母

内:にぶい橙7.5YR 5/4
外:にぶい橙7.5YR 6/4

ほぼ完形

土師器 小皿 口径8.3,底径6.3,器高1.3
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
微細な赤色・金
色粗砂・雲母少
量

内外:橙5YR 7/6 完形 ○

土師器 小皿 復元口径8.5,底径6.2,器高1.2
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好 微細な粗砂 内外:にぶい橙7.5YR 6/4 3/4程度

土師器 小皿 口径8.9,底径6.6,器高1.45
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
微細な白色粗
砂・雲母多量

内:橙2.5YR 6/6
外:明赤褐2.5YR 5/6

1/2程度

土師器 小皿 復元口径8.4,器高1.2
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
～2mmの白色粗
砂・雲母少量

内外:明赤褐5YR 5/6 1/2程度

土師器 小皿 口径9.0,器高1.4
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
～1mmの白色粗
砂・雲母多量

内外:橙2.5YR 6/8 ほぼ完形

土師器 台付皿 口径9.2,底径4.8,器高2.75
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
微細な白色粗
砂・雲母多量

内:にぶい橙7.5YR 7/4,橙5YR 6/6
外:橙5YR 6/6

完形 ○

土師器 坏 口径16.2,底径8.7,器高3.8
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
微細な白色粗
砂・金雲母多量

内外:明赤褐5YR 5/6,黒褐5YR 3/1 ほぼ完形

土師器 坏 復元口径17.0,復元底径11.1,器高3.8
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
～1mmの白色粗
砂・雲母少量

内外:橙5YR 6/6 1/2程度

土師器 坏 口径15.4,底径8.55,器高3.3
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
微細な白色粗
砂・雲母多量

内:にぶい橙7.5YR 7/4,橙2.5YR 6/6
外:にぶい橙5YR 6/3,橙2.5YR 6/8

ほぼ完形

土師器 坏 復元口径15.4,復元底径6.9,器高4.1
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～1mmの粗砂・
雲母少量

内:にぶい黄橙10YR 6/4,橙5YR 6/6
外:褐灰10YR 6/1,灰白10YR 7/1

3/4程度

土師器 坏 復元口径16.2,底径6.1,器高3.2
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
～2mmの粗砂・
雲母

内外:にぶい黄橙10YR 7/4 2/3程度

土師器 坏 底径6.3,残高1.3
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
～1mmの粗砂・
雲母

内外:橙7.5YR 6/6 底部片

瓦器 埦 口径17.4,高台径6.6,器高6.2
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ナデ

良好
～2mmの粗砂少
量

内外:灰白5Y 7/1 1/2程度

瓦器 埦
復元口径16.2,復元高台径7.1,
器高5.95

内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ,ナデ,
 　オサエ

良好 ～1mmの粗砂
内:灰白N 8/,灰N 5/
外:灰N 5/,4/

1/3程度

瓦器 埦
復元口径17.0,復元高台径6.4,
器高5.8

内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ

良好
～1mmの粗砂少
量

内外:灰白5Y 6/,5/ 1/4程度

瓦器 埦 復元口径8.0,残高4.7
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ

良好
～2mmの粗砂少
量含む

内外:灰白N 7/
口縁部～
体部片

瓦器 埦 復元口径16.4,残高5.3
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ,ナデ

良好
～2mmの粗砂少
量

内外:灰5Y6/1，灰N 6/
口縁部～
体部片

瓦器 埦 復元口径16.2,残高5.7
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ

良好
～1mmの白色粗
砂・雲母少量

内外:にぶい橙7.5YR 6/4,黒7.5YR 2/1
口縁部～
体部片

瓦器 坏 復元口径15.0,残高4.7
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→ナデ

良好 ～3mmの細礫 内外:灰白2.5Y 8/1
口縁部～
底部片

瓦器 小皿 復元口径9.5,器高1.05
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ナデ,オサエ

良好
～1mmの粗砂少
量

内外:黄灰2.5Y 6/1,5/1 1/4程度

土師質
土器

鍋 残高2.35
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～1mmの白色粗
砂少量

内外:橙5YR 6/6 口縁部片 スス付着

土師質
土器

鉢 残高3.9
内:回転ナデ→ヨコハケ
外:回転ナデ→ナデ

良好
～2mmの白色粗
砂

内:灰褐5YR 4/2
外:にぶい赤褐5YR 4/4

口縁部片

陶器
水柱or
耳壺

底径8.6,残高4.1
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→ケズリ→施釉

良好
～1mmの白色粗
砂少量

内:灰黄2.5Y 6/2
外:橙2.5YR 6/6

体部～底
部片

中国陶器

白磁 碗 復元口径18.2,残高3.7
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好
微細な黒色粗砂
少量

素地:灰白2.5Y 7/1
釉:灰白2.5Y 7/1

口縁部～
体部片

(Ⅳ)

土師器 小皿 復元口径8.0,器高1.0
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好 ～2mmの粗砂 内外:にぶい橙7.5YR 7/4 1/2程度

土師器 小皿 復元口径7.8,底径5.4,器高1.25
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→(板状圧痕)

良好
～2mmの白色粗
砂・雲母

内外:橙7.5YR 6/6 3/4程度

土師器 小皿 復元口径8.2復元底径6.2,器高0.9
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→(板状圧痕)

良好
～2mmの粗砂・
雲母少量

内外:橙7.5YR 7/6
口縁部～
底部片

土師器 小皿 復元口径9.0,復元底径7.0,器高0.8
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→(板状圧痕)

良好
～2mmの粗砂・
雲母

内:橙5YR 6/6
外:にぶい橙7.5YR 6/4

1/4程度

土師器 小皿 復元口径8.1,底径6.5,器高1.25
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
微細な白色粗
砂・雲母

内外:にぶい橙7.5YR 7/4 2/3程度

土師器 小皿 復元口径8.8,復元底径7.1,器高1.4
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
～1mmの粗砂・
雲母少量

内外:にぶい橙7.5YR 6/4
口縁部～
底部片

瓦器 埦
復元口径16.8,復元高台径7.5,
器高5.5

内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ナデ,オサエ

良好 ～1mmの粗砂 内外:灰白2.5Y 7/1,黄灰2.5Y 6/1
口縁部～
高台部片

瓦器 埦
復元口径16.6,復元高台径6.8,
器高5.8

内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→オサエ

良好
～1.5mmの粗
砂・雲母

内外:褐灰10YR 4/1,灰白2.5Y 8/1
口縁部～
高台部片

瓦器 埦
復元口径17.8,復元高台径7.4,
器高6.2

内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ナデ,ケズリ

良好
～4mmの細礫・
雲母

内外:灰N 4/,灰白2.5Y 8/1 1/4程度

瓦器 埦 復元口径17.0,残高5.8
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→オサエ

良好
微細な白色粗
砂・雲母

内外:灰白5Y 8/1,灰5Y 5/1
口縁部～
体部片

瓦器 小皿 復元口径9.0,復元底径5.8,器高1.6
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→糸切り→ヘラミガキ

良好 ～1mmの粗砂
内:褐灰10YR 6/1
外:灰白2.5Y 8/1,黄灰2.5Y 5/1

1/4程度

土師質
土器

鍋 残高10.5
内:回転ナデ→ヨコハケ
外:回転ナデ→ハケ,オサエ

良好
～5mmの中礫・
雲母

内:灰白2.5Y 8/2
外:灰黄褐10YR 5/2

口縁部～
体部片

スス付着
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表 32   出土遺物観察表 32

掲載
番号

出土
遺構

種別 器種 法　量（cm） 調　整 焼成 胎　土 色　調 残　存
写
真

備考

土師質
土器

鍋 復元口径29.2,残高3.2
内:回転ナデ→ヨコハケ
外:回転ナデ→ハケ

良好 ～1mmの粗砂
内:灰白10YR 8/2
外:灰白10YR 8/2,灰黄褐10YR 5/2

口縁部片

土師質
土器

鍋 残高9.1 ナデ,オサエ 良好 ～1mmの粗砂 浅黄橙7.5YR 8/3 脚部片

土師質
土器

鍋 残高5.4 ナデ,オサエ 良好
～2mmの褐色・
白色粗砂多量

にぶい褐7.5YR 6/3,5/3 脚部片

瓦質土器 鍋 復元口径26.8,残高8.1
内:回転ナデ→ハケ
外:回転ナデ→ハケ

良好 ～5mmの中礫
内:褐灰7.5YR 4/1,浅黄橙10YR 8/3
外:灰黄褐10YR 6/2

口縁部～
体部片

須恵質
土器

鉢 残高6.3
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～5mmの白色中
礫

内:灰白2.5Y 7/1
外:灰白2.5Y 7/1,灰N 5/

口縁部～
体部片

東播系

須恵質
土器

鉢 復元底径10.5,残高3.8
内:回転ナデ
外:回転ナデ→糸切り→オサエ

良好 ～4mmの細礫 内外:黄灰2.5Y 5/1
体部～底
部片

東播系

白磁 碗 復元口径15.0,残高3.3
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好
微細な褐色粗砂
少量

素地:灰白5Y 8/1
釉:灰白5Y 7/1,7/2

口縁部～
体部片

(Ⅳ)

白磁 碗 復元口径16.4,高台径5.4,器高7.95
内:ロクロナデ→施釉→口禿げ
外:ロクロナデ→施釉→口禿げ

良好 緻密
素地:灰N 8/
釉:灰白7.5Y 7/1

1/2程度 ○ (Ⅸ-2a)

白磁 皿 復元口径9.5,復元底径6.0,残高1.9
内:ロクロナデ→施釉→口禿げ
外:ロクロナデ→施釉→口禿げ

良好
微細な黒色粗砂
少量

素地:灰白N 8/
釉:灰白5GY 8/1

口縁部～
底部片

(Ⅸ-1a)

白磁 皿 復元口径8.8,底径5.8,器高1.9
内:ロクロナデ→施釉→口禿げ
外:ロクロナデ→施釉→口禿げ

良好 緻密
素地:灰白7.5Y 8/1
釉:暗オリーブ灰2.5GY 7/1

口縁部～
底部片

(Ⅸ-1a)

白磁 皿 復元口径12.0,底径6.5,器高3.0
内:ロクロナデ→施釉→口禿げ
外:ロクロナデ→施釉→口禿げ

良好 緻密
素地:灰白5Y 8/1
釉:灰白5Y 7/1

1/2程度 (Ⅸ-1c)

青磁 碗 復元口径16.1,高台径5.75,器高5.95
内:ロクロナデ→押印→施釉
外:ロクロナデ→片彫蓮弁文→施釉

良好 緻密
素地:灰5Y 6/1
釉:灰オリーブ5Y 5/3

1/2程度 ○
龍泉窯系
(Ⅱ-d)

青磁 碗 復元口径16.8,高台径5.4,器高6.8
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→片彫鎬蓮弁文→施釉

良好 緻密
素地:灰白5Y 7/1
釉:暗オリーブ5Y 4/4

1/2程度 ○
龍泉窯系
(Ⅱ-b)

青磁 碗 復元口径15.6,高台径6.0,器高6.6
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白N 7/
釉:灰オリーブ7.5Y 4/2

1/2程度
龍泉窯系
(Ⅰ-1a)

弥生土器 高坏 残高5.25
内:ヨコナデ→ケズリ,シボリ
外:ヨコナデ

良好
～1mmの白色粗
砂多量

内外:橙2.5YR 6/6 脚部片

須恵器 甕 残高7.6
内:回転ナデ
外:回転ナデ→ハケ

良好 緻密 内外:褐灰7.5YR 6/1 口縁部片

須恵質
土器

鉢 残高4.3
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好 微細な白色粗砂
内:灰白2.5Y 7/1
外:灰白2.5Y 7/1,灰5Y 5/1

口縁部～
体部片

東播系

陶器 甕 残高10.8
内:回転ナデ→ナデ,オサエ
外:回転ナデ→平行タタキ

良好 緻密
内:褐灰10YR 6/1
外:褐灰7.5YR 5/1

胴部片 常滑

白磁 碗 復元高台径6.2,残高2.25
内:ロクロナデ→施釉→釉掻き取り
外:ロクロナデ

良好 微細な粗砂少量
素地:灰白2.5Y 7/1
釉:灰オリーブ7.5Y 6/2

高台部片 (Ⅷ)

土師器 小皿 復元口径8.4,復元底径6.2,器高1.2
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～1mmの粗砂・
雲母

内外:にぶい橙7.5YR 6/4 1/4程度

土師器 小皿 復元口径9.0,底径6.8,器高1.15
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～2mmの白色・
赤色粗砂・雲母

内:橙5YR 7/6
外:にぶい橙7.5YR 7/3

1/2程度

土師器 坏 復元底径9.4,残高2.4
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～3mmの細礫・
雲母

内外:にぶい黄橙10YR 7/3,橙5YR 6/6 底部片

土師質
土器

鍋 残高7.3
内:回転ナデ→ヨコハケ
外:回転ナデ→タテハケ,オサエ

良好
微細な白色粗砂
多量

内:浅黄橙10YR 8/3
外:灰黄褐10YR 4/2

口縁部～
体部片

スス付着

瓦質土器 甕 残高4.3
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～2mmの粗砂・
雲母少量

内外:黒褐10YR 3/1 口縁部片

須恵質
土器

片口鉢 残高3.6
内:回転ナデ
外:回転ナデ→オサエ

良好
～0.5mmの白色
粗砂少量

内外:青灰5PB 5/1
口縁部～
体部片

東播系

白磁 碗 残高2.4
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白7.5Y 7/1
釉:灰オリーブ7.5Y 6/2

口縁部片 (Ⅳ)

青磁 碗 残高5.9
内:ロクロナデ→飛雲文→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白7.5Y 7/1
釉:オリーブ灰10Y 6/2

口縁部～
体部片

龍泉窯系
(Ⅰ-4a)

土師器 坏 残高2.9
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ

良好
～2mmの赤色粗
砂・雲母

内外:にぶい橙7.5YR 7/4 口縁部片

瓦器 埦 口径15.7,復元高台径5.6,器高5.9
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ,オサエ

良好
微細な白色粗砂
少量

内外:灰白10YR 7/1 2/3程度

土師質
土器

羽釜 残高2.7
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ

良好
～0.5mmの粗砂
少量

内外:橙2.5YR 6/8
口縁部～
体部片

須恵質
土器

鉢 残高3.1
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～0.5mmの粗砂
少量

内:黄灰2.5Y 6/1
外:黄灰2.5Y 6/1,灰N 5/

口縁部片 東播系

陶器 水注 残高5.4 ナデ 良好 緻密
素地:灰黄2.5Y 6/2
釉:暗灰2.5Y 4/2

把手片 ○ 中国陶器

土師器 高坏 残高3.4
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好 ～2.5mmの粗砂
内:浅黄橙10YR 8/4
外:橙2.5YR 6/6

坏部～脚
部片

弥生土器 甕 復元口径28.8,残高12.8
内:ヨコナデ
外:ヨコナデ→タテハケ

良好
微細な粗砂・金
雲母少量

内:にぶい黄橙10YR 7/4,橙2.5YR 6/8
外:明赤褐2.5YR 5/8,橙5YR 7/6

口縁部～
胴部片

土師器 高坏 残高5.5
内:回転ナデ→シボリ
外:回転ナデ

良好 ～4mmの細礫
内:橙7.5YR 7/6
外:橙2.5YR 6/6,にぶい橙7.5YR 6/4

坏部～脚
部片

土師器 高坏 残高3.6
内:回転ナデ
外:回転ナデ→オサエ

良好
～1mmの白色粗
砂少量

内外:にぶい黄橙10YR 7/3
坏部～脚
部片

土師器 器台 残高8.7
内:回転ナデ
外:回転ナデ→オサエ,ハケ

良好
～1mmの白色粗
砂少量

内:にぶい橙7.5YR 7/3
外:浅黄橙7.5YR 8/4

脚部片

土師器 甕 残高2.4
内:回転ナデ→ナデ
外:回転ナデ→ハケ

良好
～5mmの中礫多
量

内:にぶい黄橙10YR 7/3
外:にぶい橙7.5YR 7/4

頸部～肩
部片

土師器 埦 復元高台径6.0,残高2.0
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ

良好 ～3mmの細礫
内:灰白10YR 8/2
外:褐灰10YR 6/1

底部～高
台部片

瓦器 埦 復元高台径6.5,残高2.5
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ

良好 ～5mmの中礫 内外:灰N 5/
底部～高
台部片

土師質
土器

鍋 残高2.6
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
微細な白色粗
砂・雲母

内:にぶい橙7.5YR 7/4
外:灰褐7.5YR 4/2

口縁部片

陶器 耳壺 残高2.3
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ

良好 緻密
内:灰黄褐10YR 6/2
外:褐灰10YR 6/1

肩部片 中国陶器

白磁 碗 復元高台径7.0,残高2.4
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→ケズリ

良好 微細な粗砂
素地:灰白N 8/
釉:灰白7.5Y 7/1

底部～高
台部片

(Ⅳ)

土師器 小皿 復元口径7.2,底径5.7,器高1.3
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～1mmの粗砂・
雲母多量

内外:橙7.5YR 6/6 1/2程度

土師器 小皿 口径7.7,底径6.4,器高1.4
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
微細な白色粗
砂・雲母

内外:橙7.5YR 6/6 ほぼ完形

土師器 小皿 復元口径8.2,復元底径7.0,器高1.0
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～2mmの粗砂・
雲母

内外:橙7.5YR 6/6 1/2程度

土師器 小皿 復元口径8.0,底径5.8,器高1.3
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→(板状圧痕)

良好
微細な白色粗
砂・雲母

内外:にぶい褐7.5YR 6/4 3/4程度
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表 33    出土遺物観察表 33

掲載
番号

出土
遺構

種別 器種 法　量（cm） 調　整 焼成 胎　土 色　調 残　存
写
真

備考

瓦器 小皿 復元口径9.2,復元底径6.0,器高1.2
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り→ヘラミガキ

良好 ～1mmの粗砂 内外:灰N 6/
口縁部～
底部片

瓦質土器 甕？ 残高9.0
内:回転ナデ→ヨコハケ,ナデ
外:回転ナデ→ヨコハケ,ナデ,オサエ

良好 微細な粗砂
内:褐灰10YR 5/1
外:褐灰10YR 6/1

体部片

須恵質
土器

鉢 残高4.0
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好 微細な白色粗砂 内外:青灰5PB 5/1,暗青灰5PB 3/1
口縁部～
体部片

東播系

陶器 甕 残高6.95
内:回転ナデ→ナデ,オサエ
外:回転ナデ→タタキ,押印

良好 微細な粗砂
内:褐灰10YR 5/1
外:灰7.5Y 6/1

肩部片
常滑？
自然釉付着

陶器 甕 残高7.4
内:回転ナデ→ナデ
外:回転ナデ→ナデ,オサエ

良好
～1mmの白色粗
砂

内:灰褐5YR 5/2
外:灰オリーブ7.5Y 4/2

胴部片
常滑？
自然釉付着

白磁 碗 残高2.4
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 ～1mmの粗砂
素地:灰白5Y 7/1
釉:灰白7.5Y 7/1

口縁部片 (Ⅴ-4a)

白磁 皿 復元口径12.0,残高2.0
内:ロクロナデ→施釉→口禿げ
外:ロクロナデ→施釉→口禿げ

良好 微細な粗砂
素地:灰白N 8/
釉:灰白5GY 8/1

口縁部片 (Ⅸ-1d)

土師器 小皿 口径7.75,底径6.0,器高1.3
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
微細な白色粗
砂・雲母多量

内:にぶい橙7.5YR 7/4
外:にぶい橙7.5YR 7/4,にぶい黄橙10YR 6/3

3/4程度

土師器 小皿 口径9.2,底径7.0,器高1.75
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
～2mmの白色粗
砂

内外:灰白2.5Y 8/1 3/4程度

瓦器 埦 復元口径18.0,残高3.9
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ

良好 微細な粗砂 内外:灰N 5/
口縁部～
体部片

瓦器 埦 復元高台径6.0,残高2.0
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ

良好
～0.5mmの粗
砂・雲母

内外:灰白10YR 7/1
底部～高
台部片

瓦器 小皿 復元口径9.2,復元底径8.0,残高1.5
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→糸切り→ヘラミガキ

良好
～2mmの粗砂・
雲母を少量

内外:灰N 4/
口縁部～
底部片

土師質
土器

鍋 残高6.4
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～3mmの細礫・
雲母

内:褐灰7.5YR 4/1
外:にぶい黄褐10YR 5/3

口縁部～
体部片

須恵質
土器

鉢 残高3.7
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好 ～4mmの細礫
内:灰N 6/
外:灰N 6/,5/

口縁部片 東播系

白磁 碗 復元口径16.4,残高5.4
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白7.5Y 7/1
釉:灰白5Y 7/1

口縁部～
体部片

(Ⅴ-4a)

白磁 碗 復元口径16.2,残高3.9
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白5Y 8/1
釉:灰白5Y 7/1

口縁部～
体部片

(Ⅴ-4a)

青磁 碗 残高3.1
内:ロクロナデ→櫛点描文→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 微細な粗砂
素地:灰白N 7/
釉:灰7.5Y 6/1

口縁部片
同安窯系
(Ⅰ-1a)

青磁 皿 復元底径9.0,残高1.8
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好
～1.5mmの粗砂
少量

素地:黄灰2.5Y 6/1
釉:灰5Y 6/1

底部～高
台部片

○ 高麗

土師器 小皿 復元口径8.3,底径6.1,器高1.1
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
微細な白色粗
砂・雲母

内外:にぶい橙7.5YR 6/4 1/2程度

土師器 小皿 口径8.6,底径6.0,器高1.2
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
微細な白色・赤
色粗砂・雲母

内外:橙5YR 6/6,にぶい橙5YR 6/4 ほぼ完形 ○

土師器 小皿 口径8.8,底径6.4,器高1.05
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
微細な白色・赤
色粗砂・雲母

内外:明赤褐2.5YR 5/6,にぶい橙7.5YR 7/4 ほぼ完形 ○

土師器 小皿 復元口径9.0,底径7.5,器高1.2
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
微細な白色粗
砂・雲母

内外:橙2.5YR 6/8 1/2程度

土師器 小皿 口径9.1,底径6.5,器高1.2
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～6mmの白色中
礫・雲母多量

内:橙2.5YR 6/6
外:明赤褐5YR 5/6

完形 ○

土師器 小皿 口径8.3,底径5.55,器高1.1
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
微細な白色粗
砂・雲母多量

内:にぶい橙7.5YR 7/4
外:にぶい橙7.5YR 7/3,明赤褐2.5YR 5/6

ほぼ完形

土師器 小皿 復元口径8.3,底径6.2,器高1.35
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～2mmの白色・
赤色粗砂・雲母

内外:橙2.5YR 6/8 1/2程度

土師器 小皿 口径8.5,底径6.3,器高1.25
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～2mmの白色・
赤色粗砂・雲母

内外:橙5YR 6/6 ほぼ完形

土師器 小皿 復元口径8.9,底径4.7,器高1.4
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
～2mmの白色粗
砂・雲母

内:赤橙10R 6/6
外:橙7.5YR 6/6

3/4程度

土師器 小皿 口径8.8,底径7.5,器高1.7
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
微細な白色粗
砂・雲母

内:橙5YR 6/6
外:橙5YR 6/6,淡橙5YR 8/4

ほぼ完形

土師器 坏 口径14.9,底径10.0,器高3.0
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～2mmの白色粗
砂・雲母

内外:橙5YR 6/6,橙7.5YR 7/6 3/4程度

土師器 坏 口径15.1,底径10.6,器高2.95
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
微細な白色粗
砂・雲母

内外:にぶい橙5YR 7/4,橙2.5YR 6/6 ほぼ完形 ○

土師器 坏
復元口径15.4,復元底径11.0,
器高2.85

内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
～2mmの白色粗
砂・雲母

内:橙2.5YR 6/8,浅黄橙7.5YR 8/3
外:橙2.5YR 6/8,浅黄橙7.5YR 8/4

1/4程度

土師器 坏 口径15.8,底径10.8,器高3.2
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～2mmの白色粗
砂・雲母多量

内外:明赤褐2.5YR 5/6,赤灰2.5YR 4/1 ほぼ完形 ○

土師器 坏 口径15.5,底径10.75,器高3.25
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～5mmの中礫・
雲母多量

内:橙5YR 6/6
外:明赤褐5YR 5/6,褐灰5YR 4/1

3/4程度

土師器 坏 口径15.2,底径10.25,器高3.0
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～2mmの白色粗
砂・雲母

内外:橙2.5YR 6/6,暗赤灰2.5YR 3/1 3/4程度

土師器 坏 口径15.6,底径10.9,器高3.1
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
微細な白色粗
砂・雲母

内:にぶい橙7.5YR 7/3,灰褐7.5YR 5/2
外:にぶい橙7.5YR 7/3,橙5YR 6/6

3/4程度

土師器 坏 復元口径16.0,底径8.6,器高3.9
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
～2mmの白色・
赤色粗砂・雲母

内外:橙5YR 6/6 2/3程度

土師器 坏 復元口径15.0,底径8.0,器高3.0
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～2mmの白色・
赤色粗砂・雲母

内外:橙5YR 7/6,浅黄橙7.5YR 8/4 3/4程度

土師器 坏 復元口径15.2,底径6.6,器高3.85
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
～2mmの白色・
赤色粗砂

内外:橙7.5YR 7/6 完形 ○

土師器 坏 口径15.3,底径10.6,器高3.9
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～2mmの白色・
赤色粗砂・雲母

内外:橙2.5YR 6/8 完形 ○

土師器 坏 口径15.8,底径10.3,器高3.7
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
微細な白色・黒
色粗砂・雲母多
量

内外:橙5YR 6/8 完形 ○

土師器 埦 復元口径17.1,高台径6.6,器高5.7
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ナデ,オサエ

良好
～2mmの白色粗
砂多量

内外:浅黄橙7.5YR 8/3 3/4程度

土師器 埦 口径16.45,高台径6.1,器高5.15
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→オサエ

良好
～6mmの白色中
礫多量

内:浅黄橙7.5YR 8/4
外:浅黄橙7.5YR 8/3

ほぼ完形 ○

土師器 埦
復元口径19.0,復元高台径7.0,
器高5.35

内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ,オサエ

良好
～2mmの白色粗
砂多量

内:にぶい橙7.5YR 7/4,橙5YR 6/6
外:にぶい橙7.5YR 7/4,にぶい黄橙10YR 7/2

1/3程度

瓦器 埦 復元口径16.6,残高5.3
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ

良好
～1mmの白色粗
砂多量

内:灰N 4/,6/,灰白7.5Y 8/1
外:灰N 5/,灰白2.5Y 7/1

口縁部～
体部片

瓦器 埦 復元口径16.0,残高5.1
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ

良好
微細な白色粗砂
多量

内:灰白2.5Y 8/1,灰N 5/
外:灰白7.5Y 8/1,灰N 4/

口縁部～
体部片

瓦器 埦 復元口径19.0,残高4.1
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ

良好 微細な白色粗砂 内外:灰N 5/
口縁部～
体部片

瓦器 埦 復元高台径6.8,残高3.6
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ

良好
～3mmの白色細
礫多量

内外:灰白10YR 8/1
体部～高
台部片
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表 34    出土遺物観察表 34

掲載
番号

出土
遺構

種別 器種 法　量（cm） 調　整 焼成 胎　土 色　調 残　存
写
真

備考

瓦器 小皿 口径10.1,底径4.2,器高1.8
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ,オサエ

良好 緻密
内:灰N 6/,4/
外:灰N 5/,4/

完形 ○
十字にヘラ
ミガキ

瓦器 小皿 口径9.3,底径4.0,器高1.65
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ,オサエ

良好 緻密
内:灰N 6/,4/
外:灰N 5/

ほぼ完形 ○
十字にヘラ
ミガキ

瓦器 小皿 口径10.2,底径5.0,器高2.2
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ,オサエ

良好 緻密
内:灰N 5/
外:灰N 4/,6/

1/2程度
十字にヘラ
ミガキ

瓦器 小皿 口径7.6,底径4.2,器高1.85
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ,オサエ

良好 緻密 内外:灰N 5/,6/ 1/2程度
十字にヘラ
ミガキ

土師質
土器

鍋 口径50.0,残高18.0
内:回転ナデ→ヨコハケ
外:回転ナデ

良好
～4mmの白色細
礫・雲母多量

内:橙2.5YR 6/6,赤灰2.5YR 4/1
外:明赤褐2.5YR 5/6,灰褐5YR 4/2

口縁部～
体部片

○

土師質
土器

鍋 復元口径14.0,残高10.0
内:回転ナデ→ナデ
外:回転ナデ→オサエ

良好
～1mmの白色粗
砂・雲母多量

内:橙5YR 6/6
外:黒褐5YR 2/1

口縁部～
体部片

スス付着

土師質
土器

鍋 残高7.7
内:回転ナデ→ヨコハケ
外:回転ナデ→タテハケ

良好
～5mmの白色・
茶色細礫多量

内:橙5YR 6/6,灰褐7.5YR 5/2
外:にぶい褐7.5YR 5/3

口縁部～
体部片

須恵質
土器

鉢 復元口径25.9,残高9.6
内:回転ナデ→ナデ
外:回転ナデ→ナデ

良好
～4mmの白色細
礫多量

内:灰N 5/
外:灰N 4/

口縁部～
体部片

東播系

須恵質
土器

鉢 復元口径30.2,残高8.7
内:回転ナデ→ナデ
外:回転ナデ→ナデ,オサエ

良好
～2mmの白色粗
砂多量

内外:灰白2.5Y 7/1,黄灰2.5Y 5/1
口縁部～
体部片

東播系

陶器 鉢 復元口径30.0,残高10.4
内:回転ナデ→ヨコハケ,ナデ
外:回転ナデ→タテハケ,ナデ

良好
～1mmの白色粗
砂多量

内:灰黄2.5Y 6/2,にぶい褐7.5YR 5/4
外:明赤褐2.5YR 5/6,黄灰2.5Y 4/1

口縁部～
底部片

○ 備前

白磁 碗 残高3.4
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 微細な粗砂
素地:灰白N 7/
釉:灰5Y 6/1

口縁部片 (Ⅳ)

青磁 碗 復元口径19.0,残高3.2
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→櫛目文→施釉

良好 緻密
素地:灰5Y 6/1,にぶい橙5YR 7/4
釉:灰7.5Y 6/1

口縁部～
体部片

同安窯系
(Ⅲ-1a)

土師器 高坏 残高2.9
内:回転ナデ→ケズリ
外:回転ナデ→ナデ

良好
～1mmの白色粗
砂

内:にぶい黄橙10YR 7/3,黄灰2.5Y 4/1
外:橙2.5YR 6/6

坏部～脚
部片

土師器 小皿 復元口径9.2,復元底径7.4,器高1.1
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ

良好
～2mmの粗砂・
雲母

内外:橙7.5YR 6/6
口縁部～
底部片

土師器 坏 残高3.4
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ

良好
～3mmの細礫・
雲母

内外:橙5YR 6/6
口縁部～
体部片

瓦器 埦 口径16.5,高台径7.0,器高5.7
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ナデ,オサエ

良好
微細な白色粗砂
少量

内:暗灰N 3/,黄灰2.5Y 6/1
外:暗灰N 3/,灰白2.5Y 8/2

1/2程度

瓦器 埦 高台径6.7,残高3.8
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→オサエ

やや不良
微細な白色粗
砂・雲母

内:灰N 5/,灰白N 8/
外:灰白N 8/

体部～高
台部片

土師質
土器

鍋 残高2.9
内:回転ナデ
外:回転ナデ→ナデ

良好
微細な白色粗
砂・雲母

内外:明赤褐2.5YR 5/6 口縁部片

須恵質
土器

鉢 復元口径30.4,残高6.1
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好 ～6mmの中礫 内外:灰N 6/
口縁部～
体部片

東播系

白磁 碗 残高2.5
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白2.5Y 8/2
釉:灰黄2.5Y 7/2

口縁部片 (Ⅳ)

白磁 碗 残高2.3
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰黄2.5Y 7/2
釉:灰白5Y 7/1

口縁部片 (Ⅱ)

土師器 壺 残高3.9
内:回転ナデ→ミガキ
外:回転ナデ

良好
～1mmの白色粗
砂少量

内外:橙5YR 7/6 口縁部片

土師器 甑 残高3.7 ナデ,オサエ 良好
微細な白色粗
砂・雲母

灰黄2.5Y 7/2 把手片

須恵器 坏蓋 復元口径11.2,残高2.7
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好 ～3mmの細礫
内:褐灰10YR 6/1
外:褐灰10YR 5/1

口縁部片

土師器 小皿 復元口径8.2,復元底径6.0,器高1.3
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
微細な白色・赤
色粗砂・雲母

1/4程度

土師器 小皿 復元口径8.4,底径6.4,器高1.3
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
微細な赤色粗
砂・雲母多量

内外:にぶい橙7.5YR 7/4 1/4程度

土師器 小皿 復元口径9.6,復元底径7.6,器高1.0
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～1.5mmの粗
砂・雲母少量

内外:にぶい橙7.5YR 7/4 1/4程度

土師器 坏 復元口径16.2,底径10.4,器高3.2
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→静止糸切り

良好
～2mmの白色粗
砂・雲母

内:にぶい橙7.5YR 7/4,7/6
外:にぶい橙7.5YR 7/4

1/4程度

土師器 坏 底径8.7,残高1.3
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～2mmの粗砂・
雲母多量

内:灰黄2.5Y 6/2
外:橙2.5YR 6/6

底部片

瓦器 埦
復元口径16.4,復元高台径5.2,
器高6.1

内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ,オサエ

良好 微細な白色粗砂
内:灰N 4/
外:灰N 6/,5/

1/4程度

瓦器 埦 復元口径15.9,高台径5.7,器高5.45
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→オサエ

良好 微細な白色粗砂 内外:橙2.5YR 6/4,褐灰7.5YR 5/1 1/2程度

瓦器 埦 復元口径17.1,残高5.1
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ

良好 微細な粗砂 内外:黄灰2.5Y 5/1
口縁部～
体部片

瓦器 埦 高台径7.1,残高2.0
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→オサエ

良好
微細な白色粗
砂・雲母

内外:灰褐7.5YR 6/2,褐灰10YR 5/1
底部～高
台部片

瓦器 小皿 復元口径10.8,復元底径5.0,器高1.4
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→糸切り→ヘラミガキ

良好 ～1mmの粗砂 内外:灰N 5/,灰白10YR 8/1
口縁部～
底部片

土師質
土器

鍋 残高7.2
内:回転ナデ→ハケ
外:回転ナデ→オサエ

やや不良
～3mmの白色細
礫・雲母

内:灰白2.5Y 8/2
外:灰白5Y 8/1

口縁部～
体部片

青磁 碗 残高2.7
内:ロクロナデ→飛雲文→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白5Y 7/1
釉:灰オリーブ5Y 6/2

口縁部片
龍泉窯系
(Ⅰ-4)

青磁 碗 高台径5.8,残高2.7
内:ロクロナデ→片彫蓮花文→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰N 7/
釉:灰オリーブ7.5Y 6/2

底部～高
台部片

龍泉窯系
(Ⅰ-2)

青磁 皿 復元底径4.8,残高1.4
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰5Y 5/
釉:灰オリーブ5Y 5/2

底部片
龍泉窯系
(Ⅰ-1a)

土師器 高坏 残高4.2
内:回転ナデ→シボリ
外:回転ナデ

良好
～1mmの粗砂少
量

内外:橙2.5YR 6/6 脚部片

残高3.3
内:ヨコナデ→(布目痕)
外:ヨコナデ→オサエ

良好
～1mmの白色粗
砂

内:橙7.5YR 7/6
外:にぶい橙7.5YR 7/4

体部片 ○

残高1.9
内:ヨコナデ→(布目痕)
外:ヨコナデ→オサエ

良好
～1mmの白色粗
砂

内外:橙5YR 6/6 口縁部片 ○

残高2.0
内:ヨコナデ→(布目痕)
外:ヨコナデ→オサエ

良好 微細な白色粗砂 内外:橙5YR 6/6 体部片 ○

残高2.3
内:ヨコナデ→(布目痕)
外:ヨコナデ→オサエ

良好
～1mmの白色粗
砂

内:橙5YR 7/6
外:橙7.5YR 7/6

体部片 ○

瓦 平瓦 最大長7.4,最大幅6.1,厚2.0
凹:(布目痕)
凸:タタキ

良好
～1mmの白色粗
砂

凹凸:灰白10YR 8/2 小片 ○

土師器 小皿 口径8.3,底径6.1,器高1.05
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
微細な白色・赤
色粗砂・雲母多
量

内外:にぶい黄橙10YR 7/3,橙2.5YR 6/6 完形 ○

土師器 小皿 口径8.85,底径6.65,器高1.0
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
微細な白色・赤
色粗砂・雲母

内外:にぶい橙7.5YR 7/4 3/4程度

土師器 小皿 復元口径8.9,底径6.2,器高1.2
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～1mmの粗砂・
雲母

内外:にぶい橙7.5YR 6/4 1/3程度

製塩土器

製塩土器

製塩土器

製塩土器
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表 34    出土遺物観察表 34 表 35    出土遺物観察表 35

掲載
番号

出土
遺構

種別 器種 法　量（cm） 調　整 焼成 胎　土 色　調 残　存
写
真

備考

土師器 小皿 口径8.6,底径6.9,器高1.2
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～2mmの白色粗
砂・雲母多量

内外:橙2.5YR 6/6,にぶい橙7.5YR 7/3 1/2程度

土師器 小皿 口径9.0,底径6.85,器高1.15
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～2mmの赤色粗
砂・雲母多量

内外:にぶい黄橙10YR 7/3,橙2.5YR 6/6 ほぼ完形

土師器 坏 復元口径12.8,底径10.0,器高3.0
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～2mmの白色粗
砂・雲母多量

内外:にぶい黄橙10YR 7/3 1/4程度

土師器 坏 復元口径15.0,底径10.0,器高3.2
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
～2mmの白色・
赤色粗砂・雲母

内外:にぶい橙7.5YR 7/4 1/4程度

土師器 坏 復元口径13.6,残高3.9
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→オサエ

良好
～2mmの粗砂・
雲母

内外:橙7.5YR 7/6
口縁部～
体部片

土師器 埦 高台径5.9,残高1.3
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ

良好 ～3mmの細礫
内:黄灰2.5Y 5/1
外:にぶい橙5YR 6/4

底部～高
台部片

瓦器 埦 口径16.5,高台径6.5,器高5.65
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ

良好
～1mmの白色粗
砂

内外:灰白5Y 7/1,灰5Y 6/1, 灰N 6/ 3/4程度

瓦器 埦 高台径6.2,残高3.2
内ロクロ:ナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ

良好 微細な粗砂 内外:灰N 5/
体部～高
台部片

瓦器 埦 復元高台径7.2,残高1.9
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ

良好 ～3mmの細礫 内外:灰N 6/,5/
底部～高
台部片

土師質
土器

鍋 残高2.3
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～2mmの白色・
赤色粗砂・雲母

内外:橙5YR 7/6 口縁部片 スス付着

土師質
土器

鍋 残高2.5
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～2mmの白色粗
砂・雲母

内外:にぶい橙5YR 6/4 口縁部片 スス付着

瓦質土器 甕 残高7.4
内:回転ナデ→(当具痕)→ナデ
外:回転ナデ→平行タタキ

良好
～1mmの白色粗
砂

内外:灰白7.5YR 8/2,浅黄橙7.5YR 8/3
口縁部～
肩部片

瓦質土器 鍋 残高8.7 ナデ,オサエ 良好
～1mmの白色粗
砂

灰N 5/,灰白2.5Y 7/1 脚部片

須恵質
土器

鉢 復元底径10.8,残高1.6
内:回転ナデ
外:回転ナデ→糸切り

良好
～3mmの細礫・
雲母少量

内外:灰5Y 6/1 底部片 東播系

陶器 甕 残高5.1
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～2mmの白色粗
砂

内外:灰オリーブ7.5YR 6/2,暗赤褐5YR 3/2 口縁部片
備前
自然釉付着

白磁 碗 残高5.7
内:ロクロナデ→櫛目文→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 微細な黒色粗砂
素地:灰白5Y 7/1
釉:灰白5Y 7/2

体部～高
台部片

(Ⅴ-4b)

白磁 皿 復元口径9.15,残高2.1
内:ロクロナデ→施釉→釉掻き取り
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白N 8/
釉:灰白7.5Y 7/1

口縁部～
体部片

(Ⅲ-1)

白磁 皿 高台径4.2,残高1.5
内:ロクロナデ→施釉→釉掻き取り
外:ロクロナデ

良好 微細な黒色粗砂
素地:灰白N 8/
釉:灰白5GY 8/1

高台部片 (Ⅲ-1)

白磁 皿 復元高台径4.2,残高1.1
内:ロクロナデ→施釉→釉掻き取り
外:ロクロナデ

良好 緻密
素地:灰白N 7/
釉:灰オリーブ7.5Y 6/2

高台部片 (Ⅲ-1)

青磁 碗 残高4.6
内:ロクロナデ→櫛点描文→施釉
外:ロクロナデ→櫛目文→施釉

良好 緻密
素地:灰白5Y 7/1
釉:灰オリーブ5Y 6/2

口縁部～
体部片

同安窯系
(Ⅰ-1b)

青磁 碗 残高4.4
内:ロクロナデ→櫛点描文→施釉
外:ロクロナデ→櫛目文→施釉

良好 緻密
素地:灰5Y 6/1
釉:灰オリーブ5Y 6/2

口縁部～
体部片

同安窯系
(Ⅰ-1b)

青磁 皿 口径10.2,底径4.6,器高2.64
内:ロクロナデ→櫛目文→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白N 7/
釉:オリーブ灰10Y 5/2

完形 ○
龍泉窯系
(Ⅰ-2c)

青磁 皿 復元口径11.3,残高1.3
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白N 7/
釉:灰オリーブ2.5GY 6/1

口縁部片

土師器 小皿 口径8.5,底径6.2,器高1.1
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～1mmの粗砂・
雲母

内外:橙5.5YR 6/6,褐灰7.5YR 4/1 完形

白磁 碗 残高3.4
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 微細な粗砂
素地:灰白N 8/
釉:灰白10Y 7/1

口縁部片 (Ⅴ-4a)

土師器 小皿 復元口径7.8,復元底径6.2,器高1.0
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～1mmの粗砂・
雲母少量

内外:橙5YR 6/6 1/4程度

土師器 小皿 復元口径10.4,復元底径8.2,器高1.1
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～1mmの粗砂・
雲母少量

内外:橙5YR 6/6 1/4程度

土師器 坏 復元口径13.5,底部径8.4,器高2.6
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
微細な白色粗
砂・雲母

内外:橙5YR 6/6,にぶい黄橙10YR 7/3 1/4程度

土師器 坏 復元口径15.6,残高2.95
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ

良好
～2mmの白色粗
砂・雲母

内外:にぶい橙7.5YR 7/3
口縁部～
体部片

瓦器 埦
復元口径16.4,復元高台径7.2,
器高6.25

内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ,オサエ

良好 微細な粗砂 内外:灰白2.5Y 8/1,灰N 5/
口縁部～
高台部片

瓦器 埦
復元口径14.7,復元高台径6.0,
器高5.2

内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→オサエ

やや不良
微細な粗砂・雲
母

内:灰白N 8/
外:灰白N 8/,灰N 6/,暗灰N 4/

1/3程度

土師質
土器

鍋 残高7.8
内:回転ナデ→ヨコハケ
外:回転ナデ→ハケ,オサエ

良好
微細な白色粗
砂・雲母

内:橙5YR 6/6,にぶい橙5YR 7/4
口縁部～
体部片

土師質
土器

鍋 残高14.6 ナデ,オサエ 良好
～1mmの白色粗
砂・雲母

にぶい橙7.5YR 6/3 脚部片

須恵質
土器

鉢 残高2.7
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好 微細な白色粗砂
内:暗灰N 3/
外:灰N 5/

口縁部片 東播系

須恵質
土器

甕 残高6.0
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好 微細な白色粗砂
内:灰N 6/
外:暗灰N 3/

底部片 東播系？

陶器 壺 残高11.3
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→施釉

良好 微細な白色粗砂
素地:灰黄2.5Y 6/2
釉:黄灰2.5Y 4/1

胴部片 ○ 中国陶器

白磁 碗 復元口径16.0,残高4.0
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白5Y 7/1
釉:灰白5Y 7/2

口縁部～
体部片

(Ⅳ)

白磁 皿 高台径4.2,残高1.5
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 微細な黒色粗砂
素地:灰白N 8/
釉:明オリーブ灰2.5GY 7/1

底部～高
台部片

(Ⅱ-1)

青磁 碗 残高5.9
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→片彫蓮弁文→施釉

良好 緻密
素地:灰白5Y 7/1
釉:オリーブ黄5Y 6/3

口縁部～
体部片

龍泉窯系
(Ⅱ-a)

青磁 碗 残高4.3
内:ロクロナデ→片彫蓮花文→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白N 7/
釉:オリーブ灰2.5GY 6/1

口縁部～
体部片

龍泉窯系
(Ⅰ-2)

土師器 小皿 復元口径8.2,復元底径6.6,器高1.1
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
～4mmの細礫・
雲母

内:オリーブ黒5Y 3/1,橙5YR 6/6
外:橙5YR 6/6

1/4程度

土師器 小皿 復元口径8.4,復元底径6.0,器高1.0
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
～2mmの粗砂・
雲母を多量

内外:にぶい橙7.5YR 6/4 2/3程度

土師器 小皿 口径8.7,底径6.9,器高1.0
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～1mmの粗砂・
雲母少量

内外:にぶい橙7.5YR 6/4 完形 ○

土師器 坏 復元口径13.6,復元底径8.8,器高3.1
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
～1mmの粗砂・
雲母

内外:にぶい黄橙10YR 6/3 1/4程度

瓦器 埦 復元口径14.7,残高5.25
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→オサエ

やや不良 ～1mmの粗砂 内外:灰白N7/,灰N 4/
口縁部～
体部片

土師質
土器

鍋 残高3.1
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～2mmの粗砂・
雲母

内:にぶい橙7.5YR 6/4
外:黄灰2.5Y 4/1

口縁部片 スス付着

瓦質土器 甕 復元口径25.0,残高3.3
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～1mmの白色粗
砂少量

内:灰白N 7/
外:灰N 6/

口縁部～
頸部片
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表 36    出土遺物観察表 36

掲載
番号

出土
遺構

種別 器種 法　量（cm） 調　整 焼成 胎　土 色　調 残　存
写
真

備考

瓦質土器 鍋 残高3.0
内:回転ナデ
外:回転ナデ→ヨコハケ

良好
～1.5mmの粗砂
少量

内:灰白2.5Y 8/1,灰N 5/
外:灰N 5/,4/

口縁部片

青磁 碗 復元口径16.8,残高2.9
内:ロクロナデ→片彫蓮花文→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白N 8/
釉:オリーブ灰5GY 6/1

口縁部～
体部片

龍泉窯系
(Ⅰ-2)

土師器 小皿 復元口径9.4,復元底径7.4,器高1.3
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
～1mmの粗砂・
雲母

内外:明赤褐5YR 5/6 1/2程度

土師器 小皿 復元口径9.2,復元底径7.2,器高1.2
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
～1mmの粗砂・
雲母

内外:明赤褐5YR 5/6 1/4程度

土師器 坏 復元底径8.6,残高1.6
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
～2mmの粗砂・
雲母

内:橙7.5YR 7/6
外:橙5YR 6/8

底部片

土師質
土器

鍋 残高3.6
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好 ～1mmの粗砂 内外:にぶい橙5YR 6/4 口縁部片 スス付着

土師質
土器

鍋 残高5.1 ナデ,オサエ 良好 ～2mmの粗砂 橙2.5YR 7/6,灰白2.5Y 8/2 脚部片

瓦質土器 甕 復元口径28.8,残高5.4
内:回転ナデ→オサエ,ナデ
外:回転ナデ→ハケ

良好 ～2.5mmの粗砂
内:灰白2.5Y 7/1
外:灰白2.5Y 8/1

口縁部～
頸部片

陶器 盤 残高2.5
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 微細な粗砂
素地:黄灰2.5Y 6/1
釉:暗灰黄2.5Y 5/2

口縁部片 中国陶器

白磁 碗 残高3.4
内:ロクロナデ→櫛目文→施釉
外:ロクロナデ→縦箆花弁文→施釉

良好 緻密
素地:灰白N 8/
釉:灰白2.5GY 8/1

口縁部片 (Ⅴ-4c)

白磁 碗 復元高台径6.8,残高3.5
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 微細な粗砂
素地:灰白N 7/
釉:灰白7.5Y 7/1

底部～高
台部片

(Ⅳ)

青磁 碗 復元口径15.7,残高4.9
内:ロクロナデ→飛雲文→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白5Y 7/1
釉:灰オリーブ5Y 6/2

口縁部～
体部片

龍泉窯系
(Ⅰ-4)

土師器 坏 復元口径12.8,残高3.2
内:回転ナデ
外:回転ナデ→ハケ

良好
～2.5mmの粗砂
多量

内外:橙2.5YR 6/6
口縁部～
体部片

土師器 高坏 残高4.4
内:回転ナデ→シボリ
外:回転ナデ

良好 ～2.5mmの粗砂 内外:橙5YR 7/6
坏部～脚
部片

土師器 甕 残高4.4
内:回転ナデ
外:回転ナデ→ナナメハケ

良好 ～2mmの粗砂
内:にぶい橙7.5YR 7/4
外:浅黄橙7.5YR 8/4

口縁部～
頸部片

土師器 甕 残高2.7
内:回転ナデ→ヨコハケ
外:回転ナデ→ナナメハケ

やや不良 ～1mmの粗砂 内外:にぶい黄橙10YR 7/3 口縁部片

土師器 甕 残高2.6
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好 ～1mmの粗砂 内外:浅黄橙10YR 8/3 口縁部片

土師器 坏 復元底径7.6 残高1.1
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好 ～0.5mmの粗砂 内外:灰黄褐10YR 6/2 底部片

瓦器 埦
復元口径15.2,復元高台径7.4,
器高5.3

内:ロクロナデ→ヘラミガキ,ナデ
外:ロクロナデ→オサエ

良好 微細な白色粗砂
内:灰5Y 6/1
外:灰5Y 6/1,灰N 4/

1/4程度

瓦器 埦 復元口径16.4,残高5.1
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ,オサエ

良好 ～2mmの粗砂 内外:灰白2.5Y 7/1,灰N 6/
口縁部～
体部片

土師質
土器

鍋 残高9.5 ナデ,オサエ 良好
～3mmの細礫多
量

浅黄橙7.5YR 8/4 脚部片

須恵質
土器

鉢 残高4.8
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～0.5mmの粗砂
少量

内:灰N 6/
外:灰N 6/,青灰5B 5/1

口縁部～
体部片

東播系

白磁 碗 残高2.9
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 微細な粗砂
素地:灰白N 8/
釉:灰白10Y 7/1

口縁部片 (Ⅳ)

白磁 碗 復元口径14.8,残高2.4
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白N 7/
釉:明オリーブ灰2.5GY 7/1

口縁部片 (Ⅴ-4a)

土師器 手捏土器 復元口径3.5,器高2.8
内:オサエ,ナデ
外:オサエ,ナデ

良好
～1mmの粗砂少
量

内外:にぶい黄橙10YR 7/3 1/4程度

土師器 小皿 復元口径7.0,復元底径5.2,器高1.4
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好 微細な粗砂
内:にぶい橙7.5YR 7/4
外:赤橙10R 6/6

口縁部～
底部片

土師器 埦 復元口径13.6,残高2.2
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ

やや不良 ～1mmの粗砂 内外:淡橙5YR 8/3 口縁部片

瓦器 埦 復元口径15.6,残高3.7
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ

良好
～2mmの白色粗
砂・雲母

内:灰5Y 5/1
外:灰白2.5Y 8/1,黄灰2.5Y 6/1

口縁部～
体部片

瓦器 埦 復元高台径6.6,残高2.2
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ナデ

良好 ～1mmの粗砂
内:灰白5Y 8/1
外:灰白2.5Y 7/1

底部～高
台部片

瓦器 埦 復元高台径6.0,残高2.9
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→オサエ,ナデ

良好 ～1mmの粗砂 内外:灰白2.5Y 7/1
体部～高
台部片

土師質
土器

鍋 残高6.3 ナデ,オサエ 良好
～4.5mmの細礫
多量

淡橙5YR 8/4 脚部片

瓦質土器 鉢 復元底径6.8,残高2.4
内:回転ナデ→ヨコハケ
外:回転ナデ→(板状圧痕)→オサエ

良好 ～3mmの細礫 内外:灰N 5/ 底部片

青磁 小碗 復元口径11.8,残高4.4
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→片彫鎬蓮弁文→施釉

良好 緻密
素地:灰白7.5Y 7/1
釉:緑灰10GY 6/1

口縁部～
体部片

龍泉窯系
(Ⅱ-b)

青磁 碗 高台径5.9,残高2.7
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:褐灰10YR 6/1
釉:暗灰黄2.5Y 5/2

底部～高
台部片

龍泉窯系
(Ⅰ-1a)

白磁 碗 復元口径17.0,残高4.1
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白2.5Y 7/1
釉:灰白7.5Y 7/1

口縁部～
体部片

(Ⅳ)

白磁 碗 底径6.6,残高2.2
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好
～1mmの粗砂少
量

素地:灰白N 7/
釉:明オリーブ灰2.5GY 7/1

体部～高
台部片

(Ⅳ)

須恵器 埦 復元高台径10.0,残高2.6
内:回転ナデ
外:回転ナデ

不良
～2mmの白色粗
砂

内:灰白5Y 8/1
外:灰白10YR 8/2

底部～高
台部片

須恵器 高坏 脚部径10.0,残高8.6
内:回転ナデ→シボリ,オサエ
外:回転ナデ

良好
～3mmの白色細
礫少量

内:黄灰2.5Y 4/1
外:黄灰2.5Y 4/1,5/1

坏部～脚
部片

須恵器 壺 残高2.4
内:回転ナデ
外:回転ナデ→カキメ

良好
～1mmの白色粗
砂

内外:灰白2.5Y 7/1
頸部～肩
部片

土師器 坏 復元口径12.6,復元底径8.3,器高2.6
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
～1mmの白色粗
砂・雲母多量

内:にぶい褐7.5YR 6/3
外:にぶい黄橙10YR 7/3,橙2.5YR 6/6

1/3程度

土師器 坏 復元口径13.0,残高4.5
内:回転ナデ
外:回転ナデ→ヨコハケ

良好
～1mmの白色粗
砂多量

内外:橙2.5YR 6/8
口縁部～
体部片

土師器 高坏 復元口径19.8,残高6.1
内:回転ナデ→ハケ
外:回転ナデ

良好
～2mmの白色粗
砂多量

内:明赤褐2.5YR 5/6
外:橙5YR 6/6

坏部片

土師器 甕 残高20.5
内:回転ナデ→ナデ
外:回転ナデ→ハケ

良好
～2mmの白色粗
砂

内外:橙5YR 6/6 胴部片

須恵器 坏身 復元口径11.9,器高3.5
内:回転ナデ→ナデ
外:回転ナデ

良好
～1mmの白色粗
砂

内外:灰N 6/ 1/3程度

須恵器 甕 残高5.8
内:回転ナデ→ナデ
外:回転ナデ→格子目タタキ

良好
～3mmの白色細
礫多量

内:灰N 5/
外:灰N 6/

口縁部～
頸部片

土師器 埦 復元高台径7.0,残高1.9
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ

良好 ～5mmの中礫 内外:灰白10YR 8/2
底部～高
台部片

瓦器 埦 復元高台径6.9,残高4.5
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ

良好
～2mmの白色粗
砂

内外:灰白2.5Y 8/1,灰N 5/,6/
体部～高
台部片
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表 37    出土遺物観察表 37

掲載
番号

出土
遺構

種別 器種 法　量（cm） 調　整 焼成 胎　土 色　調 残　存
写
真

備考

須恵質
土器

鉢 残高6.0
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～1mmの白色粗
砂

内外:灰N 6/
口縁部～
体部片

東播系

土師器 高坏 残高1.9
内:回転ナデ→ケズリ
外:回転ナデ

良好
～3mmの白色細
礫・雲母

内外:赤橙10R 6/8,にぶい橙7.5YR 6/4 脚部片

土師器 移動式竃 残高41.8 ナデ,ハケ,オサエ,ケズリ 良好
～2mmの白色粗
砂多量

内外:橙7.5Y 6/6,黒10YR 2/1 焚口部片 ○

土師器 小皿 復元口径8.4,復元底径6.2,器高0.85
内:回転ナデ→ナデ
外:回転ナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～2mmの白色・
黒色粗砂多量

内外:浅黄橙7.5YR 8/3,淡橙5YR 8/4 1/3程度

土師器 小皿 復元口径9.6,復元底径7.2,器高1.25
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
微細な粗砂・雲
母多量

内外:にぶい黄橙10YR 7/3 1/4程度

土師器 坏 口径14.0,器高2.7
内:回転ナデ→ナデ
外:回転ナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～1mmの粗砂・
金雲母多量

内外:にぶい橙7.5YR 6/4 完形 ○

土師器 坏 復元口径12.8,器高2.7
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
～3mmの白色細
礫多量

内:褐灰10YR 6/1
外:褐灰10YR 6/1,にぶい黄橙10YR 7/2

1/3程度

土師器 坏 復元口径13.4,復元底径9.0,器高2.9
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ

良好
微細な粗砂・雲
母多量

内外:灰黄2.5Y 7/2
口縁部～
底部片

土師器 坏 復元口径13.4,復元底径10.8,器高3.1
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
微細な白色粗
砂・雲母

内外:灰黄褐10YR 4/2,橙2.5YR 6/6
口縁部～
底部片

土師器 埦 復元高台径6.4,残高4.0
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→オサエ

良好
～2mmの茶色・
白色粗砂多量

内外:灰白10YR 8/2
体部～高
台部片

瓦器 埦 口径16.8,高台径7.5,器高6.7
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ,オサエ

良好
微細な黒色・白
色粗砂・金雲母

内:黄灰2.5Y 6/1,灰白2.5Y 7/1
外:灰5Y 6/1,灰5Y 4/1

2/3程度

瓦器 埦
復元口径16.2,復元高台径6.8,
器高6.55

内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→オサエ

良好
～2mmの白色粗
砂

内:灰N 7/,5/
外:灰N 5/

1/4程度

瓦器 埦 復元口径15.8,底径6.6,器高6.4
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→オサエ

良好
～1mmの白色粗
砂・雲母

内外:灰白5Y 8/1,灰7.5Y 4/1 1/3程度

瓦器 埦 残高3.6
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ

良好
～2mmの白色粗
砂・雲母多量

内:灰白N 8/
外:灰白2.5Y 8/1,灰N 6/,4/

口縁部～
体部片

瓦器 埦 残高2.8
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ

良好 微細な白色粗砂
内:灰N 5/
外:灰白N 7/

口縁部片

瓦器 埦 残高4.75
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→オサエ

良好 緻密 内外:灰白5Y 8/1
口縁部～
体部片

瓦器 埦 残高4.8
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→オサエ

良好 ～2mmの粗砂
内:灰白2.5Y 8/1
外:灰N 4/

口縁部～
高台部片

瓦器 埦 復元高台径6.6,残高3.0
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→オサエ

良好
～2mmの白色・
黒色粗砂

内:灰白5Y 7/1
外:灰白5Y 8/1

体部～高
台部片

瓦器 埦 復元高台径6.6,残高3.6
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→オサエ

良好 緻密 内外:灰白N 8/
体部～高
台部片

瓦器 皿 復元口径7.9,復元底径6.0,器高1.4
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

やや不良 微細な粗砂 内外:灰白5Y 8/1
口縁部～
底部片

土師質
土器

鍋 復元口径30.2,残高5.5
内:回転ナデ→ヨコハケ
外:回転ナデ→タテハケ,オサエ

良好
～4mmの白色細
礫

内外:灰白10YR 8/2
口縁部～
体部片

土師質
土器

鍋 復元口径28.0,残高6.0
内:回転ナデ
外:回転ナデ→オサエ

良好
～2mmの白色・
茶色粗砂多量

内:浅黄橙7.5YR 8/4
外:灰白7.5YR 8/2

口縁部～
体部片

土師質
土器

鍋 残高8.4
内:回転ナデ→ヨコハケ
外:回転ナデ→タテハケ,オサエ

良好
～2mmの白色粗
砂多量

内:灰白10YR 8/2,橙2.5YR 7/6
外:灰白10YR 8/2

口縁部～
体部片

土師質
土器

鍋 残高6.3
内:回転ナデ
外:回転ナデ→オサエ

良好
微細な粗砂・雲
母多量

内:淡黄2.5Y 8/3
外:にぶい黄橙10YR 7/3

口縁部片

土師質
土器

鍋 残高5.6 ナデ,オサエ 良好
～1mmの白色粗
砂

内:にぶい黄橙10YR 7/3
外:灰黄褐10YR 5/2

脚部片

土師質
土器

鍋 残高14.8 ナデ,オサエ 良好
～1mmの白色粗
砂多量

灰白7.5YR 8/2 脚部片

瓦質土器 鉢？ 復元底径10.5,残高4.6
内:回転ナデ→ヨコハケ
外:回転ナデ→ハケ,オサエ

良好
～3mmの細礫多
量

内:灰白2.5Y 8/1
外:灰N 4/

体部～底
部片

須恵質
土器

鉢 復元口径25.4,残高4.0
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～3mmの白色・
黒色細礫

内外:灰白2.5Y 7/1 口縁部片 東播系

須恵質
土器

鉢 残高5.7
内:回転ナデ
外:回転ナデ→オサエ

良好
～2mmの白色粗
砂

内外:灰10Y 6/1
口縁部～
体部片

東播系

須恵質
土器

鉢 底径8.3,残高4.2
内:回転ナデ
外:回転ナデ→糸切り,オサエ

良好
～1mmの白色粗
砂多量

内:灰N 5/
外:オリーブ灰2.5GY 6/1

体部～底
部片

東播系

陶器 擂鉢 残高4.1
内:回転ナデ→擂目施文
外:回転ナデ

良好
～2mmの白色粗
砂多量

素地:灰赤2.5YR 6/2
釉:灰赤2.5YR 4/2,褐灰7.5YR 5/1

口縁部片 備前

陶器 甕 残高6.0
内:回転ナデ→ナデ
外:回転ナデ

良好
～2mmの粗砂多
量

素地:にぶい橙2.5YR 6/4,褐灰10YR 6/1
釉:灰褐7.5YR 4/2

口縁部片 備前

陶器 甕 残高3.6
内:回転ナデ→ナデ
外:回転ナデ→ナデ,オサエ

良好
～1mmの白色粗
砂

内:黄灰2.5Y 6/1
外:黄灰2.5Y 5/1

底部片 常滑？

白磁 碗 残高2.5
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白5Y 7/1
釉:灰白5Y 7/2

口縁部片 (Ⅳ)

白磁 碗 残高4.45
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白7.5Y 7/1
釉:灰白5Y 7/2

口縁部～
体部片

(Ⅴ-4a)

白磁 皿 復元口径11.5,復元底径7.2,器高2.2
内:ロクロナデ→施釉→口禿げ
外:ロクロナデ→施釉→口禿げ

良好
微細な黒色粗砂
多量

素地:灰白N 8/
釉:灰白10Y 8/1

2/3程度 ○ (Ⅸ-1c)

白磁 皿 復元底径5.6,残高0.9
内:ロクロナデ→草花文→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白N 7/
釉:灰オリーブ5Y 6/2

底部片 (Ⅷ-2c)

白磁 皿 復元高台径3.5,残高0.8
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白N 8/
釉:灰白7.5Y 8/1

底部～高
台部片

(Ⅶ)？

白磁 耳壺 残高7.4
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白7.5Y 7/1
釉:灰白5Y 7/1

肩部片

青磁 碗 復元口径15.4,残高4.2
内:ロクロナデ→片彫蓮花文→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白N 7/
釉:灰オリーブ7.5Y 5/2

口縁部～
体部片

龍泉窯系
(Ⅰ-2)

青磁 碗 復元高台径6.1,残高5.8
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白N 8/
釉:オリーブ灰10Y 6/2

体部～高
台部片

龍泉窯系
(Ⅰ-1a)

青磁 碗 復元高台径5.8,残高2.5
内:ロクロナデ→片彫蓮花文→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白N 7/
釉:灰オリーブ7.5Y 5/2

底部～高
台部片

龍泉窯系
(Ⅰ-2)

青磁 碗
復元口径16.7,復元高台径6.0,
器高6.9

内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→片彫蓮弁文→施釉

良好 緻密
素地:灰白10YR 7/1
釉:灰黄2.5Y 6/2

2/5程度
龍泉窯系
(Ⅱ-a)

青磁 碗 高台径4.8,残高1.6
内:ロクロナデ→施釉→釉掻き取り
外:ロクロナデ→施釉

良好 微細な粗砂少量
素地:淡橙5YR 8/3
釉:明オリーブ灰2.5GY 7/1

底部～高
台部片

青磁 曲口碗 残高1.8
内:ロクロナデ→施文→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白N 8/
釉:オリーブ灰10Y 5/2

口縁部片 龍泉窯系
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表 38    出土遺物観察表 38

掲載
番号

出土
遺構

種別 器種 法　量（cm） 調　整 焼成 胎　土 色　調 残　存
写
真

備考

青磁 皿 復元口径11.0,復元底径4.6,器高2.1
内:ロクロナデ→櫛点描文→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好
微細な茶色粗砂
少量

素地:灰白2.5Y 7/1
釉:灰オリーブ7.5Y 5/2

1/3程度
同案窯系
(Ⅰ-2b)

青磁 碗 残高2.9
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→片彫蓮弁文→施釉

良好 緻密
素地:黄灰2.5Y 6/1
釉:灰オリーブ5Y 5/3

口縁部片
龍泉窯系
(Ⅱ-a)

青磁 坏 残高2.9
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→片彫鎬蓮弁文→施釉

良好 緻密
素地:明紫灰5P 7/1
釉:緑灰10GY 6/1

口縁部片
龍泉窯系
(Ⅲ-4)

土師器
高坏
or壺

復元口径15.8,残高4.7
内:回転ナデ
外:回転ナデ→ヘラミガキ

良好 ～1mmの粗砂 内外:橙2.5YR 6/6 口縁部片

土師器 高坏 残高4.8
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～1mmの白色粗
砂

内:にぶい黄褐10YR 5/3
外:にぶい橙7.5YR 5/4

坏部片

土師器 高坏 残高5.2
内:回転ナデ→ケズリ,シボリ
外:回転ナデ

良好
～5mmの中礫・
雲母

内外:橙5YR 6/6
坏部～脚
部片

土師器 高坏 復元脚部径11.4,残高1.4
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～1mmの白色粗
砂・雲母

内:にぶい黄橙10YR 7/4
外:にぶい黄橙10YR 7/4,橙5YR 6/6

脚部片

土師器 壺? 残高3.1
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好 微細な白色粗砂 内外:黄灰2.5Y 4/1,にぶい黄橙10YR 7/3 口縁部片

土師器 小壺 復元底径3.7,残高5.0
内:回転ナデ→ナデ
外:回転ナデ→ケズリ,ナデ，オサエ

良好 微細な白色粗砂
内:褐灰10YR 4/1
外:橙2.5YR 6/6,灰5Y 4/1

胴部～底
部片

須恵器 蓋 残高1.4
内:回転ナデ
外:回転ナデ

不良 微細な白色粗砂
内:橙5YR 6/6
外:浅黄橙7.5YR 7/6

摘部片

土師器 台付盤 復元底径8.1,残高2.9
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
～5mmの中礫・
雲母

内外:浅黄橙7.5YR 8/4 底部片

土師質
土器

鍋 残高2.9
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～2mmの白色粗
砂・雲母多量

内:にぶい橙7.5YR 7/4
外:にぶい赤褐5YR 5/4,にぶい橙7.5YR 7/3

口縁部片

陶器 擂鉢？ 残高6.4
内:回転ナデ→擂目施文
外:回転ナデ→オサエ

不良
～1mmの白色粗
砂

内外:橙5YR 6/6 体部片 産地不明

土師器 甕 残高6.3
内:回転ナデ→オサエ,ケズリ
外:回転ナデ→タテハケ,オサエ

やや不良
～8mmの白色中
礫

内:にぶい褐7.5YR 6/2
外:明赤褐2.5YR 5/6

胴部～底
部片

須恵器 坏蓋 復元口径13.8,残高1.7
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好 微細な粗砂 内外:灰5Y 6/1
口縁部～
天井部片

須恵器 埦 口径10.3,高台径6.05,器高5.0
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～1mmの白色粗
砂

内:灰5Y 5/
外:暗灰N 3/

1/2程度 ○

土師器 埦 高台径6.7,残高2.7
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ

良好 微細な白色粗砂 内外:灰白10YR 8/1
体部～高
台部片

瓦器 埦 口径15.6,復元高台径4.3,器高5.3
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ,オサエ

やや不良
微細な白色・黒
色粗砂少量

内:灰黄2.5Y 7/2,黄灰2.5Y 4/1
外:褐灰7.5YR 6/1

3/4程度 ○

瓦器 埦
復元口径17.4,復元高台径6.6,
器高5.6

内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ,オサエ

良好
微細な白色粗
砂・金雲母多量

内:黒7.5YR 2/1
外:にぶい黄橙10YR 7/2,にぶい橙2.5YR 6/4

ほぼ完形 ○

瓦器 埦 高台径6.9,残高2.4
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ

良好 微細な白色粗砂
内:灰白5Y 8/1,灰N 7/
外:灰白5Y 8/1

体部～高
台部片

土師質
土器

鍋 残高5.2
内:回転ナデ
外:回転ナデ→(工具痕)

良好
微細な白色粗
砂・雲母

内:にぶい橙7.5YR 7/4
外:黒褐2.5Y 3/1

口縁部片 スス付着

土師質
土器

羽釜 残高5.5
内:回転ナデ
外:回転ナデ→オサエ

良好
微細な白色粗
砂・雲母

内:橙7.5YR 7/6
外:にぶい橙7.5YR 6/4

口縁部～
体部片

土師質
土器

羽釜 復元口径23.2,残高6.9
内:回転ナデ
外:回転ナデ→オサエ

良好
～1mmの白色粗
砂

内外:にぶい褐7.5YR 6/3,褐灰7.5YR 4/1
口縁部～
体部片

スス付着

白磁 碗 残高5.4
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白N 7/
釉:灰白5Y 7/2

口縁部～
体部片

(Ⅴ-4a)

白磁 碗 高台径6.8,残高2.3
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ

良好 緻密
素地:灰白5Y 8/1
釉:灰白5Y 7/1

底部～高
台部片

(Ⅳ)

白磁 碗 高台径6.0,残高3.0
内:ロクロナデ→施釉→釉掻き取り
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白N 8/
釉:灰白10Y 8/1

底部～高
台部片

(Ⅷ)

青磁 碗
復元口径17.4,復元高台径6.6,
器高5.6

内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:黄橙10R 7/2
釉:黄褐2.5Y 5/3

1/3程度
龍泉窯系
(Ⅰ-1a)

土師器 坏 口径15.0,器高3.0
内:回転ナデ→オサエ
外:回転ナデ→オサエ

良好
微細な白色粗
砂・金雲母多量

内外:橙7.5YR 7/6 ほぼ完形 ○

須恵器 壺or甕 残高5.5
内:回転ナデ
外:回転ナデ→オサエ

良好
～2mmの粗砂少
量

内:赤灰2.5YR 4/1,灰N 6/
外:灰N 5/

口縁部片

須恵器 瓶 残高8.1
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～1mmの粗砂少
量

内:青灰5PB 5/1
外:紫灰5P 5/1

胴部片

土師器 小皿 復元口径8.8,器高1.3
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→ヘラ切り

良好
～1mmの粗砂・
雲母

内外:褐灰10YR 4/1,にぶい黄橙10YR 7/4 1/3程度

土師器 小皿 口径9.5,器高1.6
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→オサエ

良好 ～2mmの粗砂 内外:浅黄橙7.5YR 8/4 1/2程度

土師器 埦
復元口径14.8,復元高台径6.6,
器高5.1

内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→オサエ

良好 ～3mmの細礫 内外:灰白10YR 8/2 3/5程度 重ね焼き痕

土師器 埦 復元口径15.8,復元底径6.8,器高5.2
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ

良好 ～3mmの細礫 内外:灰白10YR 8/2 1/3程度

瓦器 埦 復元口径14.6,高台径5.8,器高5.5
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ

良好
～3mmの細礫少
量

内:灰白N 7/,灰N 4/
外:灰N 4/

1/3程度

瓦器 埦 口径15.3,器高5.7
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→オサエ

良好 微細な粗砂 内外:灰白N 8/,7/ 4/5程度 ○

瓦器 小皿 口径8.2,底径6.2,器高1.3
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好 ～4mmの細礫 内外:灰白2.5Y 8/2 3/4程度

瓦質土器 甕 復元口径26.0,残高6.2
内:回転ナデ
外:回転ナデ→オサエ,タタキ

良好 ～3mmの細礫 内外:灰N 4/
口縁部～
頸部片

須恵質
土器

鉢 残高5.6
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～1mmの粗砂少
量

内:灰N 6/,赤灰5R 5/1
外:紫灰5P 6/1,暗紫灰5P 4/1

口縁部～
体部片

東播系

須恵質
土器

鉢 復元底径10.0,残高5.1
内:回転ナデ
外:回転ナデ→糸切り

良好
～3mmの細礫少
量

内:青灰5PB 5/1
外:紫灰5P 6/1

体部～底
部片

東播系

白磁 碗 復元口径17.0,残高3.0
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白N 8/
釉:灰白10Y 8/1

口縁部～
体部片

(Ⅳ)

白磁 碗 復元口径14.4,残高3.9
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 微細な粗砂
素地:灰白N 8/
釉:灰白7.5Y 8/1

口縁部片 (Ⅴ-1a)

白磁 碗 残高4.2
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白N 8/
釉:灰白10Y 8/1

口縁部片 (Ⅴ-1a)

白磁 碗 復元高台径6.6,残高3.3
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白5Y 8/1
釉:灰白7.5Y 7/1

体部～高
台部片

(Ⅴ)

白磁 碗 復元高台径6.4,残高4.7
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 微細な粗砂
素地:灰白2.5Y 7/1
釉:灰黄2.5Y 7/2

体部～高
台部片

(Ⅴ)
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掲載
番号

出土
遺構

種別 器種 法　量（cm） 調　整 焼成 胎　土 色　調 残　存
写
真

備考

青磁 碗 復元高台径6.0,残高2.1
内:ロクロナデ→片彫蓮花文→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白7.5Y 7/1
釉:灰オリーブ5Y 5/2

底部～高
台部片

龍泉窯系
(Ⅰ-2)

青磁 碗 高台径6.0,残高4.3
内:ロクロナデ→飛雲文→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白N 8/
釉:オリーブ灰2.5GY 6/1

体部～高
台部片

龍泉窯系
(Ⅰ-4)

青磁 碗 残高3.3
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→片彫鎬蓮弁文→施釉

良好 緻密
素地:灰白N 7/
釉:緑灰7.5GY 6/1

口縁部片
龍泉窯系
(Ⅱ-b)

青磁 皿 復元底径5.8,残高1.0
内:ロクロナデ→櫛点描文→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白N 7/
釉:灰オリーブ5Y 6/2

底部片
龍泉窯系
(Ⅰ-1c)

青磁 皿 復元口径8.6,残高2.1
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白N 7/
釉:オリーブ灰10Y 6/2

口縁部～
底部片

同安窯系
(Ⅰ-1a)

青磁 皿 復元底径4.4,残高0.9
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白N 7/
釉:オリーブ灰10Y 6/2

底部片
同安窯系
(Ⅰ-1a)

土師器 小皿 口径8.0,底径5.9,器高1.1
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～3mmの細礫・
雲母

内外:にぶい黄橙10YR 6/3 ほぼ完形

土師器 小皿 口径8.9,底径7.4,器高1.1
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～3mmの細礫・
雲母

内外:にぶい黄橙10YR 6/4 ほぼ完形

土師器 小皿 復元口径8.4,復元底径5.6,器高1.5
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～1mmの粗砂・
雲母多量

内外:にぶい黄橙10YR 7/4 1/4程度

土師器 小皿 復元口径8.2,復元底径5.8,器高1.1
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
微細な粗砂・雲
母多量

内外:にぶい黄橙10YR 7/4 1/3程度

土師器 小皿 口径8.1,底径6.4,器高1.2
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
～1mmの粗砂・
雲母

内外:にぶい橙7.5YR 6/4 完形 ○

土師器 小皿 口径8.3,底径7.0,器高1.5
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～1mmの粗砂・
雲母

内外:にぶい黄橙10YR 7/4,灰黄褐10YR 5/2 1/2程度

土師器 坏 復元口径14.0,器高2.4
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～1mmの粗砂・
雲母

内外:にぶい黄橙10YR 6/4 1/4程度

土師器 坏 底径9.3,残高1.6
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～1mmの粗砂・
雲母

内外:にぶい黄橙10YR 7/4 底部片

土師器 埦 復元口径16.0,高台径6.7,器高5.5
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ

不良
～2mmの白色粗
砂

内外:にぶい黄橙10YR 7/3 2/3程度

土師器 埦 復元口径15.8,高台径6.4,器高5.1
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→オサエ

不良 微細な粗砂
内:にぶい橙7.5YR 7/4,明褐灰7.5YR 7/1
外:橙2.5YR 7/6,灰N 5/

2/3程度

土師器 埦 復元口径16.4,高台径7.4,器高5.85
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→オサエ

良好 微細な粗砂
内:浅黄橙7.5YR 8/3,黄灰2.5Y 6/1
外:浅黄橙10YR 8/3,黄灰2.5Y 5/1

3/4程度

瓦器 埦
復元口径15.2,復元高台径6.6,
器高5.4

内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→オサエ

良好
～2mmの粗砂・
雲母

内外:黄灰2.5Y 4/1,灰白10YR 8/2 1/2程度

瓦器 埦
復元口径16.2,復元高台径6.2,
器高5.7

内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→オサエ

良好
～2mmの粗砂・
雲母

内:灰N 5/,灰白2.5Y 8/1
外:灰N 6/,灰白2.5Y 8/1

1/3程度

瓦質土器 鍋 残高7.5
内:回転ナデ→ハケ
外:回転ナデ→ハケ,オサエ

やや不良
～3mmの白色細
礫

内外:にぶい橙5YR 7/3,灰白5Y 7/1
口縁部～
体部片

瓦質土器 羽釜 残高4.9
内:回転ナデ→ヨコ・ナナメハケ
外:回転ナデ→オサエ,ハケ

良好 微細な白色粗砂 内外:灰N 4/
口縁部～
体部片

スス付着

土師質
土器

鍋 残高5.8 ナデ,ハケ,オサエ 良好
～2mmの白色粗
砂

内:灰白7.5YR 8/2
外:明褐灰7.5YR 7/2,黒褐10YR 3/1

脚部片

土師質
土器

鍋 残高9.1 ナデ,オサエ 良好
～2mmの白色粗
砂

内:灰白10YR 8/2
外:にぶい黄橙10YR 7/2,にぶい橙5YR 7/4

脚部片

須恵質
土器

鉢 復元口径15.8,残高7.6
内:回転ナデ
外:回転ナデ→オサエ

良好
～2mmの白色粗
砂

内:灰5Y 6/1
外:灰5Y 6/1,灰N 5/

口縁部～
体部片

東播系

須恵質
土器

鉢 残高5.7
内:回転ナデ→ナデ
外:回転ナデ→オサエ

良好 ～9mmの中礫
内:灰N 6/
外:灰N 6/,4/

口縁部～
体部片

東播系

須恵質
土器

壺or甕 残高3.9
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好 微細な白色粗砂
内:灰N 5/
外:灰N 6/

口縁部～
頸部片

東播系？

陶器 水柱 残高8.4
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰黄2.5Y 6/2
釉:暗オリーブ5Y 4/4

頸部～肩
部片

中国陶器

白磁 碗 復元口径14.8,残高5.2
内:ロクロナデ→櫛目文→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白5Y 7/1
釉:灰白5Y 7/2

口縁部～
体部片

(Ⅴ-4b)

白磁 碗 残高4.9
内:ロクロナデ→施釉→口禿げ
外:ロクロナデ→施釉→口禿げ

良好 微細な黒色粗砂
素地:灰白N 8/
釉:灰白10Y 7/1

口縁部～
体部片

(Ⅸ)

白磁 碗 高台径4.8,残高1.7
内:ロクロナデ→施釉→釉掻き取り
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白5Y 7/1
釉:灰白10Y 7/1

底部～高
台部片

(Ⅷ)

白磁 皿 復元口径9.5,底径3.8,器高2.1
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白5Y 7/1
釉:灰オリーブ5Y 6/2

2/3程度 (Ⅷ-1a)

青磁 碗 復元高台径5.2,残高3.25
内:ロクロナデ→片彫蓮花文→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白5Y 7/1
釉:オリーブ灰2.G5Y 5/1

底部～高
台部片

龍泉窯系
(Ⅰ-2)

青磁 碗 復元口径17.0,残高5.2
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→片彫蓮弁文→施釉

良好 緻密
素地:灰7.5Y 6/1
釉:灰オリーブ7.5Y 5/2

口縁部～
底部片

龍泉窯系
(Ⅱ-a)

青磁 小碗 復元口径11.5,器高4.8
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→片彫鎬蓮弁文→施釉

良好
微細な黒色粗砂
少量

素地:灰白10YR 7/1
釉:灰オリーブ5Y 6/2

1/3程度 ○
龍泉窯系
(Ⅱ-b)

須恵器 埦
復元口径14.6,復元高台径9.4,
器高5.3

内:回転ナデ
外:回転ナデ→沈線

良好
～2mmの白色粗
砂少量

内:灰N 6/
外:灰N 5/

1/4程度 金属器模倣

須恵器 長頸壺？ 高台径9.2,器高4.25
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好 ～5mmの中礫 内外:灰N 6/
胴部～高
台部片

須恵器 甕 復元口径24.5,残高8.6
内:回転ナデ→ナデ
外:回転ナデ→平行タタキ

良好
～2mmの白色・
黒色粗砂少量

内:灰N 6/
外:灰N 6/,5/

口縁部～
肩部片

須恵器 甕 残高6.4
内:回転ナデ→ケズリ
外:回転ナデ→平行タタキ,シボリ

良好
～2mmの白色・
黒色粗砂少量

内外:灰N 6/,5/
口縁部～
肩部片

須恵器 甕 残高5.9
内:回転ナデ→ケズリ
外:回転ナデ→オサエ

良好
～2mmの白色・
黒色粗砂少量

素地:灰N 6/
釉:灰白N 8/,灰N 4/

口縁部～
頸部片

土師器 小皿 口径9.3,底径7.2,器高1.4
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好 ～1mmの粗砂 内外:にぶい黄橙10YR 7/4 完形 ○

土師器 小皿 口径8.0,底径6.2,器高1.3
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～2mmの粗砂・
雲母多量

内外:橙7.5YR 6/6 完形 ○

土師器 小皿 口径8.1,底径6.1,器高1.1
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～4mmの細礫・
雲母少量

内:にぶい黄橙10YR 7/2,橙5YR 6/6
外:にぶい黄橙10YR 7/6,灰N 4/

ほぼ完形

土師器 小皿 口径9.0,底径5.5,器高1.75
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
微細な白色・黒
色粗砂・金雲母

内外:橙7.5YR 6/6 ほぼ完形

土師器 小皿 口径8.5,底径5.7,器高1.95
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好 微細な粗砂少量 内外:橙7.5YR 6/6 ほぼ完形

土師器 小皿 口径8.6,底径7.65,器高1.2
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好 微細な粗砂少量 内外:にぶい黄橙10YR 7/4 完形 ○
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表 40    出土遺物観察表 40

掲載
番号

出土
遺構

種別 器種 法　量（cm） 調　整 焼成 胎　土 色　調 残　存
写
真

備考

土師器 小皿 口径10.1,底径6.0,器高1.25
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好 微細な粗砂少量 内外:浅黄橙7.5YR 8/4 ほぼ完形

土師器 小皿 口径8.4,底径5.8,器高1.3
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好 ～4mmの細礫 内外:浅黄橙7.5YR 8/4 完形 ○

土師器 小皿 口径8.4,底径5.6,器高1.4
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
～2mmの粗砂・
雲母

内外:にぶい黄橙10YR 7/3 ほぼ完形

土師器 小皿 復元口径8.4,底径6.1,器高1.3
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～2mmの粗砂・
雲母

内外:にぶい黄橙10YR 7/4 3/4程度

土師器 小皿 口径8.8,底径5.6,器高1.8
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～3mmの細礫・
雲母

内外:にぶい黄橙10YR 7/4 3/4程度

土師器 小皿 復元口径9.2,復元底径7.1,器高1.2
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
微細な赤色粗砂
少量

内外:浅黄橙7.5YR 8/4
口縁部～
底部片

土師器 小皿 口径8.7,底径7.1,器高1.4
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～3mmの細礫・
雲母多量

内外:にぶい黄橙10YR 6/4 ほぼ完形

土師器 小皿 口径8.5,底径6.2,器高1.1
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～3mmの細礫・
雲母少量

内外:浅黄橙10YR 8/3 ほぼ完形

土師器 小皿 口径9.8,器高1.4
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好 微細な黒色粗砂 内外:明褐灰7.5YR 7/1,橙7.5YR 7/6 ほぼ完形

土師器 小坏 口径9.7,底径5.1,器高2.25
内:ロクロナデ→オサエ
外:ロクロナデ→オサエ

やや不良 ～2mmの粗砂
内:浅黄橙7.5YR 8/3,淡赤橙2.5YR 7/3
外:橙2.5YR 7/6,浅黄7.5YR 8/4

ほぼ完形

土師器 坏 口径16.2,器高3.2
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

やや不良 ～3mmの細礫 内外:灰白10YR 8/2 3/4程度

土師器 坏 復元口径15.55,残高3.5
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～2mmの白色粗
砂少量

内外:浅黄橙10YR 8/3,黒褐10YR 3/1 1/2程度

土師器 坏 復元口径15.4,底径7.4,器高3.8
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好 ～1mmの粗砂 内外:浅黄橙10YR 8/4 2/3程度

土師器 坏 復元口径15.3,底径9.0,器高3.0
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
微細な白色・黒
色粗砂・金雲母

内外:橙7.5YR 7/6
口縁部～
底部片

土師器 坏 口径14.8,底径6.95,器高4.4
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～2mmの白色粗
砂少量

内外:にぶい橙7.5YR 7/4 ほぼ完形

土師器 埦 復元口径16.4,高台径7.6,器高5.3
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ,オサエ

良好
微細な白色・黒
色粗砂・金雲母

内外:浅黄橙10YR 8/3 2/3程度

土師器 埦 口径16.8,高台径6.0,器高6.1
内:ロクロナデ→ヘラミガキ,オサエ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ,オサエ

良好
～4mmの白色細
礫多量

内外:浅黄橙10YR 8/3 ほぼ完形 ○ 丹塗

土師器 埦 高台径3.2,残高3.95
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ,オサエ

良好
～2mmの粗砂多
量

内外:にぶい橙7.5YR 7/4,褐灰7.5YR 5/1
体部～高
台部片

瓦器 埦 復元口径15.9,高台径6.3,器高5.4
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ

良好 ～1mmの粗砂
内:浅黄2.5Y 8/3,灰白2.5Y 7/1,灰N 4/
外:灰N 4/

2/3程度

瓦器 埦 復元口径15.7,高台径5.8,器高5.5
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ

良好 微細な粗砂
内:灰白10YR 8/1
外:灰白10YR 8/2,オリーブ黒7.5YR 3/1

1/2程度

瓦器 埦 口径15.2,高台径6.8,器高4.75
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ

良好
～2mmの白色粗
砂

内:灰白10YR 8/2,褐灰10YR 5/1
外:灰白10YR 8/1,褐灰10YR 6/1

ほぼ完形

瓦器 埦 口径15.6,高台径6.7,器高6.3
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ

良好
微細な白色・黒
色粗砂少量

内外:灰N 5/ 2/3程度

瓦器 埦
復元口径15.85,復元高台径4.3,
器高4.55

内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→オサエ

良好 ～5mmの中礫 内外:灰白N 7/ 1/2程度

瓦器 埦 口径15.9,高台径5.1,器高5.0
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ,オサエ

良好
～3mmの白色細
礫

内外:灰N 4/,浅黄橙7.5YR 8/4,橙5YR 7/6 ほぼ完形

瓦器 埦 復元口径15.2,高台径5.7,器高5.8
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ,オサエ

良好 緻密 内外:灰N 4/ 1/3程度

瓦器 埦 口径16.8,復元高台径5.9,器高5.4
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ハケ,ヘラミガキ

良好
～1mmの白色粗
砂少量

内外:灰白2.5Y 8/1,灰N 4/ ほぼ完形 ○

瓦器 埦 復元口径15.8,高台径6.4,器高5.2
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→オサエ

良好
～1mmの白色粗
砂多量

内:灰白2.5Y 8/2
外:灰白2.5Y 8/1

2/3程度

瓦器 埦 口径16.0,高台径6.0,器高5.1
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ

良好 緻密 内外:灰白10YR 8/1 3/4程度

瓦器 埦 口径15.9,高台径6.2,器高6.1
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ

良好 緻密 内外:灰白5Y 7/1,灰N 4/ ほぼ完形 ○

瓦器 埦 口径15.1,高台径7.4,器高5.9
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ,オサエ

良好
～2mmの白色粗
砂少量

内:灰白N 7/
外:灰白N 7/,褐灰N 3/

ほぼ完形 ○

瓦器 埦 復元口径16.1,高台径6.5,器高5.3
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ

良好
微細な白色粗砂
少量

内:灰白10YR 8/2,褐灰10YR 4/1
外:にぶい黄橙10YR 7/2,褐灰10YR 4/1

1/2程度

瓦器 埦 残高4.7
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ

良好
～2mmの白色粗
砂多量

内:灰白N 8/
外:灰白2.5Y 8/2

口縁部～
体部片

瓦器 埦 残高3.5
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ

良好 緻密
内:灰白2.5Y 8/1
外:灰白2.5Y 7/1

口縁部～
体部片

瓦器 埦 高台径5.5,残高2.7
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→オサエ

良好
微細な白色粗砂
少量

内:灰白7.5YR 8/2,にぶい橙7.5YR 7/3
外:灰白7.5YR 8/2

底部～高
台部片

瓦器 埦 復元高台径6.8,残高3.15
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ

良好 微細な粗砂少量 内外:褐灰10YR 4/1
体部～高
台部片

瓦器 埦 高台径6.7,残高3.0
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→オサエ

良好
～1mmの白色粗
砂多量

内外:灰黄褐10YR 6/2,灰白10YR 8/1
底部～高
台部片

瓦器 埦 高台径6.4,残高2.0
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ

良好 微細な粗砂少量 内外:灰白10YR 8/2
底部～高
台部片

瓦器 小皿 口径9.5,器高2.2
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→オサエ

良好
～1mmの白色粗
砂

内外:灰N 4/ ほぼ完形

瓦器 小皿 復元口径10.0,器高2.0
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→オサエ

良好 ～1mmの粗砂
内:灰白N 7/
外:灰白N 8/,灰N 6/

1/2程度

瓦器 小皿 口径9.7,底径5.0,器高2.0
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→糸切り→ヘラミガキ

良好 ～1mmの粗砂 内外:灰N 5/ 2/3程度

瓦器 小皿 復元口径7.5,器高1.8
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好 ～8mmの中礫
内:灰N 6/
外:灰N 6/,黒褐10YR 3/2

1/3程度

土師質
土器

鍋 復元口径53.0,残高12.8
内:回転ナデ
外:回転ナデ→オサエ

良好
微細な黒色粗
砂・金雲母多量

内:にぶい黄橙10YR 7/4
外:黒10YR 2/1,にぶい橙10YR 6/4

口縁部～
体部片

スス付着

土師質
土器

鍋 復元口径44.8,残高14.85
内:回転ナデ
外:回転ナデ→(工具痕)

良好
～2mmの粗砂・
雲母

内:灰白10YR 8/2,にぶい黄橙10YR 7/2
外:褐灰10YR 4/1

口縁部～
体部片

スス付着

土師質
土器

鍋 残高10.0
内:回転ナデ
外:回転ナデ→オサエ,(工具痕)

良好
微細な黒色粗
砂・金雲母多量

内:にぶい橙7.5YR 6/4
外:黒褐7.5YR 3/2,にぶい橙7.5YR 6/4

口縁部～
体部片

スス付着

土師質
土器

鍋 残高10.8
内:回転ナデ→ヨコハケ
外:回転ナデ→ハケ,オサエ

良好
微細な赤色・灰
色粗砂多量

内:にぶい黄橙10YR 7/3
外:黒褐10YR 3/1

口縁部～
体部片

スス付着
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表 40    出土遺物観察表 40 表 41    出土遺物観察表 41

掲載
番号

出土
遺構

種別 器種 法　量（cm） 調　整 焼成 胎　土 色　調 残　存
写
真

備考

土師質
土器

羽釜 残高13.6
内:回転ナデ→タテハケ
外:回転ナデ→ナデ,オサエ

良好
微細な白色粗
砂・金雲母多量

内:にぶい黄褐10YR 4/3
外:にぶい褐7.5YR 5/3

口縁部～
体部片

土師質
土器

羽釜 復元口径25.2,残高10.7
内:回転ナデ→ハケ,ナデ,オサエ
外:回転ナデ→ハケ,ナデ,オサエ

良好
～2mmの白色粗
砂・雲母多量

内:浅黄橙7.5YR 8/3,にぶい黄橙10YR 7/3
外:灰褐7.5YR 5/2,浅黄橙7.5YR 8/3

口縁部～
体部片

スス付着

瓦質土器 鉢 復元底径9.0,残高2.0
内:回転ナデ→ナデ
外:回転ナデ→糸切り→オサエ

良好 緻密 内外:灰白2.5Y 8/1 底部片

須恵質
土器

鉢 残高6.15
内:回転ナデ
外:回転ナデ→ナデ

良好 微細な粗砂少量
内:灰5Y 6/1
外:灰5Y 6/1,灰白2.5Y 7/1

口縁部～
体部片

東播系

須恵質
土器

鉢 口径28.0,底径11.2,器高10.4
内:回転ナデ
外:回転ナデ→糸切り→オサエ

良好
～4mmの白色細
礫

内:灰白N 5/
外:灰白N 4/

1/3程度 東播系

須恵質
土器

片口鉢 復元口径24.3,底径11.7,器高10.6
内:回転ナデ→ナデ
外:回転ナデ→糸切り→ナデ,オサエ

良好
～5mmの白色中
礫

内外:灰N 6/ 1/3程度 東播系

須恵質
土器

鉢 復元底径10.8,残高9.6
内:回転ナデ→ナデ,オサエ
外:回転ナデ→糸切り→ナデ,オサエ

良好
～2mmの白色・
黒色粗砂少量

内外:灰白N 7/
体部～底
部片

東播系

須恵質
土器

鉢
復元口径33.6,復元底径14.5,
器高11.45

内:回転ナデ→ナデ,オサエ
外:回転ナデ→糸切り→ナデ,オサエ

良好
～2mmの白色粗
砂少量

内外:灰白N 7/,灰N 6/,5/ 1/4程度 東播系

須恵質
土器

壺 復元口径16.0,残高4.35
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～2mmの白色粗
砂少量

素地:灰N 5/
釉:灰N 4/

口縁部～
肩部片

東播系？

須恵質
土器

甕 残高5.05
内:回転ナデ→ナデ,オサエ
外:回転ナデ→縄目タタキ

良好
～2mmの白色粗
砂少量

内外:灰N 6/ 底部片 産地不明

須恵質
土器

甕 残高6.5
内:回転ナデ→ナデ
外:回転ナデ→ケズリ,タタキ

良好
～2mmの白色・
黒色粗砂少量

内外:灰N 6/
胴部～底
部片

十瓶山

陶器 甕 残高13.9
内:回転ナデ→ナデ,オサエ
外:回転ナデ→タタキ,ナデ

やや不良
～2mmの白色粗
砂少量

内:灰褐5YR 6/2
外:黄灰2.5Y 5/1

肩部片 常滑

陶器 甕 底径19.6,残高12.2
内:回転ナデ→ケズリ,ナデ,オサエ
外:回転ナデ→ケズリ,格子目タタキ

良好
～4mmの白色細
礫多量

内:灰N 5/
外:灰N 4/

胴部～底
部片

産地不明

陶器 四耳壺 復元口径10.6,残高16.0
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好
微細な白色粗砂
少量

素地:にぶい橙5YR 6/4
釉:オリーブ黒7.5Y 3/1

口縁部～
胴部片

中国陶器

白磁 碗
復元口径14.45,復元高台径6.5,
器高6.35

内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好
微細な白色粗砂
少量

素地:灰白7.5Y 7/1
釉:灰白7.5Y 7/2,オリーブ灰7.5Y 6/2

1/2程度 ○ (Ⅳ-1a)

白磁 碗 口径17.0,高台径7.25,器高6.6
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

やや不良
微細な白色粗砂
少量

素地:灰白10YR 8/2
釉:浅黄2.5Y 7/3

1/3程度 (Ⅳ-1a)

白磁 碗 復元口径16.8,残高5.4
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好
微細な黒色粗砂
少量

素地:灰白5Y 7/1
釉:灰白5Y 7/1

口縁部～
体部片

(Ⅳ)

白磁 碗 復元口径17.3,残高5.3
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白7.5Y 7/2
釉:灰白7.5Y 7/2

口縁部～
体部片

(Ⅳ)

白磁 碗 復元口径15.3,残高6.05
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好
微細な黒色粗砂
多量

素地:灰白N 7/
釉:灰白5Y 7/1

口縁部～
底部片

(Ⅴ-2a)

白磁 碗 復元口径15.6,残高4.1
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好
～1mmの黒色粗
砂少量

素地:灰白N 8/
釉:灰白7.5Y 7/1

口縁部～
体部片

(Ⅴ-2a)

白磁 碗 復元高台径6.4,残高3.55
内:ロクロナデ→櫛目文→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好
～2mmの黒色粗
砂少量

素地:灰白N 8/
釉:灰白N 8/

底部～高
台部片

(Ⅴ-4b)

白磁 碗 高台径6.4,残高3.85
内:ロクロナデ→櫛目文→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 微細な粗砂少量
素地:灰白2.5Y 8/2
釉:灰黄2.5Y 7/2

底部～高
台部片

(Ⅴ-4b)

白磁 皿
復元口径10.2,復元高台径4.75,
器高2.75

内:ロクロナデ→施釉→釉掻き取り
外:ロクロナデ→施釉

良好
微細な黒色粗砂
少量

素地:灰白N 8/
釉:灰白7.5Y 7/1

口縁部～
高台部片

(Ⅲ-2)

白磁 皿 底径3.8,残高1.7
内:ロクロナデ→毛彫花文→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白2.5Y 7/1
釉:灰白5Y 7/2

底部片 ○ (Ⅵ-2a)

青磁 小碗 復元口径10.9,残高3.65
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 微細な粗砂少量
素地:灰白N 8/
釉:明オリーブ灰5GY 7/1,オリーブ灰5GY 6/1

口縁部～
体部片

龍泉窯系
(Ⅲ-1a)

青磁 碗 復元高台径7.4,残高1.8
内:ロクロナデ→施釉→釉掻き取り
外:ロクロナデ→施釉→鉄銹

良好 微細な粗砂少量
素地:灰白5Y 8/1
釉:明緑灰7.5GY 7/1,赤10R 5/6

底部～高
台部片

○ 龍泉窯系？

青磁 皿 復元底径5.0,残高1.6
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 微細な粗砂少量
素地:灰白7.5Y 7/1
釉:オリーブ灰2.5GY 6/1

底部片

弥生土器 甕 底径6.4,残高5.4
内:ヨコナデ
外:ヨコナデ→ナデ

良好
～5mmの中礫・
雲母

内:褐灰10YR 4/1
外:明赤褐5YR 5/6,褐灰10YR 4/1

底部片

弥生土器 甕 底径7.2,残高5.6
内:ヨコナデ
外:ヨコナデ→タテハケ

良好
～4mmの細礫・
雲母

内:にぶい黄橙10YR 5/3,明赤褐5YR 5/6
外:にぶい黄橙10YR 7/4

底部片

土師器 高坏 残高1.9
内:回転ナデ→ハケ
外:回転ナデ

やや不良
～2mmの白色粗
砂

内:灰白10YR 8/2
外:浅黄橙7.5YR 8/3

坏部片

土師器 甕 復元口径12.4,残高6.4
内:回転ナデ→ハケ,ヘラケズリ
外:回転ナデ→ハケ,ナデ

良好
微細な白色粗
砂・雲母

内:浅黄7.5Y 7/3
外:にぶい黄橙10YR 7/3

口縁部～
胴部片

土師器 甑 残高4.6 ナデ,ケズリ,オサエ 良好
～3mmの細礫多
量

内外:にぶい橙7.5YR 7/4 把手片

土師器 移動式竃 残高8.6
内:ナデ,ケズリ,ハケ
外:ナデ,オサエ

良好
～5mmの中礫多
量

内外:にぶい橙7.5YR 6/4 焚口部片 ○

土師器 移動式竃 残高8.1
内:ナデ,オサエ
外:ナデ,ハケ,オサエ

良好
～5mmの中礫多
量

内外:にぶい橙7.5YR 7/4 裾部片 ○

土師器 小皿 復元口径7.6,復元底径5.2,器高1.0
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～3mmの細礫・
雲母

内外:にぶい橙5YR 6/4 1/4程度

土師器 小皿 復元口径8.7,復元底径6.8,器高1.1
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
～2mmの粗砂・
雲母

内:明赤褐5YR 5/6
外:明赤褐5YR 5/6,褐灰5YR 4/1

1/2程度

土師器 小皿 復元口径8.8,復元底径7.0,器高1.1
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～4mmの細礫・
雲母

内外:にぶい黄橙10YR 6/4 1/3程度

土師器 小皿 口径8.9,底径4.4,器高1.8
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～4mmの細礫・
雲母少量

内外:浅黄橙7.5YR 8/6,灰白10YR 8/2 ほぼ完形

土師器 小皿 復元口径9.2,底径4.5,器高1.9
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～2mmの粗砂・
雲母

内外:にぶい黄橙10YR 7/3 2/3程度

土師器 台付皿 底径3.8,残高1.8
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
～1mmの白色粗
砂

内外:浅黄橙7.5YR 8/3 底部片

土師器 台付皿 底径2.8,残高1.0
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
～2mmの白色粗
砂・雲母

内外:にぶい黄橙10YR 7/3 底部片

土師器 坏 底径6.0,残高1.9
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～4mmの細礫・
雲母

内外:灰黄褐10YR 5/2
体部～底
部片

土師器 坏 復元底径8.8,残高1.3
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～2mmの粗砂・
雲母

内外:にぶい黄橙10YR 7/4,灰黄褐10YR 6/2 底部片

土師器 坏 口径15.15,器高3.3
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

やや不良
～2mmの白色粗
砂多量

内:赤橙10R 6/6
外:にぶい橙10R 6/4,赤黒10R 2/1

2/3程度

土師器 埦 復元口径16.2,高台径6.4,器高5.4
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→オサエ

良好
～2mmの粗砂・
雲母少量

内外:にぶい黄橙10YR 7/3,褐灰10YR 5/1 2/3程度
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表 42    出土遺物観察表 42

掲載
番号

出土
遺構

種別 器種 法　量（cm） 調　整 焼成 胎　土 色　調 残　存
写
真

備考

土師器 埦 高台径7.6,残高3.1
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ

良好
～2mmの粗砂・
雲母少量

内:橙5YR 6/6,褐灰10YR 4/1
外:橙5YR 6/6

体部～高
台部片

瓦器 埦 口径16.3,高台径6.8,器高5.8
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ケズリ,オサエ

良好
～5mmの中礫・
雲母

内:灰白5Y 8/1,灰5Y 4/1
外:灰白5Y 8/1,灰5Y 5/1

ほぼ完形 ○

瓦器 埦 口径17.6,高台径7.05,器高5.65
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→オサエ

良好
～1mmの白色粗
砂・雲母少量

内:灰白2.5Y 7/1,灰N 5/
外:灰白2.5Y 7/1,黄灰2.5Y 5/1

ほぼ完形 ○

瓦器 埦 復元口径15.6,高台径4.0,器高4.7
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→オサエ

良好
～2mmの粗砂・
雲母少量

内:灰N 5/,黄灰2.5Y 6/1
外:黄灰2.5Y 6/1

2/3程度

瓦器 埦 復元口径14.7,高台径4.5,器高4.5
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→オサエ

良好
～1mmの粗砂・
雲母少量

内外:灰黄2.5Y 7/2,暗灰N 3/ 1/2程度

瓦器 小皿 口径9.4,器高2.0
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→オサエ

良好 ～2mmの粗砂 内外:灰N 4/ 3/4程度

瓦器 小皿 復元口径11.0,復元底径7.4,器高1.5
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ,オサエ

良好 ～5mmの中礫 内外:灰N 4/,5/
口縁部～
底部片

土師質
土器

鍋 残高4.6
内:回転ナデ→ヨコハケ
外:回転ナデ→オサエ

良好
微細な白色粗
砂・雲母

内:にぶい黄橙10YR 7/2
外:褐灰10YR 4/1

口縁部片

土師質
土器

羽釜 残高4.3
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
微細な白色粗
砂・雲母

内外:黒褐10YR 3/1
口縁部～
体部片

スス付着

土師質
土器

鍋 残高24.2 ナデ,オサエ 良好
～3mmの白色細
礫

内外:灰N 4/,灰白5Y 7/1 脚部片 ○

土師質
土器

鍋 残高15.9 ナデ,ハケ,オサエ 良好
微細な白色・黒
色粗砂多量

内外:にぶい橙7.5YR 7/4,褐灰7.5YR 5/1 脚部片 ○

土師質
土器

鍋 残高16.1 ナデ,ハケ,オサエ 良好
微細な白色・黒
色粗砂多量

内外:にぶい橙7.5YR 7/4,褐灰7.5YR 5/1 脚部片 ○

土師質
土器

鍋 残高10.4 ナデ,オサエ 良好
微細な白色・黒
色粗砂多量

内外:にぶい橙7.5YR 7/3,褐灰7.5YR 5/1 脚部片

土師質
土器

鍋 残高5.5 ナデ,オサエ 良好
微細な白色粗砂
多量

内外:橙7.5YR 6/6,にぶい橙7.5YR 5/3 脚部片

土師質
土器

鍋 残高4.05 ナデ 良好
微細な粗砂・金
雲母

内外:橙7.5YR 7/6 脚部片

瓦質土器 壺 残高4.3
内:回転ナデ→ケズリ
外:回転ナデ→ハケ

良好
～1mmの白色粗
砂

内:褐灰7.5YR 4/1,にぶい赤褐5YR 5/4
外:褐灰7.5YR 4/1

口縁部～
頸部片

白磁 碗 復元口径17.6,残高2.85
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好
微細な黒色粗砂
少量

素地:灰白N 8/
釉:灰白7.5Y 8/1

口縁部片 (Ⅳ)

白磁 碗 復元口径18.0,残高5.15
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好
微細な黒色粗砂
少量

素地:灰白10Y 7/1
釉:灰白5Y 7/1,灰黄5Y 7/2

口縁部～
体部片

(Ⅳ)

白磁 碗
復元口径17.6,復元高台径6.6,
器高7.4

内:ロクロナデ→櫛描文→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好
～1mmの黒色粗
砂少量

素地:灰白5Y 7/1
釉:灰白5Y 7/2

1/4程度 (Ⅴ-4b)

白磁 碗 復元口径17.2,残高4.1
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好
微細な黒色粗砂
少量

素地:灰白N 8/
釉:灰白10Y 8/1

口縁部～
体部片

(Ⅴ-4a)

白磁 碗 残高4.6
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 微細な粗砂少量
素地:灰白5Y 7/1
釉:灰白7.5Y 7/2

口縁部～
体部片

(Ⅴ-4a)

白磁 碗 高台径7.5,残高2.9
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好
微細な黒色粗砂
多量

素地:灰白5Y 7/1
釉:灰白7.5Y 7/2

底部～高
台部片

(Ⅳ)

白磁 碗 高台径6.3,残高3.4
内:ロクロナデ→櫛目文→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好
～1mmの黒色粗
砂少量

素地:浅黄橙7.5YR 8/3
釉:灰白5Y 7/1

底部～高
台部片

(Ⅴ-4b)

白磁 碗 高台径6.2,残高3.5
内:ロクロナデ→櫛目文→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好
微細な黒色粗砂
少量

素地:灰白N 8/
釉:灰白7.5Y 7/1

底部～高
台部片

(Ⅴ-4b)

白磁 皿 口径8.8,高台径4.5,器高2.85
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好
微細な黒色粗砂
少量

素地:灰白N 8/
釉:灰白7.5Y 7/1

1/2程度 (Ⅱ-1b)

白磁 皿 復元底径6.0,残高1.5
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好
微細な黒色粗砂
少量

素地:灰白N 8/
釉:灰白10Y 8/1

底部片 (Ⅸ-2)

青磁 碗 復元口径16.0,器高3.2
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 微細な粗砂少量
素地:灰5Y 5/1
釉:灰オリーブ5Y 4/2

口縁部片
龍泉窯系
(Ⅰ-1a)

青磁 碗 高台径5.25,残高2.55
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→櫛目文→施釉

良好
～2mmの黒色粗
砂少量

素地:灰白5Y 7/1
釉:灰オリーブ5Y 6/2

底部～高
台部片

同安窯系
(Ⅲ)

青磁 瓶？ 復元高台径9.2,残高3.6
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好
～1mmの黒色粗
砂少量

素地:灰5Y 6/1
釉:灰オリーブ5Y 5/2

底部～高
台部片

龍泉窯系

青白磁 皿？ 復元高台径6.1,残高1.95
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好
～1mmの黒色粗
砂少量

素地:灰白5Y 7/1
釉:明緑灰10GY 8/1

底部～高
台部片

土師器 高坏 復元口径19.4,残高7.4
内:回転ナデ→ミガキ
外:回転ナデ→オサエ

良好
微細な白色粗
砂・雲母

内:橙5YR 6/6
外:橙2.5YR 6/6

坏部片

土師器 移動式竃 残高9.1
内:ナデ,ハケ,オサエ
外:ナデ,ハケ,オサエ

良好
～4mmの細礫・
雲母

内:にぶい黄橙10YR 7/3
外:赤10R 5/6,橙7.5YR 6/6

焚口部片 ○

須恵器 甕 復元口径31.4,残高6.85
内:回転ナデ→ナデ
外:回転ナデ

良好
微細な白色粗砂
多量

内:灰N 5/
外:灰N 6/

口縁部～
頸部片

須恵器 甕 復元口径23.6,残高7.2
内:回転ナデ→ナデ
外:回転ナデ→平行タタキ

良好
～2mmの白色粗
砂少量

内:灰N 5/
外:灰N 6/

口縁部～
肩部片

須恵器 甕 残高5.7
内:回転ナデ
外:回転ナデ→オサエ,ナデ

良好 ～2mmの粗砂
内:灰N 4/,灰白N 8/
外:灰N 4/,オリーブ灰2.5GY 5/1

頸部～肩
部片

自然釉付着

須恵器 甕 残高2.7
内:回転ナデ→ナデ
外:回転ナデ→平行タタキ

良好
～1mmの粗砂・
雲母

内外:灰N 6/
頸部～肩
部片

須恵器 甕 残高4.5
内:回転ナデ→オサエ,ケズリ
外:回転ナデ→平行タタキ

良好
～2mmの粗砂・
雲母少量

内:灰白N 7/
外:灰白N 8/,灰N 6/

頸部～肩
部片

須恵器 壺？ 復元口径31.8,残高6.4
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好 ～1mmの粗砂
内:灰N 4/
外:灰N 4/,暗灰N 3/,灰白N 8/

口縁部片
ヘラ記号
自然釉付着

須恵器 硯 残長3.4,残幅3.1,残高0.95,
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好 緻密 内外:黒7.5Y 2/1 小片 ○
二面風字
硯？

緑釉陶器 壺？ 残高7.3
内:回転ナデ
外:回転ナデ→施釉

良好
～2mmの白色粗
砂

素地:灰白10YR 8/1
釉:灰白7.5Y 8/2

胴部片 ○ 防長系

土師器 小皿 口径7.6,底径5.8,器高1.0
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
～2mmの粗砂・
雲母

内外:にぶい橙7.5YR 6/4 3/4程度

土師器 小皿 復元口径8.3,底径5.8,器高1.2
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～2mmの粗砂・
雲母

内外:にぶい橙7.5YR 7/4 3/4程度

土師器 小皿 口径8.6,底径3.9,器高2.0
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好 ～3mmの細礫
内:浅黄橙7.5YR 8/6
外:浅黄橙7.5YR 8/6、灰白2.5Y 8/2

ほぼ完形

土師器 小皿 口径8.4,底径6.3,器高1.5
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～3mmの細礫・
雲母多量

内外:橙7.5YR 7/6 2/3程度

土師器 坏 復元口径14.8,復元底径7.6,器高3.3
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
～4mmの細礫・
雲母

内外:橙5YR 7/8 1/3程度

表 43    出土遺物観察表 43
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掲載
番号

出土
遺構

種別 器種 法　量（cm） 調　整 焼成 胎　土 色　調 残　存
写
真

備考

土師器 坏 復元口径15.0,底径7.4,器高3.1
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
～5mmの中礫・
雲母

内外:橙7.5YR 7/6 1/4程度

土師器 坏 復元口径15.2,復元底径9.6,器高4.0
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～2mmの粗砂・
雲母

内:灰黄褐10YR 5/2
外:褐灰10YR 4/1,にぶい橙5YR 7/4

1/3程度

土師器 埦 口径15.9,高台径6.5,器高5.3
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→ヘラケズリ

良好 ～2mmの粗砂 内外:灰白10YR 8/2 2/3程度

土師器 埦 復元口径16.3,高台径6.6,器高5.8
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ

良好
～1mmの白色・
黒色粗砂

内外:灰白7.5YR 8/2 2/3程度

土師器 埦 復元口径16.4,高台径6.3,器高5.65
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ

良好 微細な粗砂 内外:灰白2.5YR 8/2 1/2程度

土師器 埦 復元口径17.0,高台径6.3,器高4.9
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ

良好
微細な白色・黒
色粗砂多量

内外:灰白2.5Y 8/2 1/3程度 ヘラ記号

土師器 埦 高台径6.75,残高4.4
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ

良好 微細な粗砂少量 内外:灰白10YR 8/2
体部～高
台部片

土師器 台付盤 高台径8.5,残高3.6
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ

良好 微細な白色粗砂
内:にぶい黄橙10YR 7/3
外:橙2.5YR 7/6

底部～高
台部片

土師器 埦 口径16.7,高台径6.2,器高6.6
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ

良好 ～4mmの細礫 内外:灰白10YR 8/2 3/4程度

土師器 埦 口径16.3,高台径8.1,器高5.3
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ

良好 微細な粗砂 内外:灰白10YR 8/2,灰白N 7/ 完形 ○

土師器 埦 復元口径15.6,高台径6.15,器高5.1
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ

良好
～2mmの白色粗
砂

内外:灰白10YR 8/2 1/2程度

瓦器 埦 復元口径16.5,高台径6.2,器高6.05
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ,オサエ

良好 微細な粗砂
内:灰N 6/,灰白5Y 8/1
外:灰N 5/,灰白5Y 7/1

1/2程度

瓦器 埦 復元口径17.0,高台径6.3,器高6.8
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ,オサエ

良好
～1mmの白色粗
砂

内外:灰N6/,灰白2.5Y 8/1 1/4程度

瓦器 埦 高台径7.0,残高6.3
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ

良好
微細な白色粗
砂・雲母

内外:灰白N 7/,灰N 6/,5/ 1/3程度

瓦器 埦 口径15.6,復元高台径6.7,器高5.5
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ

良好
微細な粗砂・金
雲母少量

内:オリーブ黒5Y 3/1
外:灰白10YR 8/2,オリーブ黒5Y 3/1

3/4程度

瓦器 埦 高台径7.3,残高4.6
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ

良好
微細な白色粗
砂・雲母

内:暗灰N 3/
外:灰白10YR 8/2

体部～高
台部片

瓦器 小皿 口径9.6,底径8.0,器高1.9
内:ロクロナデ→ヘラミガキ,ナデ
外:ロクロナデ→オサエ

良好
～3mmの細礫・
雲母少量

内外:灰N 4/,灰白2.5Y 8/1 3/4程度

土師質
土器

鍋 復元口径33.8,残高10.8
内:回転ナデ→ナデ
外:回転ナデ→オサエ

良好
～2mmの白色粗
砂

内:にぶい赤褐5YR 5/4
外:黒褐5YR 3/1

口縁部～
体部片

スス付着

土師質
土器

鍋 復元口径42.6,残高14.7
内:回転ナデ→ナデ
外:回転ナデ→ナデ

良好 微細な白色粗砂
内:灰黄2.5Y 7/2
外:浅黄橙7.5YR 8/3

口縁部～
体部片

○ スス付着

土師質
土器

鍋 復元口径47.0,残高19.5
内:回転ナデ→ナデ
外:回転ナデ→ナデ,オサエ

良好
微細な白色粗砂
多量

内:黒褐10YR 3/1,灰白10YR 8/2
外:にぶい黄橙10YR 6/3

口縁部～
体部片

スス付着

土師質
土器

鍋 復元口径45.2,残高11.25
内:回転ナデ→ハケ,ナデ
外:回転ナデ→オサエ,(工具痕)

良好
～2mmの白色粗
砂・雲母多量

内:にぶい橙7.5YR 7/4
外:にぶい橙7.5YR 7/3,褐灰7.5YR 4/1

口縁部～
体部片

スス付着

土師質
土器

羽釜 復元口径32.8,残高8.6
内:回転ナデ→ケズリ
外:回転ナデ→ナデ,オサエ

良好
～3mmの細礫・
雲母

内:橙5YR 6/6,褐灰7.5YR 4/1
外:褐灰7.5YR 4/1

口縁部～
体部片

スス付着

土師質
土器

羽釜 復元口径29.6,残高7.1
内:回転ナデ→ナデ
外:回転ナデ

良好
～2mmの粗砂・
雲母多量

内:にぶい赤褐5YR 5/4,褐灰5YR 4/1
外:橙5YR 7/6,黒褐5YR 3/1

口縁部～
体部片

スス付着

土師質
土器

羽釜 復元口径24.8,残高6.0
内:回転ナデ→ハケ
外:回転ナデ→ナデ,オサエ

良好 微細な白色粗砂
内:橙5YR 6/6
外:黒褐7.5YR 3/1

口縁部～
体部片

スス付着

土師質
土器

羽釜 残高6.25
内:回転ナデ→ナデ,オサエ　
外:回転ナデ→(工具痕)

良好
微細な白色粗
砂・雲母

内:浅黄橙10YR 8/3
外:にぶい橙7.5YR 7/4

口縁部～
体部片

土師質
土器

鍋 残高16.9 ナデ,ケズリ,オサエ 良好
～1mmの白色粗
砂

灰白10YR 8/2,にぶい黄橙10YR 7/2 脚部片

土師質
土器

鍋 残高9.6
内:回転ナデ→ハケ,(工具痕)
外:回転ナデ

良好
～1mmの白色粗
砂

内:灰黄褐10YR 5/2
外:灰黄2.5Y 6/2

口縁部片

瓦質土器 鉢 復元口径27.0,残高9.6
内:回転ナデ→ナデ
外:回転ナデ→格子目タタキ,ナデ

良好
～2mmの粗砂・
雲母

内外:灰N 4/
口縁部～
体部片

須恵質
土器

片口鉢 残高4.8
内:回転ナデ
外:回転ナデ→オサエ

良好 微細な白色粗砂 内外:灰白N 7/,灰N 6/,5/,4/ 口縁部片 東播系

須恵質
土器

鉢 残高6.1
内:回転ナデ→ナデ
外:回転ナデ→オサエ

良好 ～5mmの中礫
内:灰N 6/
外:灰N 5/,暗灰N 3/

口縁部片 東播系

須恵質
土器

片口鉢 残高7.0
内:回転ナデ→ナデ,オサエ
外:回転ナデ→オサエ

良好 ～4mmの細礫 内外:灰白N 7/ 口縁部片 東播系

須恵質
土器

鉢 復元底径8.8,残高2.4
内:回転ナデ
外:回転ナデ→糸切り→オサエ

良好 微細な白色粗砂 内外:灰白N 7/ 底部片 東播系

須恵質
土器

甕 復元口径24.8,残高7.1
内:回転ナデ→ナデ
外:回転ナデ→格子目タタキ

良好
～1mmの粗砂・
雲母少量

内外:灰N 6/ 口縁部片 東播系？

陶器 四耳壺 復元口径10.8,残高6.35
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰7.5Y 6/1
釉:灰7.5Y 4/2

口縁部～
肩部片

○ 中国陶器

陶器
耳壺or
水柱

残高7.7
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→施釉

良好 ～2mmの粗砂
素地:にぶい赤褐5YR 5/3
釉:黄灰2.5Y 5/1,暗オリーブ2.5Y 4/3

胴部片 中国陶器

陶器 甕or壺 復元底径15.8,残高6.0
内:ロクロナデ→ヘラケズリ,オサエ
外:ロクロナデ→タタキ

良好
～1mmの白色粗
砂

内外:灰白N 7/ 底部片 十瓶山

陶器 壺？ 高台径7.4,残高2.0
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 ～1mmの粗砂
素地:にぶい橙5YR 7/4
釉:灰白5Y 7/1

高台部片 産地不明

陶器 甕 残高23.1
内:ロクロナデ→オサエ,ナデ
外:ロクロナデ→ケズリ,(工具痕)

良好 ～5mmの中礫 内外:黄灰2.5Y 6/1 胴部片 常滑

白磁 碗
復元口径16.0,復元高台径6.6,
器高6.6

内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 微細な黒色粗砂
素地:灰白2.5Y 8/2
釉:灰白5Y 8/2

口縁部～
高台部片

(Ⅳ-1a)

白磁 碗 復元口径14.8,残高5.3
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 微細な黒色粗砂
素地:灰白5Y 8/1
釉:灰白5Y 7/2

口縁部～
体部片

(Ⅳ)

白磁 碗 復元口径15.2,残高5.1
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 微細な黒色粗砂
素地:灰白5Y 8/1
釉:灰白5Y 7/2

口縁部～
体部片

(Ⅳ)

白磁 碗
復元口径19.0,復元高台径6.4,
器高7.2

内:ロクロナデ→櫛目文→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 微細な黒色粗砂
素地:灰白N 8/
釉:灰白5Y 7/2

口縁部～
高台部片

(Ⅴ-4b)

白磁 碗 復元口径16.2,残高4.4
内:ロクロナデ→櫛目文→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白5Y 8/1
釉:灰白5Y 7/2

口縁部～
体部片

(Ⅴ-4b)

白磁 碗 残高3.65
内:ロクロナデ→櫛目文→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 微細な黒色粗砂
素地:灰白N 8/
釉:灰白7.5Y 7/1

体部片 (Ⅴ-4b)

白磁 碗 復元口径17.2,高台径6.3,器高7.05
内:ロクロナデ→櫛目文→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 微細な黒色粗砂
素地:灰白N 8/
釉:明オリーブ灰5GY 7/1

口縁部～
高台部片

(Ⅴ-4a)
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表 44    出土遺物観察表 44

掲載
番号

出土
遺構

種別 器種 法　量（cm） 調　整 焼成 胎　土 色　調 残　存
写
真

備考

白磁 碗 復元口径14.7,残高3.9
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白5Y 7/1
釉:灰白5Y 7/2

口縁部～
体部片

(Ⅱ)

白磁 碗 高台径7.3,残高3.3
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 微細な粗砂
素地:灰白10YR 8/2
釉:灰白2.5Y 8/2

体部～高
台部片

(Ⅳ)

白磁 碗 高台径6.8,残高3.0
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 微細な黒色粗砂
素地:灰5Y 7/1
釉:灰白10Y 7/1

体部～高
台部片

(Ⅳ)

白磁 碗 高台径6.8,残高2.9
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 微細な黒色粗砂
素地:灰白N 8/
釉:灰白10Y 8/1

体部～高
台部片

(Ⅳ)

白磁 碗 高台径6.3,残高4.1
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 微細な粗砂
素地:灰白2.5Y 7/1
釉:灰白5Y 7/1

体部～高
台部片

(Ⅴ)

白磁 皿
復元口径10.4,復元高台径4.8,
器高2.9

内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 微細な黒色粗砂
素地:灰白7.5Y 7/1
釉:灰白5Y 7/2

1/3程度 (Ⅱ-1a)

白磁 皿 復元口径10.4,高台径4.4,器高2.65
内:ロクロナデ→施釉→釉掻き取り
外:ロクロナデ→施釉

良好 微細な粗砂少量
素地:灰白2.5Y 7/1
釉:灰白7.5Y 7/2

ほぼ完形 ○ (Ⅲ-1)

白磁 皿 復元口径9.8,残高1.2
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 微細な黒色粗砂
素地:灰白5Y 8/1
釉:灰白7.5Y 7/1

口縁部片 (Ⅲ)？

青磁 碗 残高3.7
内:ロクロナデ→飛雲文→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白N 7/
釉:灰オリーブ7.5Y 5/2

口縁部片
龍泉窯系
(Ⅰ-4a)

青磁 碗 残高4.8
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→片彫蓮弁文→施釉

良好 緻密
素地:浅黄橙10YR 8/3
釉:にぶい黄2.5Y 6/4

口縁部～
体部片

龍泉窯系
(Ⅱ-a)

青磁 皿 復元口径10.5,残高1.3
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白N 8/
釉:灰オリーブ5Y 6/2

口縁部片 龍泉窯系

青磁 皿 底径3.9,残高1.9
内:ロクロナデ→片彫花文,櫛目文→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白N 7/
釉:オリーブ灰10Y 5/2

底部片
龍泉窯系
(Ⅰ-1c)

土師器 器台 復元底径10.0,残高3.2
内:回転ナデ→オサエ
外:回転ナデ→オサエ

良好
～3mmの細礫少
量

内外:橙5YR 7/6 脚部片

土師器 移動式竃 庇径38.6,残高8.2 ナデ,オサエ,ケズリ,ハケ 良好 ～5mmの中礫 内外:橙2.5YR 6/8,黒褐10YR 3/2 焚口部片 ○

残高8.6
内:ヨコナデ→ヨコハケ,ナデ
外:ヨコナデ→ナデ,オサエ

良好
～4mmの細礫多
量

内:橙5YR 7/6
外:にぶい橙7.5YR 7/4

突帯部片 ○

須恵器 壺 復元底径8.8,残高4.7
内:回転ナデ
外:回転ナデ→回転ヘラケズリ

良好
～3mmの白色細
礫・雲母

内:灰白N 7/
外:灰N 6/

胴部～底
部片

須恵器 甕 復元口径37.0,残高7.05
内:回転ナデ→ナデ
外:回転ナデ→平行タタキ

良好
～2mmの白色・
黒色粗砂少量

素地:灰白N 6/,5/
釉:暗灰N 3/,灰N 4/

口縁部～
頸部片

須恵器 甕 復元口径21.3,残高6.4
内:回転ナデ→(青海波文当具痕)
外:回転ナデ

良好
～2mmの白色・
黒色粗砂少量

素地:灰N 5/
釉:暗灰N 3/

口縁部～
頸部片

自然釉付着

須恵器 甕 残高4.4
内:回転ナデ→(青海波文当具痕)
外:回転ナデ→格子目タタキ

良好
～2mmの白色・
黒色粗砂少量

内:灰N 6/
外:灰白N 7/

頸部片

須恵器 甕 復元口径25.2,残高7.6
内:回転ナデ→ナデ
外:回転ナデ→平行タタキ

良好
～2mmの白色・
黒色粗砂少量

内:灰白2.5Y 7/1,黄灰2.5Y 7/1
外:灰白2.5Y 7/1

口縁部～
肩部片

軟質土器 鉢or甕 残高5.35
内:回転ナデ
外:回転ナデ→格子目タタキ

良好
～1mmの白色・
黒色粗砂少量

内:灰5Y 6/1
外:灰黄2.5Y 7/2

体部～底
部片

○

土師器 小皿 口径7.8,底径4.0,器高1.45
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
微細な粗砂・雲
母少量

内外:にぶい黄橙10YR 7/3 ほぼ完形

土師器 小皿 口径8.3,底径5.2,器高1.4
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～1mmの粗砂・
雲母

内外:にぶい黄7.5YR 7/4,橙2.5YR 6/6 ほぼ完形

土師器 小皿 口径8.8,底径6.6,器高1.2
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～1mmの粗砂・
雲母

内外:灰黄褐10YR 6/2 ほぼ完形

土師器 小皿 口径8.9,底径5.2,器高1.2
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好 ～1mmの粗砂 内外:浅黄橙7.5YR 8/3 3/4程度

土師器 小皿 口径9.4,底径6.5,器高1.15
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～1mmの粗砂少
量

内外:にぶい橙5YR 7/4 ほぼ完形

土師器 小皿 口径8.65,底径3.8,器高1.75
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好 ～2mm粗砂少量
内:橙5YR 6/8
外:橙5YR 6/8,灰オリーブ5Y 6/2

完形 ○

土師器 台付皿 復元底径5.1,残高1.9
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
～1.5mmの粗砂
多量

内外:橙2.5YR 6/6 底部片

土師器 台付坏 復元底径7.4,残高3.3
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好 ～3.5mmの細礫 内外:浅黄橙10YR 8/3 底部片

土師器 坏 復元口径13.4,底径8.5,器高2.6
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～1mmの粗砂・
雲母

内外:にぶい黄橙10YR 7/3 1/4程度

土師器 坏 口径15.3,底径5.9,器高4.1
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
～3mmの細礫・
雲母

内外:にぶい黄橙10YR 7/3 3/4程度

土師器 坏 復元口径15.6,底径6.3,器高3.9
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～2mmの粗砂・
雲母

内:にぶい橙7.5YR 7/4,灰白2.5Y 8/1
外:にぶい黄7.5YR 7/4

2/3程度

土師器 埦
復元口径15.8,復元高台径5.2,
器高5.75

内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ナデ

不良
～1mmの白色粗
砂・雲母少量

内外:浅黄橙10YR 8/3,灰N 6/ 1/4程度 重ね焼き痕

土師器 埦 高台径6.1,残高2.9
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ

良好
～5mmの中礫・
雲母多量

内:褐灰10YR 5/1,にぶい黄橙10YR 7/2
外:褐灰10YR 6/1,にぶい黄橙10YR 7/2

体部～高
台部片

瓦器 埦 口径15.6,高台径4.4,器高4.8
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ,オサエ

良好 ～1mmの粗砂 内外:灰N 5/ ほぼ完形

瓦器 埦 復元口径15.8,高台径5.9,器高5.4
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ,オサエ

良好
～2mmの白色粗
砂少量

内:灰白N 7/,灰N 4/
外:灰N 4/

1/3程度

瓦器 埦
復元口径16.0,復元高台径6.0,
器高4.25

内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ,オサエ

良好
～1mmの白色粗
砂少量

内外:灰白N 4/ 1/4程度

瓦器 埦 復元口径16.3,高台径6.8,器高7.05
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ,オサエ

良好
～1mmの粗砂・
金雲母多量

内:灰白2.5Y 7/1,黄灰2.5Y 5/1
外:灰白2.5Y 7/1,黄灰2.5Y 4/1

1/3程度

瓦器 小皿 復元口径10.4,器高1.95
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→オサエ

良好
～1.5mmの白色
粗砂少量

内:灰白N 7/,灰N 4/
外:灰N 5/,4/

1/4程度

瓦器 小皿 復元口径10.0,復元底径6.3,器高1.8
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ,オサエ

良好
～1mmの粗砂少
量

内:灰白N 7/,灰N 4/
外:灰N 5/,4/

口縁部～
底部片

瓦器 小皿 口径9.9,器高2.4
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ,オサエ

良好
～1mm白色粗砂
少量

内:灰N 4/
外:灰N 4/,灰白N 8/

完形 ○

土師質
土器

鍋 復元口径27.4,残高6.6
内:回転ナデ→ヨコハケ
外:回転ナデ→ヨコハケ,オサエ

良好
～3mmの中礫多
量

内:にぶい橙7.5YR 7/4,灰白10YR 8/2
外:にぶい黄橙10YR 7/2,褐灰10YR 5/1

口縁部～
体部片

スス付着

土師質
土器

鍋 復元口径32.8,残高8.0
内:回転ナデ→ヨコハケ
外:回転ナデ→オサエ

良好 ～6mmの中礫
内:浅黄橙7.5YR 8/4,浅黄橙10YR 8/2
外:浅黄橙10YR 8/2

口縁部～
体部片

スス付着

土師質
土器

鍋 復元口径35.6,残高11.3
内:回転ナデ→ヨコハケ
外:回転ナデ→ハケ,オサエ

良好
～3mmの細礫多
量

内:淡橙5YR 8/4
外:浅黄橙7.5YR 8/3

口縁部～
体部片

スス付着

土師質
土器

鍋 復元口径34.2,残高7.9
内:回転ナデ→ナデ
外:回転ナデ→ハケ,オサエ

良好 ～2.5mmの粗砂
内:にぶい橙7.5YR 7/4
外:灰褐7.5YR 6/2

口縁部～
体部片

スス付着

円筒埴輪
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掲載
番号

出土
遺構

種別 器種 法　量（cm） 調　整 焼成 胎　土 色　調 残　存
写
真

備考

土師質
土器

鍋 復元口径39.0,残高14.8
内:回転ナデ→ヨコハケ
外:回転ナデ

良好 ～1.5mmの粗砂
内:橙2.5YR 7/6,浅黄橙7.5YR 8/3
外:橙2.5YR 7/8

口縁部～
体部片

スス付着

土師質
土器

羽釜 復元口径26.4,残高3.5
内:回転ナデ→ナデ
外:回転ナデ→オサエ

良好
～2mmの粗砂・
雲母多量

内外:橙7.5YR 7/6
口縁部～
体部片

土師質
土器

羽釜 残高5.4
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～2mmの粗砂・
雲母多量

内:浅黄橙10YR 8/4
外:灰黄褐10YR 4/2

口縁部～
体部片

土師質
土器

鍋 残高16.1 ナデ,オサエ,ケズリ,ハケ 良好
～1.5mmの粗砂
多量

淡橙5YR 8/4,灰白10YR 8/2 脚部片

土師質
土器

鍋 残高14.5 ナデ,オサエ,ケズリ 良好 ～1.5mmの粗砂 淡橙5YR 8/4 脚部片

瓦質土器 壺 復元口径17.6,残高6.1
内:回転ナデ→ナデ
外:回転ナデ→格子目タタキ

良好
～3mmの細礫多
量

内:橙2.5YR 7/6,灰白5YR 8/1
外:淡赤橙2.5YR 7/4,灰白10YR 8/1

口縁部～
頸部片

瓦質土器 壺
復元口径23.6,復元底径18.6,
残高11.8,25.7

内:回転ナデ→ナデ,ケズリ,オサエ
外:回転ナデ→格子目タタキ,オサエ

良好
～4mmの白色細
礫多量

内外:灰白N 5/ 1/3程度 ○

須恵質
土器

鉢 復元口径29.0,残高4.45
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～2mmの白色・
黒色粗砂少量

素地:灰白N 7/,灰N 6/,5/
釉:灰N 4/

口縁部片 東播系

須恵質
土器

鉢 復元底径12.2,残高4.0
内:回転ナデ
外:回転ナデ→糸切り→ナデ

良好
～5mmの白色・
黒色中礫

内外:灰N 4/ 底部片 東播系

陶器 壺 復元口径9.9,残高3.8
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好
～1mmの白色粗
砂少量

素地:にぶい橙5YR 6/3
釉:灰白2.5Y 7/1

口縁部片 中国陶器

陶器
水柱or
耳壺

復元底径7.4,残高5.25
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好
～2mmの白色・
黒色粗砂少量

素地:灰白N 7/
釉:暗灰黄2.5Y 5/2

胴部～底
部片

中国陶器

陶器
水柱or
耳壺

復元高台径9.1,残高5.85
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→ヘラケズリ

やや不良
～2mmの白色・
黒色粗砂多量

素地:灰白N 7/
釉:浅黄橙7.5YR 8/3,にぶい橙5YR 7/4

胴部～高
台部片

中国陶器

陶器 甕 残高6.2
内:回転ナデ→ヨコハケ
外:回転ナデ→ヨコハケ

良好
～4mmの細礫多
量

内外:にぶい橙5YR 6/4 口縁部片 産地不明

陶器 甕 残高3.65
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～1mmの白色粗
砂少量

素地:灰N 6/,5/
釉:オリーブ黒5Y 3/2

頸部～肩
部片

常滑
自然釉付着

白磁 碗 復元口径14.8,残高5.15
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好
微細な黒色粗砂
少量

素地:灰白5Y 7/1
釉:灰7.5Y 6/1

口縁部～
体部片

(Ⅳ)

白磁 碗 復元口径15.8,残高5.0
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好
微細な黒色粗砂
少量

素地:灰白2.5Y 7/1
釉:灰白10Y 7/1

口縁部～
体部片

(Ⅳ)

白磁 碗 復元口径15.6,残高4.4
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→縦櫛花弁文→施釉

良好
微細な黒色粗砂
少量

素地:灰白5Y 7/1
釉:灰白7.5Y 7/1

口縁部～
体部片

(Ⅴ-2b)

白磁 碗 高台径6.6,残高7.05
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好
微細な黒色粗砂
少量

素地:灰白2.5Y 7/1
釉:灰白5Y 7/1

体部～高
台部片

(Ⅴ)

白磁 碗 復元口径17.0,残高3.75
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好
微細な黒色粗砂
少量

素地:灰白7.5Y 8/1
釉:灰白7.5Y 7/1

口縁部～
体部片

(Ⅴ-2a)

白磁 碗 高台径6.0,残高3.75
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好
微細な黒色粗砂
少量

素地:灰白N 8/
釉:灰白5Y 7/1

体部～高
台部片

(Ⅴ)

白磁 碗 高台径7.5,残高3.85
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好
微細な黒色粗砂
少量

素地:灰白5Y 8/1
釉:灰白7.5Y 7/1

体部～高
台部片

(Ⅳ)

白磁 碗 高台径6.9,残高3.55
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好
微細な黒色粗砂
少量

素地:灰白N 8/
釉:灰白5Y 7/1

体部～高
台部片

(Ⅳ)

白磁 碗 残高2.3
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好
微細な黒色粗砂
少量

素地:灰白N 8/
釉:灰白5Y 7/1

底部～高
台部片

(Ⅴ)

白磁 碗 復元口径10.9,高台径3.8,器高4.4
内:ロクロナデ→草花型文→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白2.5Y 8/1
釉:明緑灰7.5GY 7/1

1/4程度 ○ (Ⅹ-1a)

白磁 皿 復元口径10.0,残高1.45
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 微細な粗砂少量
素地:灰白2.5Y 7/1
釉:灰黄2.5Y 6/2

口縁部～
体部片

(Ⅷ-1)

白磁 皿 復元底径6.6,残高1.15
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好
微細な黒色粗砂
少量

素地:灰白5Y 8/1
釉:灰白10Y 7/1

底部片 (Ⅸ-1b)

青磁 碗 復元口径16.4,残高5.2
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 微細な粗砂少量
素地:黄灰2.5Y 6/1
釉:灰オリーブ7.5Y 4/2

口縁部～
底部片

龍泉窯系
(Ⅰ-1a)

青磁 碗 復元口径16.1,高台径6.3,器高7.3
内:ロクロナデ→「金玉満堂」印文
　 →施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰5Y 6/1
釉:灰オリーブ7.5Y 5/2

1/3程度 ○
龍泉窯系
(Ⅰ-1c)

青磁 碗 高台径6.55,残高3.55
内:ロクロナデ→「金玉満堂」印文
　 →施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白10YR 7/1
釉:灰オリーブ5Y 5/3

底部～高
台部片

○
龍泉窯系
(Ⅰ-1c)

青磁 碗 高台径6.0,残高3.3
内:ロクロナデ→「金玉満堂」印文
　 →施釉
外:ロクロナデ→施釉

やや不良 緻密
素地:灰白10YR 7/1,浅黄橙10YR 8/3
釉:暗オリーブ5Y 4/3

底部～高
台部片

○
龍泉窯系
(Ⅰ-1c)

青磁 碗 復元高台径5.8,残高5.3
内:ロクロナデ→片彫蓮花文→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好
～2mmの白色粗
砂少量

素地:灰白7.5Y 7/1
釉:灰オリーブ7.5Y 6/2

体部～高
台部片

龍泉窯系
(Ⅰ-2a)

青磁 碗 復元口径16.0,残高4.1
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→片彫鎬蓮弁文→施釉

良好
微細な黒色粗砂
少量

素地:灰白N 7/
釉:灰7.5Y 6/1

口縁部～
体部片

龍泉窯系
(Ⅱ-b)

青磁 碗 高台径6.0,残高3.7
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→片彫蓮弁文→施釉

良好 微細な粗砂少量
素地:灰黄褐10YR 6/2
釉:灰オリーブ5Y 6/2

底部～高
台部片

龍泉窯系
(Ⅱ-a)

青磁 碗 復元口径15.0,残高3.25
内:ロクロナデ→櫛点描文→施釉
外:ロクロナデ→櫛目文→施釉

良好 微細な粗砂少量
素地:灰白5Y 7/1
釉:灰白5Y 7/2

口縁部～
体部片

同安窯系
(Ⅰ-1b)

青磁 小碗 復元口径16.6,残高3.15
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→片彫鎬蓮弁文→施釉

良好 微細な粗砂少量
素地:灰白2.5Y 7/1
釉:暗灰黄2.5Y 5/2

口縁部片
龍泉窯系
(Ⅱ-b)

青磁 小碗 高台径4.1,残高1.65
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 微細な粗砂少量
素地:灰白N 7/
釉:オリーブ灰5GY 6/1

底部～高
台部片

龍泉窯系

青磁 小壺 残高4.05
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→片彫文→施釉

良好 微細な粗砂少量
素地:灰白2.5Y 7/1
釉:オリーブ灰2.5GY 6/1

胴部片

土師器 坏 口径16.9,器高5.9
内:回転ナデ→ヘラミガキ(暗文)
外:回転ナデ→ヘラケズリ

良好 ～5mmの中礫 内外:明赤褐2.5YR 5/6 ほぼ完形 ○

土師器 甕 復元口径15.6,器高12.95
内:回転ナデ→ヘラケズリ
外:回転ナデ→ナデ,ヘラケズリ

やや不良
～5mmの白色中
礫

内外:にぶい橙2.5YR 6/4 2/3程度 ○

土師器 甕 復元口径17.2,器高17.1
内:回転ナデ→ナデ
外:回転ナデ→ハケ,ナデ,オサエ

良好
微細な白色粗砂
少量

内外:灰黄褐10YR 6/2 1/2程度

土師器 甕 復元口径20.6,器高17.9
内:回転ナデ→オサエ,ナデ
外:回転ナデ→ハケ,ヘラケズリ,ナデ

良好
～4mmの白色細
礫多量

内:橙5YR 6/6
外:赤橙10YR 6/8,橙5YR 7/6

ほぼ完形 ○

土師器 壺？ 復元口径24.4,残高11.9
内:回転ナデ→ナデ
外:回転ナデ→タテハケ,オサエ

良好
～2mmの白色粗
砂

内外:橙5YR 6/6
口縁部～
胴部片

土師器 長胴甕 復元口径22.5,残高16.9
内:回転ナデ→ヘラケズリ
外:回転ナデ→タテハケ

良好
～2mmの粗砂・
雲母多量

内:淡橙5YR 8/4
外:にぶい橙5YR 7/4

口縁部～
胴部片

土師器 甕 残高10.1
内:回転ナデ→ナデ
外:回転ナデ→ハケ,オサエ

良好 ～3mmの細礫
内:にぶい褐7.5YR 6/3
外:橙5YR 5/6

胴部～底
部片
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表 46    出土遺物観察表 46

掲載
番号

出土
遺構

種別 器種 法　量（cm） 調　整 焼成 胎　土 色　調 残　存
写
真

備考

土師器 甕 底径4.0,残高4.6
内:回転ナデ→ナデ,オサエ
外:回転ナデ→オサエ

良好 ～2mmの粗砂
内:橙5YR 6/8
外:橙5YR 6/6,6/8

底部片

土師器 甑 復元口径23.4,残高18.4
内:回転ナデ→ナデ,オサエ
外:回転ナデ→タテハケ,オサエ

良好
～1mmの粗砂多
量

内:橙2.5YR 6/8
外:橙2.5YR 6/8,にぶい黄橙10YR 7/4

口縁部～
体部片

土師器 甑 口径27.1,残高23.9
内:回転ナデ→ハケ,ヘラケズリ
外:回転ナデ→タテハケ,ナデ,オサエ

良好
～4mmの白色細
礫多量

内:明赤褐2.5YR 5/6
外:橙5YR 7/6,浅黄橙7.5YR 8/4

口縁部～
体部片

○

土師器 甑 口径29.8,底径18.0,器高31.4
内:回転ナデ→ハケ,ヘラケズリ
外:回転ナデ→タテハケ,ナデ,オサエ

良好
～2mmの白色粗
砂多量

内:にぶい橙7.5YR 7/4
外:橙5YR 7/6,にぶい橙7.5YR 7/4

3/4程度

須恵器 坏蓋 口径14.0,底径7.4,器高4.0
内:回転ナデ
外:回転ナデ

やや不良
～2mmの粗砂・
雲母少量

内:浅黄橙10YR 8/4
外:灰白2.5Y 7/1

3/4程度 ○

須恵器 埦 復元口径15.6,高台径10.3,器高5.1
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～5mmの中礫・
雲母少量

内:黄灰2.5Y 5/1
外:黄灰2.5Y 6/1

2/3程度 ○

須恵器 埦 高台径9.95,残高3.25
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
微細な白色粗砂
少量

内:灰白2.5Y 7/1
外:灰7.5Y 5/1

体部～高
台部片

須恵器 埦 高台径10.0,残高2.9
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～3mmの白色細
礫多量

内外:灰N 6/
底部～高
台部片

須恵器 埦 高台径8.9,残高2.7
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好 ～5mmの中礫 内外:灰N 6/
底部～高
台部片

須恵器 埦 復元高台径8.8,残高1.8
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～3mmの白色細
礫多量

内外:灰N 6/,5/
底部～高
台部片

須恵器 甕 口径23.5,残高37.9
内:回転ナデ→(青海波文当具痕)
外:回転ナデ→タタキ→カキメ,ハケ

良好
～1mmの粗砂少
量

内外:灰N 5/ 2/3程度 ○

須恵器 甕 残高13.9
内:回転ナデ→(青海波文当具痕)
外:回転ナデ→格子目タタキ→カキメ

良好 ～4mmの細礫 内外:黄灰2.5Y 6/1 胴部片

須恵器 壺 残高18.3
内:回転ナデ→(青海波文当具痕)
外:回転ナデ→ハケ

やや不良
～1mmの白色粗
砂

内外:灰白10YR 8/2 1/2程度 ○

須恵器 平底壺 復元口径16.0,器高12.4
内:回転ナデ→ナデ,オサエ
外:回転ナデ

やや不良
微細な白色粗砂
少量

内:橙7.5YR 7/6,灰白2.5Y 7/1
外:明褐灰7.5YR 7/1,灰白2.5Y 7/1

1/3程度 ○

須恵器 甕 残高5.9
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好 微細な粗砂 内外:灰N 6/ 口縁部片

土師質
土器

鍋 残高7.8 ナデ,オサエ 良好 ～2mmの粗砂 にぶい橙7.5YR 7/4 脚部片

瓦質土器 羽釜 残高5.1
内:回転ナデ→ヨコハケ
外:回転ナデ

やや不良
～1.5mmの粗砂
多量

内:灰白2.5Y 8/1
外:黄灰2.5Y 6/1

体部片

瓦質土器 火鉢 残高4.9
内:ヨコナデ
外:ヨコナデ→菱形印文

良好 ～0.5mmの粗砂
内:灰N 5/
外:灰N 4/

口縁部片 ○

陶器 擂鉢 残高4.6
内:回転ナデ→擂目施文
外:回転ナデ

良好
～2mmの粗砂少
量

内:赤橙10R 6/6
外:赤灰2.5YR 4/1

体部片 備前

青磁 碗 残高4.7
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白N 7/
釉:オリーブ灰2.5GY 5/1

口縁部片
龍泉窯系
(Ⅳ)

土師器 鉢 復元口径11.2,残高4.6
内:回転ナデ→ハケ
外:回転ナデ→ハケ→ケズリ

良好
～2.5mmの粗砂
少量

内:にぶい橙7.5YR 6/4
外:明赤褐5YR 5/6

口縁部～
体部片

土師器 鉢 復元口径11.8,残高5.6
内:回転ナデ→ヨコハケ
外:回転ナデ→ハケ→ケズリ

良好 ～3mmの細礫
内:にぶい橙7.5YR 7/4
外:橙5YR 6/6

口縁部～
体部片

土師器 坏 残高5.2
内:回転ナデ→ハケ
外:回転ナデ→ハケ,オサエ

良好
～1.5mmの粗砂
多量

内:浅黄橙7.5YR 8/4
外:淡赤橙2.5YR 7/4,浅黄橙7.5YR 8/3

口縁部～
体部片

土師器 甕 復元口径18.4,残高4.7
内:回転ナデ→ナナメハケ,ケズリ
外:回転ナデ→タテハケ

良好
～3mmの細礫多
量

内外:淡黄2.5Y 8/3
口縁部～
頸部片

土師器 小皿 復元口径9.2,復元底径7.2,器高1.1
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
～5mmの中礫・
雲母

内外:にぶい橙7.5YR 7/4
口縁部～
底部片

土師器 小皿 復元口径9.6,復元底径6.4,器高1.1
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～1mmの粗砂・
雲母多量

内:にぶい橙7.5YR 7/4
外:にぶい橙5YR 7/4

口縁部～
底部片

土師器 坏 復元底径9.8,残高1.3
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～4mmの細礫・
雲母多量

内外:にぶい橙7.5YR 7/4 底部片

土師器 埦 復元口径14.6,残高2.0
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ

良好
～1mmの粗砂少
量

内外:灰白2.5Y 8/1 口縁部片

瓦器 埦 復元口径15.5,残高2.6
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ

やや不良
～0.5mmの粗砂
少量

内外:灰白N 8/,灰N 6/ 口縁部片

瓦器 埦 復元高台径6.6,残高1.8
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ

やや不良 ～2mmの粗砂
内:灰白7.5YR 8/2
外:灰白N 8/

底部～高
台部片

瓦器 小皿 復元口径8.5,復元底径5.8,器高1.65
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)
　 →ヘラミガキ

良好
～1.5mmの粗砂
少量

内:灰白2.5Y 8/1
外:灰N 5/

口縁部～
底部片

土師質
土器

鍋 復元口径32.2,残高8.6
内:回転ナデ→ナデ
外:回転ナデ→オサエ

良好
～7mmの中礫・
雲母多量

内外:橙2.5YR 7/6,褐灰7.5YR 5/1
口縁部～
体部片

土師質
土器

鍋 残高4.6
内:回転ナデ→ナデ
外:回転ナデ

良好
～3mmの細礫・
雲母多量

内:にぶい黄橙10YR 7/3
外:黒褐10YR 3/1

口縁部片 スス付着

須恵質
土器

鉢 残高6.1
内:回転ナデ
外:回転ナデ

やや不良
～1mmの粗砂少
量

内:浅黄橙7.5YR 8/3,灰白N 7/
外:淡赤橙2.5YR 7/3,灰白N 7/

口縁部片 東播系

須恵質
土器

鉢 残高3.3
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好 ～5mmの中礫 内外:灰N 5/ 口縁部片 東播系

須恵質
土器

鉢 復元底径10.0,残高1.8
内:回転ナデ
外:回転ナデ→ケズリ,ナデ

やや不良 ～3mmの細礫
内:灰白N 7/
外:灰N 5/

底部片 東播系

白磁 碗 復元口径15.0,残高3.8
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰N 7/
釉:灰白5GY 8/1

口縁部片 (Ⅳ)

軟質土器 甕 残高6.6
内:回転ナデ→ケズリ
外:回転ナデ→格子目タタキ

良好
～3mmの白色細
礫多量

内外:にぶい橙5YR 7/3,橙2.5YR 6/6
口縁部～
頸部片

土師器 小皿 復元口径8.15,底径6.3,器高1.2
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
微細な赤色・黒
色粗砂少量

内外:浅黄橙7.5YR 8/3 2/3程度

土師器 坏 口径12.4,底径7.25,器高2.9
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
微細な粗砂・金
雲母多量

内:にぶい橙7.5YR 7/4
外:橙5YR 6/6,褐灰7.5YR 5/1

3/4程度

瓦器 埦
復元口径16.2,復元高台径5.2,
器高5.7

内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ,オサエ

良好
～1mmの白色粗
砂

内:灰白2.5Y 7/1
外:灰N 5/,灰白2.5Y 7/1

1/3程度

瓦器 埦
復元口径15.8,復元高台径6.0,
器高5.55

内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→オサエ

良好
～2mmの白色粗
砂多量

内外:灰N 5/,灰白5Y 8/1,暗灰N 3/ 1/2程度

瓦質土器 甕 残高2.6
内:回転ナデ
外:回転ナデ→格子目タタキ

良好 微細な白色粗砂
内:灰N 4/
外:灰白5YR 8/2

頸部～肩
部片

須惠質
土器

片口鉢 口径19.6,底径8.2,器高7.6
内:回転ナデ
外:回転ナデ→糸切り

良好
～1mmの白色粗
砂少量

内:灰白2.5Y 7/1
外:灰白2.5Y 7/1,黄灰2.5Y 6/1

ほぼ完形 ○ 東播系

陶器
水柱or
耳壺

残高2.8
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→施釉

良好 微細な黒色粗砂
素地:黒褐2.5Y 3/1
釉:黄灰2.5Y 6/1

肩部片 中国陶器

表 47    出土遺物観察表 47
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表 46    出土遺物観察表 46 表 47    出土遺物観察表 47

掲載
番号

出土
遺構

種別 器種 法　量（cm） 調　整 焼成 胎　土 色　調 残　存
写
真

備考

白磁 碗 復元口径15.7,残高4.6
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 微細な黒色粗砂
素地:灰白N 7/
釉:灰白7.5Y 7/1

口縁部～
体部片

(Ⅴ-4a)

白磁 碗 復元高台径6.6,残高2.7
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 微細な黒色粗砂
素地:灰白2.5Y 8/1
釉:灰オリーブ5Y 6/2

体部～高
台部片

(Ⅳ)

青磁 碗 復元口径15.5,残高6.3
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→片彫鎬蓮弁文→施釉

良好 緻密
素地:灰白N 7/
釉:明緑灰7.5GY 7/1

口縁部～
体部片

龍泉窯系
(Ⅱ-b)

青磁 碗 高台径6.2,残高1.95
内:ロクロナデ→片彫連花文→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白N 8/
釉:灰オリーブ5Y 6/2

底部～高
台部片

龍泉窯系
(Ⅰ-2)

青磁 皿 口径11.2,器高2.4
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 微細な粗砂少量
素地:灰白2.5Y 7/1
釉:オリーブ5Y 6/2

口縁部～
底部片

龍泉窯系
(Ⅰ-1a)

青磁 皿 復元口径11.7,器高2.45
内:ロクロナデ→片彫花文,櫛目文→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 微細な粗砂少量
素地:にぶい橙7.5YR 7/3
釉:灰白10Y 7/1

1/4程度
龍泉窯系
(Ⅰ-1c)

緑釉陶器 坏？ 残高3.1
内:回転ナデ→施釉
外:回転ナデ

良好 緻密
素地:灰白10YR 8/2
釉:明オリーブ灰2.5GY 7/1

小片 ○ 防長系

土師器 小皿 口径7.8,底径5.4,器高1.0
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～1mmの白色・
黒色粗砂・雲母

内外:にぶい黄橙10YR 7/4 完形 ○

土師器 小皿 口径8.0,底径6.0,器高0.9
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

やや不良
～2mmの粗砂少
量

内外:橙5YR 7/6 完形

土師器 小皿 口径8.2,底径5.3,器高0.95
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～1.5mmの白色
粗砂・金雲母多
量

内外:灰黄褐10YR 6/2,褐灰10YR 4/1 3/4程度

土師器 小皿 口径8.5,底径5.4,器高1.2
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～2mmの白色・
黒色粗砂・雲母

内外:灰黄褐10YR 6/2 完形 ○

土師器 小皿 口径8.7,底径6.3,器高1.1
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～2mmの白色・
黒色粗砂・雲母

内外:にぶい黄橙10YR 7/4 完形 ○

土師器 小皿 復元口径8.0,底径6.0,器高1.1
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

やや不良
～2mmの白色粗
砂・雲母少量

内外:にぶい橙7.5YR 7/4,灰褐7.5YR 6/2 ほぼ完形

土師器 小皿 口径8.2,底径6.4,器高1.15
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

やや不良
～1mmの白色粗
砂少量

内外:灰白10YR 8/1,8/2 完形 ○

土師器 小皿 口径8.2,底径6.5,器高0.95
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～1mmの白色粗
砂・金雲母多量

内:にぶい黄橙10YR 6/3
外:灰黄褐10YR 6/2

3/4程度

土師器 小皿 口径8.6,器高1.2
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～2mmの白色粗
砂少量

内外:浅黄橙10YR 8/3,にぶい黄橙10YR 7/3 完形 ○

土師器 小皿 口径8.8,底径6.6,器高1.1
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～1mmの白色・
黒色粗砂・雲母

内外:浅黄2.5Y 7/3 完形 ○

土師器 小皿 口径8.5,底径5.6,器高1.15
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～1mmの粗砂・
金雲母多量

内:にぶい橙7.5YR 6/4
外:にぶい橙7.5YR 7/4

完形 ○

土師器 小皿 口径8.8,底径6.3,器高1.05
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～1mmの白色粗
砂・金雲母少量

内外:にぶい橙7.5YR 7/3 完形 ○

土師器 小皿 復元口径9.0,器高1.1
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
微細な白色粗
砂・金雲母多量

内外:にぶい橙7.5YR 6/4,褐灰7.5YR 4/1 1/2程度

土師器 小皿 口径9.0,底径6.6,器高1.25
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～2mmの白色・
黒色粗砂・雲母

内外:橙5YR 6/6 完形 ○

土師器 小皿 復元口径8.4,底径6.9,器高1.4
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
微細な粗砂・金
雲母多量

内外:にぶい橙7.5YR 7/3 1/3程度

土師器 小皿 口径8.3,底径6.2,器高1.18
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～1mmの粗砂・
金雲母多量

内外:にぶい黄橙10YR 7/2 完形 ○

土師器 小皿 口径9.7,底径7.2,器高1.5
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～1mmの白色・
黒色粗砂・雲母

内外:橙5YR 6/8 ほぼ完形

土師器 坏 口径15.0,器高3.2
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～1mmの粗砂・
金雲母少量

内外:にぶい橙7.5YR 6/4 ほぼ完形

土師器 坏 口径13.0,器高2.9
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
微細な粗砂・金
雲母多量

内外:にぶい黄橙10YR 7/3 完形 ○

土師器 坏 口径14.1,器高2.6
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～1mmの粗砂・
金雲母多量

内外:にぶい黄橙10YR 7/3,6/3 完形 ○

瓦器 埦
復元口径16.4,復元高台径6.8,
器高5.05

内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→オサエ

良好 微細な粗砂少量
内:灰N 6/
外:灰N 6/,灰白N 8/

1/4程度

瓦器 埦
復元口径16.2,復元高台径7.0,
器高5.4

内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ,オサエ

やや不良
～2mmの粗砂少
量

内:灰白N 8/,灰N 6/
外:灰白N 8/,灰N 4/

口縁部～
高台部片

瓦器 埦 口径16.2,高台径5.7,器高6.0
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→オサエ

やや不良
～1mmの白色粗
砂多量

内:灰N 5/,灰白N 8/
外:灰N 4/,5/,灰白N 8/

2/3程度

瓦器 小皿 口径9.4,底径6.1,器高1.75
内:ロクロナデ→ヘラミガキ,ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)
　 →ヘラミガキ

良好
～2mmの粗砂少
量

内:灰白2.5Y 7/1
外:灰白2.5Y 7/1,灰N 5/

2/3程度

瓦器 小皿 口径8.3,底径5.9,器高1.5
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ

良好
～1mmの粗砂少
量

内:灰白2.5Y 7/1,灰N 5/
外:灰N 4/,灰白2.5Y 7/1

3/4程度

瓦器 小皿 復元口径9.4,底径6.5,器高1.55
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～1mmの白色粗
砂少量

内外:灰白N 7/ 2/3程度

瓦器 鍔付鉢 復元口径12.4,残高6.25
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→オサエ,ナデ

良好
～1mmの粗砂少
量

内:灰N 5/
外:灰N 5/,灰白5Y 7/

1/3程度 ○

土師質
土器

鍋 復元口径32.9,残高7.9
内:回転ナデ→ヨコハケ
外:回転ナデ→タテハケ,オサエ

やや不良
～2mmの白色粗
砂多量

内外:灰白10YR 8/1,にぶい黄橙5YR 7/2
口縁部～
体部片

土師質
土器

鍋 残高5.3
内:回転ナデ→ヨコハケ
外:回転ナデ→タテハケ,オサエ

良好
～1mmの白色粗
砂

内:浅黄橙10YR 8/3
外:灰黄褐10YR 5/2

口縁部～
体部片

須恵質
土器

鉢 復元口径24.0,残高3.75
内:回転ナデ→ナデ
外:回転ナデ→ナデ

良好
～2mmの粗砂少
量

内外:灰N 6/ 口縁部片 東播系

白磁 碗 復元口径17.2,残高4.85
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 微細な粗砂少量
素地:灰白5Y 8/1
釉:灰白10Y 8/1

口縁部～
体部片

(Ⅳ)

白磁 碗 復元口径15.2,残高5.4
内:ロクロナデ→施釉→口禿げ
外:ロクロナデ→施釉→口禿げ

良好 微細な粗砂少量
素地:灰黄褐10YR 6/2
釉:明オリーブ灰2.5GY 7/1

口縁部～
体部片

(Ⅸ)

白磁 碗 復元口径15.0,残高5.05
内:ロクロナデ→施釉→口禿げ
外:ロクロナデ→施釉→口禿げ

良好 緻密
素地:灰白N 8/
釉:灰白10Y 7/1

口縁部～
体部片

(Ⅸ)

白磁 碗 高台径6.8,残高2.4
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好
～1mmの粗砂少
量

素地:灰白2.5Y 7/1
釉:灰白7.5Y 7/1

底部～高
台部片

(Ⅳ)

白磁 皿 復元口径10.0,残高1.15
内:ロクロナデ→施釉→口禿げ
外:ロクロナデ→施釉→口禿げ

良好 緻密
素地:灰白N 8/
釉:灰白10Y 7/1

口縁部～
体部片

(Ⅸ-1b)

青磁 碗 口径16.9,高台径5.9,器高6.8
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰オリーブ7.5Y 6/2
釉:灰オリーブ7.5Y 6/2

3/4程度 ○
龍泉窯系
(Ⅰ-1a)

青磁 碗 高台径6.1,残高3.45
内:ロクロナデ→「卍」印文→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好
～2mmの白色粗
砂少量

素地:黄灰2.5Y 6/1
釉:灰オリーブ5Y 5/2

体部～高
台部片

○
龍泉窯系
(Ⅰ-1c)

青磁 碗 復元口径16.2,高台径6.2,器高6.4
内:ロクロナデ→飛雲文→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰オリーブ5Y 5/3
釉:灰オリーブ5Y 5/3

1/2程度
龍泉窯系
(Ⅰ-4a)
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掲載
番号

出土
遺構

種別 器種 法　量（cm） 調　整 焼成 胎　土 色　調 残　存
写
真

備考

青磁 碗 復元口径16.0,残高5.6
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→片彫鎬蓮弁文→施釉

良好 緻密
素地:オリーブ灰5GY 6/1
釉:オリーブ灰5GY 6/1

口縁部～
体部片

龍泉窯系
(Ⅱ-b)

青磁 皿 復元口径12.2,器高2.1
内:ロクロナデ→片彫花文→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 微細な粗砂少量
素地:灰白5Y 7/1
釉:灰オリーブ5Y 6/2

1/2程度 ○
龍泉窯系
(Ⅰ-1b)

青磁 皿 復元口径10.55,器高2.55
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰7.5Y 6/1
釉:灰オリーブ7.5Y 6/2

口縁部～
底部片

龍泉窯系
(Ⅰ-2a)

瓦器 埦 復元口径15.6,残高2.9
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ

良好
微細な粗砂・雲
母少量

内外:灰白5Y 7/1
口縁部～
体部片

瓦器 埦 復元高台径7.0,残高4.1
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ,オサエ

良好
～2mmの粗砂・
雲母少量

内外:灰白N 8/,灰N 6/
体部～高
台部片

土師質
土器

羽釜 残高4.5
内:回転ナデ→ナデ
外:回転ナデ

良好 ～1.5mmの粗砂 内外:にぶい橙5YR 7/4
口縁部～
体部片

土師質
土器

鍋 残高5.6 ナデ,ケズリ 良好
～1.5mmの粗砂
多量

浅黄橙10YR 8/3 脚部片

白磁 碗 残高1.5
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白N 8/
釉:灰白10Y 7/1

口縁部片 (Ⅴ-4)

白磁 皿 復元口径9.1,残高1.5
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白5Y 7/2
釉:灰白5Y 7/2,灰白N 8/

口縁部～
体部片

(Ⅵ-1a)

青磁 碗 復元高台径5.9,残高4.7
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 微細な粗砂
素地:にぶい黄橙10YR 7/3
釉:にぶい黄2.5YR 6/4

体部～高
台部片

龍泉窯系
(Ⅰ-1a)

青磁 碗 復元高台径5.0,残高1.9
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→櫛目文→施釉

良好
～0.5mmの粗砂
少量

素地:灰白2.5Y 7/1
釉:オリーブ5Y 5/4

底部～高
台部片

同安窯系
(Ⅰ-1b)

土師器 坏 残高2.6
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～3mmの細礫少
量

内外:灰白10YR 8/2 口縁部片

土師器 高坏 残高2.6
内:回転ナデ→オサエ
外:回転ナデ→ナデ

良好 ～3mmの細礫 内外:明赤褐2.5YR 5/6
坏部～脚
部片

土師器 高坏 残高4.1
内:回転ナデ→ナデ
外:回転ナデ→オサエ

良好
～1.5mmの粗砂
多量

内外:灰白10YR 8/2
坏部～脚
部片

土師器 甕 残高3.5
内:回転ナデ→ハケ
外:回転ナデ→ナデ

良好 ～1.5mmの粗砂
内:橙5YR 6/6
外:浅黄橙7.5YR 8/4

口縁部片

土師器 甕 残高3.0
内:回転ナデ→ヨコハケ
外:回転ナデ→ナナメハケ

良好 ～2mmの粗砂
内:橙7.5YR 7/6
外:橙7.5YR 6/6

口縁部片

土師器 甕 残高3.7
内:回転ナデ→ケズリ
外:回転ナデ→タテハケ,ナデ

やや不良
～1.5mmの粗砂
多量

内:灰褐5YR 5/2
外:橙5YR 6/6

肩部片

須恵器 高坏 復元口径11.8,残高5.3
内:回転ナデ→シボリ
外:回転ナデ→波状文,透孔穿孔

良好
～2mmの粗砂少
量

内:青灰5PB 6/1
外:灰N 4/

坏部～脚
部片

透孔4方向

須恵器 甕or壺 残高4.0
内:回転ナデ
外:回転ナデ→平行タタキ

良好
～0.5mmの粗砂
少量

内外:灰N 6/ 頸部片

須恵器 甕 残高1.9
内:回転ナデ→(青海波文当具痕)
外:回転ナデ→縄目タタキ

良好 微細な粗砂 内外:青灰5PB 6/1 胴部片

須恵器 甕 残高5.2
内:回転ナデ→(青海波文当具痕)
外:回転ナデ→タタキ

良好 ～1mmの粗砂
内:灰白N 7/
外:黒褐2.5Y 3/1

胴部片

瓦器 埦 復元口径15.9,高台径6.4,器高6.2
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→オサエ

良好
微細な白色粗砂
少量

内:灰白2.5Y 8/1,灰N 5/
外:灰白2.5Y 8/1,灰N 4/

1/2程度

土師質
土器

鍋 残高2.4
内:回転ナデ
外:回転ナデ→オサエ

良好
～1mmの白色粗
砂・雲母

内外:橙5YR 6/6 口縁部片

土師質
土器

移動式竃 残高2.8 ヨコナデ,オサエ 良好
～1.5mmの粗砂
多量

内外:橙2.5YR 6/6 庇部片
接合面で剥
離

土師器 坏 底径7.0,残高1.7
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
～2mmの粗砂・
雲母

内:暗灰黄2.5Y 5/2,橙2.5YR 6/6
外:にぶい黄橙10YR 7/3

底部片

瓦器 埦
復元口径15.2,復元高台径5.8,
器高5.8

内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→ケズリ

良好
～4mmの細礫・
雲母

内外:灰白2.5Y 8/1,灰N 4/
口縁部～
高台部片

瓦器 埦 復元口径13.8,残高3.7
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→オサエ

良好
～1mmの白色・
黒色粗砂少量

内外:灰黄2.5Y 7/2,黄灰2.5Y 6/1
口縁部～
体部片

瓦器 埦 高台径6.0,残高1.9
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ

良好 ～4mmの細礫 内外:灰白10YR 8/1
底部～高
台部片

瓦器 埦 高台径7.0,残高2.3
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ

良好 ～1mmの粗砂
内:褐灰10YR 6/1
外:にぶい黄橙10YR 7/2

底部～高
台部片

瓦器 小皿 復元口径9.8,底径6.5,器高2.1
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好 微細な粗砂 内外:浅黄橙7.5YR 8/3,灰5Y 5/1 1/3程度

瓦器 小皿 復元口径9.2,底径6.0,器高1.9
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
～1mmの粗砂・
雲母

内:灰黄2.5Y 7/2,灰N 4/
外:暗灰N 3/

1/3程度

土師質
土器

鍋 残高2.5 ヨコナデ,オサエ 良好
～2.5mmの粗砂
多量

内外:橙5YR 6/6 口縁部片 スス付着

白磁 碗 残高3.5
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白N 8/
釉:灰白7.5Y 7/2

口縁部～
体部片

(Ⅴ-2a)

青磁 碗 復元口径15.5,残高4.5
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白N 7/
釉:灰オリーブ7.5Y 6/2

口縁部～
体部片

龍泉窯系
(Ⅰ-1a)

土師器 鉢 口径12.7,器高5.0
内:回転ナデ→ナデ
外:回転ナデ→ナナメハケ

良好
～1mmの白色・
黒色粗砂多量

内外:にぶい黄褐10YR 6/4 3/4程度

土師器 高坏 残高6.1
内:回転ナデ→ケズリ,シボリ
外:回転ナデ→ヘラミガキ

良好 微細な白色粗砂
内:橙5YR 6/6
外:にぶい橙7.5YR 6/4

脚部片 丹塗

土師器 高坏 残高2.9
内:回転ナデ→ケズリ
外:回転ナデ→ハケ

良好
～1mmの白色粗
砂

内:橙5YR 7/6
外:明赤褐2.5YR 5/6

脚部片 丹塗

土師器 無頸壺 復元口径5.3,器高6.6
内:回転ナデ→ナデ
外:回転ナデ→ナデ,オサエ

良好
～2mmの白色粗
砂・雲母少量

内:にぶい赤褐2.5YR 5/4
外:明赤褐2.5YR 5/6

1/2程度

土師器 壺 口径7.7,器高7.3
内:回転ナデ→ナデ
外:回転ナデ→ハケ,ケズリ,ナデ,オサエ

良好
微細な白色粗
砂・金雲母多量

内外:にぶい黄褐10YR 6/4 ほぼ完形 ○

土師器 壺or甕 復元口径9.4,残高4.75
内:回転ナデ→ヨコハケ,ケズリ
外:回転ナデ→タテハケ,オサエ

良好
～1mmの粗砂少
量

内:にぶい黄橙10YR 7/3,黒褐10YR 3/2
外:にぶい褐7.5YR 6/3,褐灰7.5YR 4/1

口縁部～
頸部片

土師器 甕 口径9.5,器高11.5
内:回転ナデ→ハケ,オサエ
外:回転ナデ→ハケ,ナデ,オサエ

良好
微細な白色・黒
色粗砂多量

内:橙7.5YR 6/6,灰褐7.5YR 5/2
外:にぶい橙5YR 6/4,灰褐5YR 4/2

4/5程度 ○

土師器 甕 口径13.5,器高14.0
内:回転ナデ→ヨコハケ,ヘラケズリ
外:回転ナデ→ハケ,ナデ,オサエ

良好
微細な白色・黒
色粗砂多量

内:にぶい黄橙10YR 7/3,褐灰10YR 4/1
外:にぶい黄橙10YR 7/4,赤褐5YR 4/6

4/5程度 ○ スス付着

土師器 甕 復元口径11.6,残高3.7
内:回転ナデ→ナデ,オサエ
外:回転ナデ

良好
～2mmの粗砂・
雲母少量

内外:にぶい黄橙10YR 7/3
口縁部～
頸部片

土師器 壺 復元口径14.4,残高6.3
内:回転ナデ→ケズリ,オサエ
外:回転ナデ→タテハケ,ナデ

良好
～2mmの粗砂多
量

内外:にぶい黄橙10YR 7/4,7/2
口縁部～
肩部片

土師器 甕 残高11.2
内:回転ナデ→ケズリ,オサエ
外:回転ナデ→タテハケ,ナデ

良好
～3mmの細礫・
雲母

内:灰N 4/
外:にぶい黄橙10YR 7/3

胴部～底
部片

表 49    出土遺物観察表 49
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掲載
番号

出土
遺構

種別 器種 法　量（cm） 調　整 焼成 胎　土 色　調 残　存
写
真

備考

須恵器 甕 残高9.4
内:回転ナデ→ナデ,オサエ
外:回転ナデ→平行タタキ,ナデ

良好
～1mmの白色粗
砂

内外:灰5Y 5/1 胴部片

土師器 坏 復元口径12.0,残高4.1
内:回転ナデ→ナデ
外:回転ナデ→ヘラケズリ

良好
～2mmの白色粗
砂・雲母多量

内外:にぶい赤褐2.5YR 5/4,灰褐7.5YR 5/2
口縁部～
体部片

土師器 坏 復元口径14.2,残高4.05
内:回転ナデ
外:回転ナデ→ヘラケズリ

良好
～2mmの赤色・
白色粗砂多量

内外:明赤褐2.5YR 5/6
口縁部～
体部片

土師器 坏 器高5.3
内:回転ナデ→ナデ
外:回転ナデ→ヘラケズリ

良好
～2mmの赤色・
白色粗砂多量

内外:明赤褐2.5YR 5/6
口縁部～
底部片

丹塗

土師器 甕 復元口径22.7,残高5.45
内:回転ナデ→タテハケ
外:回転ナデ→タテハケ,オサエ

良好
～1mmの白色粗
砂少量

内外:にぶい橙7.5YR 7/4
口縁部～
頸部片

土師器 甕 復元口径20.2,残高5.55
内:回転ナデ→ヨコハケ,オサエ
外:回転ナデ→ナナメハケ,オサエ

良好
～2mmの白色粗
砂・雲母少量

内:橙2.5YR 6/6,にぶい橙7.5YR 7/4
外:にぶい橙7.5YR 7/4

口縁部～
肩部片

須恵器 坏身 残高1.7
内:回転ナデ→ナデ
外:回転ナデ→回転ヘラケズリ

良好
～1mmの白色粗
砂少量

内外:灰N 5/
受部～底
部片

須恵器 埦 復元高台径10.0,残高1.9
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
微細な白色粗砂
少量

内外:灰10Y 6/1
体部～高
台部片

須恵器 甕 残高3.5
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好 微細な粗砂
内:黄灰2.5Y 6/1
外:灰N 5/

口縁部片 自然釉付着

須恵器 瓶or壺 復元底径7.0,残高3.2
内:回転ナデ
外:回転ナデ→糸切り

良好
～1mmの白色粗
砂少量

内外:灰N 6/,灰オリーブ5Y 5/3
体部～底
部片

自然釉付着

土師器 小皿 復元口径9.0,復元底径7.2,器高0.95
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～1mmの白色粗
砂・雲母少量

内外:にぶい橙5YR 7/4,にぶい黄橙10YR 7/3 1/2程度

黒色土器 埦 復元口径18.0,残高3.8
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ケズリ

良好
微細な粗砂・金
雲母少量

内:黒N 1.5/
外:にぶい黄橙10YR 7/3,褐灰10YR 4/1

口縁部～
体部片

内黒

瓦器 埦 復元口径17.2,残高5.6
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ,オサエ

良好
～2mmの粗砂少
量

内:黄灰2.5Y 5/1,灰白2.5Y 8/1,7/1
外:黄灰2.5Y 4/1,灰白2.5Y 8/1

口縁部～
体部片

瓦質土器 羽釜 残高6.65
内:回転ナデ→ヨコハケ,ナデ
外:回転ナデ→ナデ,オサエ

良好 微細な粗砂少量 内外:灰白7.5Y 8/1,灰N 4/
口縁部～
胴部片

瓦質土器 鍋 残高21.35 ナデ,ケズリ,オサエ 良好
微細な白色粗砂
少量

内外:にぶい橙7.5YR 7/3,灰白N 8/,7/,6/ 脚部片

陶器 水柱 復元口径7.5,残高2.9
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好
微細な白色粗砂
少量

素地:褐灰5YR 6/1
釉:黄褐2.5Y 5/3

口縁部片 中国陶器

白磁 碗 残高2.6
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 微細な黒色粗砂
素地:灰N 8/
釉:灰白7.5Y 7/1

口縁部片 (Ⅳ)

土師器 小皿 口径8.4,器高1.6
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～1mmの白色・
黒色粗砂・雲母

内外:明赤褐5YR 5/6 ほぼ完形

土師器 小皿 口径8.9,底径7.0,器高1.1
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～2mmの粗砂・
雲母多量

内:橙7.5YR 6/6
外:灰褐7.5YR 4/2,橙5YR 6/6

完形 ○

土師器 小皿 口径9.5,底径7.5,器高1.4
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好 微細な粗砂少量
内:にぶい黄橙10YR 6/4
外:明褐7.5YR 5/8

完形 ○

土師器 坏 口径15.0,底径9.7,器高2.8
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～1mmの白色粗
砂

内:にぶい黄橙10YR 6/3
外:灰黄褐10YR 5/2

完形 ○

土師器 坏 口径14.3,底径9.6,器高2.7
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好 微細な白色粗砂
内:にぶい黄橙10YR 6/4
外:にぶい橙7.5YR 6/4

ほぼ完形

土師器 坏 口径14.5,底径9.2,器高3.2
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

やや不良 ～2mmの粗砂 内外:にぶい黄橙10YR 7/4 完形 ○

土師器 坏 復元口径11.0,復元底径8.0,器高2.9
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好 緻密 内外:明赤褐5YR 5/8 1/2程度

土師器 坏 口径15.0,底径9.7,器高3.0
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好 微細な粗砂
内:にぶい橙7.5YR 6/4
外:橙7.5YR 6/6

完形 ○

土師器 坏 口径13.8,底径9.4,器高2.5
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好 緻密 内外:明褐7.5YR 5/8 ほぼ完形

土師器 坏 口径15.0,底径10.2,器高2.5
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好 緻密 内外:橙7.5YR 6/6 完形 ○

土師器 坏 口径14.9,器高3.3
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～3mmの細礫・
雲母

内外:明赤褐5YR 5/6 ほぼ完形

土師器 坏 口径14.3,底径10.0,器高2.9
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
微細な粗砂・金
雲母多量

内外:にぶい黄橙10YR 6/4 2/3程度

土師器 坏 復元口径15.5,復元底径9.9,器高2.95
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～1mmの粗砂・
雲母多量

内外:橙5YR 6/6,にぶい赤褐5YR 5/4,4/3 1/2程度

瓦器 埦 復元口径15.4,残高4.8
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ

良好 微細な白色粗砂 内外:灰5Y 6/1,5/1
口縁部～
体部片

瓦器 埦 復元高台6.5,残高1.7
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ,ケズリ

良好
～1mmの白色粗
砂

内:黄灰2.5Y 6/1
外:灰白2.5Y 7/1

底部～高
台部片

青磁 碗 残高2.7
内:ロクロナデ→飛雲文→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰黄2.5Y 7/2
釉:灰黄2.5Y 6/2

口縁部片
龍泉窯系
(Ⅰ-4)

須恵器 蓋 残高1.3
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好 微細な白色粗砂 内外:灰5Y 5/1 口縁部片

須恵器 坏身 残高2.65
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～1mmの白色粗
砂

内外:灰N 6/
口縁部～
体部片

須恵器 埦 残高2.6
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好 微細な白色粗砂 内外:灰5Y 6/1
体部～高
台部片

須恵器 壺 残高6.1
内:回転ナデ
外:回転ナデ→ヘラケズリ

やや不良 ～2mmの粗砂
内:灰黄2.5Y 7/2
外:灰白2.5Y 8/2,灰N 6/

胴部～底
部片

須恵器 甕 残高3.7
内:回転ナデ→ナデ
外:回転ナデ

良好 微細な白色粗砂
内:黄灰2.5Y 6/1
外:灰N 6/

口縁部片

須恵器 甕 残高3.4
内:回転ナデ→ナデ
外:回転ナデ→平行タタキ

良好 微細な白色粗砂
内:灰N 4/
外:灰N 5/,灰白N 7/

頸部～肩
部片

須恵器 甕 残高9.5
内:回転ナデ→ナデ
外:回転ナデ→ナデ,オサエ

良好
～1mmの白色粗
砂

内:灰5Y 6/1,5/1
外:灰N 5/

頸部片

土師器 甕 残高5.3
内:回転ナデ→ヨコハケ,ナデ
外:回転ナデ→タテハケ,ナデ

良好
～1mmの白色粗
砂

内外:にぶい橙7.5YR 7/4
口縁部～
頸部片

土師器 甑 残高5.8 ハケ,ケズリ,ナデ,オサエ 良好
～3mmの白色細
礫

橙7.5YR 7/6,橙2.5YR 7/6 把手片

土師器 甑 残高5.5 ナデ,オサエ→穿孔 良好
～1mmの白色粗
砂

内外:にぶい橙7.5YR 7/4 底部片 ○ 多孔式

土師器 小皿 口径9.2,底径7.4,器高1.15
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

やや不良
～3mmの細礫少
量

内:橙5YR 7/6,浅黄橙10YR 8/3
外:橙5YR 7/6

3/4程度

土師器 埦 口径16.65,高台径5.9,器高5.65
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ

やや不良
～1mmの粗砂少
量

内外:灰白7.5YR 8/2 完形 ○
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掲載
番号

出土
遺構

種別 器種 法　量（cm） 調　整 焼成 胎　土 色　調 残　存
写
真

備考

土師器 埦 復元口径16.5,高台径7.0,器高8.3
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ,オサエ

やや不良 微細な粗砂少量 内外:灰白10YR 8/2 1/4程度

土師器 埦 高台径6.0,残高2.9
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ,オサエ

やや不良
～1mmの粗砂多
量

内外:灰白10YR 8/2
体部～高
台部片

瓦器 埦
復元口径15.6,復元高台径6.7,
器高5.55

内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ

良好 微細な粗砂少量 内外:灰白2.5YR 7/1,黄灰2.5Y 6/1 1/3程度

瓦器 埦
復元口径16.0,復元高台径6.2,
器高5.75

内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→オサエ

良好
～2mmの粗砂少
量

内:灰白2.5Y 7/1,黄灰2.5Y 5/1
外:灰白10YR 8/2

1/4程度

瓦器 埦 高台径6.5,残高1.6
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ

やや不良
～1mmの白色粗
砂

内外:灰白2.5Y 8/1
底部～高
台部片

瓦器 小皿 復元口径10.8,底径6.7,器高1.45
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
～1mmの粗砂少
量

内:灰白N 8/
外:灰N 5/

3/4程度

瓦質土器 鉢 残高6.8
内:回転ナデ→ナデ
外:回転ナデ→ナデ

良好
～3mmの黒色細
礫

内外:灰白2.5Y 8/1,7/1,黄灰2.5Y 6/1
口縁部～
体部片

白磁 碗 復元口径15.5,残高4.8
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白2.5Y 7/1
釉:灰黄2.5Y 7/2

口縁部～
体部片

(Ⅳ)

白磁 碗 復元口径14.2,残高4.9
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白2.5Y 8/2
釉:灰白5Y 8/2

口縁部～
体部片

(Ⅱ-1)

白磁 碗 復元高台径7.4,残高2.8
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 微細な黒色粗砂
素地:灰白5Y 8/1
釉:灰白5Y 7/1

底部～高
台部片

(Ⅳ)

白磁 碗 高台径6.9,残高2.2
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ

良好 微細な黒色粗砂
素地:灰白5Y 8/1
釉:灰白5Y 8/2

底部～高
台部片

(Ⅴ)

青磁 碗 復元高台径4.1,残高2.7
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:褐灰10YR 5/1
釉:灰オリーブ5Y 6/2

体部～高
台部片

○
越州窯系
(Ⅱ)

土師器 高坏 残高3.6
内:回転ナデ→ナデ
外:回転ナデ→タテハケ,オサエ

良好 ～2mmの粗砂
内:橙5YR 6/6
外:橙5YR 6/6,にぶい橙7.5YR 6/4

坏部片

土師器 高坏 残高6.2
内:回転ナデ→シボリ
外:回転ナデ

良好
～1.5mmの粗砂
多量

内:灰黄2.5Y 7/2
外:にぶい黄橙10YR 7/3

脚部片

土師器 甕 復元口径13.6,残高8.4
内:回転ナデ→ヘラケズリ
外:回転ナデ→ハケ

良好
～2.5mmの粗砂
少量

内:橙5YR 6/6
外:橙5YR 6/6,赤橙10R 6/6

口縁部～
胴部片

土師器 甑 残高4.7 ハケ,ナデ,オサエ 良好
～2mmの粗砂多
量

内外:橙2.5YR 6/6 把手片

土師器 移動式竃 残高10.6 ナデ,ケズリ,ハケ,オサエ 良好
～3.5mmの白色
細礫・雲母多量

内:にぶい橙5YR 6/3,褐灰5YR 4/1
外:にぶい橙7.5YR 7/3,灰褐5YR 5/2

焚口部片 ○

土師器 移動式竃 残高10.2 ナデ,ケズリ,ハケ,オサエ 良好
～1mmの白色粗
砂・金雲母

内外:にぶい褐7.5YR 5/3 焚口部片 ○

須恵器 壺 復元高台径10.2,残高2.7
内:回転ナデ
外:回転ナデ→回転ヘラケズリ

良好
微細な白色・黒
色粗砂

内:黄灰2.5Y 6/1
外:灰N 4/

底部～高
台部片

須惠器 甕 残高7.3
内:回転ナデ
外:回転ナデ→タタキ,オサエ

良好
～1mmの白色粗
砂少量

内外:灰白N 7/
口縁部～
頸部片

須恵器 甕 残高9.0
内:回転ナデ→ナデ
外:回転ナデ

良好
微細な白色・黒
色粗砂

内:黄灰2.5Y 6/1
外:黄灰2.5Y 6/1,5/1

頸部片

残高2.65
内:ナデ→(布目痕)
外:ナデ→オサエ

良好 微細な粗砂少量 内外:橙5YR 6/6 体部片 ○

瓦 平瓦 残存長6.0,残存幅2.4
凹:ケズリ
凸:斜格子目タタキ

良好
～3mmの細礫多
量

凹凸:橙5YR 7/6 小片 ○

土師器 小皿 口径8.1,底径6.1,器高1.4
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～1mmの粗砂・
雲母

内外:橙5YR 6/6 ほぼ完形

土師器 小皿 口径9.2,底径6.8,器高1.0
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～5mmの中礫・
雲母多量

内外:にぶい橙7.5YR 6/4 完形 ○

土師器 小皿 口径8.8,底径6.5,器高1.4
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～1mmの粗砂・
雲母

内外:にぶい黄橙10YR 7/3,明赤褐5YR 5/8 完形 ○

土師器 小皿 口径9.4,底径6.8,器高1.5
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～2mmの粗砂・
雲母

内外:にぶい橙7.5YR 6/4 2/3程度

土師器 坏 口径14.9,底径6.4,器高3.7
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
～5mmの中礫・
雲母

内外:橙7.5YR 6/6 2/3程度

土師器 坏 口径15.6,底径9.8,器高3.7
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好 微細な粗砂多量 内外:浅黄橙7.5YR 8/3 1/3程度

土師器 坏 口径14.8,底径10.3,器高3.0
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好 緻密
内:灰褐7.5YR 4/2
外:橙5YR 6/6

完形 ○

土師器 坏 口径15.6,底径10.4,器高3.3
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好 緻密
内:橙5YR 6/6
外:明黄褐10YR 6/6

3/4程度

土師器 坏 口径15.3,底径5.6,器高5.65
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好 微細な粗砂多量 内外:浅黄橙7.5YR 8/3,にぶい黄橙10YR 7/2 1/3程度

土師器 坏 底径8.9,残高1.6
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～4mmの細礫・
雲母

内外:橙5YR 6/6 底部片

土師器 埦 口径16.3,高台径6.0,器高5.1
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ,オサエ

良好 微細な粗砂少量 内外:浅黄橙10YR 8/3 完形 ○

土師器 埦 口径16.0,高台径6.4,器高5.2
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ,オサエ

良好 微細な粗砂少量 内外:浅黄橙10YR 8/3 完形 ○

土師器 埦 口径15.5,高台径6.0,器高6.0
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ

良好 微細な粗砂多量 内外:にぶい橙7.5YR 7/4 1/4程度

土師器 埦 口径15.6,高台径6.8,器高6.1
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ

良好 微細な粗砂少量 内外:にぶい橙7.5YR 7/4,灰N 5/ 2/3程度

土師器 埦 口径18.6,高台径9.0,器高6.6
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ

良好 微細な粗砂少量
内:にぶい橙5YR 7/4
外:淡橙5YR 8/4,灰白5YR 8/1

2/3程度

瓦器 埦 復元口径15.0,高台径6.5,器高5.5
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ,ナデ

良好
～6mmの白色中
礫多量

内外:灰白2.5Y 7/1,灰N 6/ 2/3程度

瓦器 埦
復元口径17.0,復元高台径7.4,
器高5.55

内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ,ナデ

良好
微細な白色粗砂
少量

内:灰N 5/,灰白N 8/
外:灰N 4/,灰白N 8/

2/3程度

瓦器 埦 口径16.7,高台径7.4,器高5.8
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ナデ

良好
～2mmの白色粗
砂・雲母多量

内:灰N 4/,灰白5Y 7/2
外:暗灰N 3/,灰黄2.5Y 7/2

ほぼ完形 ○

瓦器 埦 口径15.6,高台径6.2,器高5.8
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ,ナデ

良好 微細な粗砂少量
内:灰白10YR 8/1,灰N 4/
外:灰N 4/

ほぼ完形 ○

瓦器 埦
復元口径16.4,復元高台径6.4,
器高6.1

内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ

良好 ～3.5mmの細礫
内:灰白N 7/
外:灰N 5/,4/

1/3程度

瓦器 埦 口径14.8,高台径6.4,器高5.9
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ,オサエ

良好 微細な粗砂少量
内:灰白10YR 7/1,灰N 4/
外:灰N 4/

1/2程度

瓦器 埦 口径16.4,高台径7.1,器高5.8
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ,ナデ

良好 微細な粗砂少量 内外:灰白10YR 8/1,灰N 5/ ほぼ完形 ○

製塩土器
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番号

出土
遺構

種別 器種 法　量（cm） 調　整 焼成 胎　土 色　調 残　存
写
真

備考

瓦器 埦 口径15.2,高台径7.0,器高6.1
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ,ナデ

良好 微細な粗砂多量 内外:にぶい橙7.5YR 6/4,暗灰N 3/ 2/3程度

瓦器 埦 口径19.2,高台径6.4,器高6.4
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ,オサエ

良好 微細な粗砂少量
内:黄灰2.5Y 6/1
外:灰白N 7/,灰N 6/

2/3程度

瓦器 埦 口径16.4,高台径6.6,器高6.3
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ

良好 微細な粗砂少量
内:にぶい黄橙10YR 7/3
外:灰白10YR 7/1

1/2程度

瓦器 埦 口径16.0,高台径5.7,器高6.5
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ

良好 微細な粗砂少量 内外:灰白5Y 7/1 ほぼ完形 ○

瓦器 埦 口径16.7,高台径6.6,器高6.0
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ

良好
～3mmの白色細
礫

内外:灰白N 8/,灰N 5/ 3/4程度

瓦器 埦 口径15.9,高台径6.5,器高6.0
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ,オサエ

良好
～1mmの白色粗
砂

内外:灰N 5/,灰白2.5Y 7/1 3/4程度

瓦器 埦 口径16.4,高台径6.4,器高6.15
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ,オサエ

良好
～3mmの白色細
礫多量

内:灰N 4/
外:灰N 5/,4/

ほぼ完形

瓦器 埦 口径16.4,高台径6.4,器高6.7
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ,オサエ

良好 微細な粗砂少量
内:にぶい黄橙10YR 7/2
外:にぶい黄橙10YR 7/2,灰N 5/,4/

1/3程度

瓦器 埦 口径16.5,高台径6.9,器高6.15
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ,オサエ

良好
～2mmの白色粗
砂・雲母多量

内:灰N 4/
外:灰白10YR 8/2,暗灰N 3/

完形 ○

瓦器 埦 口径16.7,高台径6.4,器高6.9
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ

良好 微細な粗砂少量 内外:灰白2.5Y 7/1,灰N 6/ 2/3程度

瓦器 埦 口径17.0,高台径6.6,器高6.8
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ

良好 微細な粗砂少量
内:灰白2.5Y 7/1,黄灰2.5Y 5/1
外:灰白2.5Y 7/1,黄灰2.5Y 6/1

1/2程度

瓦器 埦 口径16.3,高台径5.8,器高7.2
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ

良好 微細な粗砂少量
内:にぶい橙5YR 7/4,灰白2.5Y 7/1
外:にぶい橙5YR 7/2,灰N 4/

2/3程度

瓦器 埦 復元口径16.8,残高4.0
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ

良好
～1mmの白色粗
砂・雲母多量

内:灰5Y 5/1
外:黄灰2.5Y 4/1

口縁部～
体部片

瓦器 埦
復元口径15.0,復元高台径6.2,
器高4.4

内:ロクロナデ→ヘラミガキ,ナデ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ

良好 ～3mmの細礫 内外:浅黄橙10YR 8/3
口縁部～
高台部片

瓦器 小皿 復元口径10.4,器高2.3
内:ロクロナデ→ヘラミガキ,ナデ
外:ロクロナデ→糸切り→ケズリ

良好
～1mmの粗砂・
雲母少量

内外:灰N 5/ ほぼ完形

瓦器 小皿 口径8.85,底径5.4,器高2.1
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→糸切り→ヘラミガキ

良好 微細な粗砂少量
内:灰白5Y 7/1
外:灰5Y 6/1

完形 ○

瓦器 小皿 口径9.2,底径6.7,器高1.9
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→糸切り→ヘラミガキ

良好 緻密
内:灰白7.5Y 7/1
外:灰N 4/

ほぼ完形 ○

瓦器 小皿 復元口径9.6,器高1.3
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ,ケズリ

良好
～1mmの白色粗
砂・雲母

内外:灰N 4/
口縁部～
底部片

土師質
土器

鍋 復元口径38.2,残高4.9
内:回転ナデ→オサエ
外:回転ナデ→オサエ

良好
～2mmの白色粗
砂・雲母多量

内:にぶい橙7.5YR 7/4
外:灰褐7.5YR 4/2,黒褐7.5YR 3/1

口縁部～
体部片

スス付着

土師質
土器

鍋 復元口径39.2,残高7.1
内:回転ナデ→ヨコハケ
外:回転ナデ→ナデ

良好
～2mmの白色粗
砂多量

内:明褐7.5YR 5/6,にぶい褐7.5YR 5/4
外:黒褐10YR 3/2

口縁部～
体部片

スス付着

土師質
土器

鍋 復元口径42.6,残高4.4
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～2mmの白色粗
砂多量

内:橙7.5YR 7/6
外:灰黄褐10YR 4/2

口縁部片 スス付着

土師質
土器

鍋 復元口径47.2,残高2.5
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～2mmの白色粗
砂・雲母多量

内:灰褐7.5YR 5/2,にぶい橙5YR 7/4
外:橙5YR 7/6

口縁部片

土師質
土器

鍋 残高6.3
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～2mmの白色粗
砂・雲母多量

内:灰褐5YR 5/2,橙5YR 6/6
外:灰褐7.5YR 5/2,にぶい橙7.5YR 6/4

口縁部～
体部片

スス付着

土師質
土器

鍋 残高11.8
内:回転ナデ→ヨコハケ,ナデ
外:回転ナデ→オサエ

良好
～2mmの白色粗
砂・雲母多量

内外:にぶい橙5YR 6/4
口縁部～
体部片

スス付着

土師質
土器

羽釜 復元口径22.2,残高4.2
内:回転ナデ→ヨコハケ
外:回転ナデ→ナデ

良好
～1mmの粗砂少
量

内:浅黄橙7.5YR 8/4
外:にぶい黄橙10YR 6/3

口縁部～
体部片

土師質
土器

羽釜 復元口径27.0,残高6.0
内:回転ナデ→ヨコハケ
外:回転ナデ

良好 ～1.5mmの粗砂 内外:橙5YR 7/6
口縁部～
体部片

スス付着

瓦質土器 鉢 復元口径18.8,復元底径7.1,器高8.4
内:回転ナデ→ナデ
外:回転ナデ→ナデ,オサエ

良好 ～3mmの細礫 内外:灰5Y 5/1
口縁部～
底部片

瓦質土器 鍋 残高9.6 ナデ,オサエ 良好
～2mmの粗砂多
量

灰N 5/ 脚部片

瓦質土器 甕 残高8.3
内:回転ナデ→ナデ
外:回転ナデ→格子目タタキ,オサエ

やや不良
～2mmの白色粗
砂多量

内外:黒5Y 2/1
口縁部～
頸部片

須恵質
土器

甕 復元口径27.9,残高14.3
内:回転ナデ→ハケ→ナデ
外:回転ナデ→平行タタキ

良好 微細な粗砂少量
内:黄灰2.5Y 6/1,灰白7.5Y 7/1
外:灰N 5/,灰白2.5Y 7/1

口縁部～
肩部片

○ 東播系

須恵質
土器

片口鉢 残高8.3
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～2mmの白色粗
砂少量

内外:灰N 6/
口縁部～
体部片

東播系

須恵質
土器

片口鉢 残高5.7
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～2mmの白色粗
砂少量

内外:灰N 5/
口縁部～
体部片

東播系

須恵質
土器

鉢 復元底径10.8,残高6.2
内:回転ナデ→ナデ
外:回転ナデ→静止糸切り

良好
～1.5mmの粗砂
少量

内:黄灰2.5Y 6/1
外:灰N 5/

体部～底
部片

東播系

須恵質
土器

鉢 底径9.8,残高3.6
内:回転ナデ
外:回転ナデ→静止糸切り→オサエ

良好
微細な白色粗砂
多量

内外:灰N 7/
体部～底
部片

東播系

陶器 水柱 復元口径11.5,残高2.5
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好
～1mmの白色粗
砂少量

素地:赤灰2.5YR 5/1
釉:黄灰2.5Y 4/1

口縁部片 中国陶器

陶器
水柱or

壺
復元底径9.2,残高3.4

内:ロクロナデ
外:ロクロナデ

良好 ～1mmの粗砂 素地:黄灰2.5Y 6/1
胴部～高
台部片

中国陶器

陶器 耳壺 残高3.2
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 微細な粗砂
素地:灰N 4/
釉:暗灰N 3/

肩部片 中国陶器

陶器 耳壺 残高4.2
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好
～0.5mmの粗砂
少量

素地:黄灰2.5Y 5/1
釉:灰黄褐10YR 5/2

肩部片 中国陶器

陶器 甕 残高4.1
内:回転ナデ→オサエ
外:回転ナデ→ケズリ,オサエ

良好 微細な粗砂少量 内外:灰褐5YR 5/2 口縁部片 常滑

陶器 甕 底径16.8,残高4.7
内:回転ナデ→オサエ
外:回転ナデ→ケズリ,オサエ

良好 微細な粗砂少量 内外:灰褐5YR 5/2 底部片 中国陶器？

白磁 碗 復元口径15.4,高台径6.8,器高6.5
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好
～1mmの白色粗
砂多量

素地:灰白7.5Y 8/1
釉:灰白5Y 7/1

1/2程度 (Ⅳ-1a)

白磁 碗 口径17.3,高台径5.8,器高6.25
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好
～2mmの白色粗
砂

素地:灰白N 7/
釉:明オリーブ灰2.5GY 7/1

ほぼ完形 ○ (Ⅴ-4a)

白磁 碗 口径17.0,高台径5.6,器高6.5
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白N 8/
釉:灰白N 7/

1/3程度 (Ⅴ-4a)

白磁 碗 口径16.7,高台径5.6,器高6.1
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好
～2mmの白色粗
砂

素地:灰白5Y 8/1
釉:灰白5Y 7/2

3/4程度 ○ (Ⅴ-4a)

白磁 碗 口径17.2,高台径5.8,器高6.9
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白N 8/
釉:灰白7.5Y 7/1

1/3程度 (Ⅴ-4a)



－229－

表 52    出土遺物観察表 52

掲載
番号

出土
遺構

種別 器種 法　量（cm） 調　整 焼成 胎　土 色　調 残　存
写
真

備考

白磁 碗 口径15.8,高台径5.7,器高6.0
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好
～2mmの白色粗
砂

素地:灰白N 8/
釉:オリーブ灰2.5GY 6/1

ほぼ完形 ○ (Ⅴ-4a)

白磁 碗 口径15.65,高台径5.6,器高7.15
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好
～2mmの白色粗
砂

素地:灰黄2.5Y 7/2
釉:明緑灰10GY 7/1

3/4程度 (Ⅴ-2a)

白磁 碗
復元口径16.8,復元高台径6.2,
器高6.5

内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好
～2mmの白色粗
砂

素地:灰白10YR 8/2
釉:灰白5Y 7/2

1/3程度 (Ⅴ-4a)

白磁 碗
復元口径15.8,復元高台径5.3,
器高6.6

内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 微細な黒色粗砂
素地:灰白5Y 7/1
釉:灰オリーブ5Y 6/2

口縁部～
高台部片

(Ⅴ-4a)

白磁 碗 復元口径16.2,残高4.9
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白5Y 7/1
釉:灰白5Y 7/2

口縁部～
体部片

(Ⅴ-4a)

白磁 皿 口径9.2,高台径4.4,器高2.5
内:ロクロナデ→施釉→釉掻き取り
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白N 8/
釉:灰白7.5Y 7/2

1/3程度 (Ⅲ-1)

白磁 皿
復元口径9.5,復元高台径5.0,
器高2.7

内:ロクロナデ→施釉→釉掻き取り
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:にぶい黄橙10YR 7/2
釉:灰白7.5Y 7/1

1/3程度 (Ⅲ-1)

白磁 皿 復元口径9.8,底径4.1,器高2.5
内:ロクロナデ→施釉→釉掻き取り
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰黄褐10YR 6/2
釉:灰オリーブ5Y 6/2

2/3程度 (Ⅲ-1)

白磁 皿 復元高台径4.6,残高1.3
内:ロクロナデ→施釉→釉掻き取り
外:ロクロナデ→施釉

良好
～1mmの粗砂少
量

素地:灰白N 7/
釉:明緑灰7.5GY 8/1

底部～高
台部片

(Ⅲ-1)

白磁 皿 復元高台径4.4,残高1.7
内:ロクロナデ→施釉→釉掻き取り
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白10YR 7/1
釉:灰オリーブ5Y 6/2

底部～高
台部片

(Ⅲ-1)

白磁 皿 口径10.2,底径4.4,器高2.5
内:ロクロナデ→草花文→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白7.5Y 7/1
釉:灰白7.5Y 7/2

1/2程度 (Ⅷ-1b)

白磁 水注 残高10.7
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好
～1mmの白色粗
砂

素地:灰白N 7/
釉:灰白5Y 7/2

口縁部～
肩部片

白磁 小壺 底径3.0,残高2.9
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白N 8/
釉:灰白7.5Y 7/2

胴部～底
部片

青磁 碗 残高3.5
内:ロクロナデ→片彫蓮花文→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:黄灰2.5Y 6/1
釉:暗オリーブ5Y 4/3

口縁部片
龍泉窯系
(Ⅰ-2)

青磁 碗 口径16.8,残高6.1
内:ロクロナデ→櫛点描文→施釉
外:ロクロナデ→櫛目文→施釉

良好 緻密
素地:灰白N 7/
釉:灰オリーブ7.5Y 5/2

口縁部～
体部片

同安窯系
(Ⅰ-1b)

青磁 碗 高台径5.1,残高5.1
内:ロクロナデ→櫛点描文→施釉
外:ロクロナデ→櫛目文→施釉

良好
～1mmの白色粗
砂

素地:灰白N 7/
釉:灰オリーブ7.5Y 6/2

体部～高
台部片

同安窯系
(Ⅰ-1b)

青磁 碗 高台径5.5,残高6.6
内:ロクロナデ→櫛点描文→施釉
外:ロクロナデ→櫛目文→施釉

良好 微細な粗砂少量
素地:灰白5Y 7/1
釉:灰オリーブ5Y 6/2

体部～高
台部片

同安窯系
(Ⅰ-1b)

青磁 碗 底径5.2,残高3.3
内:ロクロナデ→櫛点描文→施釉
外:ロクロナデ→櫛目文→施釉

良好 緻密
素地:灰白2.5Y 7/1
釉:灰オリーブ5Y 6/2

体部～高
台部片

同安窯系
(Ⅰ-1b)

青磁 皿 復元口径10.8,復元底径4.8,器高2.7
内:ロクロナデ→片彫花文,櫛目文→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白N 7/
釉:灰白10Y 7/1

口縁部～
底部片

龍泉窯系
(Ⅰ-1c)

青磁 皿 復元底径3.4,残高2.1
内:ロクロナデ→片彫花文→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白N 7/
釉:灰オリーブ5Y 6/2

体部～底
部片

龍泉窯系
(Ⅰ-3b)

青白磁 合子蓋 口径5.8,残高1.9
内:ロクロナデ→草花印文→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白N 8/
釉:明オリーブ灰5GY 7/1

1/3程度 ○

青白磁 合子蓋 残高0.5
内:ロクロナデ→草花印文？→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白N 8/
釉:明オリーブ灰5GY 7/1

天井部片 ○

青白磁 合子身 復元口径5.6,復元底径5.7,器高1.85
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 微細な粗砂少量
素地:灰白5Y 8/1
釉:明緑灰10GY 8/1

2/3程度 ○

土師器 小皿 口径7.8,底径6.2,器高1.0
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
～2mmの粗砂・
雲母多量

内外:橙7.5YR 6/6,灰黄2.5Y 7/2 ほぼ完形

土師器 小皿 口径8.0,底径6.0,器高1.0
内:ロクロナデ→オサエ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～2mmの粗砂・
雲母

内外:にぶい黄橙10YR 7/3 完形 ○

土師器 小皿 口径8.3,底径6.0,器高0.9
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～4mmの白色細
礫多量

内:浅黄橙7.5YR 8/4
外:浅黄橙10YR 8/3

ほぼ完形

土師器 小皿 口径8.3,底径6.4,器高1.2
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～5mmの白色中
礫多量

内外:にぶい橙7.5YR 7/4 ほぼ完形

土師器 小皿 口径8.6,底径6.7,器高1.1
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
～3mmの白色細
礫・雲母多量

内:橙2.5YR 6/6,にぶい橙7.5YR 7/4
外:にぶい橙5YR 7/4,橙2.5YR 6/8

ほぼ完形 ○

土師器 坏 復元口径12.4,復元底径8.6,器高3.1
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～2mmの白色粗
砂・雲母多量

内外:橙7.5YR 6/6 1/2程度

土師器 坏 復元口径12.6,復元底径8.6,器高2.9
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
微細な白色粗
砂・雲母

内:にぶい橙5YR 7/4
外:橙5YR 6/6

1/2程度

土師器 坏 復元口径13.7,復元底径9.0,器高3.45
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～2mmの白色粗
砂多量

内外:にぶい黄橙10YR 7/4 2/3程度

土師器 坏 復元口径13.3,底径8.0,器高3.6
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～2mmの白色粗
砂・雲母多量

内外:にぶい橙7.5YR 6/4 3/4程度

土師器 坏 口径13.5,底径9.0,器高2.45
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～6mmの白色中
礫多量

内:にぶい橙7.5YR 7/4
外:にぶい橙7.5YR 7/4,褐灰10YR 5/1

ほぼ完形

土師器 坏 復元口径14.4,底径9.0,器高2.75
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～2mmの粗砂少
量

内:浅黄橙10YR 8/3,にぶい橙7.5YR 7/4
外:浅黄橙7.5YR 7/4,にぶい黄橙10YR 7/3

3/4程度

土師器 坏 口径14.8,底径10.7,器高3.0
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～2mmの粗砂少
量

内:にぶい黄橙10YR 7/3,橙2.5YR 6/6
外:橙2.5YR 6/8,にぶい黄橙10YR 7/3

ほぼ完形 ○

土師器 坏 復元口径14.4,底径8.3,器高3.2
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
～1mmの白色粗
砂多量

内外:橙5YR 6/6 3/4程度

瓦器 埦 口径15.1,高台径5.8,器高5.4
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→オサエ,(工具痕)

良好
～1mmの白色粗
砂多量

内外:灰白10YR 8/1 完形 ○

瓦器 埦 復元口径15.2,高台径6.3,器高5.8
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ

良好
～1mmの白色粗
砂多量

内:灰N 5/
外:灰N 5/,6/

1/2程度

瓦器 埦 口径15.2,高台径6.1,器高6.2
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ

良好
～1mmの白色粗
砂

内:灰白2.5Y 7/1,灰N 4/
外:灰白5Y 7/1,灰N 5/

ほぼ完形 ○

土師質
土器

鍋 復元口径29.6,残高7.8
内:回転ナデ→ヨコハケ,ナデ
外:回転ナデ→ハケ,オサエ

良好
～2mmの白色粗
砂多量

内:灰白10YR 8/2
外:灰白10YR 8/2,灰黄褐10YR 5/2

口縁部～
体部片

土師質
土器

鍋 残高10.1
内:回転ナデ→ヨコハケ
外:回転ナデ→ハケ,オサエ

良好
～1mmの白色粗
砂多量

内外:灰白10YR 8/2
口縁部～
体部片

土師質
土器

鍋 復元口径44.6,残高4.2
内:回転ナデ
外:回転ナデ→オサエ

良好
～2mmの白色粗
砂・雲母多量

内:橙7.5YR 7/6
外:褐灰7.5YR 4/1,灰褐7.5YR 5/2

口縁部片 スス付着

土師質
土器

羽釜 残高2.7
内:回転ナデ→タテハケ
外:回転ナデ→ハケ

良好
微細な白色粗
砂・雲母

内外:橙7.5YR 7/6,褐灰7.5YR 4/1
口縁部～
体部片

スス付着

土師質
土器

鍋 残高9.6 ハケ,ナデ,オサエ 良好
～1mmの白色粗
砂・雲母

淡橙5YR 8/4,灰褐7.5YR 6/2 脚部片

土師質
土器

鍋 残高7.6 ナデ,オサエ 良好
～1mmの白色粗
砂

浅黄橙7.5YR 8/3,褐灰7.5YR 4/1 脚部片

表 53    出土遺物観察表 53
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表 52    出土遺物観察表 52 表 53    出土遺物観察表 53

掲載
番号

出土
遺構

種別 器種 法　量（cm） 調　整 焼成 胎　土 色　調 残　存
写
真

備考

須惠質
土器

鉢 復元口径25.0,残高5.4
内:回転ナデ→ナデ
外:回転ナデ

良好
～2mmの白色粗
砂

内:灰白10YR 7/1,褐灰10YR 5/1
外:灰白10YR 7/1,褐灰10YR 4/1

口縁部～
体部片

東播系

須恵質
土器

鉢 復元底径8.5,残高2.65
内:回転ナデ→ナデ
外:回転ナデ→糸切り→オサエ

良好 微細な白色粗砂 内外:灰N 6/ 底部片 東播系

須惠質
土器

甕 復元底径21.8,残高4.4
内:回転ナデ→ケズリ,ナデ
外:回転ナデ→平行タタキ

良好
～3mmの細礫多
量

内:灰N 6/
外:灰N 5/

底部片 十瓶山？

陶器 壺 残高3.6
内:回転ナデ→ナデ,オサエ
外:回転ナデ

良好
～1mmの白色粗
砂

内:灰褐7.5YR 5/2
外:灰白5Y 7/2,灰オリーブ5Y 5/2

頸部～肩
部片

産地不明
自然釉付着

陶器 壺 復元底径15.0,残高3.3
内:回転ナデ
外:回転ナデ→オサエ

良好
～1mmの白色粗
砂

内:灰褐7.5YR 5/2
外:灰白5Y 7/2,灰オリーブ5Y 5/2

底部片
常滑？
自然釉付着

白磁 碗 復元口径16.4,残高3.2
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好
微細な白色・黒
色粗砂

素地:灰白N 7/
釉:灰白7.5Y 7/1

口縁部～
体部片

(Ⅳ)

白磁 碗 復元口径18.2,残高4.5
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好
微細な白色・黒
色粗砂

素地:灰白5Y 7/1
釉:灰白7.5Y 7/1

口縁部～
体部片

(Ⅴ-4a)

白磁 皿 復元口径9.7,残高1.4
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白N 8/
釉:灰オリーブ5Y 6/2

口縁部～
体部片

(Ⅷ-1)

白磁 皿 残高2.4
内:ロクロナデ→草花文→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 微細な黒色粗砂
素地:灰白N 8/
釉:灰白5Y 7/2

口縁部～
底部片

(Ⅷ-2b)

白磁 皿 残高2.0
内:ロクロナデ→施釉→口禿げ
外:ロクロナデ→施釉→口禿げ

良好 緻密
素地:灰白N 8/
釉:灰白10Y 7/1

口縁部片 (Ⅸ)

白磁 耳壺 残高3.9
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白5Y 7/1
釉:灰白5Y 7/1,灰オリーブY5Y 5/2

頸部～肩
部片

白磁 合子身 復元口径5.5,残高1.1
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白5Y 8/1
釉:灰白5Y 7/2

口縁部～
体部片

白磁 合子身 復元口径6.5,復元底径7.3,器高1.6
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白5Y 8/1
釉:明オリーブ灰2.5GY 7/1

口縁部～
底部片

○

青磁 碗 復元口径16.0,残高6.2
内:ロクロナデ→飛雲文→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 微細な白色粗砂
素地:灰白N 7/
釉:灰オリーブ7.5Y 5/2

口縁部～
体部片

龍泉窯系
(Ⅰ-4)

青磁 碗 復元口径16.3,残高5.5
内:ロクロナデ→飛雲文→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好
～1mmの白色粗
砂

素地:灰5Y 6/1
釉:灰オリーブ7.5Y 6/2

口縁部～
体部片

龍泉窯系
(Ⅰ-4)

青磁 碗 復元口径15.8,残高3.4
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→片彫鎬蓮弁文→施釉

良好 緻密
素地:灰白5Y 7/1
釉:灰オリーブ5Y 6/2

口縁部～
体部片

龍泉窯系
(Ⅱ-b)

青磁 碗 高台径6.0,残高3.9
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白N 8/
釉:灰オリーブ7.5Y 5/2

体部～高
台部片

龍泉窯系
(Ⅰ-1a)

青磁 碗 復元口径14.6,残高4.7
内:ロクロナデ→櫛点描文→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白N 8/
釉:灰オリーブ5Y 6/2

口縁部～
体部片

同安窯系
(Ⅰ-1a)

青磁 皿 復元口径10.2,残高2.0
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白5Y 7/1
釉:灰オリーブ5Y 6/2

口縁部～
体部片

龍泉窯系
(Ⅰ-2)

青磁 皿 復元口径10.3,復元底径5.6,器高2.35
内:ロクロナデ→櫛点描文→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白N 8/
釉:明オリーブ灰5GY 7/1

口縁部～
低部片

同安窯系
(Ⅰ-1b)

青白磁 合子蓋 復元口径5.6,残高1.1 型成形→施釉 良好 緻密
素地:灰白5Y 8/1
釉:灰白10Y 7/1

1/2程度 ○

青白磁 合子身 復元口径4.2,復元底径4.1,器高2.0 型成形→施釉 良好 緻密
素地:灰白N 8/
釉:明緑灰7.5GY 8/1

1/4程度 ○ 平面大角形

瓦 軒平瓦 残存長13.4,残存厚4.4 ナデ→唐草文 良好
～1mmの白色粗
砂

凹凸:灰N 6/ 瓦当部片 ○ 瓦当貼付

土師器 小皿 口径8.3,底径6.0,器高1.2
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～4mmの細礫・
雲母多量

内外:橙7.5YR 7/6 完形 ○

土師器 小皿 口径8.8,底径7.0,器高1.4
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～3mmの細礫・
雲母

内外:にぶい黄橙10YR 7/4 1/2程度

土師器 小皿 口径9.4,底径5.9,器高1.6
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～4mmの細礫・
雲母少量

内:橙7.5YR 7/6,褐灰7.5YR 5/1
外:橙7.5YR 7/6,褐灰7.5YR 4/1

ほぼ完形

土師器 小皿 口径9.6,底径6.4,器高1.15
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～2mmの粗砂少
量

内外:橙5YR 6/8 3/4程度

土師器 坏 口径15.0,底径11.2,器高2.65
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～2mmの白色粗
砂多量

内外:橙2.5YR 6/8 完形 ○

土師器 坏 口径14.9,底径10.95,器高3.2
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～2mmの白色粗
砂多量

内:橙2.5YR 6/8
外:橙2.5YR 6/8,褐灰5YR 4/1

完形 ○

土師器 坏 口径14.8,底径5.4,器高4.2
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
～2mmの粗砂多
量

内:橙5YR 6/6
外:にぶい橙5YR 7/4

ほぼ完形

土師器 埦 口径17.4,高台径6.4,器高5.5
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ,オサエ

良好
～2mmの粗砂少
量

内外:にぶい橙7.5YR 7/3 1/2程度

瓦器 埦 口径15.6,高台径6.4,器高5.4
内:ロクロナデ→ヘラミガキ,オサエ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ,ナデ

良好 微細な粗砂少量
内:黄灰2.5Y 6/1,灰N 4/
外:灰白2.5Y 7/1,灰N 4/

1/4程度

瓦器 埦 口径15.2,高台径6.4,器高5.5
内:ロクロナデ→ヘラミガキ,ナデ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ,ナデ,
　 オサエ

良好 微細な粗砂少量 内外:灰白10YR 7/1 2/3程度

土師質
土器

鍋 復元口径52.2,残高12.7
内:回転ナデ
外:回転ナデ→ナデ

良好
微細な白色粗
砂・雲母多量

内:橙5YR 6/6
外:にぶい褐7.5YR 5/3,黒褐7.5YR 3/1

口縁部～
体部片

スス付着

土師質
土器

鍋 復元口径46.2,残高15.7
内:回転ナデ→オサエ
外:回転ナデ→ナデ,オサエ

良好
～3mmの白色細
礫・雲母

内:橙5YR 7/6,黒褐5YR 3/1
外:灰褐7.5YR 4/2,黒褐7.5YR 3/1

口縁部～
体部片

スス付着

土師質
土器

羽釜 残高9.1
内:回転ナデ→ケズリ
外:回転ナデ→オサエ

良好 微細な白色粗砂
内:橙5YR 6/6,灰褐7.5YR 4/2
外:黒褐7.5YR 3/2

口縁部～
体部片

スス付着

須恵質
土器

鉢 残高5.0
内:回転ナデ→ナデ
外:回転ナデ

良好 ～5mmの細礫
内:黄灰2.5Y 6/1
外:黄灰2.5Y 6/,1灰N 5/,

口縁部～
体部片

東播系

陶器
水注or
壺or甕

残高5.5
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ

やや不良
～2mmの白色粗
砂

内:灰白2.5Y 7/1
外:灰N 5/

胴部片 中国陶器

白磁 碗 口径16.8,高台径5.8,器高6.5
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 微細な粗砂少量
素地:灰白10YR 7/1
釉:灰白10Y 7/2

ほぼ完形 ○ (Ⅴ-4a)

白磁 碗 口径17.1,高台径6.3,器高6.45
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 微細な白色粗砂
素地:灰白5Y 7/2
釉:灰5Y 6/1

ほぼ完形 ○ (Ⅴ-4a)

白磁 碗 高台径7.0,残高3.3
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ

良好 緻密
素地:灰白5Y 8/1
釉:灰白5Y 7/2

体部～高
台部片

(Ⅳ)

白磁 碗 復元高台径7.2,残高3.1
内:ロクロナデ→櫛目文→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 微細な黒色粗砂
素地:灰白5Y 8/1
釉:灰白5Y 7/2

底部～高
台部片

(Ⅴ-4b)

土師器 小皿 復元口径8.0,復元底径6.6,器高1.1
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
～1mmの粗砂少
量

内外:にぶい黄褐10YR 5/3
口縁部～
底部片

土師器 小皿 復元口径9.2,復元底径7.0,器高1.7
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～1mmの粗砂少
量

内外:浅黄橙10YR 8/3 1/3程度

土師器 坏 底径7.6,残高2.2
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
～2mmの粗砂・
雲母少量

内外:灰白10YR 8/2
体部～底
部片
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表 54    出土遺物観察表 54

掲載
番号

出土
遺構

種別 器種 法　量（cm） 調　整 焼成 胎　土 色　調 残　存
写
真

備考

土師器 埦 口径17.0,残高2.9
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ

良好
～1mmの白色粗
砂

内外:灰白10YR 8/2
口縁部～
体部片

瓦器 埦 復元高台径5.8,残高3.7
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ

やや不良 ～2mmの粗砂 内外:灰白2.5Y 8/1
体部～高
台部片

土師質
土器

鍋 残高3.0
内:回転ナデ
外:回転ナデ→(工具痕)

良好 ～4mmの細礫
内:明赤褐2.5YR 5/6
外:赤灰2.5YR 4/1

口縁部片 スス付着

土師質
土器

羽釜 残高4.1
内:回転ナデ
外:回転ナデ→オサエ

良好
～1mmの粗砂多
量

内外:明赤褐5YR 5/6
口縁部～
体部片

土師質
土器

鍋 残高11.6 ナデ,オサエ 良好
～3mmの細礫多
量

にぶい橙7.5YR 7/4 脚部片

土師質
土器

鍋 残高11.9 ハケ,ナデ,オサエ 良好
～2mmの粗砂多
量

淡赤橙2.5YR 7/3,浅黄橙7.5YR 8/3 脚部片

瓦質土器 甕 復元底径7.0,残高3.3
内:回転ナデ→ナデ,オサエ　
外:回転ナデ→糸切り

良好 ～1.5mmの粗砂
内:灰白5Y 8/1
外:灰N 4/

底部片

陶器 甕 残高5.5
内:回転ナデ→ナデ
外:回転ナデ

良好
～1mmの粗砂少
量

内:暗赤10R 3/4
外:オリーブ黒10Y 3/2

頸部片
常滑
自然釉付着

白磁 碗 復元口径14.6,残高2.7
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白5Y 8/1
釉:灰白5Y 7/1

口縁部～
体部片

(Ⅳ)

白磁 碗 残高1.7
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白2.5Y 8/1
釉:灰白5Y 7/2

口縁部片 (Ⅴ-4a)

白磁 碗 残高2.3
内:ロクロナデ→施釉→口禿げ
外:ロクロナデ→施釉→口禿げ

良好 緻密
素地:灰白2.5Y 8/1
釉:灰白5Y 8/1

口縁部片 (Ⅸ)

白磁 碗 復元高台径7.0,残高2.0
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好
～1mmの粗砂少
量

素地:灰白N 8/
釉:灰白2.5GY 8/1

底部～高
台部片

(Ⅳ)

白磁 碗 高台径6.0,残高4.0
内:ロクロナデ→櫛目文→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 微細な粗砂少量
素地:灰白N 8/
釉:明オリーブ灰5GY 7/1

体部～高
台部片

(Ⅴ-4b)

白磁 碗 復元高台径5.1,残高2.1
内:ロクロナデ→櫛目文→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白5Y 8/1
釉:灰オリーブ5Y 6/2

底部～高
台部片

(Ⅴ-4b)

白磁 皿 残高1.9
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白5Y 8/1
釉:灰白5Y 7/2

口縁部～
体部片

(Ⅷ-1)

白磁 皿 高台径4.6,残高1.35
内:ロクロナデ→施釉→釉掻き取り
外:ロクロナデ

良好 微細な黒色粗砂
素地:灰白N 8/
釉:灰白7.5Y 7/1

底部～高
台部片

(Ⅲ-1)

白磁 皿 復元底径6.0,残高1.4
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白7.5Y 8/1
釉:灰白10Y 7/1

底部片 (Ⅸ-1b)

青磁 皿 復元底径3.7,残高1.25
内:ロクロナデ→片彫花文→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白N 8/
釉:明オリーブ灰5GY 7/1

底部片
龍泉窯系
(Ⅰ)

土師器 坏 復元口径12.0,器高4.3
内:回転ナデ→ナデ
外:回転ナデ→ヘラケズリ

良好
～1mmの粗砂・
雲母少量

内外:橙7.5YR 6/6
口縁部～
体部片

土師器 高坏 残高1.7
内:回転ナデ
外:回転ナデ→オサエ

やや不良
～3mmの細礫多
量

内外:明赤褐2.5YR 5/6 坏部片

土師器 高坏 残高8.9
内:回転ナデ→シボリ
外:回転ナデ→タテハケ,ナデ

良好
～4mmの細礫多
量

内:にぶい橙7.5YR 7/4
外:橙2.5YR 6/6

脚部片

土師器 高坏 復元脚部径11.5,残高1.7
内:回転ナデ→ヘラケズリ
外:回転ナデ→ヘラミガキ

良好 ～2mmの粗砂 内外:橙2.5YR 6/8 脚部片

土師器 鉢 残高6.3
内:回転ナデ→ナデ
外:回転ナデ

良好 ～3.5mmの細礫 内外:にぶい黄橙10YR 7/3
口縁部～
体部片

土師器 甕 残高2.0
内:回転ナデ→ナデ
外:回転ナデ

良好 ～1.5mmの粗砂 内外:浅黄橙7.5YR 8/4 口縁部片

土師器 甕 残高9.8
内:回転ナデ→ヘラケズリ
外:回転ナデ→タタキ,ナデ,オサエ

やや不良
～5mmの中礫多
量

内:にぶい黄橙10YR 7/4
外:橙7.5YR 7/6

胴部片

土師器 甕 残高7.3
内:回転ナデ→ヘラケズリ
外:回転ナデ→ハケ

良好 ～1.5mmの粗砂
内:灰黄褐10YR 5/2
外:にぶい黄橙10YR 6/3

胴部片

土師器 小皿 口径8.2,底径6.6,器高1.3
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好 微細な粗砂少量 内外:にぶい赤褐5YR 5/4 完形 ○

土師器 小皿 復元口径9.2,復元底径7.4,器高1.2
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
～1mmの粗砂・
雲母

内外:橙5YR 6/6 1/3程度

土師器 小皿 復元口径9.2,復元底径7.0,器高1.1
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
～1mmの粗砂・
雲母

内外:にぶい黄橙10YR 6/4 1/4程度

土師器 小皿 復元口径10.8,復元底径9.6,器高1.4
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～2mmの粗砂・
雲母

内外:にぶい橙7.5YR 7/4 1/4程度

土師器 坏 復元口径14.2,復元底径8.8,器高2.9
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～4mmの細礫・
雲母

内外:橙7.5YR 7/6
口縁部～
底部片

瓦器 埦 残高5.3
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ

良好 ～1mmの粗砂 内外:灰白2.5Y 7/1,灰N 5/
口縁部～
体部片

瓦器 埦 復元高台径6.0,残高1.6
内:ロクロナデ→ヘラミガキ,ナデ
外:ロクロナデ

良好
～0.5mmの粗砂
少量

内外:灰N 5/
底部～高
台部片

土師質
土器

鍋 残高4.7
内:回転ナデ→ヨコハケ
外:回転ナデ→オサエ

良好 ～4mmの細礫
内:橙5YR 6/6
外:褐灰5YR 4/1

口縁部～
体部片

スス付着

土師質
土器

鍋 残高2.6
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好 ～3mmの細礫 内外:橙5YR 7/6 口縁部片

土師質
土器

鉢？ 復元口径18.0,残高5.0
内:回転ナデ→ハケ,ケズリ
外:回転ナデ→ハケ,ナデ,オサエ

やや不良
～4mmの細礫多
量

内外:淡黄2.5Y 8/4
口縁部～
体部片

須恵質
土器

鉢 残高4.1
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～1mmの粗砂少
量

内:灰N 6/
外:灰N 5/,暗灰N 3/

口縁部片 東播系

須恵質
土器

鉢 復元底径9.0,残高5.0
内:回転ナデ→ナデ
外:回転ナデ→ナデ

良好 ～3mmの細礫
内:灰N 5/
外:灰N 6/

体部～底
部片

東播系

須恵質
土器

鉢 復元底径10.0,残高5.3
内:回転ナデ→オサエ
外:回転ナデ→ナデ,オサエ

良好
～1.5mmの白色
粗砂

内:灰N 6/
外:黄灰2.5Y 6/1

体部～底
部片

東播系

陶器 鉢 残高3.6
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ

良好
～1mmの粗砂少
量

内:褐灰5YR 4/1
外:灰褐5YR 4/2

口縁部片 中国陶器

白磁 碗 高台径6.3,残高3.7
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 微細な粗砂少量
素地:灰白7.5Y 7/1
釉:灰白7.5Y 7/1

体部～高
台部片

(Ⅴ)

白磁 碗 高台径6.1,残高3.8
内:ロクロナデ→櫛目文→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 微細な粗砂少量
素地:灰白N 7/
釉:灰オリーブ7.5Y 6/2

体部～高
台部片

(Ⅴ-4b)

青磁 碗 口径17.2,高台径7.1,器高6.75
内:ロクロナデ→飛雲文→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白N 7/
釉:灰10Y 6/1

1/3程度
龍泉窯系
(Ⅰ-4a)

土師器 埦 復元口径16.4,残高4.5
内:ロクロナデ→ミガキ
外:ロクロナデ→ミガキ

良好 ～4mmの細礫 内外:橙5YR 7/6
口縁部～
体部片

土師質
土器

鍋 残高2.4
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～1mmの粗砂多
量

内:にぶい黄橙10YR 7/2
外:浅黄橙10YR 8/3

口縁部片 スス付着

土師質
土器

羽釜 残高2.2
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～2mmの粗砂多
量

内外:橙5YR 6/6 鍔部片

土師器 鉢 復元口径11.6,残高5.85
内:回転ナデ→ナデ
外:回転ナデ→ハケ,オサエ

良好
～2mmの白色粗
砂・雲母少量

内外:橙2.5YR 6/8
口縁部～
底部片
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掲載
番号

出土
遺構

種別 器種 法　量（cm） 調　整 焼成 胎　土 色　調 残　存
写
真

備考

土師器 坏 復元口径19.0,残高4.95
内:回転ナデ→ヘラミガキ
外:回転ナデ→ヘラミガキ

良好
～1mmの白色粗
砂・雲母少量

内:明赤褐5YR 5/6,にぶい橙7.5YR 7/4
外:明赤褐5YR 5/8

2/3程度 丹塗

土師器 高坏 復元口径10.0,残高6.45
内:回転ナデ→ヨコハケ
外:回転ナデ→タテハケ

良好
～2mmの白色粗
砂少量

内外:明赤褐5YR 5/8 坏部片

土師器 高坏 残高8.9
内:回転ナデ→シボリ
外:回転ナデ→タテハケ

良好
～2mmの粗砂多
量

内外:にぶい黄橙10YR 7/4
坏部～脚
部片

土師器 高坏 復元脚部径11.6,残高6.7
内:回転ナデ→ケズリ,ハケ
外:回転ナデ→ヘラミガキ

良好
微細な白色粗
砂・雲母

内外:暗褐10YR 3/3,にぶい褐7.5YR 5/4 脚部片

土師器 壺 残高3.9
内:回転ナデ
外:回転ナデ→刻目文

良好
～2mmの白色粗
砂

内外:橙7.5YR 7/6 口縁部片

土師器 壺 残高4.2
内:回転ナデ→ナデ
外:回転ナデ→ナデ,オサエ

良好
～1mmの白色粗
砂・雲母

内外:にぶい橙7.5YR 7/4,にぶい橙5YR 6/4 口縁部片

土師器 短頸壺 残高7.2
内:回転ナデ→ナデ,オサエ
外:回転ナデ→ナデ

良好
微細な白色粗
砂・雲母

内外:にぶい黄橙10YR 7/3,暗灰N 3/
頸部～胴
部片

土師器 手捏土器 口径1.3,底径3.5,器高3.4 ナデ,オサエ 良好
～1mmの白色粗
砂・雲母

内外:にぶい黄橙10YR 6/4,橙7.5YR 6/6 完形 ○

土師器 甕 復元口径15.9,器高26.1
内:回転ナデ→ケズリ,ナデ,オサエ
外:回転ナデ→ハケ,ナデ,オサエ

良好
～2mmの白色粗
砂・雲母多量

内:橙5YR 7/6,にぶい橙7.5YR 7/4
外:橙7.5YR 6/6,黒褐10YR 3/1

2/3程度 ○

土師器 甕 復元口径18.0,残高11.7
内:回転ナデ→ケズリ
外:回転ナデ→ナデ,オサエ

良好
～3mmの細礫・
雲母

内:褐灰10YR 4/1,橙2.5YR 6/8
外:橙5YR 6/8

口縁部～
胴部片

土師器 甑 残高5.1 ケズリ,ナデ,オサエ 良好 微細な白色粗砂 内外:にぶい橙7.5Y 6/4 把手片

土師器 甑 残高4.3 ナデ→穿孔,ケズリ 良好
微細な白色・黒
色粗砂

内外:橙7.5YR 6/6 底部片 ○ 多孔式

土師器 移動式竃 残高11.8 ハケ,ナデ,オサエ 良好
～4mmの細礫・
雲母

内:橙5YR 7/6
外:にぶい褐7.5YR 5/4

焚口部片 ○

須恵器 坏蓋 復元口径8.8,残高2.4
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～1mmの白色粗
砂

素地:灰5Y 6/1,5/1
釉:暗オリーブ7.5Y 4/3

口縁部～
天井部片

自然釉付着

須恵器 蓋 復元口径14.7,残高1.45
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
微細な白色粗砂
少量

内外:灰N 6/
口縁部～
天井部片

須恵器 高坏 残高3.7
内:回転ナデ
外:回転ナデ→回転ヘラケズリ,波状文

良好
～2mmの白色粗
砂

内外:灰N 5/ 坏部片

須恵器 高皿 残高1.1
内:回転ナデ→ナデ
外:回転ナデ→ヘラ切り

良好 微細な粗砂 内外:灰N 5/ 皿部片

須恵器 瓶 残高12.7
内:回転ナデ
外:回転ナデ→回転ヘラケズリ

良好
～1mmの白色粗
砂

内:灰5Y 6/1
外:灰5Y 5/1

肩部～底
部片

須恵器 甕 残高6.2
内:回転ナデ→ナデ
外:回転ナデ→ナデ

良好
～1mmの白色粗
砂

内:黄灰2.5Y 6/1
外:暗灰N 4/

口縁部片 自然釉付着

須恵器 壺 残高4.0
内:回転ナデ→ナデ
外:回転ナデ→オサエ,波状文

良好 緻密
内:灰N 6/
外:灰N 4/

胴部片

須恵器 不明 復元底径16.6,残高1.6
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好 微細な白色粗砂 内外:灰N 5/ 脚部片

残高4.3
内:ナデ→(布目痕)
外:ナデ→オサエ

やや不良
微細な白色粗砂
少量

内外:にぶい黄橙10YR 6/4 体部片 ○

緑釉陶器 碗 高台径5.7,残高1.6
内:回転ナデ→施釉
外:回転ナデ→施釉

良好 緻密
素地:にぶい黄橙10YR 7/4
釉:オリーブ灰10Y 6/2

底部～高
台部片

○ 防長系

瓦 平瓦 残存長8.0,残存幅5.6,厚2.4
凹:ナデ→(布目痕)
凸:ナデ→格子目タタキ

やや不良
～2mmの白色粗
砂

凹:にぶい橙5YR 7/4
凸:にぶい黄橙10YR 7/3

小片 ○

土師器 小皿 口径7.9,底径6.1,器高0.9
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
微細な白色・赤
色粗砂

内外:橙7.5YR 7/6,浅黄橙10YR 8/4 完形 ○

土師器 小皿 口径9.1,底径7.3,器高1.1
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
微細な白色粗
砂・雲母

内:にぶい黄橙10YR 7/3
外:にぶい黄橙10YR 7/3,黄灰2.5Y 6/1

完形 ○

土師器 小皿 口径8.6,底径6.8,器高1.75
内:ロクロナデ→オサエ
外:ロクロナデ→ヘラ切り→ナデ

良好
～2mmの白色・
茶色粗砂少量

内外:灰白2.5Y 8/2 完形 ○

土師器 小皿 口径8.8,底径6.0,器高1.3
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
微細な白色粗
砂・金雲母

内外:明赤褐5YR 5/8 完形 ○

土師器 小皿 口径8.9,底径6.7,器高1.2
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
微細な赤色粗
砂・金雲母

内外:にぶい橙5YR 6/4 ほぼ完形

土師器 小皿 口径9.1,底径5.2,器高1.45
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好
～2mmの白色粗
砂・雲母

内:橙5YR 6/6
外:橙5YR 6/8

3/4程度

土師器 坏 復元口径12.0,底径7.6,器高3.25
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～2mmの白色粗
砂・雲母

内外:橙7.5YR 7/6 2/3程度

土師器 坏 復元口径13.7,底径10.5,器高2.7
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～2mmの白色粗
砂・雲母

内外:にぶい橙7.5YR 7/4 3/4程度

土師器 坏 復元口径15.1,底径7.0,器高2.7
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
～2mmの白色粗
砂・雲母

内外:にぶい褐7.5YR 5/3 ほぼ完形 ○

土師器 埦 復元口径15.6,高台径6.9,器高5.8
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ,オサエ

良好
微細な白色粗
砂・雲母

内外:灰白2.5Y 7/1,にぶい橙7.5YR 7/3 1/2程度

瓦器 小皿 口径8.6,底径5.6,器高1.8
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り→ヘラミガキ

良好 微細な白色粗砂 内外:灰白2.5Y 7/1 ほぼ完形

瓦器 小皿 口径9.6,底径6.0,器高1.7
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好 微細な粗砂
内:灰白7.5Y 8/1
外:灰N 6/

ほぼ完形

瓦器 小皿 口径8.8,底径7.9,器高1.8
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ,オサエ

良好 ～3mmの細礫
内:灰N 5/,黄灰2.5Y 6/1
外:黄灰2.5Y 6/1

3/4程度

瓦器 小皿 口径8.9,底径5.1,器高2.1
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ→糸切り

良好 微細な粗砂 内外:灰N 6/ 完形 ○

瓦器 埦
復元口径15.0,復元高台径7.3,
器高5.6

内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ,オサエ

やや不良
微細な白色粗
砂・雲母

内外:暗灰N 3/,灰5Y 6/1 1/2程度

瓦器 埦 口径15.6,高台径6.6,器高6.05
内:ロクロナデ→ヘラミガキ
外:ロクロナデ→ヘラミガキ,オサエ

良好
～1mmの白色粗
砂・雲母少量

内:灰白2.5Y 7/1
外:灰白2.5Y 7/1,黄灰2.5Y 5/1

1/2程度

瓦器 埦 口径15.9,高台径6.75,器高5.95
内:ロクロナデ→ヘラミガキ,(工具痕)
外:ロクロナデ→ヘラミガキ,オサエ

良好
～1mmの白色粗
砂少量

内:灰白2.5Y 7/1,黄灰2.5Y 6/1,灰N 6/
外:灰白2.5Y 8/2,にぶい橙5YR 7/4,灰N 6/

完形 ○

土師質
土器

鍋 復元口径44.8,残高14.8
内:回転ナデ→ナデ
外:回転ナデ→オサエ,(工具痕)

良好
微細な白色粗
砂・雲母多量

内:橙7.5YR 6/6,にぶい黄橙10YR 5/4
外:にぶい黄褐10YR 5/3,橙5YR 6/6

口縁部～
体部片

スス付着

須恵質
土器

鉢 残高4.8
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好
～2mmの白色粗
砂

内外:灰白N 7/,灰N 6/
口縁部～
体部片

東播系

陶器 耳壺 残高4.35
内:ロクロナデ
外:ロクロナデ

良好 緻密
内:灰黄褐10YR 6/2
外:灰5Y 6/1

肩部片 中国陶器

陶器 瓶or壺 復元底径8.6,残高3.3
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ

良好 緻密
素地:灰黄褐10YR 5/2
釉:灰黄褐10YR 4/2

底部片 中国陶器

白磁 碗 口径15.0,高台径6.95,器高6.85
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 微細な粗砂少量
素地:灰白7.5Y 8/1
釉:灰白7.5Y 7/1

1/2程度 (Ⅳ-1a)

白磁 碗 復元口径15.2,高台径5.8,器高5.0
内:ロクロナデ→施釉→釉掻き取り
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰N 7/
釉:灰白7.5Y 7/1

1/3程度 (Ⅷ-3)

製塩土器
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掲載
番号

出土
遺構

種別 器種 法　量（cm） 調　整 焼成 胎　土 色　調 残　存
写
真

備考

白磁 耳壺 残高3.5
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 微細な黒色粗砂
素地:灰白N 8/
釉:明オリーブ灰5GY 7/1

肩部片

白磁 耳壺 残高10.0
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 微細な黒色粗砂
素地:灰白5Y 7/1
釉:明オリーブ灰5GY 7/1

胴部片

青白磁 合子 口径6.6,底径6.3,器高1.4
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白5Y 8/1
釉:灰白2.5Y 8/1

口縁部～
底部片

表採 須恵器 埦 高台径9.6,残高1.9
内:回転ナデ
外:回転ナデ→ヘラ切り

良好 微細な白色粗砂 内外:灰5Y 5/1
底部～高
台部片

表採 須恵器 高坏 復元脚部径6.3,残高3.0
内:回転ナデ
外:回転ナデ

良好 微細な粗砂 内外:灰N 5/
坏部～脚
部片

表採 須恵器 器台 残高4.6
内:回転ナデ
外:回転ナデ→透孔穿孔

良好 微細な粗砂
内:褐灰10YR 5/1
外:灰N 5/

坏部～脚
部片

○

表採 瓦 平瓦 残存長11.6,残存幅10.8
凹:ナデ→(布目痕)→ナデ,ケズリ
凸:ナデ→縄目タタキ→ケズリ

良好
～0.2mmの白色
粗砂

凹凸:灰白2.5Y 7/1 端部片 ○ 桶巻造り

表採 土師器 小皿 口径7.5,底径6.3,器高1.25
内:ロクロナデ→ナデ
外:ロクロナデ→糸切り(板状圧痕)

良好
微細な白色粗
砂・雲母

内:にぶい橙7.5YR 6/4
外:にぶい橙5YR 6/4,橙5YR 6/6

ほぼ完形

表採 瓦器 小皿 口径8.5,底径4.9,器高2.2
内:回転ナデ
外:回転ナデ→糸切り

良好
～1mmの白色粗
砂

内外:灰N 6/ 3/4程度

表採 陶器 甕 底径16.0,残高10.7
内:回転ナデ→ナデ
外:回転ナデ→ナデ,オサエ

良好 微細な白色粗砂
内:灰7.5Y 5/1
外:灰N 4/

胴部～底
部片

産地不明

表採 白磁 碗 高台径7.45,残高2.7
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白2..5Y 7/1
釉:灰白5Y 8/1

底部～高
台部片

(Ⅳ)

表採 白磁 碗 高台径4.6,残高1.6
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白N 8/
釉:明オリーブ灰2.5GY 7/1

高台部片 (Ⅸ-2a)

表採 白磁 皿 復元口径9.1,底径5.3,器高2.1
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白N 7/
釉:灰オリーブ5Y 6/2

1/2程度 (Ⅷ-1a)

表採 白磁 皿 口径10.5,底径4.9,器高1.9
内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白5Y 7/1
釉:灰オリーブ5Y 6/2

3/4程度 (Ⅷ-1a)

表採 青磁 碗
復元口径15.0,復元高台径5.5,
器高7.1

内:ロクロナデ→施釉
外:ロクロナデ→片彫鎬蓮弁文→施釉

良好 緻密
素地:灰白N 7/
釉:灰オリーブ5Y 6/2

1/3程度
龍泉窯系
(Ⅱ-b)

表採 青磁 碗 残高6.0
内:ロクロナデ→片彫蓮花文→施釉
外:ロクロナデ→施釉

良好 緻密
素地:灰白5Y 8/1
釉:明オリーブ灰2.5GY 7/1

体部片
龍泉窯系
(Ⅰ-2)

土製品
大型

有溝土錘
残存長4.5,残存幅3.7 ― 良好

～1mmの白色粗
砂・金雲母

にぶい橙7.5YR 6/4,灰黄褐10YR 6/2 1/4程度

土製品 土玉 径2.1 ― 良好
微細な赤色粗
砂・雲母少量

にぶい黄橙10YR 7/3 ほぼ完形

土製品 有孔
土錘 長4.8,幅1.6 ― 良好
～2mmの白色粗
砂

にぶい橙7.5YR 7/4 ほぼ完形

土製品 有孔
土錘 長4.5,幅1.25 ― 良好
～2mmの白色粗
砂少量

内:にぶい橙5YR 6/3,灰白2.5Y 7/1
外:にぶい赤褐5Y 5/3,黒褐2.5Y 3/1

完形

土製品 有孔
土錘 長5.0,幅1.0 ― 良好
～1mmの粗砂少
量

内外:黄灰2.5Y 6/1,褐灰10YR 4/1 完形

土製品 有孔
土錘 残長4.9,幅1.1 ― 良好 微細な粗砂 褐灰10YR 5/1 ほぼ完形

土製品 有孔
土錘 残長4.7,幅1.4 ― 良好
～1mmの粗砂少
量

にぶい橙7.5YR 7/4
上端部欠
損

土製品 有孔
土錘 残長3.3,幅1.2 ― 良好
～0.5mmの粗砂
少量

にぶい橙2.5YR 6/4,にぶい橙7.5YR 7/4
両端部欠
損

土製品 有孔
土錘 長4.7,幅1.3 ― 良好 緻密 内外:暗灰N 3/ 完形

土製品 有孔
土錘 長4.15,幅1.2 ― 良好 微細な粗砂 黄灰2.5Y 4/1 完形

土製品 有孔
土錘 長4.6,幅1.65 ― 良好
～2mmの白色粗
砂多量

灰黄2.5Y 6/2,黄灰2.5Y 6/1 完形

土製品
大型

有孔土錘
長5.0,幅2.4 ― 良好

～1.5mmの粗砂
少量

にぶい黄橙YR 7/4 完形 ○

土製品
大型

有溝土錘
残長8.7,幅5.45 ― 良好

～5mmの白色細
礫多量

にぶい褐7.5YR 6/3 2/3程度 ○

土製品
大型

有溝土錘
残長3.9,残幅3.8 ― やや不良

～1mmの白色粗
砂小量

褐灰7.5YR 5/1 端部片

土製品 土玉 残長2.3,残幅2.7 ― 良好
微細な粗砂・雲
母少量

内外:にぶい橙7.5YR 6/4,褐灰7.5YR 5/1 ほぼ完形 ○

土製品
棒状
土製品

残長7.7,厚2.2 ― 良好
～2mmの白色粗
砂多量

にぶい橙7.5YR 7/4 上端部片 ○

土製品 土壁片 残長7.25,残幅7.4 ― 良好
～4mmの白色細
礫多量

橙5YR 6/6 小片 ○

土製品 有孔
土錘 長5.15,幅1.4 ― ― 微細な白色粗砂 内外:にぶい橙7.5YR 7/4,にぶい黄橙10YR 7/3 完形

土製品 有孔
土錘 長5.0,幅1.1 ― 良好 微細な粗砂 灰白2.5Y 8/1,橙5YR 6/6 完形

土製品 有孔
土錘 残長2.35,幅1.05 ― ― 微細な粗砂 浅黄橙7.5YR 8/3
両端部欠
損

土製品 有孔
土錘 長4.6 ― 良好
～1mmの黒色粗
砂少量

内外:灰白10YR 7/1,褐灰10YR 4/1 完形

土製品 有孔
土錘 残長4.6 ― 良好 ～1mmの粗砂 にぶい黄橙10YR 7/2
両端部欠
損

土製品 有孔
土錘 残長4.0 ― 良好 微細な粗砂 にぶい黄橙10YR 7/2
下端部欠
損

土製品 有孔
土錘 残長6.3,幅1.8 ― ―
～1mmの白色粗
砂・雲母

浅黄橙10YR 8/3,にぶい黄橙10YR 7/3 ほぼ完形

土製品 有孔
土錘 長5.4,幅1.1 ― 良好 微細な粗砂 橙2.5YR 6/6,浅黄橙10YR 8/3 完形

土製品 有孔
土錘 長5.1,幅1.3 ― ― 微細な粗砂 褐灰10YR 5/1,4/1 完形

土製品 有孔
土錘 残長4.1,幅1.1 ― ―
微細な白色粗
砂・雲母

黄灰2.5Y 4/1
上端部欠
損

土製品 有孔
土錘 残長3.4,幅1.2 ― ― 微細な粗砂 灰白7.5YR 8/2,暗灰N 3/
上端部欠
損

土製品 有孔
土錘 残長4.7,幅1.0 ― 良好 微細な粗砂 赤橙10R 6/6,灰白10YR 8/2
上端部欠
損

土製品
大型

有溝土錘
残長5.7,残幅4.5 ― 良好

～2mmの白色粗
砂多量

黒5Y 2/1 1/3程度

土製品
大型

有溝土錘
残長6.2,残幅3.9,残厚2.9 ― 良好

～4mmの細礫多
量

内外:橙5YR 7/6 1/3程度
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掲載
番号

出土
遺構

種別 器種 法　量（cm） 調　整 焼成 胎　土 色　調 残　存
写
真

備考

土製品 有孔
土錘 長4.1,幅1.1 ― 良好 微細な白色粗砂 黒褐10YR 3/2 完形

土製品 鞴羽口 残長5.4,残幅4.1 ― 良好
～4mmの細礫多
量

内外:橙2.5YR 6/6,浅黄橙7.5YR 8/3 小片

土製品 鞴羽口 残長5.6,残幅7.9 ― 良好
～3mmの細礫多
量

内:橙7.5YR 6/6
外:褐灰7.5YR 4/1

小片

土製品 鞴羽口 残長6.6,残幅5.9 ― 良好
～2mmの粗砂少
量

内:橙5YR 7/6
外:にぶい黄橙10YR 7/4

上端部片 ○
溶錆金属付
着

土製品 鞴羽口 残長7.0,残幅6.2 ― 良好
～2mmの白色粗
砂多量

内外:にぶい褐7.5YR 6/3 小片

土製品 鞴羽口 残長6.05,残幅4.25 ― 良好
～1mmの白色粗
砂多量

内外:浅黄橙7.5YR 8/3 小片 ○
溶錆金属付
着

土製品 鞴羽口 残長5.7,残幅5.1 ― ―
～2mmの白色粗
砂・雲母

内:にぶい黄橙10YR 7/4
外:橙2.5YR 7/8

小片

土製品 鞴羽口 残長10.2,残幅5.2 ― 良好
微細な白色粗砂
少量

内:橙5YR 6/6
外:にぶい橙7.5YR 7/4,灰白2.5Y 8/2

小片 ○
溶錆金属付
着

土製品 鞴羽口 残長10.5,幅7.6 ― 良好
微細な白色粗砂
少量

内外:にぶい橙7.5YR 7/4,灰白10YR 8/2 上端部片 ○
溶錆金属付
着

土製品 鞴羽口 残長5.6,残幅4.4 ― 良好
～2mmの粗砂少
量

内:浅黄橙7.5YR 8/3
外:黄橙10YR 8/6

小片
溶錆金属付
着

土製品 鞴羽口 残長7.1,残幅4.2 ― 良好
～3mmの細礫多
量

内:橙5YR 7/8
外:橙5YR 6/6,灰白10YR 8/2,暗灰N 3/

小片
溶錆金属付
着

土製品 鞴羽口 復元脚部径10.8,器高7.6 ― 良好 微細な粗砂 内外:にぶい橙7.5YR 6/4 ほぼ完形 ○ 高坏転用

土製品 鞴羽口 残長10.3,残幅5.3 ― 良好 ～5mmの中礫
内:橙5YR 6/6
外:浅黄橙10YR 8/3

小片
溶錆金属付
着

土製品 鞴羽口 残長9.3,残幅6.2 ― 良好
～4mmの細礫多
量

内外:橙7.5YR 7/6 小片

土製品 鞴羽口 残長4.4,残幅3.6 ― 良好
～3mmの白色細
礫

内:暗赤褐2.5YR 3/2
外:黄灰2.5Y 5/1,暗灰N 3/

上端部片
溶錆金属付
着

金属製品 鉄滓 長辺4.0,短辺3.4,重量52.8g ― ― ― ― 小片 ○ 写真のみ

金属製品 鉄滓 長辺5.0,短辺4.2,重量43.6g ― ― ― ― 小片 ○ 写真のみ

金属製品 鉄滓 長辺6.0,短辺5.4,重量80.59g ― ― ― ― 小片 ○ 写真のみ

金属製品 鉄滓 長辺3.7,短辺2.8,重量26.3g ― ― ― ― 小片 ○ 写真のみ

金属製品 鉄滓 最大長6.0,重量104.14g ― ― ― ― 椀形 ○
劣化
写真のみ

金属製品 鉄滓 長辺2.8,短辺2.6,重量20.98g ― ― ― ― 小片 ○ 写真のみ

金属製品 鉄滓 最大長7.1,重量150.62g ― ― ― ― 椀形 ○ 写真のみ

金属製品 鉄滓 長辺6.0,短辺5.6,重量104.6g ― ― ― ― 小片 ○ 写真のみ

金属製品 鉄滓 長辺4.8,短辺2.8,重量35.13g ― ― ― ― 小片 ○ 写真のみ

金属製品 鉄滓 最大長8.0,重量242.88ｇ ― ― ― ― 椀形 ○ 写真のみ

金属製品 鉄滓 長辺7.9,短辺5.8,重量202.1g ― ― ― ― 小片 ○
劣化
写真のみ

金属製品 鉄滓 長辺5.25,短辺3.0,重量67.35g ― ― ― ― 小片 ○ 写真のみ

金属製品 鉄滓 長辺4.5,短辺2.8,重量76.22g ― ― ― ― 小片 ○ 写真のみ

金属製品 鉄滓 長辺3.5,短辺2.4,重量27.87g ― ― ― ― 小片 ○ 写真のみ

金属製品 鉄滓 長辺3.7,短辺1.8,重量14.76g ― ― ― ― 小片 ○ 写真のみ

金属製品 鉄滓 長辺5.6,短辺4.3,重量65.39g ― ― ― ― 小片 ○ 写真のみ

石製品 勾玉 残長1.65 ― ― 蛇文岩 白N 9/,灰N 4/ 尾部 ○

石製品 砥石 残長7.5,残幅1.5,重量31.1g ― ― 泥岩 黄灰2.5Y 5/1 小片 砥面3面

石製品 砥石 残長13.8,残幅4.5,重量468.0g ― ― 細粒砂岩 灰白7.5Y 7/1 小片 砥面2面

石製品 砥石 残長7.0,幅4.8,重量99.01g ― ― 泥岩 暗青灰5PB 4/1 小片 砥面2面

石製品 砥石 残長13.4,残幅10.1,重量461.70g ― ― 細粒砂岩 暗赤灰5R 3/1 小片 砥面1面

石製品 砥石 残長11.2,幅8.9,重量329.1g ― ― 細粒砂岩 灰白10YR 8/2,褐灰10YR 5/1 小片 砥面4面

石製品 砥石 残長4.3,残幅3.0,重量16.2g ― ― 細粒砂岩 浅黄橙10YR 8/4 小片 砥面4面

石製品 砥石 残長11.2,幅6.2,重量409.8g ― ― 細粒砂岩 灰白10YR 8/1 小片 砥面4面

石製品 砥石 残長9.1,幅3.5,重量70.0g ― ― 細粒砂岩 灰白10YR 8/2,橙5YR 7/6 小片 ○ 砥面4面

石製品 砥石 残長8.5,幅3.9,重量142.21g ― ― 細粒砂岩 浅黄橙10YR 8/3 1/2程度 砥面5面

石製品 砥石 残長9.3,幅4.0,重量137.4g ― ― 細粒砂岩 灰白10YR 8/2 小片 ○ 砥面4面

石製品 砥石 残長26.15,残幅15.5,重量4760.0g ― ― 玄武岩 灰7.5Y 6/1 小片 ○ 砥面3面

石製品 砥石 残長9.2,幅6.2,重量392.5g ― ― 細粒砂岩 灰白2.5Y 8/1,8/2 小片 砥面3面

石製品 砥石 残長11.2,幅7.0,重量589.6g ― ― 細粒砂岩 灰白10YR 7/1,にぶい橙7.5YR 7/3 小片 砥面4面

石製品 硯 残長5.3,残幅2.6,高0.85 ― ― 黒色粘板岩 暗青灰10BG 4/1 小片 ○

石製品 硯 残長6.15,幅3.9,高1.15 ― ― 灰色粘板岩 褐灰7.5YR 5/1 ほぼ完形 ○
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表 58    出土遺物観察表 58

掲載
番号

出土
遺構

種別 器種 法　量（cm） 調　整 焼成 胎　土 色　調 残　存
写
真

備考

石製品 碁石 長2.45,幅2.05,厚0.75 ― ― 細粒砂岩 灰N 4/ 完形 ○

石製品 砥石 残長7.4,残幅3.8,重量94.3g ― ― 細粒砂岩 灰白10YR 8/1,にぶい黄橙10YR 7/2 小片 砥面4面

石製品 砥石 残長6.2,残幅4.1,重量66.81g ― ― 細粒砂岩 内外:灰白2.5Y 8/1 小片 砥面4面

石製品 砥石 残長3.8,残幅3.2,重量43.30g ― ― 細粒砂岩 内外:灰白7.5YR 8/2,明褐7.5YR 7/1 小片 砥面4面

石製品 砥石 残長11.0,残幅5.45,重量156.56g ― ― 細粒砂岩 黄灰2.5Y 4/1 小片 砥面3面

石製品 砥石 残長7.0,残幅4.9,重量169.9g ― ― 細粒砂岩 灰白2.5Y 8/2,橙7.5YR 6/6 小片 砥面4面

石製品 砥石 残長7.3,残幅4.4,重量670.2g ― ― 細粒砂岩 灰白10YR 8/2 小片 砥面4面

石製品 砥石 残長5.9,残幅4.3,重量92.01g ― ― 細粒砂岩 灰白10YR 8/2 小片 砥面3面

石製品 砥石 残長6.7,残幅5.9,重量98.59g ― ― 細粒砂岩 灰白2.5Y8/2,にぶい橙5YR 7/4 小片 砥面4面

石製品 砥石 残長6.6,残幅5.6,重量77.42g ― ― 砂岩 灰黄2.5Y 7/2 小片 砥面3面

石製品 硯 残長11.15,残幅7.55,残厚3.85 ― ― 輝緑凝灰岩 灰赤7.5R 5/2 ほぼ完形 赤間石

石製品 碁石 長1.7,幅1.4,厚0.25 ― ― 不明 暗緑灰10GY 4/1,3/1 完形

石製品 砥石 残長13.6,残幅8.6,重量910g ― ― 細粒砂岩 灰白5Y 8/1 小片 砥面2面

石製品 砥石 残長7.1,残幅6.5,重量250.2g ― ― 細粒砂岩 灰白7.5YR 8/2 小片 砥面2面

滑石製品 石鍋 残高5.6 ケズリ ― 細粒砂岩
内:黄灰2.5Y 6/1
外:黄灰2.5Y 4/1

口縁部～
体部片

○ スス付着

滑石製品 石鍋 復元口径21.1,残高4.2 ケズリ ― 細粒砂岩
内:褐灰10YR 5/1
外:黒褐10YR 3/1

口縁部～
体部片

スス付着

滑石製品 石鍋 残高2.9 ケズリ ― 細粒砂岩 内外:灰N 6/ 体部片

滑石製品 石鍋 残高2.75 ケズリ ― 細粒砂岩
内:灰N 6/
外:暗灰N 3/

底部片 スス付着

滑石製品 石鍋 復元口径23.6,残高4.6 ケズリ ― 滑石
内:赤灰2.5YR 6/1,5/1
外:黒N 2/

口縁部～
体部片

スス付着

滑石製品 石鍋 残高6.2 ケズリ ― 滑石
内:灰7.5Y 6/1,灰白7.5Y 7/1
外:灰7.5Y 5/1,オリーブ黒7.5Y 3/1

口縁部～
体部片

○ スス付着

滑石製品 石鍋 復元口径31.35,残高5.25 ケズリ ― 滑石
内:灰N 5/
外:黒7.5YR 7/1

口縁部～
体部片

○ スス付着

滑石製品 石鍋 復元口径23.4,残高6.2 ケズリ ― 滑石
内:灰N 4/
外:灰5Y 6/1

口縁部～
体部片

滑石製品 石鍋 復元口径23.6,残高4.3 ケズリ ― 滑石 内外:黄灰5Y 6/1,4/1
口縁部～
体部片

スス付着

滑石製品 石鍋 残高5.3 ケズリ ― 滑石
内:灰N 6/,暗灰N 3/
外:灰白N 8/,暗灰N 3/

鍔部片

滑石製品 石鍋 残高4.8 ケズリ ― 滑石
内:灰N 6/
外:灰N 4/

底部片 スス付着

滑石製品 石鍋 復元口径24.0,残高5.4 ケズリ ― 滑石 内外:灰白10YR 7/1,黒褐10YR 3/1
口縁部～
体部片

スス付着

滑石製品 石鍋 残高3.85 ケズリ ― 滑石 内外:灰N 6/ 口縁部片

滑石製品 石鍋 残高1.3 ケズリ→細加工？ ― 滑石 内外:灰N 6/,5/ 底部片 スス付着

滑石製品 石鍋 底径21.4,残高2.0 ケズリ→(収復) ― 滑石 内外:灰7.5Y 5/1,黒7.5Y 2/1 底部片 ○
鎹による修
理痕

滑石製品 石鍋 残高0.8 ケズリ ― 滑石 内外:灰N 6/ 体部片

滑石製品 石鍋 残高1.8 ケズリ ― 滑石 内外:灰N 6/,暗灰N 3/ 底部片 スス付着

滑石製品 石鍋 残高7.0 ケズリ→穿孔 ― 滑石 内:外:灰N 5/
口縁部～
体部片

滑石製品 石鍋 残高3.3 ケズリ ― 滑石 内:外:灰白10YR 7/1,暗灰N 3/ 底部片 スス付着

滑石製品 石鍋 残高2.6 ケズリ ― 滑石 内外:褐灰7.5YR 6/1 鍔部片

滑石製品
小型把手

付鍋
残高1.4 再加工(ケズリ) ― 滑石 内外:灰N 6/

把手部～
器部片

滑石製品 石鍋 残高7.7 ケズリ ― 滑石 内外:にぶい褐7.5YR 6/3
口縁部～
体部片

滑石製品 石鍋 残高5.15 ケズリ ― 滑石 内外:灰白2.5Y 7/1
口縁部～
鍔部片

滑石製品 石鍋 残高4.7 ケズリ ― 滑石 内外:灰10Y 6/1,暗灰N 3/
口縁部～
鍔部片

滑石製品 石鍋 残高4.1 ケズリ ― 滑石
内:にぶい黄褐10YR 5/4,灰黄2.5Y 6/2
外:にぶい黄褐10YR 5/4,灰白10YR 7/1

口縁部～
鍔部片

滑石製品 方形皿 長6.2,幅4.3 再加工(ケズリ) ― 滑石 内外:灰白N 7/ 完形 ○

滑石製品 石鍋 残高6.0 ケズリ ― 滑石 内外:灰N 4/
口縁部～
底部片

硬質

滑石製品 石鍋 残高2.7 ケズリ ― 滑石
内:黒N 2/
外:灰N 6/

体部片 スス付着

滑石製品 石鍋 残高2.8 ケズリ→(補修) ― 滑石
内:褐灰10YR 6/1
外:褐灰10YR 4/1,黒褐10YR 3/1

底部片
鎹による修
理痕

滑石製品 石鍋 残高5.0 ケズリ ― 滑石 内外:灰N 6/
口縁部～
鍔部片

滑石製品 石鍋 残高2.1 ケズリ ― 滑石
内:褐灰10YR 6/1
外:褐灰10YR 5/1,4/1,黒灰10YR 3/1

底部片

滑石製品 石鍋 残高6.3 ケズリ ― 滑石
内:黄灰2.5Y 4/1
外:暗灰N 3/

口縁部～
体部片

○
縦耳
スス付着

滑石製品 石鍋 残高2.7 ケズリ ― 滑石 内外:灰N 6/ 口縁部片
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表 59    出土遺物観察表 59

掲載
番号

出土
遺構

種別 器種 法　量（cm） 調　整 焼成 胎　土 色　調 残　存
写
真

備考

滑石製品 石鍋 残高2.1 ケズリ ― 滑石
内:黄灰2.5Y 6/1
外:灰N 4/

体部片

滑石製品 温石？ 残長6.3,残幅5.3 再加工(ケズリ) ― 滑石 内外:黄灰2.5Y 6/1 端部片 ○

滑石製品 石鍋 残高2.2 ケズリ ― 滑石 褐灰7.5YR 5/1,6/1
口縁部～
鍔部片

鎹による修
理痕

滑石製品 蓋？ 残長5.3,残幅6.2 再加工(ケズリ) ― 滑石 灰N 5/ 小片 ○ 修理痕あり

滑石製品 硯？ 残長7.0,残幅3.9 再加工(ケズリ) ― 滑石 内外:黒褐2.5Y 3/1 端部片 ○

滑石製品 石鍋 残高1.6 ケズリ ― 滑石 内外:暗灰N 3/ 底部片 スス付着

滑石製品 硯 残長8.3,幅6.7 ケズリ ― 滑石 内外:灰N 6/ 2/3程度 ○ 再加工品か

滑石製品 温石 残長5.7,残幅3.5 再加工(ケズリ)→穿孔 ― 滑石 黄灰7.5Y 5/1,黒2.5Y 2/1 上端部片

滑石製品 石鍋 残高1.6 ケズリ ― 滑石 褐灰10YR 6/1 鍔部片

滑石製品 石鍋 残高5.0 ケズリ ― 滑石 内外:灰白N 7/,灰N 6/,5/ 鍔部片

表採 滑石製品 石鍋 残高4.3 ケズリ ― 滑石 内外:灰褐7.5Y 6/2
口縁部～
鍔部片

表採 滑石製品 石鍋 復元口径19.9,残高4.7 ケズリ ― 滑石
内:黄灰2.5Y 6/1
外:灰白2.5Y 7/1,黒褐2.5Y 3/1

口縁部～
体部片

表採 滑石製品 石鍋 残高10.9 ケズリ ― 滑石
内:褐灰7.5YR 6/1
外:灰白10YR 7/1

口縁部～
体部片

鉄製品 鉄鏃 残長3.75 ― ― ― ― 鏃身部片 ○
方頭形or
圭頭形

鉄製品 轡 残長3.5 ― ― ― ― 環状部片 ○ 捩り痕あり

鉄製品
棒状
製品

残長21.95,幅0.75 ― ― ― ― 両端を欠く ○
鉄釘の素材
か？

鉄製品 鉄釘 全長7.15,幅0.95,厚0.7 ― ― ― ― 完形 ○
銹による劣
化

鉄製品 鉄釘 残長4.4,幅1.0 ― ― ― ― 下部欠損 ○

鉄製品 鉄釘 残長5.8,幅1.0 ― ― ― ― ほぼ完形 ○

鉄製品 鉄釘 残長4.7,幅1.15 ― ― ― ― 1/2程度 ○ ひび割れ

鉄製品 鉄釘 残長4.5,幅1.0 ― ― ― ― 先端部片 ○

銭貨 景徳元宝 径2.5,厚0.1 ― ― ― ― 完形 ○
北宗(1004
年)真書体

鉄製品 刀 残長13.2,刀身幅2.65 ― ― ― ― 刀身～基部 ○

鉄製品 鉄鏃 残長8.2,鏃身部幅1.7 ― ― ― ― 茎部欠損 ○

鉄製品 円盤 最大径4.8,重量41.7g ― ― ― ― ほぼ完形 ○

鉄製品 火打金 全長2.8,幅8.4,厚1.45 ― ― ― ― ほぼ完形 ○
錆ぶくれ
層状剥離

鉄製品 鉄釘 残長5.7,幅0.75 ― ― ― ―
先端部欠
損

○
端部折れ曲
がる

鉄製品 鉄釘 全長6.65,幅0.8,厚0.75 ― ― ― ― 完形 ○
先端曲がっ
ている

鉄製品 鉄釘 残長5.4,残幅0.95 ― ― ― ― 1/2程度 ○

鉄製品 鉄釘 全長7.95,幅1.0,厚0.8 ― ― ― ― 完形 ○
錆ぶくれ
層状剥離

銭貨 天聖元宝 径2.55,厚0.1 ― ― ― ― 完形 ○
北宗(1023
年)真書体

鉄製品 小刀 残長7.65,最大幅2.35,厚0.65 ― ― ― ― 刀部片 ○

鉄製品 鉄鏃 残長6.15,最大幅1.95 ― ― ― ―
鏃身部～
茎部片

○ 方頭形

鉄製品 吊手金具 全長6.5,幅1.3 ― ― ― ―
両端部欠

損
○

鉄製品 鉄鎹 幅6.9,高3.5 ― ― ― ― 完形 ○ 連環が付く

鉄製品 鉄釘 残長5.35,幅0.7,厚0.5 ― ― ― ― 端部欠損 ○

鉄製品 鉄釘？ 残長6.05,幅0.8 ― ― ― ― ほぼ完形 ○

鉄製品 鉄釘 長6.5,幅0.7 ― ― ― ― 完形 ○

鉄製品 鉄釘 残長5.95,幅0.5 ― ― ― ― ほぼ完形 ○
先端が折れ
曲がる

鉄製品 鉄釘 残長4.0,幅0.55 ― ― ― ― 頭部片 ○

鉄製品 鉄釘 残長4.75,幅0.8 ― ― ― ― 先端部欠損 ○

鉄製品 鉄釘 残長8.05,幅1.0 ― ― ― ― ほぼ完形 ○ 錆ぶくれ

鉄製品 鉄釘？ 残長6.75,幅1.15 ― ― ― ― ほぼ完形 ○
錆ぶくれが
著しい

鉄製品 鉄釘 残長3.9,幅0.55 ― ― ― ― 1/2程度 ○

鉄製品 鉄釘 残長4.55,幅0.5 ― ― ― ― 1/2程度 ○

銅鏡 湖洲鏡 径12.3,厚0.4,重量145.4g ― ― ― ― 完形 ○
六花形
鏡面に緑錆

銭貨 元祐通宝 径2.3,厚0.1 ― ― ― ― 完形 ○
北宗(1086
年)真書体
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※結語をまとめるにあたり、亀田修一（岡山理科大学）、中原 博（元行橋市教育委員会）の２氏に有益なご教示をいただいた。ここに記

　して感謝申し上げます。

第 4 章　結　語
　

　以上、羽根木古屋敷遺跡の発掘調査成果を報告してきた。最後に結語として総括を行い、今回検討できな

かった課題等を提起したい。

（１）弥生時代～古代

　羽根木古屋敷遺跡でヒトによる生活の営みが始まるのは弥生時代中期前半の頃である。SK441 からは弥

生土器片が４点出土しており、他の遺構からもごく少量ではあるが弥生土器が見られる。ただこの遺跡が生

活の拠点であったことは、竪穴建物などの遺構が無く、生業を裏付けるような石器や木器なども明確でない

ため否定できよう。

　３世紀後半に古墳時代へ移行するが、４世紀代（古墳時代前期）には、弥生土器から続く古式土師器の散

発的な出土はあるものの明確な変化を見出すことはできない。そこに大きな転換期がやってくるのは５世紀

代（ 同 中期）に入ってからである。つまり朝鮮半島からの渡来系文化の流入である。まず遺構で特筆され

るのが、本書で SD617 と報告した大壁建物（第 141 図）である。溝出土の土器（第 144 図）は概ね５世

紀前半頃に位置付けられる。近隣では豊前市の小石原泉遺跡で６世紀後半の事例があり、県内でも福岡市城

南区の梅林遺跡例などを挙げることができるのみである。その中でも、本例は最も古い事例になる。一方、

遺物では SK484・522・523 などで、渡来人が直接持ち込んだと思われる陶質土器や軟質土器が出土して

いる。この他にも、渡来系の要素が高いとされる移動式竈や多孔甑も数個体分出土している。詳述はしない

が SD624 出土の鞴羽口に転用した土師器高坏も重要である。この遺跡が立地する京都平野は瀬戸内海を通

じて、当時王権があった畿内と直接繋がっており、様々な文化の往来があったことが想像できる。一方、対

馬、壱岐を通じて玄界灘沿岸に渡来した半島系文化の流入もあり、この平野はまさに結節点的な役割を果た

した。羽根木古屋敷遺跡に渡来人がやってきた頃、遺跡から東に３km 余りの稲童の沿岸部にはヤマト王権

中枢との往来だけでなく、半島情勢にも精通した豪族の墳墓群が築かれており、当地の旧郡名である「仲津」

の遺称地をこの近辺に比定するのもあながち間違いではないと考える。続く６世紀以降は、竪穴建物の存在

から一定の集住があったのは間違いなく、古代にも日常土器に加え、瓦（福原長者原官衙遺跡と上坂廃寺に

同笵のものあり）や越州窯系青磁、緑釉陶器も散見でき、重要なエリアであったことが想定される。

（２）中世

　この地が一変するのは 11 世紀後半から 12 世紀にかけての平安時代後期の頃である。土師器や瓦器など

の日常雑器はもちろんのこと、白磁や青磁、中国陶器など膨大な量の輸入陶磁器、広域流通品である備前・

常滑などの中世陶器、東播系須恵器、滑石製石鍋などの出土に裏付けられるように、活発なヒトの往来があ

ったことは想像に難くない。13 世紀にかけて盛期が続くが、14 世紀前半、つまり鎌倉時代の終わりをもっ

て突然遺跡は終焉を迎える。このことは、河川の堆積作用で入江の陸地化が進み成立した中世今井津の発展

と符号するものである。遺跡の北東方向１km 余りには、現在も中世の海岸線に沿って人家が東西に建ち並

んでいるが、湊町としてだけでなく、今井津祇園社や浄喜寺など大きな寺社が形成され、門前町としても賑

わいをみせた。したがって今井津の発展により、ヒトの往来の拠点が移動したと結論できる。

　巻末にあたり、報告者として大変心残りなのは、調査当時に遺跡現地に立っていないことである。中世の

柱穴が無数にあるのに掘立柱建物の検証が全くできず、この遺構からこの遺物が出土した、という短調的な

報告になってしまった。こういった本書ではあるが、地域史発展の一助になることを願っている。


